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　　一人目．サキュバス







　ジェントという都市は、主要な街かい道どうがいくつか交差し、また港にも近いために、主に宿と商店を中心として発展した商業都市である。主要な特産品があるわけではないが、各地からの交易品が取り揃そろえられているために、旅人の必ひつ需じゆ品ひんがいつでも手に入ると評判になり、やがて定住する人もその数を増していった。

　人が増えれば様々なものが作られる。メインストリートを抜ぬけた先に建てられた大聖堂はその最たるものであり、ジェントの象しよう徴ちようとして受け入れられていた。もちろん宗教都市の巨きよ大だいなカテドラルと比べてしまえば小さなものなのだが、地元の職人が精せい髄ずいを発揮した彫ちよう刻こく、ステンドグラスは、そこに住む人々にとって重要な意味を持つ。

　いつでも歩いていける距きよ離りに、まあまあ立派な宗教施し設せつがあれば、それはそれで、日々の仕事の支えとなるものである。

　しかし都市ジェントの郊こう外がい、街道を少し行った先の丘おかの上にある、小さな教会のほうに礼拝に行く市民は、最近ますます減ってきたようである。いや、知っている者はそれなりにいるはずだが、都市の中に聖堂があるのに、わざわざ街道を抜けてまで古く小さな教会に礼拝に行く必要性がないのだ。

　決して忘れ去られているわけではないが、客人の足が向かないその教会では、やや厳しいが正しくある老神父と、彼の身の回りの世話をする線の細いお人ひと好よしの青年が、小さな薬草園や菜園を維い持じしつつ、半ば俗ぞく世せを離はなれた修道僧のような生活を、慎つつましく送っていた。時折、青年が街に買い出しに来たり、ジェント大聖堂で老神父がミサを執とり行う様子を見ることもできるので、完全な隠いん遁とん生活ではないようだ。もちろん、街の人間とも交流がある。

　街では、こんな風に噂うわさされる。あの丘の上の老神父はとても立派な方だが、後あと継つぎはなよなよしていて少し頼たよりない。大だい丈じよう夫ぶだろうか。折おりを見て自分にできる助けをしよう、と、まあそんな具合だった。

　しかし、この礼拝に訪おとずれる者が減った教会であるが、最近とみに注目されるようになったらしい。街の人間に、ではない。日が沈しずんでから。ここで神に尽つくす見習い神父、エイク・ウェルドランが教会内の燭しよく台だいに灯ともした光を吹ふき消してから、であるらしい。

　どこの誰だれが、一体、なんの理由で訪れるのか。

　それは、エイク見習い神父が、教会に設置された懺ざん悔げ室、または告解室と呼ばれる、小さな仕切りのある部屋で仕事を行う様子を見れば、おのずと理解できることだろう。

　今日も、教会の懺悔室には、人ひと影かげが入っていくのが見えた。

　かたっかたっ、という、まるで蹄ひづめで歩くかのような音と共に。




「ちょっと。なんとかならないの、最近の男の人は」

　エイク・ウェルドランに開口一番向けられたのは、そんな言葉だった。

　狭せまい懺ざん悔げ室の中は、人が二人入るので精せい一いつ杯ぱいだ。四方を壁かべに仕切られた部屋は、更さらに内部を二つに仕切られている。つまり、罪を告白する者のための空間と、それに向かい、神の名の下もとに赦ゆるしを与あたえる聖職者のための空間である。

　エイクの向こう側がわにいる告解者は、罪の告白というにはあまりに尊大な態度で、言葉の後を続けた。

「こっちは最近ろくな獲え物ものにありつけてないの。それもこれも、アイツらに会えばスカートを覗のぞけば良いだなんて失礼な対処法が広まったせいよ。なんのために裾すその長い着物を着ていると思っているのかしら！　貴婦人のスカートを覗くなんて最低よ！　最近の男性はそんなのばっかり！」

「それは……大変ですね」

　エイクは曖あい昧まいに笑うことしかできない。これでは告解というよりも、まるで酔よっ払ぱらって仕事の愚ぐ痴ちを言う酒場客のようである。今に始まったことではないが、エイクが話を聞くことの多い者たちは、どうも本気で懺悔や告解をしよう、神の赦しを得よう、などと考えていない気がする。

　彼、あるいは彼女たちの出自を考えれば、仕方がないという面もあるのだが。

「最近は緑の衣服を着ているってだけで覗こうとしてきて！　こっちが怒おこったら血相変えて逃にげ出すのよ！　こっちは見られ損じゃない。女性の下着まで見ておいて、はいサヨナラなんて酷ひどいと思わない？」

　そんな言い方をすれば確かに酷いようにも感じてしまうが、エイクは、ただ彼女の味方をするというわけにもいかなかった。

　話を聞いた限りならば、まるで彼女が性的暴力の被ひ害がい者のようだが、スカートを覗いたというその男たちもおそらく必死で、彼女の下着など見てはいなかっただろう。確かく認にんしたのはもっと下のはずだ。

「なんとかしてよ！　旅の途と中ちゆうで美人なお嬢じようさんたちが踊おどってたら、一いつ緒しよになって踊るのが礼れい儀ぎですよってアンタから広めてくれない？　そうすれば私たちもお腹なかを空すかせることはないんだけど……」

「いやあ、それは……」

　エイクはひきつった顔を隠かくせない。目の前の女性とは、目の細かい格子で遮さえぎられており、互たがいの顔もろくに見えないとはいえ、やはり恐きよう怖ふは拭ぬぐえないのだ。冷ひや汗あせだって出ようというものだ。

「だって、ほら、貴女あなたは吸きゆう血けつ鬼きですから。僕の立場上、襲おそわれる旅人が増えるようなことは」

「なによーもう！　ヴァンパイアと一いつ緒しよにしないでよう！　私たちはヴァーバンシー！　確かに血は頂くけどぉ……」

　可愛かわいらしく怒おこる女性──ヴァーバンシーの一人は、イライラしたように床ゆかを蹴ける。軽く蹴っているつもりだろうが、彼女たちの足は鹿しかの蹄ひづめであるのだ。大して頑がん丈じようではない懺ざん悔げ室にがんがんという音が響ひびく。

　ヴァーバンシーとは、妖よう精せいの一種である。それもかなり凶きよう悪あくな。

　非常に若く美しい娘むすめの姿で現れ、旅人を誘ゆう惑わくしたり、数人で現れて踊おどりに誘さそったりするのだが、その誘いに乗ってしまうと、死ぬまで血を吸われてしまう。吸血鬼とも妖精とも言えるが、つまりは人を襲って糧かてを得る人外のものである。

　彼女たちヴァーバンシーも、見み目め麗うるわしい女性ではあるものの、足先が鹿の蹄のごとくになっている、という特とく徴ちようがある。それを見ればすぐにヴァーバンシーとわかるので、彼女たちは裾すその長い緑のスカートでもって隠かくしている。襲われる旅人たちのほうもそれを知っているので、スカートを捲まくり上げて足先を確かめようとするのである。当然ながら、性的暴行の類たぐいではなく、むしろ暴行を回かい避ひするための方策なのだが。

　ヴァーバンシーらにしてみれば、隠している足や、ともすれば下着まで見られかねない恥ち辱じよくである、ということらしい。

　人の信ずる神をどうとも思っていない妖精なのだから、ここが罪を懺悔する場だと言っても無む駄だかもしれない。

　それこそ人間代表としてのエイクに、他ほかでは言えない不満を打ち明けているということになる。この懺悔室を開いている本来の目的とはいささかかけ離はなれているのだが、エイクは辛しん抱ぼう強く彼女の言葉を聞いていた。これも神の与あたえたもう試練であると、自らに言い聞かせて。

　見習い神父であるエイクの懺悔室。それは、本来懺悔を聞くべき老神父フォーグスの執とり行う、一いつ般ぱん市民向けの告解とはいささか違ちがう。フォーグス神父の命令で、ヴァーバンシーのような妖精、他に精せい霊れい、あるいは魔ま物ものなど、人間でないものたちの懺悔を聞くことになってしまったのである。

　そんな深夜の懺悔室を続けて、はや一年。

　どんな化け物だろうと差別をせずに話を聞いてくれる、という、まるで場末のバーのような評判が、妖精や精霊たちの間で広まっているらしい。エイクも、本日の客人、ヴァーバンシーから『多くの人間の血を吸った罪を懺悔したい』という真っ当な告解を、少しだけ──本当に少しだけ──期待したのだったが、残念ながらその希望は露つゆと消えた。

　あとはもう、ヴァーバンシーに文句をぶつけられる一方である。

　とはいえ、ヴァーバンシーたちの話では、血を吸わねば飢うえ死じにしてしまうのは彼女たちのほうであるらしいので、エイクもどちらかの味方はしづらかった。エイク自身も聖職者であるが、それでも多少の肉は口にする。妖よう精せいであろうと生きるために他ほかの命を食らわねばならないのは同じだ。

「そうだ！　じゃあ神父様の血を頂ちよう戴だいな！　ほら、貴方あなたたちの宗教って血をワインみたいに飲むんでしょ？　だったら一いつ緒しよじゃない」

「あ、まだ神父の見習いです。それに、ワインの血はあくまで比ひ喩ゆですし……ええっと、指先から舐なめるくらいなら構いませんが、それでは満足できませんよね？」

「そうねー。まあ大だいの男一人でヴァーバンシー二人分かな。大体だけど」

　聖職者として質素な食事ばかりしているエイクにしてみれば、目の前のヴァーバンシー一人も満足させるのは難しそうだ、と思った。

　ヴァーバンシーに限らず、エイクの懺ざん悔げ室に訪おとずれる客は皆みなこのような感じである。それでも今日のような悩なやみ相談はまだ良いほうで、酷ひどい時はエイクに言いたいだけ暴言を吐はいて帰ってしまうものもいる。話を聞いてくれる人間、というのはよほど貴重な存在らしい。逆に言えば、そうやって重宝されているからこそ、ヴァーバンシーのような人を襲おそうものたちにも危害を加えられずに済んでいる、という理り屈くつなのだが。

「とにかくさ！　対処法を知られちゃうとマズいのよ！　なんか良い方法ないかしら？」

　どちらの味方もできないエイクであったが、ヴァーバンシーにしてみれば切実な悩みであることは理解できた。あくまで助言者としての立場を崩くずさずに、思いついたことを問うてみることにした。

「とにかく……足先の蹄ひづめを見られなければ、正体がバレることもなく、逃にげられることもない。という理解でよろしいでしょうか？」

「ええ、そうなるわね」

「となると、靴くつ下したか靴などで隠かくしてしまえばよろしいのでは？」

「まあ、ね。私たちもそう考えたの。なにもしていないわけじゃないのよ？」

　かつかつ、と格こう子しの奥でヴァーバンシーが蹄を鳴らす。

「けれど、靴下で隠しても、結局は蹄の形を隠せるわけではないでしょう？　足先が妙みようなシルエットだっていうのはバレてしまうから、この案はダメ。だったら靴を履はけばいいって思うのかもしれないけど……人間用の靴では、私たちの蹄に合わなくって。わかるでしょ？」

　確かに、人間の女性が履くような靴は、鹿しかの蹄では履けまい。考えてみれば道理だった。

　そもそも、裾すその長いスカートを穿はくのだって、彼女たちがヴァーバンシーであることを旅人に見破られないための対処法だったはずだ。しかしそれが通用しなくなってきた。靴を履くという提案も、結局はイタチごっこである。ヴァーバンシーに襲われる旅人が増えたりすれば、今度はこの教会の主、フォーグス神父へと相談が持ち込まれるかもしれない。旅行く者が女の吸きゆう血けつ鬼きに襲われている、なんとかしてほしい、などと。

　根本的な解決にはならないのだが、さりとて彼女たちに飢うえ死じにしろというのも、神の意志ではないような気がする。少なくともエイクにはそう思えた。

「以前、僕のところに、最近仕事が少ないと相談してきたレプラコーンがいます」

「あのドケチの靴くつ屋や？」

「ええ。なんでも最近、真ま面じ目めな人間が少ないので、手伝い甲が斐いがない。いるのは貯ためた金貨を狙ねらう欲深いヤツだけだ、と。まあ彼らは手伝う時も気まぐれなので、それはそれで勝手な言い分だとは思いますが……彼らに蹄ひづめを隠かくすための靴を、特注で作ってもらったらいかがでしょう？」

　レプラコーンとは、いわゆる妖よう精せいの靴屋である。姿を見せるのを嫌きらい、貯め込んだ財宝を誰だれにも渡わたすことなく守り続けているとも言われている。真面目な人間の靴屋であれば、その靴作りを手伝ってくれるとも言われるが、そもそもが気難しい吝りん嗇しよく家かであるために、その手伝いを期待するのは意味がない。

　時たま彼らの財宝を狙う人間がいるが、レプラコーンのことなので、ありとあらゆる手段で妨ぼう害がいしようとするだろう。真面目に働いたほうがよほど賢けん明めいだということを教えてくれるので、ある意味親切な妖よう精せいかもしれない。

　しかし、仕事を依い頼らいするのであれば、お金が大好きなレプラコーンは喜んで引き受けるだろう。そもそもレプラコーンたちがエイクの懺ざん悔げ室を訪おとずれたのも、仕事を紹しよう介かいしてほしいという理由だったのだから。

「金銭はお持ちですか？　どのような形でもいいのですが」

「あー、あるわよ。私たちが襲おそった男たちが持ってたお金が。使い道もないけど捨てるのもアレだし、一応保管してあるのだけど……」

「そ、そうですか。では今度、僕のほうからレプラコーンに頼たのんでみます。代金を払はらうのであれば、ヴァーバンシーの皆みなさんの靴を作ってくれるはずですよ」

「本当っ？」

　あくまで仲ちゆう介かい、仲介である、とエイクは自分に言い聞かせる。

　靴が欲しいヴァーバンシーたちと、仕事が欲しいレプラコーン。需要と供給は一いつ致ちしているのだから、その仲介を行うことは決して悪いことではないはずだ。だからそう、ヴァーバンシーが人を襲う手助けをしたのではないのである、と言い訳をするエイク。誰に言い訳をしているのか。自分の信ずる神だろうか？

「いやー、助かるわ神父様！　こうしちゃいられない、早さつ速そくみんなに伝えないと！」

「あ、あの、できれば人を襲うのは最小限に……」

「わかってるって！　反省してるしてる！　私は罪深く、人を襲う魔ま物ものです、海よりも深く反省しております──それじゃあね神父様！　靴の件よろしくね！」

　蹄をリズミカルに打ち鳴らして、ご機き嫌げんな様子でさっさと懺悔室を出ていくヴァーバンシーであった。反省の言葉に一いつ切さい誠意が感じられない。あの様子では、教会からの帰り道、ノリノリで人を襲おそってしまわないかとエイクは心配になるのだが。

　胸の前で十字を切り、願わくばヴァーバンシーたちにも神の赦ゆるしが与あたえられることを切に祈いのる。

　それと、最近のヴァーバンシーは蹄ひづめを特注の靴くつで隠かくしていることを、旅人に教えておく必要がありそうだった。それだけで血を吸われる犠ぎ牲せい者が減るように、と祈るしかない。襲う者と襲われる者のイタチごっこを演出して、妙みような虚むなしさを覚えるエイクだった。

　エイク自身は気付いていない。

　こうした彼なりの助言が、懺ざん悔げ室を訪おとずれる精せい霊れいや妖よう精せいたちの助けとなっており、そのためにまた懺悔室の評判が上がり、色々なところからまた人外のものが訪れる、というサイクルが形成されていることに。こうして懺悔室というより相談室と化したこの小さな部屋に、また別の客人が訪れることになるのだ。




　エイク・ウェルドランは戦せん災さい孤こ児じであった。といっても、その頃ころのエイクはまだ幼く、記き憶おくは定かではない。物心ついた時には既すでに教会で暮らしていた。

　エイクや、彼と似た境きよう遇ぐうの者たちを何人かまとめて引き取り、義父として、そして神父として様々な教育を施ほどこしたのが、フォーグス・ウェルドランである。エイクにとって、この小さく古い教会は自分の家でもあり、学校でもあった。兄弟同然に育った他ほかの孤児たちと共に、人と神のことを学び、生活する知ち恵えを学んだ。

　今や、その義理の兄けい弟てい姉し妹まいは、フォーグス神父の助けにより、ジェントや他の場所で様々な職についている。パン作りの上手うまいジェシカは、子供のいないパン屋夫ふう婦ふの養子となり、今やジェントのパン屋の看かん板ばん娘むすめ。身体からだの大きかったアントニオは、ジェント自警団に入り、先日街に近づいた狼おおかみの群れを追い払はらったらしい。一番幼かったイライザは、たまたま聖堂を訪れていた大司教様にその才能を買われ、遠く王都の聖歌隊として活かつ躍やくしているという。

　フォーグス神父は教育者として一流であり、彼が引き取った孤児たちはそれぞれの場所で立派に生活している。教会に残ったのはエイクだけであった。フォーグス神父は、エイクにも働き口を探すつもりだったらしいが、エイクがわがままを言ったのだ。

　自分も神父になりたい、と。

　そのため、今はエイクがフォーグス神父の身の回りの世話をしつつ、神学を学び、半ば修道士のような生活をしていた。ゆくゆくは王都の神学校で学ぶことができたらと考えているが、そんな費用はどこにもないため、今のところは夢物語でしかない。神父になる道は他にもあるのだ。

　夜も更ふけてから行われる、エイクの懺悔室は、そうした神父になるための修しゆ行ぎようの一いつ環かんだと、フォーグス神父は言っていた。だからやめることは許されない。話を聞くだけで胃が痛くなったり、冷ひや汗あせをかいたりすることもあるが、神の前での告白は神聖なものだ。たとえそれが愚ぐ痴ち混じりの説教であろうとも、エイクは聞き届けなければならないのである。

　今日のように、ヴァーバンシーにいつ血を吸い取られるかビクビクするのも、神の試練といったところだろう。

　ちなみに、ここ数日、フォーグス神父はジェント大聖堂へと出かけており、帰ってくるのは一週間後くらい、と聞いている。神父がかなり年を重ねたこともあり、この教会で何人もの孤こ児じを引き取るのはもはや無理なのだが、その代わりとばかりに、聖堂の隣となりに新しく作られた孤児院で、神父は子供たちに様々なことを教えているらしい。

　厳しいところもあるが、結局、フォーグス神父は子供好きなのだと、エイクは思っている。

　しかしそのため、今、教会にはエイク一人。妙みような怪かい物ぶつに襲おそわれたとしても、助けてくれる者はいないということだが。

「犠ぎ牲せい者が少しでも減りますように──」

　自分一人しかいない懺ざん悔げ室で、エイクはまたも十字を切った。ヴァーバンシーに襲われる者も、飢うえるヴァーバンシーも減るようにという矛む盾じゆんした祈いのりであり、またその犠牲に自分が含ふくまれることがないように、という祈りでもあった。

　そろそろ眠ねむる時間である。これ以上、人外である客人が現れないのであれば、エイクも明日に備えて眠らなければならない。人食いオーガなどが訪おとずれる前に寝ねてしまったほうが賢けん明めいとも思うのだが。

　気配が、ある。

　懺悔室の外にある何者かの気配を察知することに、この一年、エイクはすっかり長たけてしまった。

「あの……」

　声がかけられる。

　一応、教会の戸と締じまりはきちんとしているのだが、精せい霊れいだの妖よう精せいだの、果ては魔ま物ものだの悪魔だのといった面々には大した問題ではないらしく、平気で進入してくる。もちろん懺悔室に用があるからなのだが、一体どうなっているのだろう、と思わないでもない。

　エイクはもう一度十字を切ると、声をかけた。

「罪の告白をお望みですか？」

「え、ええと……わたくしは」

「まあ、とりあえず中へどうぞ。ここで話を聞くのは僕と神だけです。どのようなお話でもお聞きします。遠えん慮りよなさらずに」

　エイクは、本来の懺悔の儀ぎ式しきに依よって、外にいる者に声をかける。

「失礼、いたしますわ」

　またもや女性のようである。少なくとも、声は女性だった。

　だからといって安全というわけではなく、むしろヴァーバンシーのごとく、女性であることを武器に男を食らう危険な妖よう魔まも数多くいる。一方で、皿一いつ杯ぱいのミルクだけで家事手伝いをしてくれる親切な妖精もいるため、女性である、というだけで危険か安全かは判断できなかった。

　ともあれ、人語を解す相手であれば、とりあえず会話は成り立つ。その点だけは安心できた。

「はじめまして。僕はこの教会で神に仕える神父……の見習い、エイクと申します」

　フォーグス神父が人間相手に執とり行う手順の通り、エイクは懺ざん悔げを促うながす言葉を告げる。相手は格こう子しの向こうで顔は見えないが、黙だまって聞いていた。

「神はすべてを知っておられますが、貴女あなた自らが罪を告白し、懺悔することを望んでおられます。神が与あたえる赦ゆるしを信じ、恐おそれずに話してください」

「あ、あの……」

　戸と惑まどったような声が響ひびく。

　よくよく聞けば、どこか艶つやのある声だった。なんというか、少しかすれた吐と息いきの中に、甘さが混じっている声。こうした声を、エイクは何度か聞いたことがあった。

　嫌いやな予感がする。

「ここでは、人でない者の相談も受けておられる、と聞きましたが……？」

「はい。僕が担当している懺悔室は、そういうところです。なかなか、昼間は出歩けない方。人前に姿を現したくない方も。本来は罪の告白をするべきなのですが、そうですね、懺悔よりも、人生相談のような形になってしまっていることがほとんどですね」

　エイクは苦笑気味に笑う。懺悔室が本来の役割を果たしていないのだから、責められるべきなのかもしれないが、フォーグス神父はそのような現状を『それもまた神の思おぼし召めしだ』と言って、特に改善を求めてはいない。

「で、では、わたくしの相談にも……」

「お話は聞きますし、できる限り力になれるよう助言もいたします」

「ありがとうございますわ……」

　丁てい寧ねいな物もの腰ごし。柔やわらかな口調。声だけ聞くならばどこか高貴なる身分のご令れい嬢じよう、といった気もしてくる。が、その言葉の端はし々ばしに、何故なぜか鼻にかかったような甘い吐息が混じっていた。

　そして極きわめつけは、格子越ごしに漂ただよう、花のような香かおり。

　爽さわやかで、それでいて甘やかな香り。香こう水すいだろうか。そうでないとすれば、やはり、この女性は。

「わたくし、シルヴァンシア・Ｌ・クーヴェリュードと申します。どうかわたくしの願いを聞き届けていただきたいのです、神父様」

「願い……えっと、それはどういう？」

「ええっと……わたくしは、淫いん魔まの一族なのですが」

　がん、と音がする。

　エイクが、その額を目の前の格子にぶつけた音だ。うひゃう、という実に可愛かわいらしい声をあげて、シルヴァンシア──自じ称しようするところ淫いん魔まである娘むすめが、格こう子しから身体からだを離はなす気配がした。だが、エイクは構っていられない。ずきずきする額の痛さで、どうにか自分を保つ。

　淫魔。女性のそれをサキュバス、男性をインキュバスと呼ぶ。

　数ある悪魔の中でも、教会、修道院の天敵とも言うべき相手である。いや、もちろん、悪魔全ぜん般ぱんが敵であるのだが、その中でも非常に報告例が多く、またその厄やつ介かいさ、現実的な脅きよう威いという意味で、とにかく相性が悪い。

　嫌いやな予感が当たってしまった。女性の喘あえぎにも似たシルヴァンシアの声と、感情を高ぶらせるような甘い匂においは、彼女が淫魔であるから、なのだ。

「し、神父様……今、ぶつけたのでは……」

「ああ、すみません……。実は、サキュバスの方は今月で三人目なのですが、油断すると意識をもっていかれそうになるので、ちょっと気合いを」

　痛さでどうにか、自分が見習いとはいえ聖職者であることと、相手があくまで懺ざん悔げ、相談に訪おとずれたことを自覚する。未いまだ誘ゆう惑わくに敗北したことはないが、ヴァーバンシーのような人食いと対たい峙じするより、はるかに精神力を要求される相手ではある。

　淫魔は、人を誘惑し、姦かん淫いんの罪に導く悪魔。

　禁欲生活を送る修道院では、最大の敵であると言ってもいい。

「わたくしの一族が、それほどまでに……」

「え、ええまあ。なんというか、半分は愚ぐ痴ちというか、説教というかなんですが、とにかく最近、淫魔の方が多いかと」

「わたくしたちの住すみ処か、地じ獄ごくの表層で神父様のお噂うわさが流行はやっているからだと思われますわ。なんでも話を聞いてくださる、とても優やさしい神父様がいる、ということでした。それにしても、お説教……ですか？　どうして、神父様に……？」

　本人に自覚はないのかもしれないが、言葉の一々がまるで、夜の恋人の囁ささやきのように感じられてしまう。エイクも、聖職者でなければとっくに誘惑に負けていたかもしれない。まだまだ修しゆ行ぎようが足りない。

「色々ありますが……誘惑する側がわにも、なにかと苦労があるようで……」

「はあ……」

　教会や修道院を中心に現れる、サキュバスとインキュバス。

　神のしもべたる聖職者を狙ねらうことで、間接的に神の威い光こうを貶おとしめようというのが彼らの狙いである。罪を犯おかす者が増えれば、天国へいける者の数が減り、地獄の罪人の数が増える。悪魔が人を堕だ落らくさせ、罪に誘いざなうのはそうした理由からだが、主に性的な罪、姦淫の罪に誘うのが彼女たち淫魔の領分である。

　が、もちろん事情はそれほど簡単ではない。サキュバスの相談が増えている理由もそこにあった。

「……話していいものでしょうか。まあでも、シルヴァンシアさんの同族の話ですし……」

「シルヴァで結構ですわ、神父様。身内の者は皆みなそう呼びます。わたくし、一族の者がなにを相談したのか、興味があるのですけれど……」

「わかりました。お話しします。ああ、僕もエイクでいいですよ。所しよ詮せんは見習いですから」

「では、エイク様と」

　様付けはとれないらしい。

　一見、従順さ溢あふれる対応だが、だからこそ淫いん魔まに相応ふさわしいということなのだろう。目の前の美女がなんにでも従うとなれば、健康な男であればなにを命ずるかは容易に想像できる。それをシルヴァが意識してやっているのかはわからないが、まだ警けい戒かいは必要と感じた。

「では、どこの誰だれ、ということではなく、あくまで数人の淫魔さんのお話を、僕なりに総合した事例、ということで」

「わかりましたわ。匿とく名めいということですわね」

「そうなります。では……そうですね、一番わかりやすいのは、淫魔として教会に忍しのび込んだところ、口くち汚ぎたなく罵ののしられた、ということでしょうか。それで落ち込んでしまったり、聖職者があんな酷ひどいことを言っていいのかー、と怒おこり出すサキュバスさんがいらっしゃいまして」

「はあ。でも、それは……わたくしが言うのも変ですが……普ふ通つうでは？」

「いえ、その通りですよ。相談にいらしたサキュバスさんには申し訳ないんですが、淫魔に誘ゆう惑わくされた時、口汚く罵って追い返す、というのは確かに対処法の一つです。実際、淫魔はそれで落ち込んで誘惑に失敗しているわけですから、僕の立場としては、姦かん淫いんの誘惑を退けた同業者を尊敬しこそすれ、サキュバスさんの味方はできないといいますか。ああ、どのように罵ば倒とうするかは伏ふせておきますね。無意味にシルヴァさんを傷つけてしまいますから」

「まあ……でも、わたくしの二人の姉も言っておりましたわ。『被虐趣味者マゾヒストでなければ淫魔などやっていられない』と」

　つまりは、そういうことである。罵られたくらいで落ち込んでいては、淫魔も悪魔も務まらないだろう。しかし『薄うす汚ぎたない豚ぶた』だの『膨ふくれ上がった蟇ひき蛙がえる』などという罵倒の仕方も、確かにエイクはどうかと思う。シルヴァの手前、絶対に口にできなかったが。

「こういう方は大たい抵てい、僕が励はげますんですが、別の事例もありまして……つまり、誘惑に失敗した淫魔さんであることは同じなんですが、その理由が少々特とく殊しゆといいますか……僕が聖職者であるからこそ、尚なお更さらに言い訳しづらいというか……」

　格こう子しの向こうで、シルヴァが首を傾かしげる気配がした。歯切れが悪いエイクの物言いなのでそれも仕方あるまい。意を決して、エイクは同業者の恥はじを語ることにした。

「そのサキュバスさんが誘惑しようと狙ねらったのは、とある修道院の院長であったのですが……その院長がですね、自分の院の修道女を何人も手て籠ごめにしておりまして、その、誘惑をしに部屋に忍しのび込んだところ、乱交の真っ最中であったとか……」

「まあ」

「堕だ落らくさせようとした聖職者が、既すでに堕落していたわけですから、淫いん魔まの目的は達成されたようなものではないかと思うのですが……まあとにかく、そのサキュバスさんはプライドをいたく傷つけられ、僕のところに来たのです。最近の修道院はどうなっているんだ。ちゃんと戒かい律りつを守ってくれないとこっちの仕事がないじゃないか、と」

　それをエイクにぶつけられても、神父ですらない見習い聖職者にはどうすることもできないのだったが、そんなことはやってくるサキュバスには関係がない。とにかく八つ当たりできる相手が欲しかったのだろう。

「他ほかにも、勝手に修道女が遊び歩いて妊にん娠しんしたのに、自分のせいにされたインキュバスさんがいました。あとは、修道士を誘ゆう惑わくしたら、逆にムチや縄なわ、張り型などで変態的行こう為いを強要され途と中ちゆうで逃にげ出してしまったサキュバスさん。可愛かわいらしい顔が災わざわいして、十数人の修道女に散々に絞しぼり取られた新人インキュバスさんなど……たくさんの淫魔さんがいらっしゃっています。そのほとんどが教会や修道院に対する文句で……」

　なまじ同じ聖職者の所業であるから、下手な言い訳ができない。

　つまりは、淫魔側がわから教会側へのクレームである。淫魔も教会に罵ののしられ迫はく害がいされる一方ではなく、エイクという文句を受け付けてくれる人間を見つけた。その結果として、エイクにすべてのクレームは集中することになる。

　愚ぐ痴ちを聞くほうも案外大変なのだった。

「それは……御ご苦労さまですわ」

「いえ、これも神の試練でしょうから……まあ、とにかく、そんなわけで最近、サキュバスさん、インキュバスさんからのご相談は多いんです。シルヴァさんも、そういった類たぐいなのかと思いまして」

「いえ。それは違ちがいますわ。わたくし、淫魔の中でも落ちこぼれで、まだ一度も仕事をしていなくて……」

　落ちこぼれ。

　サキュバスというのは生まれながらに性に長たけた種族かと思っていたのだが、その言い方だと必ずしもそうではないようだ。考えてみれば先ほどの淫魔たちの話も、淫魔よりも修道士が性的に堕落していた場合のトラブルである。必ずしも皆みな、邪じや淫いんのものというわけではないようだった。

「だからわたくし、ここに来たんですの。意を決して。願いを聞いてくださいますか？」

「……神はすべてを知っておられます。しかし貴女あなたが改めてその意志を言葉にするというのであれば、神はそれを聞き届け、きっと祝福を授さずけることでしょう」

　真しん剣けんなシルヴァの言葉に、エイクも思わず、神父のような受け答えをしてしまった。

「その後、願いを叶かなえられるかは貴女次し第だいです。しかし、神はいつでも貴女を見守り、その努力の後押しをしてくださいます。恐おそれることなく、自らの意志を言葉にしてください」

「はい！」

　シルヴァは感激したように、格こう子しの向こうから強い声をあげる。




「わたくし、修道女シスターになりたいのですわ！」




　がががん！　と、けたたましい音が響ひびく。エイクがその身体からだを、狭せまい懺ざん悔げ室の中で転げさせてしまったせいである。全身を強く打つが、それよりもシルヴァの告白の衝しよう撃げき度のほうがよっぽど強かったことは言うまでもない。

「エ、エイク様!?」

　シルヴァが悲鳴のような声をあげるが、正直、悲鳴をあげたいのはエイクのほうである。倒たおしてしまった椅い子すの位置を直しながらも、エイクは言葉の意味を考える。

　修道女になりたい。

　それはいい。神の道を修めたいというなら、むしろエイクが祝福すべきことだ。問題はその発言者が、神の敵、教会の敵、姦かん淫いんと好色に誘いざなう淫いん魔まサキュバスであるという点で。

「ほ、本気ですか？　シルヴァさん」

「や、やはりダメなのでしょうか？　淫魔が修道女というのは」

「いえ……ダメというか」

　それは魚が空を飛びたいと言うようなものではないのか。目標とか努力とか、それ以前の問題で、そもそも可能な構造になっていない。修道士、修道女は、性的に清らかであることを強く求められるのだが。

「こういうことを聞くのは、なんというか……そもそもおかしい気がするのですが……シルヴァさん、その、男性経験は？」

　淫魔にふざけたことを聞いている、と思った。魚の例で言うならば、魚にエラはありますか、と尋たずねているようなものだからだ。しかし、格子の奥でシルヴァは強く答える。

「ありませんわ」

　どうやら、空を飛びたい魚にエラはなかったらしい。

　そういえば一度も仕事をしていない、とも言っていた。

　エイクは頭を抱かかえる。処女だというのが本当だとすれば、修道女になりたいというシルヴァの願いは、第一段階ではクリアということだ。修道会に認められるはずもないとか、そもそも悪魔が十じゆう字じ架かだらけの修道会で働けるのかとか、まだまだ問題はあるにしても。

「ええと……シルヴァさん」

「はい」

「よろしければ、どうして神の道を志そうと思ったのか……その経緯を聞かせてもらってもいいでしょうか？　ちょっと、なんといいますか、サキュバスの方の発想にしては、あまりに突とつ飛ぴというか、ありえないというか……」

「わかりましたわ」

　シルヴァはやはり、頷うなずく。それだけで、修道女になりたいという彼女の決意が並々ならぬものであることは知れた。しかし同時に、自分の発想が相当奇き矯きようなものである、という自覚もあるようだ。

「少し長くなりますが、昔の話をせねばなりませんの。エイク様、聞いてくださいますか？」

「もちろんです」

　それが自分の仕事。

　エイクは自分にそう言い聞かせて、倒たおれ込んでしまった自分の身体からだを起こし、姿勢を正して、シルヴァとの境になる格子へと向き直った。

「ではお話しします。あれは、そう、五十年ほど前のことなのですが……」

　今は何歳なんですかと、口から出そうになった失礼な問いを、エイクは慌あわてて飲み込むのだった。




　クーヴェリュード家というのは、淫いん魔まの一族の中でも、相当な名門であるらしい。

　地じ獄ごくに住まう悪魔というのは、貴族社会であり、家いえ柄がらや一族でかなり厳しい格付けがなされるという。淫魔それ自体はどちらかといえば下位の悪魔であるが、シルヴァの家系は例外的に高い地位についており、そこの三女として生まれたシルヴァンシアも、様々な教育を受けてきた。性的なものを含ふくむ諸もろ々もろの教養や礼れい儀ぎ作法を習得することに子供時代を費ついやしたそうだ。元々、知識欲が旺おう盛せいなシルヴァンシアは、それらをどんどん吸収していった。

　箱はこ入いり娘むすめでした、とシルヴァンシアは照れたような声で笑う。

　しかし、知識はともかく、性的な技術は座学のみで身につくものではない。いつかは淫魔としての実じつ践せんに臨のぞむ必要があった。本来なら、一族の中でも技術に長たけた者が授業を施ほどこすらしいのだが（それは立派な近親相そう姦かんではないのかとエイクは思ったが、淫魔にそんなことを咎とがめても仕方がない）、生憎あいにく相応ふさわしい人材がおらず、シルヴァンシアは二人の姉からわずかに手ほどきを受けただけで、人間の住む修道院へと忍しのび込むことになったのだ。

　つまりシルヴァは、未経験のまま修道士を誘ゆう惑わくしようとしたのだ。

　もちろん淫魔であるからには、相手がどのような人間でも堕だ落らくの道に誘さそい込む自信はあったのだという。しかし、相手が悪かった。いや、シルヴァにとっては、相手が良かったというべきか。

　相手は、まだ若い修道士だった。

　その寝しん室しつに潜もぐり込んだシルヴァだったが、なんと、その修道士が淫魔に対して、聖典片手の説教を行ったのだという。神の道に従う素す晴ばらしさと尊さを、肌はだも露あらわな淫魔を相手にとうとうと語ったらしい。頑がんとして、誘ゆう惑わくに屈くつすることなく。

　知識欲が旺おう盛せいなシルヴァは、なんとそこで、今まで未知であった聖なる知識に対して興味を持ってしまったのだ。

　当然ながら地じ獄ごくでは、聖書のことなど語らない。いや、語ったとしても誘惑すべき相手の信しん仰こうなのだから、悪しざまに偏かたよった視点で教えたことだろう。それがまったく逆に、修道士から説かれてしまったのだ。敬愛すべき神と、その祝福と、教えについて。

　結局、シルヴァは処女を散らすことなく、その晩はずっと神の教えのなんたるかについて、修道士の説教を聞き続けていたらしい。

　誘惑できないどころか、逆に神の教えに感かん銘めいを受ける淫いん魔ま。

　一体何者だったのだろうか、その修道士は。並みの精神力ではあるまい。よもや神の子の生まれ変わりが、シルヴァに正しい道を示すために修道士を装よそおっていたのだろうか──などと、そんな考えまで浮かんでしまう話である。

　以降、シルヴァはずっと修道女になることを夢見ていた。

　もちろん、そんな夢を見ながら淫魔の仕事などできるはずもなく、誘惑もせずに地獄に引きこもって聖書を読みふける日々。一族の中では落ちこぼれ淫魔扱あつかいされ、いい年になっても処女のままだと近所からは陰かげ口ぐちを叩たたかれる始末。

「父や母には早く誘惑してこいと言われ続け、二人の姉にはあからさまに気を遣つかわれ……」

　それが五十年か。淫魔の感覚では長いものではないのかもしれないが、しかし声に疲ひ労ろうが滲にじんでいることから、決して楽な時間でもなかったのだろう。

「でも、でもそれも今日で終わりなのです！　一番上の姉が、この人のところに行けば修道女になれるのではないかと教えてくださいましたわ！　それが、悪魔の相談も受けるというエイク様の懺ざん悔げ室でして」

「な、なるほど……」

　来るべくして、来たということか。

　エイク個人としては、シルヴァに神の道を示した修道士のほうが気にかかるが、ともあれ自分を頼たよってきてくれたサキュバスを無む下げに扱うこともできない。ましてや神の教えに目覚めた悪魔であれば、この懺悔室を開いてからあまり例のない、敬けい虔けんな信徒の相談ということになってしまう。

「では……シルヴァさん、修道女になる方法はご存じでしょうか？」

「方法、ですか？」

「ええ。宗派、修道会によって細かい違ちがいはありますが、ほとんどの場合、一定期間を修道院で修しゆ行ぎようした後、修道会の承しよう認にんによって修道女となることができます。先ほど話した通り、ろくでもない修道院もあるにはありますが、大半は真ま面じ目めに神の教えを実じつ践せんしているところばかりですから、それはご安心ください。問題は……」

　そう、これが最大の問題なのだが。

「修道会が、はたして淫いん魔まを、修道女として認めてくれるかどうか、という点ですが……」

「やはり難しいのでしょうか？」

「難しいかどうかというより、不可能と言わざるを得ないでしょうね。真っ当な修道会では、サキュバスであるとわかった途と端たんに追い出されてしまうでしょう。逆に、サキュバスを歓かん迎げいするような修道会は、正常に機能していないと判断するべきです。先ほど僕が語った、悪い例の修道院でしょう」

　シルヴァがため息をつく。が、こればっかりは仕方がない。エラのない魚も、市場に出れば魚屋に並べられるのが道理だ。見習いで教会の制度に口を出せるはずもない。教会と修道院は、少々管かん轄かつが違ちがうという事情もあるのだが。

「逆に言えば、淫魔であるということがバレなければ潜もぐり込める可能性はありますが……」

「それも難しいと思いますわ。わたくしたちには角がありますから」

「角？」

「ご覧になりますか？」

　そう言って、シルヴァが懺ざん悔げ室を出る気配。慌あわててエイクも外に出る。教会の隅すみに設しつらえられた懺悔室は、外に出れば真夜中の回かい廊ろうとつながっている。いささか肌はだ寒さむい暗くら闇やみの中で、エイクはシルヴァの姿を見ることができた。

　白い肌、である。

　月光に照らされる白い肌の面積が、尋じん常じようではなかった。

「あ、改めまして、シルヴァンシアですわ。エイク様」

　姿を見せた淫魔が、丁てい寧ねいに頭を下げる。たおやかな金きん髪ぱつが、一礼に合わせて静かに揺ゆれた。

　シルヴァは、当然というべきか、その裸ら体たいを惜おしげもなくさらしていた。胸と腰こしにわずかな衣類をまとっているが、水着や下着よりも更さらに生き地じが少ない。三角形の革生地を張り付けただけ、というようにも見える。素材はなんの動物の革なのか、少なくとも見ただけでは判別できなかった。

　ほどよい肉付きの身体からだは健康的である。栄養不足で満足に育つ者がない時代に、豊かな乳ち房ぶさはそれだけで良い暮らしをしている証明だ。腹部や太ふと腿もも、二にの腕うでは露ろ出しゆつしているのに、肘ひじや膝ひざから先を、やはり黒革の生地で覆おおっていた。そのくせ、身体のシルエットはよくわかる。全裸とほとんど変わらないとも思えた。

　肝かん心じんの角は、金色の髪かみの隙すき間まから、羊のようなそれが二本生えていた。腰から伸のびる長いムチのような尻尾しつぽともあわせて、なるほど淫魔という自じ称しようは間違いないことがようやく知れる。もしこの姿のまま修道院にでも行けば、きっと酷ひどい言葉を浴びせられることだろう。

　そこまで考えて、エイクは、自分の目線が意志とは別に、シルヴァの胸むな元もとへ引き寄せられていることに気付いた。
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「エイク様？」

　きょとんとした無防備な顔で、シルヴァが首を傾かしげる。煽せん情じよう的な服装に似合わぬいたいけな仕草だったが、それこそが逆に淫いん魔まの無意識の計算なのではないか、とすら思った。

「あ、ああ、すみません……ちょっと失礼してよろしいですか」

「はい？」

　エイクは、赤く染まった顔を隠かくしながら、手近な壁かべに触ふれる。レンガ造りの堅けん牢ろうな壁だった。丁度良いだろう、と思い。

　躊躇ためらいなくその頭を打ちつけた。

「……っつぅぅ……っ」

「え、エイク様!?　大だい丈じよう夫ぶですか、その、血が……！」

「も、問題ありません。痛みで邪じや淫いんの念は消え去りました。大丈夫です」

　額からだらだら血を流しつつ、エイクは笑う。シルヴァはどこから取り出したものか、高級そうな絹の手巾ハンカチでもってその血を拭ぬぐった。高価であろうそれを血で汚よごすのは気が引けるエイクだったが、シルヴァは一心不乱に血を拭ふき取っている。

　だが、その体勢、エイクから見れば、シルヴァの胸がますます強調されたような格好になってしまうのだが──。

「もう、もう結構です」

「いけませんわエイク様。まだ出血が……」

　そう言うシルヴァからエイクは一歩退ひく。まだ彼女は名残なごり惜おしそうに手巾ハンカチを持った手を彷徨さまよわせていたが、これ以上近づかれては額より鼻から出血しそうであった。

　孤こ児じだった兄けい弟てい姉し妹まいが一人立ちしてから数年。ただでさえ女性と接する機会が少ないエイクに、淫いん魔まの肢し体たいはもはや暴力である。

「は、話を戻もどしましょう。悪魔の方は姿を変えられると聞いたことがありますが、それで角や尻尾しつぽを隠かくすことはできますか？」

「え、ええ、一応はできますわ。ただ、ずっと修道院で暮らすとなると、いつかはバレてしまうかもしれなくて……わたくし、やっぱり悪魔ですから、神聖な場所で魔ま性しようの術を使っても効果が薄うすれたり、ふとしたことで術が解けてしまうかもしれません。変へん化げの術も、本来は一晩誘ゆう惑わくに使うだけで、ずっと使うものではありませんし」

　やはり、悪魔が修道院で暮らすには色々と不都合があるらしい。十じゆう字じ架かや聖水に祈いのりの言葉、そんな悪魔祓はらいに効果ありとされるものばかりの場所では、用いる術も大して効果的とは言えないということか。

　だとすれば、まず修道会に認められるかどうかよりも、修道院での生活が可能かどうかということを考こう慮りよせねばならないだろう。修道院は男女で分かれるから、男性を誘惑する心配はないだろうが──。

「あの……シルヴァさん」

「は、はいっ」

「さっきから、一体なにを？」

　そこではっと気付いたように、シルヴァはエイクから手を離はなす。自分の服を撫なでる女性の指に、エイクの内心は相当乱れていたが、額の痛みもあって平静を装よそおうことができた、と信じたい。

　シルヴァにとっても、エイクに手を伸のばしていたのは、まるで無自覚の行動だったのだろう。随ずい分ぶんと馴なれた手つきで彼の着ている服まで脱ぬがそうとしてきた。

「す、すみません。あの、男性衣服は、実家でたくさん脱がす訓練をしてきたものですから」

「脱がす訓練、ですか」

「はい。古こ今こん東とう西ざい、どんな衣服でも素す早ばやく脱がすことができるように、乳母うばに躾しつけられまして……その、はしたなくて申し訳ありませんわ」

　無意識に、男の服を脱がすのか。淫魔には職業病のようなものかもしれないが、こっちはどうやったらシルヴァが修道女になれるのかを考えているというのに。頭を抱かかえたくなってしまった。

「やはり、淫魔が修道女というのは、無理があるのでしょうか……？」

　シルヴァが不安げに瞳ひとみを揺ゆらす。月夜に輝かがやく彼女の瞳には、妙みような妖あやしさが灯ともっていた。じっと見つめられるとまた、聖職者にあるまじき劣れつ情じようがわいてきそうだった。

　向いてない、というのは簡単だろう。しかしそれでは相談の意味がない。

「いえ、僕に一つ、考えがあります」

「本当ですかっ」

「え、ええ……ただし、あくまで形だけの修道女になるものです。正式に修道会に認められたやり方ではありません。ですがこの方法なら、角も尻尾しつぽも隠かくさずに済みますし、それなりに神の教えを学ぶこともできるはずです」

　興奮気味なのか、シルヴァがエイクとの距きよ離りをさらに詰つめる。エイクはなるべく胸むな元もとや顔を見ないよう気をつけながら、言葉を続けた。

「ここで働く、という方法です。かく言う僕も、正式な神父ではありませんし。フォーグス神父様が置いてくださっているだけで、見習いという名の雑用係です。服であれば余っているものがありますし、ここで僕の仕事を手伝っていただければ、それなりに修道女シスターの格好はつくかと思うのですが」

「構いませんわ！　それで！　全然！」

　すがるように近づいてくるシルヴァ。その胸や腰こしをなるべく見ないように努めながら、エイクは言葉を続けた。

「僕は拾われた孤こ児じです。数年前から新たに孤児を引き取ることをやめていますが、フォーグス神父は今まで、何人もの孤児を育ててきました。みんな僕の家族、兄弟みたいなものです。義姉ねえさんや義妹いもうとは、みな修道女の服装で職務に励はげんでいました。そっちのほうが教会に相応ふさわしいですし、正式な修道女ではなくとも、神の教えを学んでいたことに違ちがいありませんから」

「では、わたくしも、同じようにと？」

「フォーグス神父の許可が出たら、ですけれど。神父がお帰りになるまでは、ここで働いてくださればと思います」

「あ、ああ……ありがとうございます、エイク様……」

　甘い香かおりが更さらに色濃こくエイクの鼻をつく。淫いん魔まの体たい臭しゆうは媚び薬やくに似た効果でもあるのだろうか。いずれこの対策もとらなければならないかもしれないが、ひとまずは自分が劣情を抑おさえ込めば済むことだ。

　これも神の試練。

　名だたる聖人たちも、女性の姿をとった悪魔の誘ゆう惑わくを退けたのだ。シルヴァがそのつもりでないことは明白だったが、エイクにとっての試練という意味では似たようなものだろう。

「で、では、修道服をお持ちしますね。裏の倉庫にあったはずですから……」

　だが、一時撤てつ退たいはやむを得まい。

　服を取ってくるというより、露ろ出しゆつの多いシルヴァから半ば逃にげ出すかのように、エイクは倉庫へと向かっていくのだった。




　まず見つけたものは、比ひ較かく的後になって勤め先を見つけたジェシカやイライザの修道服であったが、それらは明らかにサイズが小さかった（主に胸の）。多少は我が慢まんしてもらうしかないとしても、サイズに大きな差があれば苦しいのはシルヴァである。

　体格が似ているのは、エイクが子供の時に一番年上であった義姉ミュリエルだろう。しかし彼女は四年ほど前、フォーグス神父と大おお喧げん嘩かをして出しゆつ奔ぽんしてしまったのだ。以降は行方ゆくえ知れずだったのだが、最近ジェントの裏通りで高級娼しよう婦ふとして勤めていることが判明した。もちろんフォーグス神父は怒いかり心しん頭とうである。修道服が残っているかは疑問であったが──。

　倉庫の奥に、埃ほこりを被かぶった服を見つけることができた。なんだかんだで子こ煩ぼん悩のうな神父は、ミュリエルの服もきちんと保存しておいたらしい。

　ミュリエルの修道服は、ほとんど問題なくシルヴァが着ることができたので、彼女にはそれで過ごしてもらうことになった。ただし角が邪じや魔まをしてしまうので、髪かみをすべて隠かくすことはできず、頭のベールは軽く被るだけ、という感じ。ベールの合間から髪が覗のぞいてしまったが、やむを得ないだろう。

　とりあえずシルヴァは、念願の修道服を着ることができた上に、角と尻尾しつぽは上手うまい具合に隠すことができた。教会で見習いシスターとして働くのであれば、なんの問題もなさそうに思えた。あとはフォーグス神父の許可が下りるかどうかだが、こればかりは相談してみないとなんとも言えない。一応、シルヴァがサキュバスだからといって叩たたき出すような人ではないと、エイクはシルヴァに説明しておいたが。

　とにもかくにも、そうしてシルヴァの相談を受けているうちに、すっかり夜も更ふけてしまっていた。

　シルヴァには、以前エイクの義姉妹たちが過ごしていた部屋をあてがった。少し埃が積もっているかと思ったが、シルヴァが言うには『夜通し掃そう除じしますわ。わたくし、夜は眠ねむりませんから』とのこと。考えてみれば淫いん魔まが夜行性なのは当然だった。しかしここで暮らす以上は、その昼夜逆転も改善せねばならないだろう。

　そんなやり取りの後に、エイクも自室に戻もどる。読みかけとなっていた聖典の注ちゆう釈しやく書に目を通したのだが、やはり疲つかれがたまっていたのか、細かい文字を追う目の動きが、次し第だいに鈍にぶくなっていくのを感じていた。それでも、勉学をおろそかにしては神父になりたいという自分の言葉の説得力がなくなってしまうわけで。

　丁度、注釈書の章が切り替かわったところまでは、かろうじて覚えている。

「────っ」

　いつの間にか眠りこけていたことに、起きてから気付いた。

　幼い頃から使っている机に向かったまま、眠ってしまったらしい。蠟ろう燭そくの火は消えている。誰だれが？　断片的に浮かんでくる疑問。背中に毛布を被せてあることに気付く。今までも勉強中に眠ねむってしまうことはままあったが、今はこの教会にエイク一人のはずだ。フォーグス神父はいないのだから、一体誰だれが。

　そこまで考えて。

「ああ、そうだ……同居人が増え……て……？」

　蠟ろう燭そくを消してくれたのも、毛布をかけてくれたのも、シルヴァだろう。

　問題は、今まさに膝ひざの上に乗っている、柔やわらかい重さについてである。

　服越ごしに感じる温かさから、それが人のものであることがわかる。先ほどの理り屈くつで言うならば、この教会には現在エイク以外には一人しかいない。先ほど修道女になったことをあんなに喜んでいた彼女が、どうして男の膝の上で安あん堵どしたかのように眠っているのかははなはだ疑問ではあるものの。

「ちょ、ちょっと……シルヴァさん？」

　暗くら闇やみでよくわからないが、どうも椅い子すに腰こしかけ眠りこけていたエイク、その膝の上にもたれるかたちで、シルヴァは眠っているらしい。しかも、何故なぜか着せたばかりの修道服は脱ぬいでおり、先ほど見た生き地じの少ないサキュバスの姿を露あらわにしている。角がごつごつ当たって少し痛い。

　一体どうなっているのか。

　なにか用事があり、シルヴァがエイクの部屋を訪おとずれたのかもしれない、という想像は容易であった。そこで眠ってしまったエイクを発見。気の利きくシルヴァは蠟燭を消してくれ、エイクのためにわざわざ毛布を用意してくれた。そこまで想像するなら感謝すべきことだ。

　では何故、服を脱いだ状態で、エイクの膝に乗っているのか。

　柔らかな肉の感かん触しよくと、角の痛さがないまぜになって、エイクの混乱は極きよく致ちに達した。

　しかも、夜は寝ねないなどと言っていたのに、今はゆり動かしても起きる気配がない。もしかしてもう夜ではないのか。そう思って窓を見上げると、暗くら闇やみのはずの空がほんのわずかに、その色の青みを増していた。なるほど、まだ日の出には早いが、太陽の気配を感じられる空だった。

「……淫いん魔まにとってはこれから寝る時間ということでしょうか」

　膝の上で寝ているという謎なぞは残ったままだったが。

　とりあえず、この状じよう況きようはよくない。匂におい立つシルヴァの香かおりも、濃こくてむせ返るようだ。淫魔の香りをこの至し近きん距きよ離りで浴びていて、人間であるエイクが正気でいられるとは思えない。そうすれば、エイクとシルヴァ、互たがいの聖職者としての生活が危あやぶまれることになる。

　エイクは、そっとシルヴァの身体からだを抱きかかえ、毛布にくるまった蓑みの虫むしのような状態で椅子に座らせた。起きないのだから仕方がない。なんだかむにゃむにゃと寝ね言ごとを言ったような気もしたが、意味のある言葉ではないように思えた。

　それから何度も声をかけてみたものの、一向に起きる気配もない。ずっとこうしているわけにもいかず、エイクはなるべくシルヴァを起こさないように、毛布でくるみ込んだままその場を後にした。

「水を汲くみに行ってきます……」

　熟じゆく睡すいしているシルヴァに、エイクは一応そう告げたのだが、もちろんそれに対する返事はない。

　冷たい水で顔を洗えば、少しは火ほ照てった顔も収まるだろう、と思った。




「大変申し訳ありませんでしたわっ！」

　シルヴァンシアが目を覚ましたのは、日も完全に出た頃ころ。

　日課として水を汲み終えたエイクが、ハーブ園の様子を見ている時だった。そろそろ朝食か、というタイミングである。シルヴァにしてみれば真夜中に目を覚ますようなものではないかと思うのだが、彼女は申し訳なさそうに頭を下げる。

　当たり前のことだが、きちんと修道服を身につけているシルヴァだった。

「殿との方がたの寝しん室しつに忍しのび込むなど……修道女としてはしたない真似まねを……！」

「いえ、その、蠟ろう燭そくと毛布は正直ありがたかったですよ。ただ、どうして一いつ緒しよに毛布の中に？」

「も、申し訳ありませんわ……。それも、衣服の件と同じで、寝ねている方に添そい寝ねする作法は、色々と学びましたもので……つい。疲つかれていたこともあって、そのまま寝てしまったものかと……」

「服を脱ぬいでいたのは？」

「お、おそらく、寝ぼけながら脱いでしまったのかと……このように露ろ出しゆつの少ない服装は、淫いん魔まはほとんど着ませんので、正直少し窮きゆう屈くつなのですわ……脱ぎ脱がせる技わざは色々と覚えておりますし……」

　つまり、エイクの膝ひざに乗っていたのもほとんど無意識の行動であると。

　押しつけられた柔やわらかな感かん触しよくを思い出してしまいそうになるが、教義の上ではそれも立派な姦かん淫いんの一種であることを思い出す。今朝のシルヴァのトラブルは、結局のところ、急に生活環かん境きようが変わったことに起因するものだ。徐じよ々じよに改めていくことができる──はずだ。

　すぐ脱いだり脱がしたりする癖くせも、厳しく言えば直るものだろう。言って聞かぬような女性ではないはずだ。

「わかりました。以後、あのようなことがないように気をつけてください。シスター・シルヴァ」

「は、はい、かしこまりました……え？」

「もしかしたらまだ眠ねむいかもしれませんが、これから教えなくてはならないことがたくさんあります。シスター・シルヴァ。まずは朝食の準備を。台所にパンとチーズがありますので、二人分を切り分けておいてください。僕もハーブを摘つんだらすぐに行きます」

「あ、あの、エイク様？」

　とうとうと語るエイクの口調は、実はフォーグス神父の口調を真似まねたものである。偉えらそうに言っているが、結局指示していることは、まだ義兄弟たちがいた頃ころ、年下の孤こ児じたちに言いつけた雑用と大きく違ちがわない。

　だが、シルヴァは戸と惑まどったように目を丸くしていた。

「えっと……その、よろしいのですか？　今朝のことは」

「いえ、よろしくはありません。言ったはずですよ、以後気をつけてくださいと」

「は……あの、わたくし、てっきり追い出されるものかと」

「それはありえません。貴女あなたをどうするかは、ここの教会の責任者であるフォーグス神父が決定します。僕の役目は、神父がお帰りになる一週間後まで、貴女に働いていただき、その様子をきちんと報告することです。だから最低でも、一週間はシスターとして頑がん張ばっていただきます。よろしいですね？　シスター・シルヴァ？」

　シルヴァは感激したように両手を組み合わせる。エイクの言っていることは昨日となんら変わっていないのだが、どうやらシルヴァは、毛布に入り込んだことで追い出されるものと思ったらしい。まあ、普ふ通つうの修道院ならばそうだろうが。

　事情を鑑かんがみれば、シルヴァに誘ゆう惑わくの意志があったわけでもない。

「もちろん、今朝のこともフォーグス神父に報告させていただきます」

　きちんと事情を話した上で、反省の色を見せれば、フォーグス神父も彼女を追い出すようなことはないと思えた。

　問題は、別にある。一週間の間、このようにシルヴァの無意識の誘惑にさらされて、エイクの理性が保つか、という点であった。もし戒かい律りつを破れば、まず破門だろう。いや、その前に、エイクが自責の念で自らこの教会を去るかもしれない。

「わかりましたわ！　わたくし、頑張らせていただきます！」

「結構です。それでは朝食の準備を」

「はい」

「それと──無意識に男性の胸を撫なでる仕草も、修道女に相応ふさわしくありません。シスター・シルヴァ、気をつけてください」

　ひゃあ、などと声をあげて、シルヴァが真っ赤になって伸のばした指先をひっこめた。正直叫さけびたいのはこちらだったのだが、シルヴァはすぐさま頭を下げて、小走りに教会へと走っていく。走る度たびに健康的に成長した胸が激しく揺ゆれるのだが、もちろんそれには目を逸そらし気付かないふりをするのが聖職者というものだろう。

　この調子で、大だい丈じよう夫ぶなのだろうかと、エイクは額を押さえた。

　頭が痛むのは、昨晩自ら作った傷のせいだけではない気がした。




　シルヴァが教会で働き始めてから、五日が経過した。

　教会の仕事といっても、フォーグス神父がいない今、そのほとんどが雑用である。しかし炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じといった基本は、場合によってはエイク以上の手て際ぎわを見せるシルヴァであった。貴族のお嬢じよう様と聞いていたのだが、どうやら淫いん魔まの一族には、たとえ貴族といえどそういった家事をこなせて一人前、という風潮があるらしい。

　特に、掃除と洗濯は好きらしい。シルヴァに理由を問うたところ。

「淫魔として生活していると、服が体液で汚よごれるのはしょっちゅうですから。洗濯と掃除は特に念入りに学びますわ。やはり得意なことは好きになれますし」

　との答え。具体的になんの体液なのかは、もちろんエイクは聞かなかった。

　そんな彼女であるから、教会内の埃ほこりは劇的に減ったし、祭さい壇だんの十じゆう字じ架かも少し輝かがやきを取り戻もどしたような気がする。倉庫に入ったままの修道服も、いくつか取り出して修しゆう繕ぜんし、着れそうなものを何着か着まわしていた。

　おかげで、エイクは神学に費ついやす時間が増えた。力仕事でなければシルヴァは大たい抵ていこなしてくれるし、飲み込みも速い。薬草園のハーブの種類と、それぞれの世話の仕方も、すべてではないにせよ、覚え始めているのだった。街に買い出しに行ってもらう日も近いだろう。

　有能な後こう輩はいが来てくれたことは、エイクにとってももちろん喜ばしい。

　だが、それはそれとして、別の意味でエイクは疲ひ弊へいしていた。

　理由は言うまでもなく、シルヴァの無自覚の誘ゆう惑わくである。ただでさえこの世のものではない美しさを持ち、淫魔独特の甘い香かおりを振ふり撒まいているというのに、その上、向かい合って話しているだけでエイクに触ふれてきたり、服を脱ぬいだり脱がせたりする。もちろんその度たびに注意しているのだが、シルヴァ自身の悪あく癖へきであるらしく、どうにも改善が見られない。

　極きわめつきは夜で、ほぼ毎晩、必ずと言っていい頻ひん度どでエイクの部屋に忍しのび込んでくるのである。朝起きるとかなりの確率で、淫魔の姿に戻ったシルヴァに抱だきつかれている。昨晩だけは修道服を着ていたが、抱きついている点は同じである。

　起きれば真っ赤になって頭を下げてくるシルヴァなのだ。反省している様子が見られるだけに、エイクも注意しかできないのである。

　健康的な男であればとっくにシルヴァを押し倒たおしていたかもしれないが、仮にも聖職者であるエイクは、まだ必死で理性を保っていた。

「あの、申し訳ありませんわ……わたくしのせいで」

「は、ははは……いや、これ以上の修しゆ行ぎようはない、とは思いますけど……」

　礼拝堂の床ゆかを箒ほうきで掃はきながら、シルヴァが目を伏ふせた。エイクは破れてしまった椅い子すの修繕をしながら、苦笑いで答えるしかできない。

　シルヴァが謝るほどに、エイクの疲労は顔に表れていた。

　目の下にはクマが出来ており、顔色も優すぐれない。元々、深夜の懺ざん悔げ室のせいもあって疲労気味ではあるのだが、昨晩は懺ざん悔げ室にやってきた妖精の靴屋レプラコーンたちに逆に心配されてしまう始末である。

　そんな状じよう況きようであっても、きっちりレプラコーンたちに、ヴァーバンシーのための靴くつを依い頼らいしたあたりが、エイクのお人ひと好よしたる所以ゆえんである。

「いえ！　こんな体ていたらくでは家出してきた実家にも、エイク様にも、なにより天上の神に対して申し訳がたちませんわ！　エイク様、どうぞなんでも言いつけてくださいませ！」

　これが地じ獄ごくから来た淫いん魔まの発言である。なんでも言いつけて、というが、エイクは既すでに十分すぎるくらい様々な雑用を任せていた。エイクが甘いのではなく、淫魔なのに妙みように器用なシルヴァがすべてこなしてしまうのである。

「ああ……では、少々面めん倒どうな作業をお願いしても？」

「承うけたまわりますわ」

「礼拝堂の裏手、フォーグス神父の部屋の奥なんですが、書物庫になっています。ほとんどは神父のものなんですが、神父は読んでそのままだったり、棚たなにきちんと並べずに押し込んでしまったりする人なんです。これからはシスター・シルヴァも使うでしょうし、整理してきてもらえないでしょうか？」

「わたくしが触さわってもよろしいのですか？」

「丁てい寧ねいに扱あつかえば問題ありません。破ったり汚よごしたりしなければ神父も怒おこりません。よろしくお願いします」

　シルヴァが優ゆう雅がに頷うなずいた。そのまま箒ほうきを片付けるために倉庫へ。書物庫の場所がわかるか不安だったが、まあわからなければ改めて聞きに来るだろう。

　かつては孤こ児じと神父の十数人で暮らしていた教会は、最近までは神父とエイクの二人だけだった。手入れが行き届かない場所もあったのだが、シルヴァが来てから手が足りるようになっている。淫魔でなければどこの修道院でも欲しがる人材かもしれなかった。

　まあ書物庫の掃そう除じを頼たのんだのは、彼女が離はなれればそれだけで彼女の香かおりに悩なやまされずに済むから、だったが。

「一種の媚び薬やく……なのでしょうね、やはり」

　一人、神の御おん前まえで呟つぶやいてみせるエイク。

　淫魔の別名を夢魔という。夢の中で性的行こう為いに及およぶとされるからだが、シルヴァを見る限り、彼女たちはきちんと現実での肉体を持っている。わざわざ夢に忍しのび込む理由がない。おそらくは、彼女たちの体たい臭しゆうで意識を朦もう朧ろうとさせられた状態を、夢を見ていると錯さつ覚かくしたのだろう、とエイクは分ぶん析せきしていた。

　現実の認にん識しきに混こん濁だくが生じれば、判断力も鈍にぶる。聖職者を誘ゆう惑わくに乗せやすくする、淫魔の策略のうちの一つ、といったところか。

　ある種のハーブや薬草にも、多用すれば幻げん覚かくや中毒症しよう状じようを発生させるものがある。淫魔たちは日常的に、そうした成分を発するのかもしれない。媚び薬やくとも麻ま薬やくともいえるが、見方を変えればつまり少量の毒である。危険はないのだろうか。

　外見での誘ゆう惑わくは、目を閉じればいい。触ふれられたり、服を脱ぬがされることは厚着でもしてしまえば対処可能だ。だが匂においばかりはどうしようもない。鼻び孔こうを閉じることはできないのだから。そういう意味では、一番厄やつ介かいなのはシルヴァのその香かおりだ。

「対策には……ふむ……」

　修しゆう繕ぜんを続けながらエイクは眉まゆを寄せる。フォーグス神父が帰るまであと二日。それさえ我が慢まんしてしまえば、神父に相談することもできる。

　どうしたものかと考えるエイクは、シルヴァの魅み力りよくに悩なやまされてはいても、彼女を追い出そうなどとはわずかほども思っていないのであった。そういった部分が懺ざん悔げ室の繁はん盛じようの理由なのだが、やはりエイクに自覚はない。

　破れた椅い子すのカバーを補修し、まあ以前よりはマシになった礼拝席を見つめ、次の予定を考える。せっかくシルヴァのおかげで、今まで放置してきた作業にも時間を割さくことができるようになったのだ。滅めつ多たにできない屋根の修繕でも、と考えたところで。

　がたっ、という音が聞こえた。礼拝堂の裏手、フォーグス神父の部屋のほうである。

「……シスター・シルヴァ？」

　そこではシルヴァが書庫の整理をこなしているはずだった。まだ作業に入ったばかりのはずだが、まさか貴重な本を落としたのだろうか。いや、シルヴァに限ってそれはないだろうし、そもそも本が落ちたような音ではなかった。続いて、騒さわがしく階段を駆かけ上がる音。シルヴァのものだろうか。

「どうかしたのですか？」

　声をあげてみるが返答はない。エイクは廊ろう下かに出てから、神父の部屋へと向かう。シルヴァの気配がないところをみると、彼女は二階の自分の部屋へと向かったのだろうか？

　書庫の整理が終わらぬままに？

　もちろん、淫いん魔まとしての習性のために、修道女にあるまじき行こう為いをしてしまうシルヴァであるが、それでも職務放ほう棄きをするような女性ではないことを、ここ数日でエイクもよく理解していた。

　なにかあったのだろう、ということは想像に難かたくない。

　神父の部屋へ入る。小さな机の上に、聖典や、儀ぎ礼れいに必要な聖具などが置かれていた。部屋の奥にある書庫の扉とびらは開きっぱなしだ。

　観察を怠おこたらずに、書庫へと入るエイク。床ゆかや棚たなには本が散乱している。シルヴァがやったというわけではなく、片付けの苦手な神父のせいである。

「本を破損させた……ということでもなさそうですね」

　そう呟つぶやくが、もちろん誰だれが答えるわけもない。

　もしなにか失敗してしまっても、シルヴァならきちんと報告するだろう。追い出されることを恐おそれていたシルヴァであるが、エイクは一週間は働いてもらうと明言したのだ。すぐに発覚する失態を黙だまって、部屋に閉じこもるなどとは思えない。

　四方を本で囲まれた部屋の中、一つだけ古い机が置かれていた。勉強用や読書用の文ふ机づくえであるが、これもまたフォーグス神父の悪あく癖へきにより、書物が統一性なく散らばっている。本が傷いたむからやめてほしいと言っているのだが、彼は一向に直さない。

　机の上には、まるでさっきまで誰だれかが読んでいたかのように、開かれた状態の書物がある。シルヴァが目を通したのだろうか。

　エイクも目を凝こらして、そこに書かれている細かい文字を追った。




『これらの悪あく魔まはおよそ地じ獄ごくの中でも最低級のもの共である。すなわち淫いん魔ま、夢魔と呼ばれる類たぐいの悪あく霊りようである。異性を誘ゆう惑わくし姦かん淫いんの罪を働かせるのみならず、人間に憑ひよう依いすることで継けい続ぞく的に罪を働かせようとする』

『これらの悪魔については、十じゆう字じ架か、聖水、聖書の文もん言ごん、聖別された薬草など、およそ神の祝福を受けた行こう為い、品が効果的である。しかし低級の悪魔の中でも更さらに知性に劣おとるもの共がおり、これらは理解力が十分ではないゆえに神の印のなんたるかを知ることができない』

『このような、淫魔の中でも更に劣る悪霊共には、我々が悪魔のわかる言葉で攻こう撃げきを加えなければならない。すなわち理解しやすくするために『醜みにくい雌めす豚ぶた』『気味の悪い肉にく塊かい』『角の曲がった山羊やぎの子ら』『不ふ浄じようなる獣けもの』『蛆うじのたかった排はい泄せつ物ぶつ』などと呼びかけるべきである』

『もちろん、これらの悪魔を一歩でも教会、ならびに修道院に踏ふみ入れさせてはならない。わずかでも不浄のものを神の家に招き入れた時、それを行った者にもまた神の怒いかりが下るからである』




「これかぁー……」

　最後まで読んで、エイクは大きくため息をつく。間ま違ちがいない。シルヴァはこれを読んでしまったのだ。題名を確かく認にんすると『教会を侵しん略りやくする悪魔とその対処法』とあった。この作者、今いま頃ごろ淫魔たちに八やつ裂ざきにされていないかと、エイクは不安にかられてしまう。

　シルヴァは、最初の夜に神の教えを受けてから、男を誘ゆう惑わくしたことはないはずだ。淫魔を追い払はらうために罵ば声せいを浴びせる、という知識を持ってはいても、実際にそんなことをされたわけではない。どのように罵ののしられるのか知らなかったのではないか。

　そんな未経験の彼女に、この本は衝しよう撃げき的だろう。エイクから見ても酷ひどく内容の偏かたよった書物だったが、シルヴァにそれを知る由よしもない。この本の内容を教会の一いつ般ぱん的見解だと勘かん違ちがいした可能性は十分にあった。

　たまたま目についたところにあったから読んだのか、タイトルから興味を引かれてしまったのかはわからないが、自分が書物の整理など頼たのんだのが原因である。

「部屋にいるのでしょうか……」

　散乱した書庫はそのままに、エイクはシルヴァを呼び出すことにした。




「シスター・シルヴァ！　出てきてください！　引きこもっていてもどうにもなりませんよ！」

　簡素な扉とびらを叩たたき、部屋の中にいるはずのシルヴァに呼びかける。

　返事はないのだが、中から泣き声らしきものは聞こえるので、いることは間ま違ちがいない。そもそも古い教会の中、隠かくれる場所もそう多くはないのである。

「あの本に書いてあることは、多分に作者である大司教の主観が混ざっています。淫いん魔まが必ずしも低位低能な悪魔でないことは貴女あなた自身よく知っているでしょうし、神聖なものは少なからず貴女を苦しめているはずです。そうでしょう？」

　返事はない。エイクは必死で言葉をつなげる。

「理解力が十分でないなどと、もはや妄もう言げんの域です。書庫には、悪魔や淫魔に対しもっと的確な分ぶん析せきを行った書物もあります。それらに目を通せば、そこまで落ち込む必要はないことがわかりますよ」

　やはり返事はない。

　やむを得ず、エイクは扉に手をかけた。ここは教会であり、今は自分がこの場で起きる問題に対処せねばならないという責任感があった。

「──入りますよ、シスター・シルヴァ」

　扉を開ける。貧びん乏ぼうな教会に鍵かぎなどつけられるはずもなく、中に入ることは容易だった。

　部屋の隅すみに置いてあるベッドで、頭から毛布を被かぶっているシルヴァの姿があった。まるで落ち込んでしまった子供のようだが、箱入りを自じ称しようするだけあって、その子供っぽさは彼女自身もよくわかっているのかもしれない。

「あの罵ば倒とうも、すべて正しいというものではありません。それぞれの地域に伝わるものから、作さく為い的に最も酷ひどいものを抜ぬき取って並べたのだと思われます。実際、言われ慣れている淫魔には通用しないでしょう。結局はあの本に書かれていることは偏かたよった知識なのですよ、シスター・シルヴァ」

「エイク様は……」

　にゅっ、と毛布からようやく顔を出してくれるシルヴァだった。もっとも涙なみだ目めで目の周りが真っ赤になってしまっている。

　何故なぜか角が見えていた。どうやら毛布の中で修道服を脱ぬいだらしい。やはりそのほうが楽だということなのだろうか。

「エイク様は、あの本に、わたくしの一族に対して酷いことが書いてあったので、わたくしがこうしているのだと……？」

「えっと、もしかして違ちがいましたか」

「うう……」

　また頭をひっこめるシルヴァ。まるで亀かめである。泣き声混じりで毛布の中から、半ば自棄やけになったような声が聞こえてくる。

「もう、もういいですわ！　そもそも淫いん魔まが修道女シスターになろうというのが間違いだったのです！　こうなるのであれば最初から両親の言う通り、淫魔としての職務に励はげんでいれば良かったのですわ！　そう、そうですわ……なんならまずは手始めにエイク様を……」

「あ、あの、シスター・シルヴァ？」

「う、ふふ、うふふふ……！」

　毛布が、はねのけられる。

　そこから現れたのは、コウモリのような黒い翼つばさを持つ悪魔の姿だった。角も尻尾しつぽも健在、露ろ出しゆつばかりの服装も出会った時の淫魔のそれだ。翼は初めて見るものだったが、ずっと隠かくしていたのだろうか。そうだとすれば、これが本当のシルヴァンシア・Ｌ・クーヴェリュードの姿ということになるのだろう。

　シルヴァの瞳ひとみにはまだ涙なみだの跡あとがあったが、それ以上に目に怪あやしい光が灯ともっていた。

　甘い香かおりが一段と強くなり、思わずエイクは顔をしかめる。

「お覚かく悟ごしてくださいませ、エイク様ぁ！」

　自じ暴ぼう自じ棄き。

　そんな言葉が浮かんだ時は、一体どういう理り屈くつか、入り口に立っていたはずのエイクが一いつ瞬しゆんでベッドに押し倒たおされていた。なんらかの武術かとも思うが、むしろ閨ねやの技術の一いつ端たんなのであろう。シルヴァは馬乗りになってエイクを見下ろす。舌した舐なめずりをするシルヴァの瞳には、妖しい光が灯っている。

「シスター・シルヴァ。ショックだったのはわかります。ですが神の家でこのようなことは」

「もう修道女シスターじゃないもの！　教会だろうとどこだろうと、偉えらそうな聖職者を姦かん淫いんの道に堕おとすのがサキュバスなんだからぁ！　ねぇ、緊きん張ちようしないで、エイク様。神に仕えなくても、最っ高に気持ちいい天国に連れていってあげるからぁ」

　うふふ、と笑うシルヴァである。これが淫魔の本気かと、エイクは目を見張った。

　匂におい立つ香りの量が半はん端ぱではない。激しい甘さにくらくらとしてくる。もしこれが淫魔の体たい臭しゆうだとすれば、露出の激しい服装は、この媚び薬やくの香りを周囲に振ふり撒まくためのものか。ただ裸ら体たいで誘ゆう惑わくをするのみではないらしい。

「初めてなのよね、大だい丈じよう夫ぶ、お姉さんに任せていれば」

　貴女あなたも初めてでしょう、と言いたかったのだが、香りのせいで呂ろ律れつが上手うまく回らなかった。なるほど、女性の誘惑を振り払はらえるというのは聖人君子以外にないだろうと思える。

　お姉さんと言うが見た目の年ねん齢れいだけならエイクのほうが上だろう。急に口調が変わったのは何故なぜだ。頭が働かず、朦もう朧ろうとして、妙みようなことばかりが気にかかる。

「シルヴァ……さん、いけませんよ……それは」

「イけないことをするのが悪あく魔まじゃない！　どうして拒こばむのぉ？　貞てい操そうを守っていたら神様が喜んでくれるっての!?　バぁカバカしい！　だったらお姉さんと気持ちいいことしましょうよぉ！」

「それが……本当に……？」

「だって、わたくし、淫魔サキユバスだもの！」

　シルヴァが上体を寄せてくる。温かい体重と、更さらに匂におい立つ香かおりに、冷静な判断ができなくなってくる。重みのある胸と、ザクロのように赤い唇くちびるだけがエイクの目についた。わずかなきっかけで接せつ吻ぷんができてしまいそうだ。

　姉が二人いると、言っていた。

　言葉遣づかいの丁てい寧ねいなシルヴァと、今のシルヴァ。どちらが素すの彼女なのか考えるまでもない。今のシルヴァは、おそらく姉の淫いん魔まの口調を真似まねているだけだろう。わずかに垣かい間ま見みせた一いち人にん称しようで、エイクはそう考えた。つまり今のシルヴァは、仕事、誘ゆう惑わくのための態度。

　絶好調に見えるが、背せ伸のびして、無理をしているのではないか。

「抵てい抗こうしても無む駄だよ」

　くすくすと妖あやしく笑うシルヴァに、エイクはなにも答えることができない。

「淫魔の匂いがわかるでしょ？　なかなか振ふり払はらえるものじゃないわぁ。誘惑の魔力を伴ともなった香りなんだから。さあ、身を任せて、わたくしにエイク様の初めてを頂ちよう戴だいな……」

「……っ、もうしわけ……ないんですが……」

　本当は、こういうことに使うつもりではなかったのだが。

　まるで言い訳するかのように、エイクは必死で手を動かす。シルヴァをはねのけようとしてのものではない。ただ懐ふところに手を伸ばせればいい。隠かくし持ったそれを、ほんのわずかだけ手に持って。

　こうすることが、自分のみならず、シルヴァのためだと信じるしかなかった。

　この、まだ数日しか経たっていない修道女の未来を閉ざすようなことがあってはならないと、強く強く思いながら。

「別に、わたくしのことなんて、どう言われようと構いませんわ……」

　いざ服を脱ぬがせようという段で、シルヴァが少しだけ俯うつむいた。

　やはり、口調が元に戻もどっている。彼女なりに背伸びしていたのだろう。サキュバスとしてのシルヴァは、しかし数分も保てなかったということか。

「でも、わたくしによくしてくださったエイク様が悪く言われるのは、我が慢まんできませんの。エイク様に神の怒いかりが下るというのなら、それなら、だったらいっそのこと……！」

「それは、どうですかね……っ！」

　エイクは、どうにか取り出したものを。

　思いっきり、口に含ふくんだ。

「──え？」

　シルヴァが戸と惑まどった声をあげるが、もう遅おそい。

　口の中で広がる苦みは、草葉のそれだ。強きよう烈れつな香かおりが、淫いん魔まの匂においをエイクの脳内から追い払はらう。一いつ瞬しゆんで我を取り戻もどしたエイクは、いとも容易たやすく、自分に馬乗りになる淫魔を払いのける。彼女の膂りよ力りよくは一いつ般ぱん的な女性のそれであることが、助かった一因だ。

　匂いがなければ、エイクは誘ゆう惑わくに屈くつすることはない。

「な、なんで……」

　今度は逆に、ベッドに投げ出される形になったシルヴァ。エイクは冷静に、自分の懐ふところから取り出したそれを、彼女に振ふりかけた。

　それは、細かく刻んだ、植物の茎くき葉はである。だが、彼女の髪かみに茎葉がかかるごとに、淫魔の匂いが消えていくような気がした。代わりに広がるのは、爽さわやかな酸味と、薄荷ミントを思い起こさせる清せい涼りような香りだ。甘い淫魔の香りとは対照的な。

「な、なに、これ……香りが……」

「ハーブ。ローズマリーです。教えたはずですよ、シスター・シルヴァ」

　低く育つ常緑の植物。ハーブとしてはごくごく一般的なものだ。その効能は集中力、記き憶おく力を高める。また消しよう臭しゆう効果もあり、たとえば眠ねむい時などに香りを嗅かげば、その強い香りが意識を活性化させてくれるだろう。基本的にはハーブティーやオイルとして用いるものだが。

　緊きん急きゆう時だったので、エイクは服用してしまった。少量なので害はないだろうが、ハーブを直接食べるのはあまり推すい奨しようされる行こう為いではない。

「これで、淫魔の匂いも少しは大人しくなるかと思いますよ。シスター・シルヴァ」

「あ、あう……」

　本来はシルヴァを慰なぐさめ、まだ教会にいてもいいのだと説得するために持ってきたものだったが、このような使い方をするとは思わなかった。

　そしてまた、これが重要なのだが、ローズマリーには魔ま除よけの効能もあるとされる。

「良かったですよ。徹てつ夜やで勉強することがよくあるので、刻んだ葉を常備してありました。紅茶に混ぜるだけで、かなり目が覚めますしね。この葉があれば、誘惑の香りも減らせるかと思って用意してきたんです。シスター・シルヴァも、今後聖典を学ぶ時には少し…………って、ちょ、シルヴァさん!?」

「う、ぅう……わ、わたくしぃ……取り返しのつかない、ひっく、ことをぉ……」

　えぐえぐと泣き続けるシルヴァに、先ほどまでの淫魔の迫はく力りよくはどこにもなかった。ローズマリーの魔を祓はらう効果が想像以上に効いたのか、それとも自じ暴ぼう自じ棄きになった後で我に返ってしまったのか。

「や、やはり出ていきます……こんな淫いん蕩とうな女が教会にいられるはずがないのです……いっぐ、もう、実家に戻もどって一生引きこもりますぅ……」

「そこまでせずとも大だい丈じよう夫ぶですよ。シスター・シルヴァ。ローズマリーの消しよう臭しゆう効果も証明できました。ハーブティーを飲むなり、香こう油ゆを塗ぬるなりで、貴女あなたの匂においの効果は薄うすれるはずですから。まだ追い出す理由にはなりません」

「で、ですが……」

「出ていく時は僕も一いつ緒しよですよ。経験してしまえばお互たがいさまですからね」

　にこりと、シルヴァに微笑ほほえみかけるエイクだった。シルヴァはまだ涙なみだを流していたが、いつの間にか背中の翼つばさが消えている。あの翼は、悪あく魔まの攻こう撃げき性、ないしは魔力の象しよう徴ちようかなにかなのだろうか、とエイクは考えた。危機に際したスズメバチが攻撃的な音を発するのに似る。

　普ふ段だんは隠かくしておけるが、感情が高ぶると翼が見えるのかもしれない。シルヴァの危険性を察知する指標になるかな、とエイクは思う。

「さて、とりあえず散らかしてしまった部屋を片付けましょうか。あと、そうだ、書庫の整理も途と中ちゆうだったわけですし……」




「──それには及およばんぞ、エイク」




　ふと。

　しわがれた声に、思わずエイクの背筋が伸のびた。反射的な行動である。シルヴァは目を丸くしているが、部屋に入ってくる影かげは、黒い僧そう服ふくを着た、しかし背の低い影。

「儂わしのおらぬ間に、色々と面めん倒どう事ごとがあったようだな。エイク？」

「は……ふぉ、フォーグス神父。随ずい分ぶんとお早いお帰りで」

「なにを緊きん張ちようしているのか。やましいことなどなにもしておらぬだろう？　ならばそのように動どう揺ようする理由もあるまい。すべて見ておったぞ」

　口調は厳格。しかし白しろ髭ひげを蓄たくわえたその神父の顔には、笑えみが浮かんでいた。フォーグス・ウェルドラン。この教会の責任者にして、エイクの義父である。厳しく優やさしいその様子は、天上にいる我らの父もこういう姿なのかもしれないと思わせる風格がある。

　突とつ如じよ現れた別の男性に、今の自分の姿を見せるわけにはいかないのか、シルヴァは手近な毛布を身体からだに巻いてその場にへたり込んだ。サキュバスが裸ら体たいを恥はじるとは思えないので、おそらくは修道女にあるまじき立たち居い振ふる舞まいとなっている自分自身を恥じているのだろう。

　そのくらいの心情を察せられる程度には、エイクはシルヴァのことがわかってきた。

「早く帰りたいと言うと、アントニオが馬で送ってくれてな。あれはよく育った。大したものを食わせてやれなかったというのに。あの頑がん健けんな身体からだは神より賜たまわった宝物だ」

「し、神父……見ていた、というのは」

「お前が部屋に入ったあたりからな。聞こえておったよ。ただいまと言ったのに出で迎むかえがないから、なにかおかしいと思ったのだが」

　では先ほどの騒そう動どうも、すべてフォーグス神父に聞かれていたのか。

　白しろ髭ひげの老人は、ゆっくりと床ゆかにへたり込むシルヴァに近づいた。人を見る目は確かな人物だが、その人選眼が果たして悪あく魔まに通用するものかは、エイクにはわからなかった。シルヴァは今にも追い出されるのではないかとびくびくして身体からだを震ふるわせている。

「し、神父、その、彼女は……」

「エイク。よく育ったな。精神力でだけ、とは言わぬが、知ち恵えも用いて淫いん魔まの誘ゆう惑わくを退けた。お前の目指す神父に近づいたのではないか」

　褒ほめてくれている。が、エイクは自分の言葉を遮さえぎられたことで、言い訳無用と断じられたようにも思ってしまった。

「ましてや、このようなものを連れてくるとは、儂わしが懺ざん悔げ室をお前に任せた甲か斐いもあったというものだ」

「……神父？」

「淫魔のお嬢じようさん。儂を覚えているかな。儂はこんな年になってしまったが、お嬢さんの姿は変わらないのだね」

「あの、なにを……」

　言っているのですか、と言いかけて、エイクは思い出す。

　シルヴァの昔の話。かつて誘惑しようとした修道士。誘惑を払はらいのけるのみならず、逆に説教をして淫魔を神の道に目覚めさせてしまった修道士の話。シルヴァはそれが理由で、ずっと修道女になることを願っていた。

　シルヴァのほうも、呆ぼう然ぜんとフォーグス神父を見つめている。彼女にも心当たりがあるのだとしたら、もう間ま違ちがいないだろう。

「まさか……あの時の、修道士様？」

「はは。結局、あの修道院は、院長が俗ぞく物ぶつだったから飛び出してきてしまったのだがね。五十年も経たつと同じ人間とは思えんかもしれんがな。あの時のことがきっかけで、お嬢さんがここに来てくれたというのなら、儂も偉えらそうに説教した甲斐があったというものだ」
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　偶ぐう然ぜんにしては出来すぎている。これこそ神の御ご意志か。

　エイクが啞あ然ぜんとしていると、フォーグス神父がシルヴァの前で十字を切った。シルヴァの姿は毛布を被かぶった悪魔の出いで立たちだが、まるで宗教絵画の一シーンのように、エイクには思えてしまった。

「偶然などではないのだよ。エイク。神の導きであることに違いはないが」

「……と、言いますと」

「お前に、人ではないものたちのための懺ざん悔げ室を開くよう命じたのは、その時の経験があったからこそ、ということだ。五十年前、淫いん魔まに神の道を説くことができた。ならば妖よう精せいでも精せい霊れいでも、あるいは竜りゆうだろうと獣じゆう人じんだろうと、神の名の下もとに話を聞くことができるのではないかと思ってな。噂うわさが広まり、お嬢じようさんがここに来たのは、結局はそうなる導きだったのだよ」

　フォーグス神父は、長い出張で疲つかれたとばかりに首を捻ひねった。エイクは、この偉い大だいな義父になにも言うことができずに、ただ黙だまって頭を下げるのみだった。シルヴァにいたっては、こんな再会を予測すらしていなかったのか、ひたすらに呆ぼう然ぜんとしている。

「フォーグス神父。その、シスター・シルヴァの処しよ遇ぐうについては」

「処遇？　過あやまちを自ら退けた男女の、なにを罰ばつすることがある。儂わしは腹が空すいた。食事の用意を頼たのむぞ」

「では、彼女を修道女としてもよいと？」

「もうシスターと呼んでいるではないか、エイク。今いま更さら儂がなにを言うこともない。正式な修道会に認められずとも、この教会の中では彼女は神に仕える者だ。戒かい律りつを守り、神の言葉を学んでいきなさい」

　言いたいだけ言って、フォーグス神父は背中を向ける。しっかり教育しろ、と言われているような気がして、エイクはまたその姿勢を正した。しばらくはその場から動くことができなかった。

　頭にローズマリーの葉を載のせたままのシルヴァが、ようやくこちらを向く。

「あの、エイク様……わたくしは」

「行きましょう。シルヴァさん。神父の留守中になにがあったか話さねばなりません。ああ、修道服はきちんと着てくださいね」

「は、はい……！」

　まだ戸と惑まどっているようだったが、結局はフォーグス神父とシルヴァンシアも既き知ちの間あいだ柄がらだったのだ。今すぐ追い出されるようなことはない。いや、神父があの様子であれば、よほどのことがない限り追い出されることはないだろう。

　エイクはローズマリーの花言葉を思い出す。

　確か、『記き憶おく』だったか。記憶力を高めるハーブに相応ふさわしい。

「あ、あの……エイク様」

「はい？」

「着き替がえたいので、申し訳ありませんが……」

「こ、これは失礼しました」

　自分で服を着ろと言っておきながら、気が利きかないにもほどがある。

「あ、でも、ええと、エイク様が見たいというなら構いませんのよ。今の服に重ねて修道服を着てしまえばいいだけですし……その、既すでにエイク様には、わたくしの醜しゆう態たいなんかも見られてしまいましたし……」

「いえ、そういうわけには」

「淫いん魔まですから羞しゆう恥ち心しんも大したものございませんし」

「……そこはお願いですから、もっと恥はじらいを持っていただきたいのですが」

　言ってしまってから、シルヴァも自分で気付いたのだろう、慌あわてた様子で胸むな元もとに毛布を引き寄せたが、やはりどこか演技っぽさが残る。恥じているというより、修道女として恥じるべきだからそうしている、という気さえする。

「僕も頑がん張ばりますので、シルヴァさんも修道女の自覚を持ってください。お願いします」

「は、はい、わかりましたわ。でも、エイク様、その、言いにくいのですけれど」

「どうぞ」

「エイク様も、焦あせっていたりすると、『シスター・シルヴァ』ではなく、『シルヴァさん』とお呼びくださるので……ちょっと油断がありません？」

　柔やわらかく笑えむシルヴァだったが、エイクは頭を抱かかえたくなった。

　気付かなかった。

　無意識で呼び方を変えているなど、まったく気付かなかったが、思い返してみれば適当になっていた気もする。自覚が足りないのはどっちだ。説教する資格がない。

「あ、で、でも、嬉うれしいんですのよ？　なんだかエイク様も、ご自分で仰おつしやる通り、見習いという気がして。親近感と言いますか」

「……そうですね、まだ、見習いなんです。抜ぬけているところもある、とよく言われますよ。だから」

　エイクが小さく頷うなずく。

「一いつ緒しよに頑がん張ばりましょうか、シスター・シルヴァ」

「はい！」

　まだ淫いん魔まであることが抜けきらない修道女ではあるが。

　半人前なのはエイクも同じで、ならば上から目線で先せん輩ぱいぶるのではなく、共に修道していくのがいいだろうと思えた。

　階下で神父の声が聞こえた。なかなか下りてこないエイクを急せかしているのだろう。

　エイクはシルヴァに一礼してから、部屋を出ていく。今日の業務や仕事、シルヴァに言いつける雑用や、深夜に開く懺ざん悔げ室のことなどに考えを巡めぐらせた。今日の客人は誰だれだろうか。一晩通して誰も来ないということはここしばらくないので、今日も誰かしら来るだろう。

　シルヴァにもいつか、懺悔室を手伝ってもらえればなどと、そんな風に考えるエイクなのだった。













　　二人目．デュラハン







　礼拝堂では、修道女が十じゆう字じ架かに向かってひざまずき、祈いのりを捧ささげていた。

　そこだけ見るなら、なにがおかしいのかと問う声もあるだろう。しかし、その修道女の素す性じようをよく知っている見習い神父のエイクにしてみれば、彼女がなにを祈っているのかという疑問を抱いだかないでもない。彼女の故郷、地じ獄ごくの更さらなる繁はん栄えいとかだったらどうしたらいいのか。

「シスター・シルヴァ」

　エイクが呼びかけると、シルヴァは優ゆう雅がに立ち上がり振ふり向いた。その所作は確かに修道女に相応ふさわしいようにも見えたが、エイクは彼女の被かぶるベールの内側がわにわずかな隆りゆう起きがあるのを知っている。普ふ通つうなら気付かないようなものだが、事情を知るエイクには、ベールに隠かくれた彼女の角の形がよくわかった。

　淫いん魔ま。

　シルヴァンシア・Ｌ・クーヴェリュードは、本来なら教会が嫌きらうサキュバスの一族である。それでいながら修道女を目指す彼女は、本来の淫魔としての性質を抑おさえ、丘おかの上の教会で神に仕える日々を送っている。

　しかし、それはなかなかの難事のようであった。彼女自身も辛つらいだろうが、エイクも気苦労が絶えない。

「エイク様！　なにか御ご用ようでしょうか？」

「ちょっとお尋たずねしたいのですが……台所にあった樽たるはなんでしょう？」

「ああ」

　そのことなら、とシルヴァが微笑ほほえんだ。こういう笑顔の一々も、淫魔としての教育の結果なのだろうかと思うと、素す直なおに可愛かわいらしいとは思えないエイクである。

　エイクが台所で発見したのは、見慣れない小さな樽であった。おそらくはシルヴァのものと考えたが、もっとも樽を使う用よう途とは限られている。中に満たされているものがなんなのか、大体察しがついていたのだが。

「蜂はち蜜みつ酒しゆですわ。先月、神父様が町から蜂蜜を頂いてきたでしょう？　せっかくですから作ってみましたの。まだ寝ねかせている段階ですが、クーヴェリュード家秘伝の製法で、きっと美味おいしいものができると思いますわ」

「やはり、そうでしたか……」

　エイクは頭を抱かかえたくなった。

　蜂蜜酒は、蜂蜜を醸じよう造ぞうさせて作る手軽な酒である。だが発はつ酵こうにも様々な条件が絡からんでくるため、上質の蜂はち蜜みつ酒しゆを作るにはそれなりの手間と設備が必要になる。その辺りの条件を解決するのが、淫いん魔まの家系秘伝の製法、ということなのだろう。悪魔の知識ともいえるかもしれないが、まさか毒が入っているとも思えない。

　心配なのは、別の点。

　シルヴァの、にこやかに蜂蜜酒の完成を待つ笑え顔がおに、裏はなさそうだが──。

「シスター・シルヴァ」

「はい？」

「蜂蜜酒が精力剤ざいとして効果的であるということは……知っていましたか？」

　顔を真っ赤にして、目を見開いたシルヴァの反応が、わかりやすかった。

　もちろん、蜂蜜酒が必ずしも精力剤に使われるわけではないし、単に味を楽しむために飲む人間も多いだろう。しかし、作ったのは淫魔のシルヴァ。しかも彼女の実家秘伝の製法。妙みような効果が混ざっていないか不安になってくる。

「し、知りませんでしたわ……でも、わたくしの家では、お酒といえば蜂蜜酒で」

「こちらでは新しん婚こん夫ふう婦ふが初夜に蜂蜜酒を飲む習慣があります」

「はうう……」

　顔を覆おおってしまったシルヴァは、どうやら本当に知らなかったらしい。

　しかし精力剤だから教会で作ることは厳禁、などということもない。蜂蜜酒を飲んだことがきっかけで間ま違ちがいを起こせば問題だが、ならばこの蜂蜜酒を街に行って売ってしまえばいいだけのこと。エイクらが飲む必要などない。出来が良ければ買い取る酒場はあるはずだ。

　もちろん売る前に、妙みような効果が発現しないかを確かく認にんする必要があるが。

「まあ、もっとも精力剤ということは滋じ養よう強きよう壮そうに効果があるという意味でもあり、必ずしも媚び薬やくに用いるわけでもありませんが……」

「そ、そうですわ！　わたくしが作っただけで、ただの蜂蜜酒ですもの！」

「ですが仕込みの最中に、淫魔の匂においが定着してしまった可能性はありませんか？」

「うっ」

　今にも泣き出しそうなシルヴァであった。最近気付いたが、どうもこの淫魔、泣き癖ぐせがあるらしい。見た目は必要以上に成せい熟じゆくした女性のそれだが、長く生きる悪魔の場合、精神が身体からだに同調するとは限らないということだろう。

　多少は、子供を相手にするような態度で丁度いいのかもしれない。

「まあ、それはハーブも使えば対処できるでしょう」

「は、はい。ええっと、でも、エイク様？」

　慰なぐさめるつもりで言ったエイクだったが、しかしシルヴァの顔色は戻もどらなかった。

「その……もう一つのほうは、どういたしましょうか？」

「も、もう一つ？」

「毒ヘビを漬つけ込んだお酒も作っていますわ。こちらではあまり作らないようで……マムシという、東洋のヘビを探すのが大変でしたわ。地じ獄ごくには大量の毒ヘビが集まる場所があるので、そこから取ってきたのですけれど……」

「その酒が精力剤ざいかどうかはわかりませんが、それ以前にあまり飲みたくないですね……」

　毒酒になるのではないか。いや、ハーブなども部位や量次し第だいで毒性を持つ種があるが、きちんとした知識をもって扱あつかえば薬になることも多い。シルヴァの言う毒ヘビ酒もそういうことなのかもしれない。

　シルヴァンシアの知識はかなり偏かたよっている。少しずつ教会の雑務を覚えてきたシルヴァであるが、まだ目を離はなすには危なっかしい側面があった。

「申し訳ありませんわ……」

「いえ、良いんですよ。お酒自体が悪いわけではありませんから。きちんと効果を確かく認にんした後でフォーグス神父と相談しましょう。それと、これからはお酒を作る時は事前に言ってくれれば」

　シルヴァが気落ちしないように、エイクは必死でフォローする。なにかの拍ひよう子しに落ち込まれて、また以前のような自じ暴ぼう自じ棄きになられては困るということもあったし、薬草を用いたリキュールであればどこの教会や修道院でも作っている。特段に咎とがめることではない。

「しかしこのような失敗ばかりでは……わたくし、頑がん張ばりますわ。エイク様、なんでも仰おつしやってくださいまし」

「既すでに結構、色々と頼たのんでいるつもりなんですが……まあ、もうすぐ夕食です。フォーグス神父を見送った後は、懺ざん悔げ室を準備しましょうか」

「はい、エイク様」

　エイクはフォーグス神父に命じられ、夜に懺悔室を開いている。

　もっともそれは、魔ま物ものや精せい霊れい、妖よう精せいといった類たぐいのもの限定で、しかも噂うわさ話ばなしで広がる非公式なものなのだが、それでもエイクの人当たりの良さと、相談に関する助言がまあまあ適確であることから、最近ますますその評判が上がっているらしかった。

　シルヴァの業務が、最近完全にエイクの補佐のようになってしまっていることもあり、懺悔室を手伝ってもらうことも多かった。客人らも、まず応対するのがシルヴァのような人でない者であれば、話しやすいかもしれないという意図もある。

　できればシルヴァのように、悪魔でありながらも神に帰き依えするものが少しでも増えてくれるのであれば、エイクもやりがいがあろうというものだが、生あい憎にくとそんな相手はシルヴァだけなのだった。




「それではアントニオ、よろしく頼みます」

　日が暮れている。夕食の時間もとうに過ぎ、辺りには月の光のみ。そんな中でも、教会の入り口には何人もの人ひと影かげがあった。

　アントニオ。エイクの兄弟分である屈くつ強きような青年は、しかしその外見とは裏腹に、穏おだやかに頷うなずいた。

「……エイク、すまない」

「迎むかえがこの時間まで遅おくれてしまったことですか？　良いんですよ。自警団もなにかと大変でしょうから。フォーグス神父も気にしていませんし」

　朴ぼく訥とつで寡か黙もくなアントニオから、エイクは彼が言いたいことを読み取る。アントニオは、かつてはフォーグス神父の引き取った孤こ児じの一人であり、エイクとは年が近いゆえに特に親しかった。今ではその大おお柄がらな体たい軀くを生かしてジェント自警団に勤めている。エイクにとっては弟とも兄とも言えた。

　槍やりの腕うで前まえがそこそこであるらしい。だがそれよりもアントニオが自警団で評価されているのは。

「ハイン、神父を、乗せるから、ゆっくり行こう」

　アントニオが傍かたわらの馬の顔を撫なでる。賢かしこそうな目が承しよう諾だくの意を持った気がした。この簡潔でゆっくりとした言い方が、馬に命令を理解させるのかもしれない。

　ハインは、アントニオが自警団に入ってから持つようになった馬である。飼い主に似たか、大柄で力強そうな牡おす馬うまだ。気性が荒あらくて誰だれも乗りこなせなかった馬だったが、アントニオだけが手なずけることに成功したらしい。アントニオには、どうやら騎き馬ばの才能があったようなのだ。

　もし戦場で、ハインのような黒くろ鹿か毛げの馬に乗る大男が槍を振ふり回していたら、確かに脅きよう威いだろう、とエイクは思う。幸いというべきか、今のジェント領周辺の治安では、そんな人馬一体の立ち回りは必要なさそうだったが。

「それでは、神父」

「うむ。頼たのむぞアントニオ」

　フォーグス神父が鷹おう揚ように頷うなずいた。夜も更ふける中、老神父が一人でジェントの街まで歩くのは危ないからと、アントニオが迎むかえを申し出たのである。フォーグス神父は今夜に限り、ジェント大聖堂で説教を行うらしかった。

　エイクとアントニオ、二人の手を借りて、フォーグス神父がハインの背に乗る。アントニオは自分の馬には乗らず、手た綱づなを引いて前を行く。念のためにと背中に携たずさえた槍は、護身用程度のものではあるが頼もしく見えた。

　最近では自警団内での活かつ躍やくも目覚ましく、領内に近づく狼おおかみの群れを追い払はらったとか、得体の知れない化物の調査をしているとか、たまにその功績が聞こえてくる。

「では行ってくる。エイク、後のことは任せたぞ」

　馬上のフォーグス神父が告げると、エイクは頭を下げた。

「はい。行ってらっしゃいませ。アントニオ、神父を頼たのみます」

　寡か黙もくなエイクの義兄弟は、静かに頷うなずきを返すだけだった。明日の夕刻にはまたアントニオが、この丘おかの上の教会まで神父を送ってくれる手て筈はずになっている。

　アントニオが先導し、神父を乗せた牡おす馬うまがゆっくりと進んでいく。自警団の仕事で荷車も曳ひくというハインの足取りは、しっかりと大地を踏ふみしめ危なげもない。伝令の早はや馬うまにはなれそうもないが、街やその周辺で力仕事をするには実に良い馬と言えた。

「さて……」

　夜も更ふけてからが、エイクの懺ざん悔げ室の仕事である。

　神父らの姿が見えなくなってから、エイクは教会の中へと戻もどる。回かい廊ろうでは、燭しよく台だいを手に持ったシルヴァが待っていた。神父の見送りには参加しなかったのである。

「もう行きましたよ、シスター・シルヴァ」

「は、はい。申し訳ありませんエイク様。見送りができなくて……」

「人見知りなんですか？」

　苦笑交じりにエイクが問うと、シルヴァは恥はずかしそうに俯うつむいた。

　当初はエイクと共に、フォーグスの出しゆつ立たつの準備をしていたシルヴァなのだが、アントニオの姿を見た途と端たん、焦あせったように教会の奥へと逃にげてしまったのだ。見た目に威い圧あつ感のあるアントニオだから、それもわからなくはないのだが。

　しかし、淫いん魔まであるシルヴァは、特に男が苦手といった風ではない。単純な人見知りなのだろうとエイクは思った。

「いえエイク様。初対面だからとか、そういったわけでは……」

「ではまたどうして？」

「その、匂においで男性をおかしくさせてはいけないと思い……」

「気にしすぎだと思いますが。香こう油ゆも身につけているでしょう？」

　淫魔の体たい臭しゆうは周囲の男性に対し、媚び薬やくに近い効果を発揮する。対策としては露ろ出しゆつの少ない衣服を着ることと、ハーブによって匂いを打ち消すことがある。特にローズマリーは、以前の騒そう動どうで一定の効果が認められたために、エイクはその後もシルヴァのために、肌はだに塗ぬる香油を作っては渡わたしていた。

　もちろん香油は、シルヴァが健全な修道女の生活を送る以上、エイクにとっても、神に仕える者として道を外さないようにするためのものである。万が一、匂いに囚とらわれシルヴァを押し倒たおしたりしてしまえば、エイクは教会を追い出されることとなる。

「エイク様は慣れてしまったのかもしれません。わたくしはまだ自分の匂いが気になって……」

　シルヴァは、すんすんと自分の手首の匂いを嗅かぐ。身だしなみに注意するあたり、淫魔でも女性ということか。あるいは淫魔だから気にするのか。

「一応、毎日身体からだに香こう油ゆを塗ぬっているのですが」

「なら心配することなど、ありません」

　口調は平静だが、脳裏にはどうしても、服を脱ぬいだシルヴァが全身にオイルを塗る光景が浮かんでしまう。こんなことだから自分はまだ未み熟じゆくなのだ。

「最近は脱ぐ癖くせも、寝しん所じよへの進入も減っていますから。修道女らしく振ふる舞まえば、匂においで男性を惑まどわすこともありません」

　半分くらいは自分に言い聞かせているエイクである。惑わされるな、と。

　シルヴァが恥はずかしそうに目を伏ふせる。あくまで減っているだけで、癖が直ったわけではない。減ったとはいえ、三日に一度くらいは、朝起きたら同どう衾きんしているのだから、エイクにしてみれば心休まる暇ひまはない。もし見習い神父でなければ、エイクの理性などとうに崩ほう壊かいしていると思われた。

　自制せねば、と強く思う。エイクも神の道を学ぶ者。迂う闊かつなことはできない。

「それでは、懺ざん悔げ室を開けましょうか」

「はい、エイク様。手伝えることがあれば申しつけてくださいませ」

「ええ、もちろん」

　さあ仕事だと思ったその時である。

　ぴく、とシルヴァが肩かたを震ふるわせた。何事かと思う間もなく、シルヴァが硬かたい表情で顔を上げる。

「──エイク様。馬の足音が」

「馬？　……神父でしょうか」

　先ほど出かけたフォーグス神父が、忘れ物でもしたのだろうか。

　エイクにはその馬の足音が聞こえなかったが、シルヴァは淫いん魔まである。エイクが聞こえない音を拾えるのかもしれないし、あるいは単にエイクよりも耳が良いだけかもしれない。

「お迎むかえにあがりますわ」

「あ、ちょっと……」

　濃のう紺こんの修道服の裾すそを翻ひるがえし、シルヴァがいそいそと進んで行く。蹄ひづめの音ならば普ふ通つうに考えれば神父であるのだが、どうだろう、別の可能性にも思い至り、エイクは慌あわててまだ施せ錠じようしていない教会入り口へと、シルヴァの後ろ姿を追いかける。

　エイクが大だい丈じよう夫ぶだと請うけ合ってしまったからだろう。今度はアントニオがいてもきちんと応対するつもりかもしれない。エイクに先んじたのはそういう理由だろうが、素す早ばやく移動するシルヴァはどこか危なっかしい。

　暗い通路で、シルヴァが転ばないか心配だった。

「神父様。お待たせいたしました。どうかなさいまして……え……？」

　簡素な木製の扉とびらを開けて、シルヴァが戸と惑まどった声をあげる。

　まあ、それで、大体エイクは来訪者の姿がわかってしまった。シルヴァに隠かくれて相手の姿が見えないが、それもまた理由の一つだろう。

　シルヴァが声を失う。フォーグス神父らではありえない。ならば。

「……イザーナさんですね」

　固まってぴくりとも動かないシルヴァの、向こうにいる人物に声をかける。

　女性であり、決して背は低くない人物だが、シルヴァが壁かべとなって顔は見えない。いや、まあ、普ふ段だんから顔は見えづらいというか。何なん頭とう身しんか、というのも実に表現しづらい。馬の足音が聞こえたというからもしやと思っていたのだが、やはり正解だったか。

「エ、エ、エイク、様ぁ……あの、その……」

　シルヴァはがくがくと、目線と唇くちびるを震ふるわせながらこちらを振ふり仰あおぐ。助けを求めるように手を伸のばしていたが、そのまま力が抜ぬけてしまったのか、その場で倒たおれ込んでしまった。慌あわててシルヴァの肩かたを支えると、彼女はエイクの服の裾すそに必死でしがみつく。

「あの！　あのかた！　かた、カタ、かたが……」

　あの方が、と言いたいのか。それとも来客に肩しかない、と言いたいのか。とりあえずなだめるべきか、来客を出で迎むかえるべきかエイクは迷った。見れば、来客のほうも戸と惑まどったように動かなかった。重い鎧よろいを着ているせいもあるだろうが。

「おや、新しい修道女を雇やとったのか、エイク神父」

「何度も言いますが見習いですイザーナさん」

「似たようなものだろ」

　がちゃり、と鎧が一歩踏ふみ出す。顔見知り──というのは言葉の使い方が間ま違ちがっている気もするが、ともあれ来客はエイクの知人、女騎き士しのイザーナ・バズーであった。

「ひぃいぃぃ！　こ、来ないでぇ！　いやぁ！」

「落ち着いてくださいシスター・シルヴァ。大だい丈じよう夫ぶですから」

「エイク様ぁ！　わ、わたくし脱ぬぎますわ！　今すぐ脱ぎますからぁ！」

　淫いん魔まは錯さく乱らんすると脱ぎたがるのだろうか。そう言いながら、何故なぜかシルヴァの指はエイクの服の釦ぼたんにかかっている。

「シスター・シルヴァ。脱がなくてもいいです。あと脱がさなくてもいいですから」

「で、でも────首が！　首がありませんわ！」

　シルヴァが、来客イザーナを指して言う。

　そりゃ、初対面では驚おどろくだろうなぁ、とエイクは思った。イザーナは赤い鎧の女騎士であるが、首から上がない。一見すれば不死者か悪あく霊りようの類たぐいかとも思うが、妖よう精せい、デュラハンの一族である。決して天国にいけず迷った亡ぼう霊れいなどではない。

「……すまない、驚かせてしまったようだな」

「ひゃあああああっ!?」

　イザーナは先ほどから喋しやべる自分の生なま首くびを、申し訳なさそうにシルヴァの前に差し出してみせる。長い黒くろ髪かみを右手に絡からませることで落とさないようにしているのだろうが、どうにも乱暴な手法である。一方、悪あく魔まのくせにこういうことには弱いらしいシルヴァは、ますます悲鳴をあげてエイクに抱だきついてくる。

　香こう油ゆで大分軽減されてはいるものの、こうまで密着すると淫いん魔まの匂においが怖こわい。薄荷ミントのような香かおりの中に甘い匂いが混ざるのがわかる。良い匂いなのは間ま違ちがいないのだが──。

　こうなっては仕方ないと、エイクはシルヴァを軽く抱きしめ、フードの上から頭を撫なでた。なだめるためにはやむを得ない措そ置ちだが、エイクの指が固い角に触ふれる度たび、シルヴァの泣き声がパニックのそれから嗚お咽えつへと変わっていった。

「うぅ、ぐす……エイク様ぁ……ひっぐ」

「イザーナさん。彼女は精神面が不安定なんです。あまり驚おどろかさないであげてください」

　頭を撫でる程度では姦かん淫いんの罪にはならない。あくまでもなだめるためで、やましい気持ちなどないからだと、エイクは自分に言い聞かせる。柔やわらかい感かん触しよくには気付かないフリをしなければならない。

「ああ……申し訳ない。こちらも危急の用件があってな。しかしその修道女、ちょっと怖がりすぎじゃないのか」

「新人なもので」

「ふむ？　まあとりあえずエイク神父、手伝ってくれ」

　イザーナは、シルヴァのような人外の美しさはないが、それでもかなりの美人である。

　すらりと背が高く、その姿勢も良い。剣けんと鞭むちを携たずさえ、馬に乗り続ける彼女の身体からだには、女性的な柔らかさよりも、鍛きたえ上げたしなやかさを感じる。鎧よろいは肩かたや胸、腹部を覆おおう簡素なものだが、隙すき間まから伸のびる足は長く細く、馬に乗る首なし騎き士しに相応ふさわしいものだった。

　だがまあ、いくら美人でも、生首である。一応、本人も気にしているらしく、鎧は首から肩を守る板金を高くし、断面が見えないように工く夫ふうしている。その上、なにか黒い靄もやのようなもので切断面が隠かくされているので、普ふ通つうにしてみれば無残な傷口が見えることはない。

　しかし、生首に近づいてみれば、その切断面が人と変わらないことはわかる。出血などはしていないが、あたかものこぎりで切られたかのように赤黒い色でささくれだっているのだ。シルヴァには絶対に見せられない姿だろうが。

　よいしょ、などと言いながら、イザーナが自分の頭部を首に接続した。すっかり慣れているエイクも、彼女の生首に手を添そえてみせる。骨の位置が気に食わないのか、ん、む、ぬ、と呟つぶやくイザーナの表情を見つつ、位置を微び調整する。

「ん。いいぞ」

　ようやく満足する位置に収まったのか、イザーナが軽く微笑ほほえんだ。

　そうすれば、鎧でもって首を隠しているせいもあり、ごくごく普通の女騎士である。

「改めて」

　首をつなげ終えたイザーナは、シルヴァに向き直った。こうなれば、彼女を妖よう精せいデュラハンだと思う人間はいないと思われた。

「デュラハンの一族で、イザーナ・バズーというものだ。えーと……？」

「あ、あう……さ、サキュバスのシルヴァンシア・Ｌ・クーヴェリュードと申します」

「サキュバス？　淫いん魔ま……なのに、この教会に？」

「は、はいぃ……っ！」

　イザーナは目線を、シルヴァとエイクの間で激しく往復させる。教会の敵であるサキュバスが、修道服を着てシスターをやっているのだから、その反応は当然と言えた。目線だけが動くのは、首を振ふり向けることができないからだろう、とエイクは思う。

「まあ諸事情がありまして……」

「エイク神父。まさか誘ゆう惑わくされたのではないだろうな」

「だから見習いです……まだまだ未み熟じゆくな身ですが、そういうわけでは」

「だが神父の好きそうな巨きよ乳にゆうじゃないか」

「誰だれがいつそんなことを言いましたか！」

　あれ、違ちがったかななどと言いながら、イザーナが首を捻ひねる。首を捻るために一々自分で首の位置を調整するのはやめてほしい。真ま面じ目めそうな顔で、結構とぼけた面もあるのがイザーナなのだった。

「エイク様、お好きなのですか？　ご覧になります？」

「シルヴァさんも、不用意にそういうことは言わないでください……お願いですから」

　間違っても、胸を見たい、などと口にできないのがエイクの立場なのだから。

「だが好きなことに違いはないのだろう？」

「この話はここで終わりです！」

　いつまでこの話でからかわれるかわかったものではない。

「そこまで焦あせるとなると、ますます怪あやしいな。やはり誘惑されているのではないか。先々代の教皇はサキュバスと契けい約やくしたことで教皇の地位を得たらしいが……まさかお前も」

「ありませんありません。そんな野心的なことではないです。それに大きな声では言えませんが、その教皇様については、淫魔の皆みなさんが団体で懺ざん悔げ室へ抗こう議ぎにいらっしゃいまして。どうもとあるサキュバスと肉体関係にあったのは本当らしいのですが……」

　エイクは目を伏ふせる。まあ教皇になる人物が肉体関係、という時点で教義に悖もとるのだが、それだけでなく。

「皆さんの言うことには、教皇様は本気でそのサキュバスと愛し合っていたそうですよ。だから事実無根です。ましてや魔術で教皇になるなど、権力闘とう争そうで敵対者が流した噂うわさの尾お鰭ひれかと思われます」

「そうか……美談、というべきなのだろうか」

　エイクはなんとも言えずに、曖あい昧まいに笑った。まだ涙なみだ目めのシルヴァの前でこのような話をしていいものか、とは思った。まあサキュバスを貶おとしめる話ではないから大だい丈じよう夫ぶだろうが──。

「……その淫いん魔ま、きっと従妹いとこですわね」

　妙みように真ま面じ目めな顔でそう言うだけだった。

「アノーシャのお姉様ですわ、多分ですけれど」

「し、親戚で仲がよろしいんですね」

　シルヴァの親戚ならばおそらく貴族であろうから、教皇と身分の釣つり合あいがとれないこともあるまい。まあ聖職者と淫魔の時点で水と油なのだが、エイクも自分の現状を思えばそれを指し摘てきすることははばかられた。

　親戚の話が出たせいか、シルヴァも少し落ち着いたようである。

「ええと、話を戻もどしましょう。イザーナさん。今日はどうして？　ちょっと取れただけなら自分でも直せるでしょう？」

「いや、最近また取れやすくなって……妙みようなクセがついているようでな。エイク神父にやってもらうと具合が良いんだ」

　肩かたの脱だつ臼きゆうの話でもしているかのようだが、もちろん生なま首くびの話である。シルヴァの表情がひきつっていることに二人とも気付いていない。

「だがまあ、確かに首はついでで、ちょっと相談がな」

「そうでしたか。では懺ざん悔げ室でお話を……」

「いや、ここでいい。すぐに外に行くことになるだろうから」

「外に……？」

　話が見えない。そう思っていると、隣となりのシルヴァがちょいちょいと服の袖そでをひっぱる。淫魔にしてはやたらに控ひかえめな仕草であった。

「申し訳ありませんエイク様。わたくし、こちらの方についての知識がないのですが……ええっと、死霊アンデツドの方と思ってよろしいのでしょうか？」

「だ、誰だれが死霊アンデツドだ！　そこの悪魔、我が一族を亡ぼう霊れいと一いつ緒しよにするかっ！」

「ひぃぃ」

　自覚なくイザーナを侮ぶ辱じよくしてしまったシルヴァに対し、イザーナが剣けんの柄つかに手をかけた。シルヴァは青くなってエイクの陰かげに隠かくれてしまう。どうやらすっかり苦手意識が生じているようだった。

「おいエイク神父！　修道女の教育くらいしっかりやったらどうだ！　最近の悪魔はデュラハンも知らんのか！」

「まあ、彼女は地じ獄ごくの箱入りということですから……首なしといえばゴーストやゾンビが常識なのかもしれません。悪魔と妖よう精せいでは住すみ処かも違ちがいますし」

　しかし、ことデュラハンの一族で言うなら、その扱あつかいはまったく正しくない。

「……仕方ありません。その話から始めましょうか。シスター・シルヴァ」

　なるべく怯おびえさせないように言うと、シルヴァは小さくこくりと頷うなずいた。

　なんだか、とても面めん倒どうなことになりそうだと、エイクはため息をついた。




　デュラハンとは。

　現在は妖よう精せい、精せい霊れいの扱あつかいである。その起源を遡さかのぼるのならば異教の神、それも戦神の系けい譜ふであるとも言われているが、それはイザーナらがそう言っているだけで、確たる証しよう拠こがあるわけでもない。しかし見た目だけで判断し、現世に迷う死者だとするのは明らかな間ま違ちがいである。

　概おおむね、自らの首を小こ脇わきに抱かかえた騎き士しの姿として現れ、同様に首のない馬に乗る。つまり武門の一族であり、騎き馬ば民族である。イザーナによれば、その首は脱だつ着ちやく式らしく、仕事の時以外は目立たぬように頭にはめ込むのだとか。

　デュラハンの仕事とは。

　人間を驚おどろかすことである。しかしもちろん、そこは誇ほこり高き戦神の末まつ裔えい、ただ面おも白しろ半分で驚かすのではない。デュラハンらは、そこに現れることによって凶きよう兆ちよう、特に死を予言する。

　戸口に矢を射かける。家の戸を開けた者に盥たらい一いつ杯ぱいの血を浴びせる。姿を見た者は、鞭むちによって目を潰つぶすなど、いずれも少々、暴力的な驚かし方であり、攻こう撃げき的な一族であることがわかる。デュラハンによっては一騎打ちを申し込むことで直接相手を殺すこともあるという。

「我々は死を知らしめる使いだ。死神扱いならばまだ良いが、死にきれぬ死し霊りようと一いつ緒しよにされては困る」

　胸を張って、イザーナが言った。ちなみに胸は固い板金鎧よろいに覆おおわれている。あるいは、その長い黒くろ髪かみがなければ男に見えるかもしれなかった。佩はいた剣けんが怖こわいので絶対に口にはできなかったが。

　シルヴァはシルヴァで、先ほどまでの怖がりようはどこへやら、ふんふんと興味深そうに、デュラハンに関する説明を聞いている。まあエイクも、彼女にした説明はすべて、イザーナと知り合ってから調べたことなので、あまり偉えらそうに解説もできない。

　教会の入り口ではなく、せめて奥で座りながらでも、とエイクは思った。しかし話に熱中している二人にそれを言い出すタイミングがなかった。結局、デュラハンのことについて、エイクは知る限りのことを語ることになってしまった。

「デュラハンの皆みなさんは、馬に乗っていますね。コシュタ・バワーと呼ばれ、こちらもまた首なしです」

「うむ。私の馬はジレットという名でな。これがまた可愛かわいくてなぁ……牝めす馬うまだがスタミナがあって長ちよう距きよ離りでも問題なく……」

　熱を入れて語るイザーナだった。あまり興奮するとまた首が外れるのではないかと思う。

　コシュタ・バワーとは、首なし馬の種族の全体名であり、そんな名前の馬がいるわけではない。イザーナは自分の馬に名前をつけて可愛かわいがっているようだが、騎き馬ば技術を要求されるデュラハンでは、自分の馬に愛着を持つのもまた当然ということだろうか。

　デュラハンの一族と協力しているのが、コシュタ・バワーと呼ばれる首なし馬の一族だと、そういう理解もできるかもしれなかった。

「以前、とある騎士と一騎打ちをした時だって、ジレットはまったく物もの怖おじすることなく勇ゆう敢かんにだな……」

　得意げな表情で馬の自じ慢まんを続けているイザーナだったが、やがてなにか思い出したように黙だまり込んでしまった。表情も、一気に沈しずんだものに変わる。

「あの、イザーナさん？　どうかなさいまして？」

「う、うむ。そうだな。実は相談というのは、そのことなのだ。私のジレットが、だな……」

　イザーナはらしくなく、その顔を俯うつむかせた。そんな動作をするとまた首は外れる、とハラハラしているのはどうやらエイクだけらしい。シルヴァのほうは、イザーナの態度に同調するかのように、痛ましい表情を見せている。

「いや、見てもらったほうが早いな。だからここで良かったんだ。外に出よう。すぐ傍そばにジレットを停とめてあるから」

　なるほど、とエイクは得心した。相談とはイザーナ自身でなく、彼女の愛馬ジレットのことなのだろう。以前見た時は、首がない以外はスマートな良い馬だと思ったのだが、どこか問題があったのだろうか。

　いや、首がない時点で十分問題か、とエイクは思い直した。懺ざん悔げ室をやっているせいでどうも感覚が麻ま痺ひしている気がする。

　外に出る三人。まだ肌はだ寒さむい夜気が、服の隙すき間まを縫ぬって入り込んでくる。風も強い。死を予言する妖よう精せいが現れるには、なかなか適した雰ふん囲い気きだろう。もっともエイクは今いま更さら、イザーナを怖こわがることなどできないが。首が取れるのにもすっかり慣れてしまったし。

　そんな闇やみの向こう。

　一匹ぴきの馬がいた。闇やみの溶とけ込んだような、青みがかった黒の毛色。特に木につながれているわけでもないが、じっとこちらを見つめている。いや、もちろん首から先がないので、その馬の視線がどこにあるかわからないのだが。

　より正確に言うならば、首から先は、黒い靄もやのようなものが噴ふん出しゆつしている。イザーナの首が落ちた時、彼女の傷口から出てくるものと同じである。切断面の傷口を見なくて済むのは良いが、あれはあれでかなり不気味である。

　しかも、イザーナのように首がどこかに落ちているわけでもない。馬のほうはずっと首がないらしかった。

　例えるならば、古い屋や敷しきに現れるという亡ぼう霊れい。あるいはデュラハンと同じく凶きよう兆ちようを告げる黒い犬。

　そういった、不吉なものたちの、遠くからじっと見つめる視線。そんなものを連想した。

「静かに見えますが」

「まあ見ていろ。ジレット！　おいで！」

　イザーナは呼びかける。

　が、名を呼ばれた牝めす馬うまに反応はない。こちらを窺うかがうようにじっと立っている。何度か前まえ脚あしで地面をひっかくような動作をしたが、その動きの意味は、乗馬の経験がないエイクにはわからなかった。

　なにかに苛いら立だっているようにも見えたが──。

「ジレット！」

　呼びかけながら、イザーナのほうが馬に近づいていく。

　その瞬しゆん間かんだった。

　黒馬が動く。素す早ばやくその身体からだを反転させ、尾おをイザーナに向ける。動物の機き敏びんな動きにエイクやシルヴァはおろか、馬を知るイザーナさえ反応できないうちに。

　蹴けり上げられた。

「ぬおうっ!?」

　エイクは実際に馬に蹴られた人物を初めて見た。彼女の胸きよう甲こうに蹄ひづめの一いち撃げきが叩たたき込まれる。

　普ふ通つうなら大おお怪け我がだろう。しかし馬が手加減していたのか、イザーナは後ろに倒たおれ込むだけで済んだ。鎧よろいを着ていたせいもあるだろうが、イザーナ自身の運動能力でもある。武人だけあって鍛きたえているのだ。

　しかし、身体はそうでも、首は。

「イザーナさん！」

　シルヴァが蒼そう白はくな顔で棒立ちになってしまったが、構っていられない。

　蹴られた衝しよう撃げきで、高く飛んでしまった生なま首くび。もちろん生首の状態では受け身など取れるはずもない。エイクは慌あわてて走り出し、イザーナの生首をキャッチする。子供の頃ころ、木き屑くずを詰つめた布ぬの袋ぶくろで義兄弟たちと遊んでいたことを思い出した。その要領である。

「た、助かったぞ神父」

　自分の馬に胸を蹴り飛ばされたイザーナは、生首のままでそう言った。生首のまま地面に激げき突とつしたら怪我では済まないだろうが、そもそもデュラハンにそのような常識が通用するかは疑問である。しかし助かったと言うからには、イザーナにとっては危機的状じよう況きようだったらしい。

「自分の馬に蹴られるとは……」

「癇かん癪しやくを起こすような馬でしたか？」

「とんでもない。普段はとても賢かしこいんだ。こんな状態になったのは初めてだ」

　まだ興奮冷めやらぬ、といった様子の黒馬は、身体を大きく揺ゆらしてみせる。不用意に近づけばまた攻こう撃げきされそうだ。暴れ馬という言葉を、エイクは連想した。もし頭部があればもう少し気持ちがわかったかもしれないが、言っても仕方がない。

「相談したいことというのは、やっぱり……」

「うむ、ジレットのことだ」

　抱かかえた生なま首くびが──おかしな表現だが──身じろぎしたような気もする。もしかしたら頷うなずきたかったのだろうか。

　シルヴァがおどおどしながらも、倒たおれたイザーナの身体からだを助け起こしていた。まだシルヴァの顔色は蒼そう白はくだったが、とりあえずイザーナに触ふれるくらいには慣れたということだろう。首の断面部は見ないようにしていたが。

「最初に違い和わ感を持ったのは一ひと月つき前だが、ここ一、二週間くらいでますます酷ひどくなっている。どうも機き嫌げんが悪いというか、拗すねている感じだったんだが、日に日に酷くなっていってな。最近ではまったく言うことを聞いてくれない。今日も乗ってきたのだが、三度ほど振ふり落とされた」

「それで、イザーナさん、首を落とした状態で教会まで来たわけですか」

　脅おどかす意図などなかったのだろう。馬から落ちると同時に首も落としたようだ。

　エイクはシルヴァと共に、助け起こしたイザーナの身体に生首をはめ込む。首の断面を骨にあてがうようにのせると、パズルかなにかのように綺き麗れいに収まる感かん触しよくがある。その箇か所しよがイザーナにもしっくりくるらしい。

　最後に首の位置を自分でわずかに調整し、イザーナは言った。

「で、だ。なんとかしてほしいわけだが」

　イザーナが、くい、と自分の首を思いっきりエイクの方向に向けながら告げる。ちなみにエイクがいるのは彼女の背中側がわである。シルヴァが闇やみの中でもわかるほど青ざめた。

　さすがに怖こわいので、エイクはため息をつきながらその首を前に戻もどした。

「それが相談ですか……なんとか、というのは」

「原因がわかれば一番良いが……まあ、贅ぜい沢たくは言わん。ジレットの機嫌をとってもらうだけでも」

　飼い主も首を捻ひねる──比ひ喩ゆでなく文字通り──ような馬の問題に、エイクがわかることなどあるだろうか。頼たよってもらえるのは嬉うれしいが、さすがに専門外にもほどがある。

「すみません、イザーナさん。僕は家か畜ちくの知識はちょっと。乳牛ならば以前、教会で飼ってもいましたが、馬となると……」

「だが、ただの馬じゃない。デュラハンのコシュタ・バワーだ。悪あく魔ま、精せい霊れい、妖よう精せいその他のものに御ご用よう達たしのエイク神父ならば、なんとかなるんじゃないのか？」

「あの、異種族の専門家のように言わないでいただけますか」

　あくまで、エイクがやっているのは懺ざん悔げ室。

　神に対しての罪の告白を聞き届ける代理人である。結果的に相談ばかりが持ち込まれているが、エイク自身に知識があるわけでもない。しかも意思疎そ通つうのできない馬が相手となると、どうすればいいか見当もつかなかった。

　馬は未いまだに、苛いら立だちを隠かくそうともしていない。もし不用意に近づけば、イザーナのように後ろ足で蹴けられるのは目に見えていた。

「引き受けてはみますが……どこまで力になれるかは」

　正直、自信のないエイクである。

「無理はしなくていいぞ。怪け我がをしては元も子もないからな」

「気をつけます。しかし、乗れないのでは困りましたね……」

「ジレットに乗れないせいで、仕事は滞とどこおっている。仲間内にも相談してみたんだが、いまいち原因がわからなくてな」

　騎き馬ばに長たけたデュラハンの一族でもわからないとなれば、エイクにどこまでできるかわからない。近づくのも危険と思われる牝めす馬うまの機き嫌げんをとるのか。馬から話を聞ければいいが、生あい憎にくとジレットは馬である以前に、声を発する頭部がない。

　意思疎通は絶望的と思われた。

「あの……エイク様」

　そこで、ずっと黙だまっていたシルヴァが、おずおずと手を挙げた。

　喋しやべらないのは気分が悪いせいかとも思っていたが、そういうことではないらしい。元々控ひかえめな人格であるので、そのような大人しめな態度をとっていると、まともな修道女に見えてくる。サキュバスの体質さえなければ適性はあるのだ。

「なんでしょう、シスター・シルヴァ」

「わたくし、乗馬の経験があるのですが……」

　意外なところに天使がいた、と思った。

　いや、言うまでもなく淫いん魔まであるのだが、少なくともエイクにはそう見えた。




　その後のことである。

　夜もかなり更ふけていたために、エイクは問題解決をまた翌日から行う、ということでイザーナに了りよう承しようしてもらった。フォーグス神父が不在のために許可は得られなかったが、イザーナと彼女の愛馬は教会に泊とまることになった。彼女が泊まるのは初めてではないので問題はないだろうとの判断である。部屋はシルヴァの部屋を使ってもらうことにした。

　問題は、イザーナの愛馬のほうである。機嫌の悪いままなのだ。頭部のないジレットは普ふ段だんなら足をどこかにつないでおくらしいのだが、馬のほうがどうしてもそれを良しとしなかったために、その場に置いておくしかなかった。厩きゆう舎しやがあれば一番良かったのだが、生憎教会にそのような設備はない。

　イザーナが言うには、機き嫌げんが悪いだけでどこかに逃にげるなんてことはありえないとのことだった。実際、エイクが翌日の朝に様子を見ていると、首なしの牝めす馬うまは教会裏の日ひ陰かげで、身を投げ出して眠ねむっていた。しかしエイクが近づくと、警けい戒かいするようにすぐ立ち上がる。

　馬は臆おく病びようで繊せん細さいというが、なるほどその通りらしかった。

　とりあえず、逃げてはいないことを確かく認にんできたエイクは、その後シルヴァと共に朝の礼拝や朝食、教会内の掃そう除じを行った。日々の日課の内にも、馬の問題を解決するために頭を捻ひねっていたのだが、良い案はなにも浮かばなかった。

　ちなみにその間、イザーナは自ら申し出て薪まき割わりをしていてくれた。斧おのでやるべきそれを剣けんで行っている以外には特に問題もなかったが、途と中ちゆうで落としてしまったのか、生なま首くびを地面に置いたまま、身体からだだけで薪を割っているその光景はなかなかの恐きよう怖ふであった。

　誰だれかに見られてはそのまま、教会に化物が現れたなどという悪評が立ちかねないために、即そつ刻こくやめさせたが。

　さて、昼時である。

　一通りの勤めを終えたエイクたちは、問題の首なし馬、ジレットのいる教会裏に集まっていた。教会の裏手は、小さな薬草園や井い戸どがあり、少し歩けば郊こう外がいの森へとつながっている。馬にとっては人ひと気けがなく落ち着ける場所なのかもしれなかった。

　太陽の下であろうと、首なし馬はやはり全身から黒い瘴しよう気きのようなものを放出しているため、馬の周囲だけが夜のようだった。逆にイザーナは、首さえ外れなければ普ふ通つうの女騎き士しに見えてしまう。デュラハンの不吉さの大部分は、主あるじではなく馬が担になっているのかもしれなかった。

「やはり……機嫌は悪そうですね」

「はい、エイク様。イザーナさんも、先ほどから呼びかけてらっしゃるのですけれど……」

　真しん紅くの甲かつ冑ちゆうを着込んだイザーナは、何度もジレットの名を呼んでいるが、首なし馬は主の声に応こたえる様子は見えなかった。ちなみにイザーナは、愛馬の好物であるらしいリンゴを手にしている。

　リンゴによってジレットの機嫌をとろうという計画だが、馬のほうは見向きもしない。飼い主の言葉を疑うわけではないのだが、とても好物を目の前にした動物には見えなかった。

「というか、首もないのにどうやって食事を……」

「エイク様、お静かに。お邪じや魔まになってしまいますわ」

　シルヴァは言うが、リンゴを見せつけても、一向に応じる様子は見られない。

　餌えさで釣つるというのは、一応エイクの発案であったのだが、少々安易だったかもしれないと後こう悔かいする。いくら好物であろうと、もし馬が不調だとすれば見向きもしないこともあるだろうと思われた。

　その後も、何度か挑ちよう戦せんしていたイザーナであったが、やがて肩かたを落としてこちらに戻もどってきた。どうやら諦あきらめてしまったらしい。

「ダメでしたか」

「……ああ、要いらないようだ」

「食欲不ふ振しんといったところでしょうか？」

「わからん……それどころではないという様子にも見えるが……ああ、原因はなんなのだ。このままでは私までおかしくなりそうだ……」

　頭を抱かかえてしまうイザーナであったが、彼女の場合、そんな仕草は自分の頭が落ちてしまわないように固定しているだけのようにも見える。

「仕方ありません。次の手です、シスター・シルヴァ」

「はいエイク様。準備できておりますわ」

　シルヴァが軽く持ち上げたのは、簡素な桶おけである。中には水が入っている。

　が、もちろんただの水ではない。

「蜂はち蜜みつが余っていて良かったですよ」

「はい。馬の好物は糖分ですわ。リンゴでだめなら、蜂蜜を水で薄うすめたものを」

　シルヴァは蜂蜜酒を作っていたが、すべて使ったわけではなかったのだ。余ったものを水に混ぜ、馬の好む味に仕上げた。これにも見向きしないとなれば、いよいよ食欲不振の原因を考えなくてはいけないだろう。機き嫌げんが悪いのではなく病気であるとなれば、それは馬に詳くわしい御ぎよ者しやなどに相談するべきかもしれない。

　首なし馬の相談に乗ってくれるかどうかは不明だが。

「はい、ジレット。美味おいしいお水ですわよ」

　強く呼びかけるイザーナと違ちがい、シルヴァの声は穏おだやかである。地じ獄ごくの令れい嬢じよう淫いん魔まと、騎き馬ば一族の精せい霊れいの差を見た気がした。飼い主の声に応じない馬が、ほとんど初対面の修道女の声に応こたえるかは、賭かけなのだが。

「そう、こっち、こっちですわよ」

　意外、というべきか。

　シルヴァの声に、わずかにジレットが反応した。最初は身体からだを向け、警けい戒かいするようにその場にとどまっていたが、やがて数歩近づいては止まる、という動きを繰くり返す。

「……反応した？」

　頭部に黒い靄もやをまとわせた首なし馬が、少しずつシルヴァへと近づいていく。普ふ通つうの人間なら逃にげるだろうが、シルヴァは特に怖こわがる様子を見せない。首なし人間はダメでも、首なし馬ならば平気なのだろうか。あるいはもう慣れたのか。

　彼女の実家である地獄ならば、首なしの生物など珍めずらしい光景でもないのかもしれない。その分、順応も早いということか。

「シスター・シルヴァ？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はい、エイク様。まあ、首がないのはちょっと怖いですけれど……生なま首くびが喋しやべるわけでもありませんし、平気ですわ。匂においを嗅かいでいるのかしら？」

「イザーナさんが落ち込むようなことを言わないであげてください、シスター・シルヴァ」

「うふふ、可愛かわいらしいですわよ？」

　かなり接近してきたジレットに対し、シルヴァはその毛並みを撫なでる。結局、蜂はち蜜みつ水すいに口をつけることはしなかった──というか口がない──首なし馬だったが、シルヴァには大人しくされるがままである。蹴けられるようなこともない。

　蜂蜜水に釣つられたということだろうか？

　いや、そうではない。あまり考えたくないことだが、これはもしや。

「イザーナさん。その、不快にさせてしまうことを聞いてしまうのですが……」

「構わないぞエイク神父。いや、むしろ私も同じ考えかもしれん」

　女騎き士しの顔色は悪かった。彼女も同じ結論に達したのだろうか。もっとも首のとれるイザーナは顔色が悪いのが普ふ通つうかもしれないが。

「愛馬に嫌きらわれた、という可能性はありませんか？」

　覚かく悟ごしていたのだろう。しかしそれでもショックだったのか、誇ほこり高き女騎士はがくんと膝ひざをついた。両手でかろうじて身体からだを支え、うなだれる。

　頭を下にした体勢になったせいだろう。

　ぼとりと生なま首くびが落ちる。

　慌あわててエイクが持ち上げると、彼女の生首はちょっとだけ涙なみだぐんでいた。




　機き嫌げんが悪いのではなく、病気でもなく、単に馬が主あるじを嫌いになった可能性。

　馬に乗ることが存在意義とも言えるデュラハンにとっては、これ以上ない屈くつ辱じよくと不ふ名めい誉よであると、イザーナは主張した。

「そんなはずないんだ！」

　落ちた首をエイクに直してもらいながらも、イザーナは拳こぶしを握にぎる。

「馬は第一の友人にして家族！　我々デュラハンが愛馬に嫌われるなど！　一族に知れたら斬ざん首しゆもののことだぞ！　ありえん！」

　デュラハンにとって斬首刑けいがどれほどの意味を持つのかは不明だが、それはともかく。

　イザーナを無視しながらシルヴァの声に反応したところを見ると、やはりイザーナ自身に問題があるという可能性も考えなければならないのではないか。馬は賢かしこく、世話をしてくれる者を忘れず、また人の顔を覚え表情をよく読み取ると言われる。感情の機き微びに敏びん感かんな馬ならば、知らずに機嫌を害してしまうこともあるのではないか。

　すべてエイクの仮説である。実際、イザーナに心当たりを聞いてみても。

「あるわけないだろう。日に三度のブラッシングも、厩きゆう舎しやの藁わらを替かえるのも欠かしたことがない。納な屋やの掃そう除じだって完かん璧ぺきだ。鞍くらだって用意したばかりの新品なのだぞ、見てみるかエイク神父！」

　興奮気味に語るイザーナは、ともすればまた首を落としてしまいそうである。

　ともあれ、推すい測そくだけで話していても解決するはずもない。

　そこで鍵かぎとなるのは、シルヴァだった。蜂はち蜜みつ水すいに興味を見せるも結局、飲もうとしなかったジレットだが、餌えさなしでもシルヴァに懐なつくかどうかを試ためす必要があると考えたのだ。一通り用意した餌を片付けた後、シルヴァには首なし馬に乗ってもらうこととなった。

　乗馬は上流階級の嗜たしなみ。

　淫いん魔まの貴族の令れい嬢じようとて、それは変わらなかったらしい。

「──エイク様。お待たせしましたわ」

　着き替がえを終えたシルヴァが現れる。

　動きを制約される修道服では乗馬はおろか、長いスカートのせいで跨またがることすら容易ではない。そのため着替えを待っていたのだが、数分もしないうちに裏庭に戻もどってきたシルヴァは、初めて会った時の淫魔の姿であった。腰こしの尻尾しつぽ、背中の翼つばさ、側頭部の角も隠かくしていない。

「これが一番動きやすいものですから」

　シルヴァは少し照れたように笑うが、当然、彼女の露ろ出しゆつはそんな可愛かわいらしい羞しゆう恥ちで済むようなものではない。羞恥心はあまりないと本人も言っていたし、彼女の照れは恥はずかしさとは別の理由だろう。

　エイクは注意するべきかとも思ったが、かといって代わりの服があるわけでもない。

　清貧を旨むねとする教会に、余計な衣服は置いていないし、運動に適したものとなれば尚なお更さらである。

「怪け我がの恐おそれはありませんか。肌はだが剝むき出だしでは、万が一の際に……」

　なるべくシルヴァの白い肌を見ないように気をつけながら、エイクはやっとのことでそう尋たずねた。甘い匂においが心なしか増している気がする。

「問題ありませんわ」

「そう……ですか」

　シルヴァにしては随ずい分ぶんとはっきりした答えだった。乗馬には自信があるのかもしれない。

「おい、エイク神父。本当に良いのか。怪け我がしないという保証はできないぞ」

「確かに、落馬でもすれば命に関かかわりますが……」

　不安がないわけではない。

　しかしこちらの不安をよそに、シルヴァはあっさりとジレットに近づいていった。首なし馬のほうは特に暴れるでもなく、シルヴァに身体からだを撫なでられている。されるがままという感じでもないが、少なくとも後ろ足で蹴けりを放つようには思えない。

　シルヴァは優やさしい口調で馬に話しかけている。

　無論、言葉がわかるわけではないだろうが、意思疎そ通つうは重要だ。馬のほうも人の顔をよく見て、自分になにを望んでいるのか読み取るという。

　頭部のないジレットがどのように情報を得ているのかは不明だが、しかし生活している以上なんらかの方法で視界を確保しているのは間ま違ちがいないだろう。

「大人しいですね」

「う、うむ」

「やはりイザーナさんに問題があるのでは……」

「それ以上言わないでくれ……」

　確かに、なにか言えばそれだけで、イザーナを無む駄だに追い詰つめることになりそうだ。またうなだれて首が落ちても困る。というか一々直すのが面めん倒どうくさい。

　次の瞬しゆん間かんに、シルヴァが蹴けられるのではないかと、エイクははらはらしながら見守っているのだが、そんなことはない。シルヴァはまた何事かをジレットに囁ささやきかけてから、鐙あぶみに軽く足を乗せる。

　そう思った時には、既すでにひらりと馬に跨またがっていた。

「エイク様ー、乗せてくれましたわぁー！」

　シルヴァが嬉うれしそうに手を振ふった。

　普ふ通つうの馬であれば、口に嚙かませたハミと、そこからつながる手た綱づなでもって操作する。しかし頭部のないジレットにはハミも手綱もなく、代わりに鞍くらに小さな握にぎりがついていた。そこに摑つかまることで落ちないようにするらしい。

　一気に視線の高くなったシルヴァは、馬と一体になってゆっくりと歩を進める。ジレットのほうも、手綱がなくとも騎き手しゆの意思がわかるのか、一歩一歩確かめるように進んでいた。暴れる様子などない。

　頭部さえあれば、貴族の子弟が乗馬に使う馬だと思ったかもしれない。

「問題はないように思いますが？」

「だ、だが私のことは乗せてくれないんだ。何故なぜだ……」

「イザーナさんが嫌きらわれているのではなく、シスター・シルヴァがなにかの理由で好かれているのかもしれません。もう少し様子を見てみましょう」

　時折こちらに向けて手を振りつつ、シルヴァは首なし馬を器用に操あやつっていく。乗馬の経験、などというものではない。きちんと馬を乗りこなす一流の騎き手しゆだった。シルヴァ本人の性格が穏おだやかで、馬を見下したり侮あなどったりしていないのも理由の一つかもしれない。

「様子を見る、か」

「イザーナさん？」

「いや、あの服装で出てきた時も思ったが、その、エイク神父。いいのか？」

「はい？　なにがですか？」

「なにがじゃない。アレだ。あの光景だ」

　イザーナがなにを言わんとしているか、エイクにもわかる。いや、あまりわかってはいけないのだが、わかってしまうのだ。

　肌はだの七割を露ろ出しゆつさせ、半はん裸らという言葉すら生ぬるい淫いん魔まが、馬に跨またがっている。

　家か畜ちくに馴な染じみのない者は案外知らないが、馬というのはなかなか大きな動物だ。人が跨れば予想以上に視点が高くなるし、体高があるせいで馬が歩くと上下に大きく揺ゆれる。初めて馬に乗る者は、その上下の運動量のために内うち股またが筋肉痛になるという。

　つまり、乗馬というのは激しい上下運動なのだ。無論、騎き手しゆも揺れる。

「あの光景は、教会に相応ふさわしいものなのか？」

「なんのことでしょうか」

「とぼけるな。肌を出した女が脚あしを開いて上下に揺れてるんだぞ。しかもなんだあの胸、一体なにが詰つまっているんだ？　さっきからばるんばるん揺れすぎだろう」

「あれは乗馬です」

　確かになにか別の行こう為い──とても淫魔に相応しいなにか──を連想させる光景だが、違ちがうのだ。あくまでも乗馬である。別のことを想起するのは邪じや念ねんがあるからに他ほかならない。

　馬が一歩踏ふみ出す度たびに、シルヴァの胸が大きく揺れる。馬に跨っているために脚は大きく左右に開く。せめて手た綱づなでも握にぎっていればまだ違ったかもしれないが、彼女の両手は鞍くらに備えられた握りにある。そのため両腕うではまっすぐ下方に伸のばさねばならず、結果として胸がますます強調されるようになる。

[image: ]

「いえ……すみません。言い訳ですね。確かに別のことも考えました。聖職者にあるまじきことです」

「うむ。素す直なおで良い。だが気にするな。あれを見てしまえば男なら誰だれでもそうなる。女の私ですら妙みような気分になってくるからな」

「いえ、神に仕える者としては情けない話です。いっそ斬きって捨ててください」

「知人を易やす々やすと斬れるか阿あ呆ほうがッ！」

　斬って捨てるは過か剰じようにしても、自分の修しゆ行ぎよう不足を恥はじるエイクだった。

　悪あく魔まの貴族令れい嬢じようであるシルヴァが乗馬を嗜たしなむと聞いた時はそれほど違い和わ感を覚えなかったエイクだったが、今この光景を目まの当あたりにすると、彼女が乗馬を習わされていたのはまったく別の理由、つまり淫いん魔まとしての修練の一いつ環かんだったのではないかと思わざるを得ない。

「エイク様。いかがでしょう？」

　蹄ひづめの音を立てて、首なし馬に乗るシルヴァがこちらに来た。柵もないような場所なので少々怖こわいが、やはり馬は大人しい。

「見ていてくださいました？」

「いっ!?　いいえ、見ていないです！　見ていません！」

　慌あわてて否定するエイクである。

「あ……そ、そうですか。申し訳ありませんわ。変なことを聞いてしまって」

　エイクの返答が意外だったのだろう。一気にしょげ返るシルヴァ。背中の翼つばさが力なくしおれる。自らの勘かん違ちがいに気付いて、エイクは慌てて両手を振ふってみせる。

「そ、そうじゃないんです。すみません。えっと……見ていました。とても、上手だと思います。姿勢が綺き麗れいで」

「そんなに褒ほめないでくださいなエイク様……」

「お前たち」

　ころころと表情の変わる二人を、イザーナが白しらけたような声で貫つらぬいた。若い聖職者二人の青あお臭くさい会話など聞いていられないとばかりである。

「見つめ合うのも結構だが、本題に入ってもらえないか」

「し、失礼いたしましたわ。え、えと、本題、本題ですわね」

　シルヴァは首なし馬を撫なでる。首の付け根、かろうじて残っている馬の背との中間のあたりだ。白い指が黒い馬を撫でるのは不思議な光景だった。

「本当に良い馬だと思いますわ。手た綱づなもないのに行きたい方向をわかっているみたいですし、よく人に慣れています。賢かしこい子ですわね。知らないわたくしを優やさしく乗せてくれますわ」

「そうですか……やはり、イザーナさんにだけ厳しいのでしょうか。あ、イザーナさん、ダメですよ倒たおれちゃ」

「気き遣づかいが感じられんぞエイク神父……」

　うなだれそうになるイザーナの首を支えながら、エイクはシルヴァに続きを促うながす。

「ええ、そう、乗せてはくれるのですけれど……」

「けれど？　十分心を許しているのでは？」

「とんでもありませんわ。機き嫌げんが良いかというと、そういう感じでもない気がしますの。確かに暴れたりはしないのですけれど、なんというか、賢かしこい子だから乗せているけれど、あくまで『お客さん』を乗せているといいますか……すみませんエイク様。上手うまく言えなくて」

　機嫌が良いわけではない？　賢いから振ふり落としたりはしないけれど、心を許しているわけではない？　シルヴァの言葉をまとめるならそうなるが、だとするとますますわからない。イザーナだけを嫌きらっているわけではないのだろうか。

「あとは、そうですわね。少し疲つかれているというか……」

「疲れている……ですか。そういえば昨晩は興奮していましたよね？」

「ええ。でも今日はそんな様子はなくて……だからむしろ、昨日なにかあったのではないかと思うのですけれど……？」

「昨日……」

　昨晩は、フォーグス神父を見送った後、あまり時間をおかずにイザーナがやってきた。

　馬を急がせたというなら話は別だろうが、イザーナは馬には乗れずに歩いてやってきたはずだ。途と中ちゆうで何度か乗ろうとしたが結局振り落とされ、そのせいで生なま首くび片手に教会までやってくる羽目になったはずだ。

　あるいはそこに至るまで、なにかあったのだろうか？

「イザーナさん、覚えはありますか……？」

「疲れさせる……昨日……いや、そんなことをした覚えはないぞ。ここのところはずっと、様子がおかしいために休ませていたから。そうだな、心当たりがあるといえば、丁度、一ひと月つきくらい前だったか……」

「一月前？」

　確か、馬の様子がおかしくなったのもその頃ころからではなかったか。

　イザーナも、自分の心当たりが元げん凶きようだと思ったのか、慌あわてたように手を振った。

「い、いや、大したことじゃないぞ。この辺りで仕事をしていたら、ジェントの人間から化物扱あつかいされてしまって、武装した集団に追いかけられたというだけだ。連中も馬に乗っていたから私も思わず逃にげたが、そのくらいの修しゆ羅ら場ばはしょっちゅうある。すべてジレットと共に切り抜けてきたからな」

「イザーナさん、だからあれほど、普ふ段だんは首に気をつけてくださいと……」

「し、仕方ないだろう。取れグセがついているんだっ。それに私が警けい戒かいしていても、乗っているジレットを見たらバレてしまうだろうっ」

　まるで馬に責任転てん嫁かをしているようだが、事実その通りである。首なし馬に乗る女──しかもしょっちゅう本人も首が落ちる──を放置しておくほうがおかしい。ジェントの武装した集団といえば、自警団のことだろうか。エイクは槍やりの得意な義兄弟を思い浮かべた。

　イザーナにすれば、追いかけ回されることはしょっちゅうだと聞いている。ジェントに限らず、あちらこちらの村や町で警けい戒かいされているらしい。それでも構わず出しゆつ没ぼつするのが、死を告げる精せい霊れいなのだが。

「そのせいで疲つかれてしまったとか……？」

　シルヴァが首を傾かしげるが、その説は自分でも信じていないようだった。エイクもそれは違ちがうと考える。

「だとしても、疲れが一ひと月つきも残らないでしょう。それにイザーナさんの言う通り、馬にとっても慣れていることのはずです。イザーナさん自じ慢まんの馬ですから、体力に関しては問題はないでしょうし……」

　普ふ通つうの馬であれば加か齢れいによる衰おとろえなどもあるかもしれないが、首なし馬にも適用できるかは疑問だった。仮に体力が衰えているとしても、イザーナの話では最近休ませていたというし、回復していないはずはない。

　ならばどういうことか。

「昨晩は興奮していた、だから今日は疲れている……イザーナさん。やはり昨日、なにかあったのではないでしょうか？」

「だ、だから心当たりがないんだが……」

「なんでもいいんです。昨日、ここに来るまでになにかあった、とかでも」

「そう言われても……教会の近くであの老神父とすれ違ったくらいで……」

　フォーグス神父のことだろう。アントニオと共にジェントへと向かっていたはずだ。彼の出しゆつ立たつを見送ってからすぐにイザーナが現れたのだから、ありえる話だ。一応、イザーナもこの教会の馴な染じみなので、フォーグス神父と面識はあるはずだが。

「すれ違ったのですか？」

「ま、まあ正確に言うなら、街かい道どうを歩く相手の姿が見えたから、こちらが身を隠かくしただけの話だ。あの老神父も私の顔は覚えているだろうが、もう一人の屈くつ強きような青年が槍を持っていたからな。私も首がつながっていなかったし、真っ向から出会っては色々面めん倒どうだろうと、その辺の薮やぶに隠れてやり過ごしたのだが……」

「その青年はジェントの自警団員です。追われたという時に姿を見ませんでしたか？」

「逃にげている時に一々追っ手の顔など確かめるかっ。いたような気もするが、どちらも夜だったしよくわからん」

　もっともである。デュラハンだから夜目が利きくということはなさそうだ。

　情報は出で揃そろっている、とエイクは思った。不ふ機き嫌げんな馬。ジェント自警団に追いかけられたイザーナ。もう少しでなにかつながりそうだが、きっかけが摑つかめないもどかしさがある。イザーナは完全に頭を抱かかえて考え込んでしまうし、馬上のシルヴァも難しい顔をしていた。

　あるいは、そうして考え込んでいたのが悪いのかもしれない。

「……え？」

　真っ先に異変に気付いたのは、やはり馬上のシルヴァである。

　首なし馬の様子がおかしい。先ほどまでリラックスしていた様子だったのが、その四し肢しをぴんと強こわ張ばらせている。傍はた目めから、頭部がなくてもわかる。緊きん張ちよう状態だ。

「ジレット、どうしたっ？」

　慌あわてたイザーナが声をかけるが、緊張状態は解けない。それどころか、突とつ然ぜん馬がその場から走り出した。

「シルヴァさん！」

　馬の全力疾しつ走そうほど危険なものはない。いや、それでも、疾走するだけであれば騎き手しゆにも問題はなかったかもしれないのだが。

　今度は馬が大きく跳はねた。走り出した勢いで前脚あしを上げる。嘶いななきはないが、漆しつ黒こくの馬からの叫さけび声ごえを、エイクは確かに聞いた気がした。

「まさか……振ふり落とそうと……」

「ジレット！　やめろ！」

　主あるじの制止も意味を成さない。

　賢かしこい馬が騎手を本気で振り落とそうとすれば、経験のある人間でも一たまりもない。落馬事故などどこでも聞くありふれた危険だ。

　たまらず飛び出そうとしたエイクの肩かたを、イザーナが摑んで引き寄せた。力はイザーナのほうが強いのだ。女性といえど武人である。

「は、放してください！」

「なにをするつもりだエイク神父！　暴れ馬に飛び込むつもりか!?」

「で、でもシルヴァさんが……！」

「だからといって生なま身みで飛び込んでも蹴られて死ぬだけだ！　最悪馬の体勢が崩くずれて全員潰つぶされるぞ!?」

　イザーナの言っていることは正論だろう。無む闇やみに飛び込んでもどうすることもできない。エイクになにか手立てがあったわけでもない。

　しかし跳ね回る馬の鞍くらに必死にしがみつくシルヴァを放ほうっておけるわけもない。どうにかしなければと考えているうちに、だが一ひと際きわ大きく馬がその身を躍おどらせた。

　バランスを崩し、シルヴァが鞍から手を離はなしてしまう。

「ッ……！」

　上手うまく受け身がとれればいい。

　だが高所にある馬の背中から落ちた場合、頭から地面に激げき突とつする可能性が高い。せめて自分が下した敷じきになろうと走り出したエイクの肩かたは、イザーナの小こ手てで阻はばまれる。構わずに振ふり払はらおうとしたエイクだが──。

「よく見ろ！」

　一ひと際きわ強く、イザーナがそう言ってみせた。

　ぱたぱた、と鶏にわとりが羽ばたくような音がする。見れば、それこそ鶏が跳はねるような超ちよう低空を、コウモリの翼つばさで飛行するシルヴァがいた。表情はちょっと照れているようにも見えるが、青ざめた顔はやはり怖こわかったと見える。

「あ、危なかったですわぁ……」

「良い機転だ。自分から落ちたな」

　四し肢しを脱だつ力りよくさせ、翼の生えた背中を上にして、ふよふよと浮遊するシルヴァ。大きくため息をついてから、エイクたちの下までやってくる。首なし馬のほうは、背中のシルヴァがいなくなったからか、教会のレンガ壁かべに隠かくれるようにしてうずくまっていた。

　怯おびえている。あるいは隠れている。疲つかれている？　どれも当てはまるように見えたし、どれも違ちがうようにも見える。

「シルヴァさん！　無事で、本当に……！」

「ふふ、だから言いましたわ。大だい丈じよう夫ぶですと」

　あれは乗馬の技わざに自信があるという意味ではなく、飛行できるから万が一落ちても平気だという意味だったのか。

「申し訳ありませんわ。心配かけてしまって」

「え、ええ。でも助かって良かったです。それにしても、どうして急に暴れたりなんか……」

　そうして、エイクも気付く。

　馬の蹄ひづめの音だ。ゆっくりとやってくる足音。音に敏びん感かんな馬のほうが、エイクたちよりも早く接近する別の馬に気付いた可能性がある。空を見上げると、日にち没ぼつはまだまだだが、かなり日が傾かたむいていた。

　ほどなくして、一つの姿が裏庭に現れる。

「エイクよ」

　馬に乗った白しろ髭ひげの神父は、裏庭に集まっている一同を睥へい睨げいする。手た綱づなを引いているアントニオも一いつ緒しよだった。シルヴァが慌あわててエイクの背に隠れた。

「出で迎むかえがないからどうしたのかと思ったが……一体、なにが起きているのかね？」

　間違いない、とエイクは思った。

　ジレットの様子がおかしい理由は未いまだに不明だが、その原因はアントニオの連れた牡おす馬うま、ハインであると考えた。ハインの足音を聞いて暴れ出したジレットがなによりの証しよう拠こだ。

「神父。話せば長いのですが……」

「では教会のほうで聞くとしよう。アントニオ」

　名を呼ばれた彼は、手た綱づなでもってハインを先導する。

　エイクもすぐ後に続かねばならないのだが、心配で振ふり返る。ジレットはまるでハインたちから身を隠かくすように、裏庭の奥の茂しげみへと消えてしまった。

　呼んでも、出てくる気配はないように思えた。




　礼拝堂で全員が顔を合わせ、すべて話すことになった。

　手間となったのは、アントニオに面識のないシルヴァ、イザーナの二人を紹しよう介かいしなければならないことであった。シルヴァについては淫いん魔まのくだりを説明するとややこしくなるので、事情があって教会で働く修道女であるとだけ説明したが。

　イザーナに関してはそうもいかない。エイクが確かく認にんしたかったのは、一ひと月つき前、イザーナが自警団から追われた時に、アントニオがその中にいたかどうか、である。アントニオに聞いたところ、確かに首なしの化物を追い払はらうのに参加したというが、顔は見ていないらしい。それはそうだった。首のない相手の顔など見えるはずもない。

　しかしイザーナがいとも簡単に首を取り外してみせると、さすがに少々青ざめながらも、彼女を追っていたことを認めた。というか、首が取れる者がそう何人もいてほしくない、という認め方であったが、それはともかく。

　とりあえずはこれで、本人たちは意識せずとも、イザーナとアントニオに面識があることは理解できた。二人の愛馬である、ジレットとハインも同様だろうと思われる。

「……で、だからどうだと言うんだ」

　首を戻もどしながら、イザーナが告げた。

「確かに追われた時に、あの黒くろ鹿か毛げの馬もいたかもしれないが……ジレットが追われた恐きよう怖ふですっかり怯おびえてしまっているとでも言うのか？　あれでもデュラハンの馬、それしきのことは問題にならないと思うが」

「そこなんですよ……」

　ジレットとハインの間になにかあるのは間ま違ちがいないだろう。

　しかし、そこから先の推すい理りができない。ただ怯えているだけなら、先ほど恐きよう慌こう状態になった理由は説明できるが、ここ一ヶ月ずっと不ふ機き嫌げんである理由にはならない。アントニオは自分の馬が当事者（？）であることが気がかりなのか、時折目線を外にやり、つないであるハインを気にかける。シルヴァは修道服に着き替がえたが、良い案が出ないのか沈ちん黙もくする。

「こういうことは」

　だが、フォーグス神父がいた。

　椅い子すに腰こしかけた彼は、とつとつと、教会での説教に似た声をあげた。

「わからぬ者にはわからぬかもしれんな」

「神父？　理由がわかったのですか？」

「理由か。人の心に明確な理由などないのと同じく、馬だろうとなんだろうと、自分の感情の出所がすべてわかるわけではあるまい。儂わしにも、薄うすぼんやりと察しがつく程度だ。だが、ことは牝めす馬うまの心持ちである。武人たるイザーナ殿どのより、なお女性らしい者、シスター・シルヴァのほうが適任かもしれんぞ」

　暗にイザーナが女性らしくないと言っているようにも聞こえたが、エイクの考えすぎだろうか。ともあれ名指しされたシルヴァは、目を丸くしてしまった。

「わかるかね、シスター・シルヴァ」

「い、いえ、さっぱり……エイク様でもわからないのに、わたくしにわかるとは」

「エイクは勉強ができるし頭も回る。他人への気き遣づかいもできる。まあ、少々抜ぬけているところが欠点ではあるが……もちろん万能ではない」

　義父にまで抜けていると言われ、さすがに内心落ち込むエイクである。

「言ったろう。この手のことはわからぬ者にはわからぬのだ。本人が悪いのではない。経験が浅いだけだ。儂のように無む駄だに年をとれば話は別だが、エイクのように若くして聖職者などやっておると、疎うといことがある。逆にシスター・シルヴァにとってはむしろお手のものではないのかね？」

「は、はあ……」

　未み熟じゆくだと言われているわけではないが、エイクではわからないと言われると、やはりそれなりに傷つくものがある。シルヴァは助けを求めるようにエイクに目線を向けるが、エイクも首を振ふるしかなかった。天てん啓けいを頼たよるしかない。

　シルヴァにとってはお手のもの。

　淫いん魔まとしての技術かとも思ったが、関係ない気がした。ならば乗馬ができるから、とか。いや、それならばイザーナやアントニオだって同様のはずだ。考えれば考えるほど正解から遠のいていく気がして、エイクは頭を抱かかえたくなった。

「……あの、もしかしたらなのですけれど」

「言ってみなさい」

「自信はないのですけれど」

「まず話してみることが大事だ。賛同を得るには話さねばならない」

　諭さとすようにフォーグス神父が言葉を継つぐ。

　こういう語り口が、皆みなに信しん頼らいされる神父である秘ひ訣けつなのだろうか。すぐ傍そばで学んでいるのだから、技術を色々と盗ぬすまねばならないとエイクは思う。

「……作りかけの蜂はち蜜みつ酒しゆを、ジレットに飲ませてみるのはいかがでしょうか？」

　シルヴァはそう言った。どうしてそんな結論になるのかはわからなかったが。

　とりあえずエイクは、どうやって首なし馬に飲ませればいいのか、その点をまず真っ先に考えた。

　こんなことだから、今回の相談は自分には解決できなかったのか、などと思いつつ。




　夜も更ふけた頃ころである。

　丘おかの上の教会、その庭では、二頭の馬が仲なか睦むつまじく寄り添そっていた。胴どうを互たがいにこすりつけ、親愛を示している。よくよく見れば、すり寄っているのは首なし馬のジレットのほうで、ハインはそれに少し戸と惑まどいつつ、けれど応じている風が見て取れる。

　恐きよう慌こう状態や不ふ機き嫌げんだったのが噓うそのように落ち着いていた。というか、イザーナから見ればあれは立派な発情らしい。必死にハインにアピールしているのだ。

「つまり、簡単に言ってしまえば……」

「ええ。ジレットのほうが、何度か見かけたハインに惚ほれてしまったのだと思いますわ、エイク様」

　言われてしまえば、そんなことかと思うような、単純なことである。

　しかしフォーグス神父の言う通り、色いろ恋こいというのは疎うとい人間にはなかなかできない発想であった。なんでもかんでも色恋沙ざ汰たと結び付けたがるような者がいる一方で、エイクやイザーナのごとく、もっと深刻な状じよう況きようを想定してしまう者もいる。難しいものだ。

　淫いん魔まのシルヴァにしてみれば、あるいはすぐ思いつける原因だったのかもしれないが。

「だが、ならばどうして一ヶ月も悩なやむ必要があった？　それに昨晩、ジレットだってあの馬を見かけたのだぞ？　飛び出して親愛の情を示せば良かったじゃないか」

　愛馬の様子を見つめるイザーナは、ほっとしたというよりも疑問符ふが浮かんでいるようだ。

「……イザーナさん。主あるじがそのような考えでは、ジレットも悩もうというものですわ」

「な、なんだとっ」

「いいですか、イザーナさん。ジレットだって、自分が普通の馬ではないことくらいわかっているでしょう。頭がないのですから、それで嫌きらわれたらどうしよう、怖こわがられたらどうしよう、なんて思ってしまうと、もう勇気が出ません。その辺り、人も馬も変わりませんわ」

「む、むう……」

　まあ、さすがに馬がそこまで人間的な思考をしたとも思えないが、ジレットはジレットで恋に悩んでいたのだ。けれど勇気が出ず、恋に疲ひ弊へいしてしまうが、体調に問題があるわけでもないので、心労ばかりが募つのっていく。

　昼間、シルヴァを乗せた時に暴れてしまったのは、ハインの接近に気付いて慌あわてて身を隠かくそうとしたからだと思われた。勇気が出ない乙女おとめなのです、とシルヴァは得意げに言う。

　ではどうするか。

　そこで蜂はち蜜みつ酒しゆの出番なのである。

「作りかけの蜂蜜酒で大だい丈じよう夫ぶだったのでしょうか？」

「リンゴに少しかけて食べさせただけですし、問題ありませんわ。精力剤ざいといっても、頑がん張ばるのはジレットですもの。蜂蜜酒はちょっと後押ししてくれるだけですわ」

　シルヴァの作りかけ蜂はち蜜みつ酒しゆを、ジレットに与あたえてみた。

　与えた途と端たんに、というわけにはさすがにいかなかったものの、その後、シルヴァとイザーナが応おう援えんする声に応こたえたかのように、首なし馬がゆっくりとハインにすり寄っていったのもまた事実である。一定の効果はあったと見るべきだろう。

　淫いん魔まの作った蜂蜜酒であるから、極きよく端たんな興奮剤のような作用があるかと思えばそんなこともない。ただ、今まで姿を見られぬよう隠かくれていたジレットを、ハインに引き合わせるくらいの効果はあったようだが。

　首なし馬と普ふ通つうの馬という点を除けば、二匹ひきは非常に仲良さそうに見えた。

「ならば最後に聞きたいんだが……」

　ただ、イザーナだけ、まだ腑ふに落ちない様子である。ちょっと得意げになったシルヴァに教えを乞こうような顔で、彼女は続ける。

「ジレットがずっと、私に対して不ふ機き嫌げんだったのは、結局何故なぜなんだ？　シスターのほうは背中に乗せたりしてくれたのに、私は乗せてもくれなかった」

「それは、多分ですけれど……イザーナさんが主人だったからではないかと」

「主人……だったから？」

「はい。馬の主人は、馬にとって最も近しい友人ですわ。イザーナさんを自分の主あるじであると認めているからこそ、イザーナさんに自分の苦しみをわかってほしくて、わざとそんな態度に出たのではないかと思いますわ」

　実際、イザーナは自分の馬の異変を察知して、教会までやってきた。

　もちろん教会を頼たよるまでに色々と手を尽つくしただろうことは想像に難かたくない。二週間以上もあったのだから、病気か、怪け我がか、色々と悪い可能性も考え、心配したことだろう。まさか恋の病だとは思わなかったに違ちがいない。イザーナにしてみれば、アントニオのこともハインのことも覚えていなかったのだから。

　だが馬のほうは、イザーナに気付いてほしくて、いくつも言葉を発していたということか。

「時間はかかりましたが、イザーナさんもジレットのために手を尽くしたと思いますわ。こうして恋慕の相手と引き合わせることができたのですから、ジレットも喜んでいるかと」

「う、うう……」

　イザーナの目じりに涙なみだが浮かぶ。彼女もまたシルヴァと別の意味で涙もろいのだろう。

　デュラハンとその馬の感動的な絆きずなである。

　イザーナは感極きわまったのか、その名を呼びながら、自分の馬へと駆かけ寄っていった。さすがにもう、馬のほうもイザーナを拒きよ否ひすることはないだろう。夜も遅おそいし、そろそろ今晩の懺ざん悔げ室を開かなくてはならない。

　そう思って踵きびすを返そうとしたエイクだったのだが──。

「「あ」」

　思わずシルヴァと共に、声をあげてしまう。

　主あるじに駆かけ寄られたジレットは、またもその身体からだを反転させ、イザーナの首に向かって鋭するどい後うしろ蹴げりを浴びせてみせた。まるで邪じや魔まをするなと言わんばかりであった。生なま首くびはやはりボールかなにかのように大きく飛んで、丁度エイクの腕うでの中に収まった。

「うあああ、何故なぜだあああっ」

　大泣きするイザーナである。鎧よろいを着た身体のほうはあっさり倒たおれ込んでしまった。

　ジレットのほうは、泣き叫さけぶ主あるじには目もくれず、ハインにすり寄っていく。二頭の馬はやがて寄り添そって夜の森のほうへと消えていった。馬なりに気を遣つかったのだろうか。一晩あれば、馬が思いを遂とげるには十分だろう。

　ちなみにハインのほうは牡おす馬うまなので、飼い主たるアントニオは特になにも言わなかった。明日になれば馬を取りに来るという。もしかしたらジレットがハインの子供を身ごもるかもしれなかったが、それについてはイザーナが育てるということで合意している。

　イザーナも、ジェント近きん郊こうで仕事をする際は、自警団らに気をつけるということになった。下手をすればアントニオとイザーナで武人同士の戦いになりかねなかったのだが、もちろんそちらを仲裁したのはフォーグス神父である。主人たちのほうは、馬のように仲良く、というわけにはいかなそうだった。

「イザーナさん、恋こい路じを邪じや魔ますると、馬に蹴られますよ」

「まさか恋する馬に蹴られるとは思わなかったよ！」

　自棄やけになって泣き叫ぶイザーナに、同情するしかないエイクである。

　未いまだに馬の理解を得られないデュラハンの生首を撫なでながら、エイクは倒れたイザーナの身体を回収するのだった。




「ところでシスター・シルヴァ、よくわかりましたね。原因が恋愛だと？」

「そ、それはその……わたくしも同じといいますか……エイク様に……」

「えっと、僕がなにか……」

「なっ、なんでもありませんわ！　忘れてくださいませ！」

「は、はあ……」













　　三人目．シルキー







「ヘルミーネと申しますです。手伝い妖精シルキーなどをやっていますです。よろしくお願いしますです」

　目の細かい格こう子しの向こうで、澄すんだ声が響ひびく。

「エイクです。この教会で見習いの神父をしています。今日は懺ざん悔げをしに……というわけではなさそうですね」

「はい、そちらの評判は聞いていますです。神父様とお呼びしますです？」

「いえ、お好きな呼び方で構いませんよ」

　ちょっと喋しやべり方かたが妙みようではあるが、今晩の客人は普ふ通つうの相手のようだった。

　エイクの懺悔室。人間以外の魔ま物もの、魔ま獣じゆう、妖よう精せい、精せい霊れいなどの懺悔を聞くために、見習い神父が毎晩開いているものだ。今日の客人は、シルキー。人のすぐ傍そばで、人の手助けをする精霊だけあって、物もの腰ごしも柔やわらかく丁てい寧ねいだ。

「では信用ならぬ若造神父と」

「……神の家での罵ば倒とうは控ひかえていただけますか」

「これは失礼しましたのです。クセのようなものでして」

「悪あしき言葉を主しゆは好みません。自重なさってください」

　普通の客人と思ったことを、早くもエイクは後こう悔かいした。

　今日は、客がなかなか来なかった。いや、いつも愚ぐ痴ちを話しに来るヴァーバンシーや、世間話が大好きなドライアドなど、常連は来るのである。しかし真しん摯しな懺悔や、切せつ羽ぱ詰つまった相談事を持ってくるものはいなかった。そんな相談に関しては、今懺悔室の中で向かい合っているシルキー、ヘルミーネが初はつである。

「とりあえず、始めましょうか──ヘルミーネさん。実は懺悔室の傍に、補佐として修道女が一人おります。もし聞かれたくない相談であれば遠ざけますが？」

「こちらの教会に住んでいる方です？」

「ええ。諸事情あって」

「でしたら、むしろ聞いてもらったほうが良いかもしれませんです」

　懺悔室の傍かたわらには、シルヴァが控ひかえている。彼女自身が相談者だったことから、あるいはエイクより彼女の力が必要になる場面もあると考えていた。実際、先日のイザーナの一件で、解決にもっとも尽じん力りよくしたのはシルヴァである。賢かしこい女性が力になってくれるのは素す直なおにありがたい、とエイクは思う。

　そんなわけで、シルヴァに話し、懺ざん悔げ室への協力も業務に加えることにしたのだ。もちろん心優やさしい修道淫いん魔まは、快く承しよう諾だくしてくれた。

「……聞いてもらったほうが良い、というのは？」

「長くなりますですが、構わないです？」

「もちろん、お聞きします。どうぞ」

「今までジェントで住んでいた屋や敷しきがありましたですが、ご主人様が亡なくなり、また守しゆ護ご竜りゆう祭も近いということで、古い建物を撤てつ去きよすることが決定しましたです。取り壊こわされる前に出てきたは良かったですが、行き場がないので教会に来ましたです」

　短いですわ……、と懺悔室の外でシルヴァが呟つぶやくのが聞こえた。

　一応、話はシンプルでわかりやすい。エイクはシルキーの相談を受けるのは初めてではあったものの、悩なやみは理解できた。人語で意思疎そ通つうができるのはやはりありがたい。イザーナの愛馬の件では苦労したぶん、スムーズな会話に感動してしまう。

　やはり人の傍そばにいる精せい霊れいは、それなりに人に慣れているのだと思えた。

「シルキー。屋敷に住まうお手伝い妖よう精せい、ですね。屋敷がなくなっては……」

「困りますです。仕事がまったくできませんです」

　ほとほと弱ったとばかりに、ヘルミーネが告げる。

　シルキーは、何世代も続く旧家に現れるという妖精である。幽ゆう霊れいや亡ぼう霊れいという説もあるが、どちらにしても人知れず家事を手伝ってくれるという、人間にとって有益な存在だ。掃そう除じ、洗せん濯たくの他ほかに、暖だん炉ろの番をしてくれるシルキーもいるという。その名の由来は、彼女たちが絹シルクの衣服をまとっていることにある。

　仕事に対する報ほう酬しゆうは一皿のミルクでいいと言われるが、諸説あって確定していない。この辺りは地域差や、シルキー個人の好みによるということなのだろう。

　今までエイクの懺悔室に訪おとずれたことがないのも、シルキーが滅めつ多たに自分の屋敷を離はなれることがないからだろう。逆に言えば、家を失うのは死活問題ということになる。

「そこで、女たらしと評判のこの教会の神父を頼たよることにしましたです」

「待ってください。その不ふ名めい誉よな評判はなんですかっ」

「？　しかし、修道女と神父の噂うわさは有名でありますですよ？」

　噂。

　エイクは噂について良い過去がない。ジェントは商人の町だけあって、人の噂や行動に敏びん感かんである。街中に住む者なら誤解をとくのも容易たやすいだろうが、頻ひん繁ぱんに街に行くわけではないエイクやフォーグスの噂は一人歩きすることがままある。ただの悪評の場合も少なくない。

　エイクも、教会の後あと継つぎにしては頼たよりないなどと、散々に言われていたことを知っている。

「まあ、妖精や精霊の間での噂でありますですが。懺悔室の評判もありますもので、この場所はなにかと注目の的でありますです」

「どのような噂うわさなんですの？」

　シルヴァが藪やぶに手を突つっ込んだ。お嬢じよう様は噂の怖こわさを知らないのかもしれない。

「こ、こう、神に奉ほう仕しする勤勉な見習い神父のところに、新人のシスターがやってきたとか、あまつさえ恋仲とか、そういう……？」

　おそるおそるといった様子という気もする。

　恋仲を疑われるのも修道女としては不適切だから、おっかなびっくりな声なのだろうか。それにしてはどこか嬉うれしそうな気がするが。

「はい。懺ざん悔げ室なんぞをやっている教会のヘタレ神父が、淫いん魔まを修道女と称しようして囲い込み、毎夜毎晩とても口には出せぬ情事にふけっているとか」

「なっ」

「さらに通い妻としてデュラハンが定期的に訪おとずれているとか」

「と、とんでもありませんわ！　言いがかりですわっ！」

　エイクも同意見だったが、往々にして噂などというものは言いがかりに似る。

　ちなみにイザーナが定期的に訪れるのは本当であるが、仕事で地方を回った際、お土産みやげを持ってきてくれるだけの話である。ジェントの大聖堂ならともかく、郊こう外がいの教会の財政事情はいつも厳しいので、正直助かっている。

「その淫魔も、まあ神父と同じく半人前の変わり者と評判になっていますです」

「か、変わり者……」

「修道女とは名ばかりで神父の寝しん所じよに潜ひそんでいるとか」

「うっ……それはっ……た、たまにですわ！」

　困ったことに未いまだ、エイクの部屋に潜む癖くせが直らないシルヴァである。痛いところをつかれたシルヴァは、懺悔室の外で随ずい分ぶんと動どう揺ようしているようだった。エイクとしてはいい加減直してほしいところなのだが、頻ひん度どに改善が見られない。

「どこからそんな噂が……」

「精せい霊れいやら妖よう精せいやらというのは、目立たぬだけでどこにでもおりますです。常に人間を笑いものにしようとしていますです」

「ご自身もその中の一人、と？」

　手伝い妖精ヘルミーネは、答えぬ代わりに小さい笑い声をあげるだけだった。今夜初めて聞くシルキーの笑い声は、大変困ったことに人を嘲あざける様子の声だった。

「ヘルミーネさん」

「はいです？」

「貴女あなたは……なんと言いますか……人を助ける妖精なのに、あまり人を尊敬していない気がするのですが？」

「左様でございますです。私たちシルキーは屋や敷しきにつく妖精でありますです。まず第一条件は、その屋や敷しきが私たちの住むのに相応ふさわしいか否いなか。無論、そこに住んでいる者も品定めさせていただきますです。前の屋敷のご主人様はとても立派な方でありましたため、私も仕えるになんの不満もなかったですが、中ちゆう途と半はん端ぱな住人であればこちらから追い出してでも屋敷に住み着く覚かく悟ごがありますです」

　意外と強引な妖よう精せいらしかった。

　妖精、精せい霊れいも人に好意的なものばかりではない。彼らも人に都合良く生きているわけではないから当然だ。それはシルキー、あるいはホブゴブリンやブラウニーなどと呼ばれる、家事手伝い妖精にとっても同様ということか。

　妖精には悪戯いたずら好きなものもいる。注意は必要であろうと考えた。

「では……ヘルミーネさん。次の居所が定まるまで、教会に泊とまりますか？　もちろん僕らも、新しい屋敷を見つけるお手伝いをさせていただきますが」

「いいえ、それには及およびませんです」

　淡たん々たんと。

　丁てい寧ねいな口調の中に毒を含ふくませる彼女は、目的意識と敵てき愾がい心しんも露あらわにしていた。

「この教会を新しい居場所と定めますです。つきましては、こちらに住まう皆みなさま、まとめて退去していただくことを希望いたしますです」

　それは相談ではなく要望である。

　更さらに見方を変えるならば侵しん略りやくである。

　エイクは呆ぼう然ぜんとしながらも、そのことを慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなシルキーにどう説明するか、頭を抱かかえながら考え始めていた。




　シルキーであるヘルミーネは、妖精の中ではまだ若い存在であるらしい。

　それを証明するかのように、懺ざん悔げ室を出てエイクが見た彼女の姿は、まだ十二、十三歳くらいと見える少女であった。ただ、落ち着いた挙きよ措そや澄すました表情は、奉ほう公こうに上がり立ての少女のものではない。上流階級の令れい嬢じようの世話をする侍じ女じよのようにも見えた。間ま違ちがっても家事を担当する下働きの雰ふん囲い気きではない。

　二つに結ゆった黒くろ髪かみと真っ赤な瞳ひとみが印象的だが、それでも全体から儚はかない印象が拭ぬぐえないのは、おそらく幽ゆう霊れいのごとく白い肌はだと、それに負けないほどに白い衣服のせいだろう。気配も希き薄はくなために、それこそ白い影かげがただ立っているように見える。

　服装も、膝ひざ丈たけスカートのメイド服である。メイド服自体は肩かたやエプロンに多少のフリルがついているものの、地味で質素なデザイン。しかし、素材はなんと絹である。純白のシルクで作られたメイド服など、エイクは初めて見た。

　絹は貴重である。下働きのメイドの服装にはもったいないものだ。しかも家事用の衣服なのに汚よごれが目立つだろう白一色のもの。普ふ通つう使われる黒や紺こんの布はほとんど使っていない。シルキーという名前に相応ふさわしかった。

　幼い容姿ながら、それに似合わぬ高こう慢まんな態度と、高級な衣服。

　大きな屋や敷しきの使用人に、誰だれにも気付かれぬまま混じり、家事を手伝う妖よう精せい。なるほど、シルキーがいるだけでその家は格式のある家なのだと思わされる。純白のメイド服は独特の輝かがやきすら放つように見えた。

　だが、だからといってエイクも追い出されるわけにはいかない。教会はエイクにとって職場であると共に、拾われて育った家でもある。ましてやシルヴァやフォーグス神父もいるのだから、間ま違ちがってもヘルミーネの要求は受け入れることはできない。

　とりあえず、エイクは教会の責任者であるフォーグス神父と、ヘルミーネを引き合わせることにした。夜が明け、朝食を食べ終えたフォーグス神父は、そのまま教会に泊とまったヘルミーネからもう一度、彼女の事情と要求を聞くことになる。場所は、神が聞き届けやすいようにということで礼拝堂となった。

　説教の席に立つフォーグス神父は、淡たん々たんとしたヘルミーネの話を聞いている。エイクとシルヴァも礼拝の席に座り、その会話に立ち会っていた。

「ふむ。ではシルキーのお嬢じようさんは、守しゆ護ご竜りゆう祭のあおりを受けて家を失ったと？」

「左様でございますです。元々、ご主人様が亡なくなって後のち、使用人も散り散りになった家でございますです。残っていたのは私のみでありましたですが、それは人間から見れば廃はい屋おくと変わりがないようで……」

「ジェント伯はくは今年の守護竜祭にあたり、無礼になるものは撤てつ去きよせよと仰おおせだからな。古い屋敷も対象となってしまったと」

「人がいないために取り壊こわすべきとしたようでございますです」

　二人の会話を聞いていても、喧けん嘩かというよりは現状認にん識しきに思えた。ヘルミーネ自身は小こ柄がらな少女であるから、いきなり力をもって出ていけと脅おどすわけにはいかないのかもしれない。

　ならばどうするのか。

　なにか策略でもあるのだろうか。

　そんな風にエイクが考えていると、服の袖そでをくいくいと引かれた。隣となりに座るシルヴァからである。小さく耳打ちをするように、彼女が唇くちびるを寄せてくる。香こう油ゆの作用で多少はマシになったとはいえ、ちょっとでも油断すると、甘い匂においに意識を持っていかれそうな時がある。

「あの、エイク様。守護竜祭というのは……？」

　シルヴァに見えない位置で自分の手の甲こうに爪つめを立て、自分の意識を留とどめながらも、エイクは小声で答えた。

「ジェントで毎年行われるお祭りです。収しゆう穫かく祭も兼かねています」

「収穫祭？　でも、今は少し時期外れではありませんこと？」

「そうなんです。その辺り、今年は事情が違いまして……」

　由来を話せば長いのである。

　そう思っていると、フォーグス神父の目線がこちらに向いた。邪じや魔まをしないように話していたつもりだったが、しっかりと聞こえていたらしい。

「ならば儂わしから話すか。昔話は老人が語るべきであろう？」

「昔……話？」

「うむ。古い言い伝えによれば、現在ジェントがある場所は人が住めるような環かん境きようではなかった。ジェントの北にある湖は、今でこそ澄すんだ清らかな泉だが、当時は毒水で溢あふれていたそうだ。水も飲めず、作物も育たない。近きん隣りんの者は困っていたらしい。原因は、湖に住み着いた毒どく竜りゆうだったそうだ」

　三百年以上も昔の話である。人の口で語られるだけであって、もちろん実際に見た人間がいるわけでもない。しかし紛まぎれもない事実である。

　ドラゴンといえば、今も昔も、移動する災さい害がいである。種によっては一国の軍隊すら壊かい滅めつさせるという。その毒竜は、あるいは国を滅ほろぼすほど強大な存在ではなかったのかもしれないが、それでも全身から染しみ出す毒液により、泉ではほとんどの生物が死に絶えていたという。

　現在は昔より個体数が少なくなったようだが、それでも竜の住すみ処かとされる場所に近づく者は滅多にいない。それほどの存在だ。

「人々は毒竜を退治し、交通の要よう衝しように都市を築きたかったが、誰だれも毒竜を討うち取ることができなかった。しかしある時、天より飛来した一匹ぴきの火か竜りゆうが、その毒竜と戦い、追い払はらうことに成功した。以来、ジェントの住民は、新たに泉に住み着いたその火竜を神の使いとして崇あがめ、敬意を込めて守護竜と呼び、毎年の供く物もつを欠かさないようになった。ジェントでの収しゆう穫かく祭は、収穫したものを守護竜に供える意味もあるのだよ」

「はあ。なるほど、良い話のように思いますけれど……今年の事情というのは？」

「簡単なことだ。ジェント伯はく爵しやくが、当の守護竜を街に呼びたいと言っておるらしい」

「は？」

　シルヴァの目が丸くなる。が、彼女の故郷である地じ獄ごくには、数千年を生きた悪あく魔まなど珍めずらしくもないのではないだろうか。三百年生きる火竜がいても、なんらおかしいことはない。実際に竜同士の争いを見ていた人間はもういないが、当時毒竜と戦った火竜、昔話の源泉となった存在ならば、いる。

　そう、守護竜はまだ泉に住んでいるのだ。

　一年に一度、牛や豚ぶたの肉などを、選出された者たちが儀ぎ礼れいとして泉に運ぶ。人語を解す守護竜は、それらの肉を食べることで、人を襲おそわずにいるという。いわば一種の契けい約やくだ。食料を融ゆう通ずうするので人を襲うことなく、守護竜の名で崇めさせてほしい、ということである。これもまた一つの信しん仰こうであると、聖職者であるエイクにはよくわかっていた。

「街に……竜を？　そんなことをして大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　不安げにシルヴァは言う。

　ドラゴンはその及およぼす被ひ害がいの甚じん大だいさから、時として悪あく魔まとされることも多い。その逆もまた然しかりであり、いわば竜りゆうと悪魔は近い存在なのだ。竜の姿をとる悪魔も珍めずらしくない。少なくともエイクの信ずる聖典にはそう書かれているのだが、シルヴァはその辺りどう思っているのだろう。

「守護竜を怒おこらせなければ問題はない。ジェントのすぐ傍そばで三百年間、街の発展を見守ってきたのだ。人が無礼を働かなければ怒ることもない。今年の祭りが早まったのも、当の守護竜が今の時期を希望したから、という話だ。どうやら寒くなると冬とう眠みんするようだの」

　ドラゴンの生態は不明な部分が多いが、どうも爬は虫ちゆう類るいのそれと共通する点がいくつかあるらしい。冬眠もそれを裏付ける証しよう左さだろうか。

「だが、守護竜を呼ぶからと、ジェント伯はく爵しやくが街の景観を気にし始めていてな……」

「守護竜祭までに、古い屋や敷しきは取り壊こわし、汚よごれた家は綺き麗れいにするべし、という景観保護のお達しがありましたです。それまで誰だれも見向きもしなかった屋敷を急に取り壊すことになったのも、そんな事情によりますです」

　ヘルミーネも困っているらしかった。現ジェント伯爵といえば、下しも々じもの者にも情深く、簡単にではあるが税制改革を行ったり、様々な保障が手厚いということで人気の領主であるのだが、時折、妙みような思いつきを実じつ施しして周囲の人間を振ふり回すことがある。

　わざわざ守護竜を呼ぶために、祭りの時期を早めたり景観保護の条例を出したのも、そうした思いつきの一つと思われた。

「シルキーのお嬢じようさんの事情は、儂わしにもわかった。だが、いきなり出ていけと言われてもな。儂は見ての通りの爺じじいだし、そこの二人もまだまだ教会で学ぶことがある。そう簡単に居きよを移せるわけではない。古く小さいが、歴史ある教会だ。誰かが守らねばならぬ」

「家の管理でしたらこの私、ヘルミーネに。毎日、埃ほこり一つない掃そう除じを心がけますです。こんな小さくともシルキーでございますですので、誰もいなくとも、最高の状態を保ってみせますです」

　誰もいないのに掃除をする意味があるのか。そう問うても、おそらくヘルミーネは取り合わない。

　手伝い妖よう精せいを見るのは初めてだったが、エイクは彼らが人のために働く一方で、悪戯いたずらなどをしてしまう理由がわかった気がした。彼が手伝うのは好意ではない。自分が働くためだ。つまるところ労働が好きで、仕事中毒なのだ。

　だから働くが、もちろんどこでもいいというわけではない。働く彼らのために環かん境きようを整えてやる必要がある。シルキーのヘルミーネが特に気にするのが、住居と住人ということなのだろう。必ずしも家事手伝いの妖精だけでなく、レプラコーンやノッカーなどといった職人気質かたぎの妖精に共通する事じ項こうなのかもしれない。

「教会で一いつ緒しよに暮らすことはできぬのかな？」

「はあ。教会のほうに文句はありませんですので、あとは皆みなさんの心がけ次し第だいかと考えますです。しかし……」

　ヘルミーネは、まずエイクに人差し指を突つきつけ。

「相談者に手をつけるけしからん聖職者と」

　次にシルヴァに指を移し。

「修道女の皮を被かぶったいやらしい悪あく魔まと」

　最後にフォーグス神父にすら目を向けて。

「無む駄だに偉えらそうな耄もう碌ろく白しろ髭ひげじいさんでは、とてもとても一緒に暮らすなどとは。シルキーの仲間に笑われてしまいますです」

「……ヘルミーネさん。昨晩も自重してくださいと言ったはずです」

　隣となりのシルヴァが早さつ速そく顔を覆おおってさめざめと泣き始めている。打たれ弱いのだからあまりいじめないであげてほしい。一応、エイクは相手が精せい霊れいとはいえ、見た目幼い少女になにか言われたくらいで怒おこるほど子供のつもりもなかった。

　ましてや人格者のフォーグス神父なら尚なお更さらだろう。

　シルヴァの頭を撫なでて泣きやませる。最近、この手段が最も有効とわかってきた。

「ではお嬢じようさん、我々が意地でも退去しないとなればどうするのかね？　諦あきらめると？」
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「その時はこちらも全力で追い出しにかかりますです。こちらも妖よう精せいですので、あの手この手の悪戯いたずら、嫌いやがらせをさせていただきますです」

　妖精の悪戯というのは、その語感から想像されるほど生なま易やさしいものではない。シルキーに限って言うだけでも、生活を邪じや魔まする、近くの通行人や馬車にちょっかいを出す、その他様々な方法で驚おどろかしたり怖こわがらせたり。最悪な例になれば首を絞しめたこともあるという。

　シルキーが住人を手にかけた話は聞かないが、大たい抵ていはこれらの悪戯で家を追い出されることがほとんどのようだ。ヘルミーネも、最悪そのような手段に出ると言っているのだろう。

　今はまだ脅おどしだが、宣言した以上、いざとなればヘルミーネは躊ちゆう躇ちよしないと思われた。

「さあ、どうしますです？　穏おん便びんに済ますなら今のうちかと思いますです」

「うむ。そうだな。我ら聖職者、平穏のうちにことを進めるのが当然であろう。ではエイク、このお嬢じようさんをどう思う？」

　いきなり水を向けられたエイクはうろたえる。突とつ然ぜんそう言われても困る。

「は……ええと、神父、どう思うとは」

「お前のところに相談に来た。その対処にお前の考えを得ることは間ま違ちがいかね？」

「い、いえ……ええと、そうですね。いきなり出ていけというのは我々も困りますが、ヘルミーネさんの境きよう遇ぐうに思うところもあります。互たがいに言葉を尽つくして落とし所を探さぐるというのは」

「考えが浅い」

　一言で切って捨てるフォーグス神父だった。

　エイクにとっては義父である神父だが、それ以上に師であることを痛感する。時折このように、未み熟じゆくさを糾きゆう弾だんされることがある。意見を求められたのではなく、いわばエイクの考えの採点をされたのだ。

「言葉は尽つくした。これ以上話をしても、互いに新しい要求は出ないだろう。互いの妥だ協きようも良かろうが、このお嬢さんは想像以上に頑がん固こで、自らの方針を固めている。妥協を期待するならこのお嬢さんを少し侮あなどっているな」

「……なるほど、ちょっとは話のわかるヒゲじいさんでありますですね」

「うむ。ではお嬢さん、こうして互いの話が平行線の時はどうすればいいと思うかね？」

「実力行使でありますです」

「良い答えだ。好ましい」

　一分前の自分の発言など忘れたかのように、フォーグス神父は力強く頷うなずいた。

　これはエイクなど生まれる前の、若き頃ころのフォーグスの逸いつ話わだが、彼には長大な剣けんを担かついで戦場を駆かける傭よう兵へい時代があったらしい。一方、本人の弁では若い頃は修道院にいて、その時にシルヴァとも会っていたそうだ。一見すると矛む盾じゆんするようにも思えるが、おそらくは傭兵団に付く従軍神父だったのだろうとエイクは考えている。

　聖職者でもあり戦士でもあった時代があるのだろう。

　軍に従うというより、軍を従える神父だったのかもしれないが。

　つまるところ、今でこそ穏おだやかなフォーグス神父にも、血気盛んな頃ころがあったのだ。

「こうなっては勝負するより仕方あるまい。お嬢じようさん、受けてもらえるかね」

「し、神父。暴力行こう為いは……」

「当然だ。そのような解決は相応ふさわしくない上に、互たがいに禍か根こんも残ろう。だが傷つけ合うのみが勝負ではない。技量の巧こう拙せつでもって判断するのも一つの指標である。よろしいかなお嬢さん？」

「つまり……家事勝負ですか？」

　フォーグス神父はまたも頷うなずく。シルキーに家事で挑いどむというのか。

「この教会にお嬢さんよりも家事に長たけた者がいるとなれば、強しいてお嬢さんがここに住む理由がない。自分より技量が上の者を追い出して仕事をするのも虚むなしいことではないのかね？　その後は我々と共にここに住めば良い。ただ家を失なくし助けを求めるのであれば、ここは教会、拒こばむ理由はなにもない」

「いつでも受けて立ちますです」

　明らかにやる気を見せるヘルミーネであったが、エイクは不安を拭ぬぐえない。相手は家事の妖よう精せいである。フォーグスやエイクも家の管理は一通りできるが、それでも生活に困らない程度の技術しかない。シルクの衣服をまとう使用人の腕うでは間ま違ちがいなく一流だろう。

　もし彼女に敵かなうとすれば──。

「わたくしにやらせてくださいませ」

　シルヴァが立ち上がる。悪あく魔まとはいえ令れい嬢じようであるシルヴァならば、あるいはヘルミーネに匹ひつ敵てきする素養を備えているだろう。というか、エイクやフォーグスではまず無理だ。

「頼たのめるかね、シスター・シルヴァ」

「はっ、はい。頑がん張ばらせていただきます。わたくし、その、ここを追い出されてしまうと……また実家で引きこもらなくては……それは嫌いやですし、お世話になっている御ご恩おんもあります。わたくしではいけませんか？」

「適任である」

　もちろんエイクにも否いなはなかった。シルヴァが乗り気であるなら、エイクがなにか言うこともない。勝敗を誰だれが判定するのだろうか、という疑問はあるものの。

「相手になりますです。淫いん乱らん誘ゆう惑わく修道女シスターにできるのは精々ベッドメイクくらいではありませんです？」

「そ、そんなことありませんわ！　見くびらないでくださいませ！」

　早さつ速そく火花が散る。毒舌な手伝い妖精は意に介かいする様子もないが、シルヴァのほうは切せつ羽ぱ詰つまっていた。もし最悪、この教会を追い出されることになろうと、フォーグス神父ほどの人材であればどこの教会も欲しがるだろうし、神学をある程度学んだエイクもなんとかなるだろう。

　しかし、正式な修道女ではないシルヴァは、追い出されれば本当に路ろ頭とうに迷うと思われた。彼女の必死さはそれが理由か。

　彼女も並々ならぬ覚かく悟ごで、淫いん魔までありながら修道女となっているのだ。

「正しき判断は神の名で下される。早さつ速そく始めるとしよう」

　緊きん張ちよう感の走る空気の中、フォーグス神父だけが、いつもの調子でそんな風に言った。

　なにか別の思おも惑わくがあるらしいことは、付き合いの長いエイクだけが理解できたのだった。




　ルールは簡単。

　フォーグスの言いつけた家事その他教会内での雑用を、どちらがきちんとこなせたかを判定する。審しん判ぱんは、一応エイクがやることになったが、そもそもエイクも教会側がわなので公平ではない。そのため、実質的な決着はヘルミーネに委ゆだねられることになった。

　ヘルミーネが負けを認めたら、教会側の勝利。

　教会側がこれ以上は無理だと音ねを上げたら、ヘルミーネの勝利、である。

　また回数制限もないために、勝負は何度でも行われる。要は先に根負けしたほうの敗北ということであった。実に曖あい昧まいな基準であるが、この場に中立の立場で判定できる人物がいない以上、仕方ない措そ置ちでもあった。

　また、教会内を汚よごす、壊こわすなど、著いちじるしく住居に被ひ害がいを及およぼした場合は無条件で負けである。が、家事に手慣れている二人にそんな心配は要いらないと思われた。

　そんな感じで、一回戦は、買い出しである。

　ジェントの街へ、二人がそれぞれ言いつかったものを買いに行く。昼間の街かい道どうであれば女性であろうと往復は楽である。丘おかを下るだけなので、街に辿たどり着くに問題はないだろう。だが、街での買い物、品定めはどうだろうか。

　シルヴァには、まだ買い出しを言いつけたことはなかった。悪魔であるシルヴァは、最近やっと人間の用いる貨か幣へいを覚えたばかりである。効率的な買い物ができるかどうか、という疑問があった。ヘルミーネの来歴はわからないが、街中の屋や敷しきで働いていたのならば買い出しもできるのではないだろうか。

　不安を感じながらも、エイクは審判役として教会で二人を待つ。もちろん、なにもしないわけにはいかないので、次の勝負のために台所を片付けていた。買い出しに行かせたのなら、二回戦は料理勝負になるだろうと思われたからだ。

　言い出したフォーグスは、エイクを横目で見ながら、神学の書しよ籍せきに目を通している。本は貴重なので大事に扱あつかってほしいのだが、フォーグスは不器用なのか扱いが雑である。それを注意するのもエイクの仕事であった。まあ、エイクの注意などフォーグスはほとんど聞いてくれないのだが。

　そうして二人を待っていると、先に帰ってきたのはシルヴァのほうであった。

「お、お待たせしましたエイク様……」

「お疲つかれさまです、シスター・シルヴァ。拝見しても？」

「もちろんですわ」

　シルヴァからバスケットを受け取ったエイクは、中身を検分する。小麦や卵、砂糖や塩などパンの材料が主である。フォーグス神父の言いつけた品は、すべて揃そろっているように思われた。

「店の場所など、わかりましたか？　ジェントは初めてかと思いますが……」

「ちょっと迷ってしまいましたけど、問題ありませんわ。大通りを歩いていたら看板がありましたので、ああパン屋だなと」

「ああ、ランブルさんの。もしかして売ってくれたのは、赤毛で三つ編みの女の子ではありませんでしたか？　こう、ちょっと気の強そうな？」

「いえ、男性の店主様でしたけれど……？」

「そうでしたか。義妹いもうとがそのパン屋の養女になっているんですが」

　品物を検分しながらも、エイクは言う。この教会で年の近い家族として育ったジェシカは、今ではジェント、ランブルのパン屋の看板娘むすめである。男性の店主というのは、ジェシカを引き取った義父であろう。そこのパン屋夫婦には長らく子供がいなかったのだ。

　久しく会っていない家族がどうしているかなと思いながらも、エイクは品物の確かく認にんを終える。ランブルのパン屋は、ジェントの大通りに面しているだけあって、小さい店ながらも質の良いパンを売る。そこで小麦粉などを買ったのであれば、悪いものを摑つかまされることもないだろう。

　ただ、シルヴァにとっての問題は──。

「こっちも確認しますね」

　シルヴァから十数枚の銅貨を受け取った。念のため、多めに貨か幣へいを渡わたしておいたので、釣つり銭せんも量があった。掌てのひらで貨幣の数を確認する。

「あ、あの、エイク様？」

　エイクの顔が強こわ張ばったのを見て取ったのか、シルヴァが不安げな表情になる。

「……銅貨が足りませんね」

「えっ」

　額の差はわずかではあったものの、明らかに足りない。貨幣は種類が多い上に、似たものもあって紛まぎらわしい。シルヴァが間ま違ちがえたのだろうか。しかし釣銭の額がおかしいのであれば、シルヴァの失敗なのか。

「そ、そんなはずは……」

「間違えたとすれば、店主のほうだろう」

　本から顔を上げないままに、フォーグスが言った。

「ランブルの主人は、パン作りの腕うでは良いが、どうにも文字や計算が苦手でな。釣銭を間違えたのも、店主が店先に出ていたからだろう。奥おく方がたのほうか、ジェシカが応対していればそのようなこともなかったはずだ」

　街の人間の事情で、フォーグスが知らないことはない。

　いや、もちろんそれは言いすぎなのだが、ランブルのパン屋は、フォーグスが拾って育てたジェシカを養子として迎むかえてくれた店である。神父が夫ふう婦ふの事情に詳くわしいのは当然だし、そうでなければ義理の娘むすめを託たくしたりはしない。

「今いま更さら戻もどっても、銅貨を返してくれるとは思えない。諦あきらめなさい、シスター・シルヴァ。気付けなかったほうも良くない」

「も、申し訳ありませんわ……」

　シルヴァはもちろん、商売に携たずさわる人間ですら貨か幣へいを間ま違ちがうことがある。それほど貨幣価値は複雑だし、世情や土地柄がらによって変動する。逆に、その複雑さを逆手にとった詐さ欺ぎも存在する。釣つり銭せんを間違えたのは店側がわだから返してほしいと、後で言っても通用しない。

　そのため釣銭は受け取った時にきちんと確かく認にんする必要があるのだが、それを怠おこたったシルヴァの非であるということか。

　とはいえ買い物は正しく完かん了りようできているので、エイクは判定に悩なやむ。誰だれにでもあることですよ、とでも励はげますか。しかしこの失敗は子供のそれに近いものがあるので、妙みような慰なぐさめはまるで子供扱あつかいしているようでもある。どうしたものか。

「ううむ」

「お悩みでございますです？」

「うぁっ!?」

　いきなり横に現れた白い影かげに、思わず声をあげてしまった。

「ただいま戻もどりましたです」

「あ、ああ……お疲つかれさまでした、ヘルミーネさん。遅おそかったですが、道はわかりましたか」

「もちろん。ジェントに住んでいたので問題ありませんです。良い買い物は時間がかかりますです」

　ヘルミーネも、食しよく卓たくにバスケットを載のせる。彼女が頼たのまれたのは果物が主である。リンゴとナシをメインに蜂はち蜜みつなど。これとシルヴァの買ってきた材料で、パイかタルトあたりが作れそうだ。

「ふむ、こちらも問題なさそうですね……あ、お金のほうも」

「わかっていますです」

　貨幣を受け取るエイク。こちらもまた枚数を確認するが、その手が途と中ちゆうで止まった。

　フォーグス神父が、動きを止めたエイクが気になったのか、書しよ籍せきから顔を上げる。

「どうかしたかね、エイク」

「い、いえ……その、頂いた銅貨が、多くて」

「多い？」

「はい。相場よりもかなり」

　もちろんそれは、安い買い物をしたということだろう。

　釣つり銭せんの間ま違ちがいがあったものの相場通りの買い物であったシルヴァと違い、ヘルミーネから戻もどってきた銅貨は枚数が多かった。これも間違いなのだろうか。仮にも教会の資金であるため、もしそうならば返さねばならない。その辺りが、正直であらねばならない聖職者らしい考えであった。

「ヘルミーネさん、これは……」

「間違いではありませんです。シルキーの買い物技術をなめてはいけませんです」

「安く買った、ということですか」

「当然でございますです。狙ねらうは露ろ店てんや屋台。果物であれば、ジェントの西街区にたくさん屋台が並んでいますです。あとは良品が並んでいる店に狙いを定め、ひたすらに粘ねばりますです。性格のよく知っている店主だとなお良し。ふっかけている店を見極きわめて、きちんと値切りますです。大事なのは『もう一声！』を使うタイミングでありますです」

　もう一声、もう一声。シルヴァが熱心にヘルミーネから知識を摂せつ取しゆしようとしているが、仮にも修道女が値切りにこだわるのはよろしくないので、やめてほしかった。

「妖よう精せいの方が、市場の常連になっているのですか？」

「変でございますです？　私、シルキー。本来であれば多数の使用人の中に紛まぎれ、顔を誰だれも知らぬ、しかし確かに一人多い使用人として働きますです。市場に買いに来る使用人もまた多くいます。その中にあり、誰も顔のわからない客となることも楽勝でありますです。向こうにとっては大勢の客の一人であろうと、こちらは何度も通っている顔見知りになれるのでありますです」

　シルキーの特性を縦横に駆く使しし、時間をかけて値切ってきたということか。教会の財政難を考えるのならば、食費が浮くのは当然助かる。

　しかしここでヘルミーネの勝ちだと言えば、教会を追い出されるのは自分たちである。一回の勝負で決めるわけにもいかない。ふとシルヴァを見れば、彼女はまだやる気があるらしく、こちらをじっと見つめていた。

「…………引き分けといったところでしょうか」

「この生なま臭ぐさ半人前僧そう侶りよめが、適当な判定をしてはいけませんです」

「適当なつもりはありません。ヘルミーネさんのほうが買い物に時間がかかっていますから。それにあまり値切られても困ります。街の皆みなさんからの、教会に対する信しん頼らいというものがありますので。金銭にあさましい聖職者と思われてはいけません」

「私の身元はバレていませんですよ？　教会の人間でもありませんです」

「これから住むのなら同じことです」

　少々強引かもしれない。実際ヘルミーネは不満そうだった。赤い瞳ひとみが抗こう議ぎを伝えてくる。

　しかしフォーグス神父がなにも言わない以上、エイクの審しん判ぱんは許容範はん囲いだと思われた。有あり体ていに言えば、ヘルミーネの味方はこの場にはいないのだ。とはいえエイクの審しん判ぱんだけで勝負が決まるわけでもない。

　シルヴァに頑がん張ばってもらい、ヘルミーネを根負けさせるしか方法はないわけなのだが──打たれ弱いシルヴァの精神がいつまで続くかは疑問であった。

「では、次の勝負とするか」

　本から顔を上げたフォーグスは、並べられた材料を見て言う。

　確かにそろそろ、空腹になる時間帯だと思われた。




　第二回戦はパイ作り。

　出来上がったものは両者ほぼ互ご角かくであった。料理に関して腕うで前まえは大きく違ちがわないようだ。しかし味付けの点で、ヘルミーネのものは砂糖がふんだんに使われていた。聖職者に過度な嗜し好こう品はよろしくないとして、エイクは軍配をシルヴァに上げた。シルヴァのパイは普ふ通つうの出来であったが、甘さ控ひかえめな点でフォーグス神父にも受け入れられた。

　次の勝負は、部屋の掃そう除じであった

　これはさすがというか、ヘルミーネの手て際ぎわが尋じん常じようではなかった。どこが汚よごれやすいのか、どのように掃除すれば効率がいいのか、広く古い屋や敷しきで暮らしていた彼女には大体わかってしまうらしい。結果として、シルヴァにかなりの差をつけてヘルミーネが勝利した。さすがに、エイクも、あまりに歴然としていてシルヴァの味方ができなかった。

　そんな一進一退の攻こう防ぼうが繰くり広げられる。

　二人の勝負のために、数日が過ぎる。

　一日何度も、フォーグスは二人に家事や雑用を言いつける。勝負に躍やつ起きになっている二人は、次こそ勝つと息巻いてみせるが、決着は見られない。勝負は五分と五分。技術だけで見るならばやはりヘルミーネに軍配が上がることも多いが、シルヴァのほうがわずかであるものの教会での雑用に慣れている。その上、エイクは当然ながらシルヴァに甘くなる。

　決着がつかないのは当然といえた。

　もちろん、シルヴァも、事あるごとにヘルミーネから『淫いん乱らん乳牛修道女シスター』だの『角つき変態娼しよう婦ふ』だのと罵ば声せいを浴びせられているので、精神的にはかなり厳しいかもしれない。それでも諦あきらめないで勝負を続けるシルヴァを見るかぎり、やはり彼女は、実家での生活に戻もどるのは嫌いやなのかと思われた。

　一方、シルヴァほどでもないが、ヘルミーネも一向に決着のつかない勝負に焦あせっているように思われた。そこまでして家人を追い出さなくとも、一いつ緒しよに暮らす部屋はあるとエイクは説得しているのだが、ヘルミーネが聞き入れてくれる様子はなかった。

　あまりに進展が見られないので、エイクは一度だけ、フォーグスに直接相談したこともある。

　二人の勝負、フォーグス神父から言って止めてもらえませんか、と。

　彼から言ってもらえれば二人も納なつ得とくするかもしれないと考えたからだが、フォーグスは笑いながら首を振ふる。

「今いま更さら、儂わしが言ったところで止まらんだろう。二人とも完全に意地になっているようだ」

「しかしこのままでは、あまりにも……」

「ふむ。まあ、あまりのめり込みすぎるのではな、いかんだろう。その時ばかりは少々強引な手を使わざるを得まいが……」

　歯切れが悪い。

　どうも、フォーグスは二人の勝負を止めたくないようにも見える。

「なにか問題でも？」

「いやいや、問題などとはな。そんなことはないとも。うむ。しかし頑がん張ばっている若者に、儂のような老体が水を差すのもな、うむ」

　エイクは嫌いやな予感がして、少しだけうんざりした気分になりつつも、否定してもらいたい一心で尋たずねることにした。

「神父、あの、まさかとは思いますが」

「なんだね」

「これを機に、今までできなかった雑用などを、すべて二人にやらせよう、などと思っていらっしゃいませんか」

　フォーグスは、笑みを浮かべながら白しろ髭ひげを撫なでるだけで、答えない。

　ああそうなのだなと、エイクは頭を抱かかえたくなった。唯ゆい一いつの権力者がこの調子では、どうやって解決すべきか、糸口すらも思いつかなかった。




　そんな状じよう況きようだから、事件が起きてしまったのも必然だったのかもしれないと、エイクは思う。

　事件が起きたのは、教会の北側がわ、裏手にある小さな倉庫であった。

　街かい道どうと逆側、以前シルヴァをイザーナの愛馬に乗せた裏庭の隅すみに備品などが置いてある倉庫があるのだが、正直、ろくに整理をしないせいで荒あれ放題となっている。よく使う備品は取り出しやすい場所に置いてはいるが、奥のほうはしばらく使わないものが散乱している空間である。

　エイクとしても、整理はしたかったのだが、日々の業務やら懺ざん悔げ室の相談やらに追われていて、なかなか手が回らなかった。しかし今回の勝負を幸いと、フォーグスがヘルミーネに倉庫の整理を命じたのだ。同時にシルヴァは書庫の整理を命じられていたが、こちらはこちらでかなりの重労働である。

　女性に力仕事はどうかと思ったが、ヘルミーネもシルヴァもそれを承しよう諾だくする。そうして半日後、いつになく焦あせった様子でヘルミーネがエイクの下もとにやってきたことで、事件が発覚したのだった。

「これは……酷ひどいですね」

「酷いでありますです」

　倉庫の中を覗のぞいて、思わずエイクは呻うめいた。

　中は、酷い有あり様さまだった。いや、元から酷かったといえばそうなのだが。

　明らかに荒あれている。いや、荒らされているというべきか。以前より更さらに酷くなっているのだ。鋸のこぎりや鉈なたが鞘さやから外されて転がっているし、教会の補修に使う木材は倒たおされている。真っ黒になっている部分があったので目を凝こらして見ると、粉々に踏ふみ潰つぶされた石炭であった。

　危険な工具なども置いているので、エイクは迂う闊かつに中に入ることもできない。同様にヘルミーネも立ち入らないよう気を遣つかいつつも、エイクは状じよう況きようの把は握あくに努つとめた。

「いつから？」

「いえ、わかりませんです。先ほど、倉庫に忘れ物をしたことに気付いて戻もどったのですが……その時には既すでにこうなっていましたです」

「物もの盗とりの仕し業わざでしょうか……」

　倉庫には特に鍵かぎはかけていないので、入ろうと思えば誰だれでも入れるだろう。

　だが、盗られるようなものはなにもないはずだ。教会の裏手であるので、あまり派手にやらなければ多少の物音には気付かなかった可能性はあるが、それにしてもこの荒らし方は妙みようである。なにかを探したというより、荒らすことが目的のようにも思える。

「エイク様！　どうかなさいまして!?」

　異変に気付いたか、シルヴァまでもがこちらにやってくる。その後をゆったりとした足取りで来るのはフォーグスであった。

「いえ、大したことではないんですが、倉庫が……」

　シルヴァも倉庫の中を覗いて、その惨さん状じように絶句する。

「これは酷いな。エイク、整えなさい」

　最後に、やってきたフォーグスが言う。一応、工具なども蔵している倉庫である。シルヴァやヘルミーネに手を出させるのは危ないという配はい慮りよだろう。エイクは早さつ速そく倉庫に足を踏み入れた。奥へ通るのを邪じや魔まする木材を持ち上げ、足場を確保しようとするが──。

「つっ……！」

「エイク様っ!?」

　指に鋭するどい痛みが走る。暗くてわからなかったが、どうやら木材から釘くぎが飛び出していたらしい。指先で膨ふくらむ赤い液体に、思わず呻いた。

「やはり危険か。二人は入らぬほうが良いな。エイク、どうだね？」

「なにか盗られた……という感じではなさそうです。奥も木材が倒れていて、通りづらいですね。物色した様子ではありません」

　傷を気にすることもなく、エイクは奥に進む。身につけた衣服が、工具のために引き裂さかれないよう注意しているが、なにぶん倉庫の奥は暗くて見通しが悪い。しかし、物が散乱してはいるものの、盗ぬすまれた品はないように思える。

「荒あらすのが目的だと？」

「わかりませんが……入り口から手当たり次し第だいに工具をぶちまけてしまったので、奥のほうには入れなかった、というように思えます。少なくとも、最さい奥おう部はいじられていませんね」

「整せい頓とんは？」

「されています。せっかく綺き麗れいになったのに……」

　まず間ま違ちがいなく、ヘルミーネが整理を終えた後に荒らされたのだ。奥のほうは工具や資材がきちんと並べられている。これはヘルミーネがやってくれたものだろう。だが物もの盗とりでないとすると、ますます疑問が募つのった。エイクは資材を片付けつつ、更さらに探たん索さくする。

　靴くつがぶちまけられた炭によって黒ずんでいる。これは再び片付け直すには時間がかかるな、とエイクは思った。

「やはり侵しん入にゆう者の仕し業わざでしょうか」

「うむ……しかし見慣れぬ者が侵入すれば察しよう。さして広い教会ではない。それに、手伝い妖よう精せいがいるのだ。侵入者がおれば彼女が気付くのでは」

「そ、そこまで万能ではありませんです」

　ヘルミーネが慌あわてたように首を振ふるが、おそらく謙けん遜そんだろうと思われた。古い家の庇ひ護ご者とも言うべきシルキーなのだ。泥どろ棒ぼうの侵入くらいなら察知できるはずだ。

　となれば、侵入者の仕業ではないのか？　エイクは工具を棚たなに戻もどしながら、頭を巡めぐらせた。

　いや、空あき巣すの常習犯であれば、気配を消すくらいわけないのかもしれない。どこかに痕こん跡せきがないか、さらにエイクは暗くら闇やみで目を凝こらす。なにか奪うばわれていれば、それで物盗りの犯行と結論づけることができる。

「動機を持つ人間なら、この場にいますです」

　少々焦あせったようなヘルミーネの声だった。

　このままでは自分が犯人にされかねないと思っているのかもしれない。

「私の仕事の後に倉庫を荒らせば、私の落ち度にできますです。ならばそこの垂たれ乳ちち淫いん魔まがやったのかもしれませんです。どうでございますです？」

「ひ、貧乳にそのようなこと言われたくありませんわ！」

　胸を覆おおってシルヴァが力説するが、明らかに争点がズレていた。

「証明できますです？　自分がやったのではないと」

「う……で、できません、けれども！　わたくしがやったという証しよう拠こだってありませんわ！　そちらから言い出したのも怪あやしくありませんこと！　案外、自分で荒らしておいて、わたくしのせいにしようという魂こん胆たんなのでは……！」

「シルキーが自分の仕事を自分で台無しにするはずありませんです！」

「お二人とも、そのくらいに」

　白熱する言い合いに対して、エイクは努つとめて冷静に言った。互たがいに証しよう拠こがあるわけではない。このままでは泥どろ沼ぬま化するのは目に見えていた。ただの罵ののしり合あいに発展する前に止めなければならないのだが。

「うむ。争わずとも良い。だがエイク、お前も、物もの盗とりがなにも盗らず、ただ荒あらしただけなどとは思ってはいないな？」

「……はい」

　まだ物は散乱していたものの、概おおむね危険なものは取り除のぞいたと判断したエイクは、足元に気を付けつつ倉庫の外に出る。すると、すかさずシルヴァが駆かけ寄ってきて、エイクの手を取った。血の滲にじむ指先に絹の手巾ハンカチを押し当ててくれた。以前も似たようなことがあったな、と。

　高級そうな手巾が、何度も血で汚よごされるのはさすがに申し訳ない気分であった。

「まさかお二人も、私がやったと思っていますです？」

「いいえ」

　エイクはきっぱりと言った。それだけは噓うそではない。

「少なくとも、お二人のどちらかが、相手を陥おとしいれて勝負に勝つため、わざと仕事を台無しにした。そんな風には考えてはいません」

「ならば他ほかの事情があればやったかもしれないと？」

「状じよう況きようだけ見るならば、ですが」

　指先を拭ぬぐってくれているシルヴァの顔が曇くもる。それはそうだった。容疑者扱あつかいは気分が良くないに決まっている。シルヴァはなにか言いたげだったが、結局は黙だまったままであった。絹の手巾が指から離はなれる。

「聖職者が人を疑いますです？」

「シルキーのお嬢じようさん。信しん仰こうとは、神を疑うところから始まるのだ。自分の内にある疑念を、自分で晴らすことこそ信仰であると儂わしは考えている」

「その言葉、そこのエセ聖職者二人には胸に響ひびくかもしれませんですが、私には通用しませんです」

　フォーグス神父の説法を一いつ蹴しゆうするヘルミーネであった。

　エイクの懺ざん悔げ室を訪おとずれる者は大体そうだが、ヘルミーネも例に漏もれず信仰心とは無む縁えんらしかった。いや、まあ、今まで信仰に篤あつい相談者はシルヴァくらいだったのだが。

　だからこそ、シルヴァをあまり疑いたくない。

「内部の犯行というなら、二人だけに絞しぼることはありません。僕やフォーグス神父だって可能性があるかも」

「自己犠ぎ牲せいは結構ですが、さすがに無理があると思いますです。私でなければそこの脱ぬぎたがり娘むすめ、という判断になりますですが？」

「ぬ、脱ぬぎたがり……」

　シルヴァがまたも追い詰つめられ、えぐえぐと顔を覆おおい出す。こうまでしょっちゅう泣かれると同情を買うためかと思わないでもないが、引きこもりの時代が長かったことを考えると、やはりただ打たれ弱いだけだろう。

　シルヴァの頭を撫なでる。シルヴァをかばいたくて言ったことだが、そんな詭き弁べんはヘルミーネに見抜ぬかれてしまったということだろう。

　確かに、動機だけで考えれば怪あやしいのはシルヴァだ。ヘルミーネの仕事を台無しにすることで、勝負を自分に有利にしようと考えた。しかしこの発想、ヘルミーネやエイクならばすぐに出てくるものだが、果たしてシルヴァが思いつくだろうか。良く言えば純真、悪く言えば世間知らずのシルヴァが？

　悪あく魔まの一族ではあるが淫いん魔まだし、誘ゆう惑わくには長たけていても姦かん計けいが得意とは思えない。もっともそれは、彼女が修道女になってからはや一ひと月つき半、同じ教会で学んでいたエイクの先入観であるかもしれなかったが。

「そ、そちらだって怪しいのではっ！　さっきからわたくしのせいにしようとして！」

　負けじと言い返すシルヴァだが、悲しいことに涙なみだ目めである。

　シルヴァの言うことも一理あるのだが、どうだろう。整理はきちんと行われていた。それは倉庫の奥のほうを見れば瞭りよう然ぜんだ。ヘルミーネが犯人だとすれば、わざわざ整理する必要がないのである。元々荒あれていた倉庫を更さらに荒らすだけで事足りるのだ。仕事をきちんとこなした理由がわからない。

　フォーグスの視線を感じた。彼には犯人がわかっているのだろうか。不明だが、もしわかっていて黙だまっているとすれば、この場で試ためされているのはエイクだ。迂う闊かつなことは言えない。

　このままでは本格的にシルヴァとヘルミーネが喧けん嘩かになる。勝負どころではなくなるし、一番避さけたい状じよう況きようは、ヘルミーネが手段を選ばずにエイクたちを追い出しにかかることである。悪戯いたずら好きの妖よう精せいほど厄やつ介かいなものはないのである。どこかで見落としていることはないか、必死で考えた。

　荒らすのが目的。それは間ま違ちがいない。だが、だとしたらシルヴァに可能だろうか？

　淫魔とはいえ力のない少女。箱入りの貴族令れい嬢じように働ける狼ろう藉ぜきなどたかが知れている。真相を暴あばくよりも、シルヴァやヘルミーネにかかった容疑を晴らせればいい。この場にいる人間がやったのではないと証明できれば、どうにか丸く収まるのではないか。

　そこまで考えて、ふと。

　落とした目線の先に、炭で汚よごれている自分の靴くつが見えた。

「ヘルミーネさん、すみません。ちょっと」

「なんでありますです？」

「整理の仕事、きちんとなさいましたよね？」

「もちろんでありますです。ほら、あの奥。棚たなにきちんと並べましたです。ほとんどダメになってしまいましたですが……」

　そうだ。ヘルミーネは仕事をした。それは間ま違ちがいないのだ。

　だが、だとすればおかしい。ヘルミーネの衣服は、真っ白なメイド服。そう、労働のための衣服でありながら、まったく汚よごれていない。

「服は着き替がえましたか？」

「ああ……それは、もちろんでありますです。整理の時に汚してしまいましたですので」

「見せてもらえませんか。まだありますよね？」

　ヘルミーネは黙だまり込んだ。

　エイクの要求は、そう的を外れたものではないだろう。白のメイド服は汚れやすい。倉庫の掃そう除じをすれば一気に汚れてしまったのは目に見える。妖よう精せいのシルキーが着替えなどをするのかはわからなかったが、まあ教会を訪おとずれる際に大型の鞄かばんを持っていたことから考えても、その辺りは普ふ通つうの人間と変わらないのかもしれなかった。

　ならば、まだあるはずだとエイクは思う。それを見せてもらえば、まずヘルミーネの容疑は晴れるはずだ。

「……も、燃やしてしまいましたです」

「燃やした？　何故なぜですか。白い絹の衣服はシルキーの象しよう徴ちようでしょう？　洗って使えばいいのではありませんか」

「とても洗っただけで落ちる汚れではなくて……」

「だから燃やした？　普通に処分すればいいのでは。いえ、そこまでしなくとも、絹の服なんて高級品です。多少汚れていてもシルヴァさんにでもあげればよかった」

「うう……」

　ヘルミーネが目を伏ふせる。

　汚れたから適当に捨てた、とでも言っておけばよかったのだ。うっかり燃やしたなどと言ってしまったから、その矛む盾じゆんを指し摘てきできた。そういう意味ではヘルミーネにとっても、この事態は予想外というか、意に添そわぬことだったのだろう。

「あ、あのエイク様？　わたくしにはなにがなんだか……」

「いえ、簡単なことです。荒あらしたのはヘルミーネさんのほうなんですよ」

「は、はあ、それはなんとなく察せられるというか……ただ、どうしてそうなったのか……」

「多分ですが、我が慢まんできなくなったのではないでしょうか」

　我慢？　とシルヴァが小首を傾かしげる。

　エイクはもう一度、倉庫の中を見た。やはり荒れ放題の中では、木材から釘くぎは出ているし、刃は物ものはその辺に転がっている。もし適当に暴れたとしたらこうなるだろう。その場合、怪け我がをするかもしれないし、あるいは服が裂さけたりするかもしれない。

　それでも構わずヒステリックに暴れた、としか思えない。

　似たような話を、エイクはシルキーに関連して聞いたことがある。妖よう精せいというのは、その言葉から連想するよりもずっと乱暴者であるのだ。

「散らかしたがりなんです、シルキーというのは。いや、天あまの邪じや鬼くと言うべきでしょうか。僕の知識では、家人が家を整理すると、シルキーのほうが悪戯いたずらで散らかしてしまうことがあったそうです。ヘルミーネさんが倉庫を整せい頓とんしたのは本当でしょう。しかし自分で並べたその状態が居い心地ごこちが悪かったのかもしれません。元々、勝負のために立派な使用人でなければならなかったのですから。今までの抑よく圧あつの反動がきたのかもしれません」

「それで、倉庫で暴れたと？　でも衣服というのは」

「これだけ暴れれば服も汚よごれます。いえ、ただ整理作業をしただけでも汚れてしまうでしょうが……今、ヘルミーネさんは燃やしたと言いました。実際、焼しよう却きやくしてしまったんでしょう。しかしそんな必要ないんですよ。整理して汚れてしまったといえば、僕も神父も疑えませんから」

　燃やしてしまったのは、疑われると思ったから。

　逆に言うなら、疑われるべき行いをした、ということになる。その後ろめたさが、わざわざ焼却処分などという回りくどい手を使わせたのだろう、とエイクは思った。逆に言うなら、処分されていなければエイクもそれ以上の追つい及きゆうはできなかったのだが。

「で、ですがっ……」

「なんでしょうか」

「服は確かに焼いてしまいましたですが……汚れているのはそこの修道女も同じではありませんですっ？　あちこちほつれているし、補修の痕あとだってありますです。これだけ暴れたら傷くらいつきますし、それを直す時間もあったと思いますですっ」

　叱しかられて必死の言い訳を考える使用人に見えた。外見の年ねん齢れいが幼いから尚なお更さらである。

　シルキーといえども、その行いにはいささか欠点もある、ということだろう。見苦しいというより、妖よう精せいのヘルミーネを身近に感じることができた気がした。シルヴァもそうだが、種族として長く生きているにも関かかわらず、見た目通りの部分があるのかもしれない。

「残念だが……シルキーのお嬢じようさん、それはない」

　助たすけ舟ぶねを出してくれたのは、フォーグス神父だった。

　答え合わせは正解だったのだろうか、とエイクは思う。ヘルミーネの衣服が真新しい時点で、神父は真相に気付いていたかもしれないが。

「ど、どうして言いきれますですっ」

「シスター・シルヴァの衣服は、元々教会のものだったからだ。すべて儂わしの拾った孤こ児じが袖そでを通した。まあ色んな娘むすめたちがいたが……そんな訳でな、傷の一つ一つからつぎ当てまで、誰だれがつけたかまで覚えている。彼女の服に、昨日今日でついた新しい傷はない」

「う……ろ、老人の言うことでありますです。信用なりませんです！　噓うそをついていないとも限りませんですっ」

　言いすぎだ、とエイクは咎とがめようとしたが。

　フォーグスは髭ひげの笑えみをやんわりと浮かべるだけだった。そういえば、神父は何人もの子供を育て上げたのだ。子供に対する対応はエイクなど及およびもつかないだろう。たとえ相手が妖よう精せいであったとしても。

「信用できんかね」

「ううっ……」

「もうここで暮らして三十年近く。その間に見てきた子供たちの記き憶おくと、欠かさず祈いのり続けた信しん仰こう。それを疑うというのなら、儂わしとてなにも言えんが……思おもい違ちがいはあったとしても、誰だれかを陥おとしいれる噓は言わぬ。神の家で偽いつわりなど言えるものか」

　聖職者の言葉であった。

　そこまで言われてしまえばもう反論もできないのか、ヘルミーネはがくりとうなだれる。小さい声でごめんなさいと言った気がしたが、聞き取れたのは一番近くにいるフォーグス神父だけだったかもしれない。

　神父は悪戯いたずらっ子にそうするように、ヘルミーネの頭を二度、軽く叩たたいてみせた。

　子供の頃ころ、神父に同じようにされたことを、エイクは思い出していた。




　エイクの想像通り、ヘルミーネには一つの悪あく癖へきがあったらしい。

　それは、きちんと掃そう除じされ、整せい頓とんが行き届いている部屋を見ると、途と端たんに汚よごしたくなるというものだった。とんでもなく迷めい惑わくな話だが、手伝い妖よう精せいにはそういった天あまの邪じや鬼くな性質のものが多いとのことだった。まあ、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなヘルミーネの性格を考えるなら、さもありなんといったところなのかもしれないが。

　事件の後、ヘルミーネは皆みなにきちんと謝り、勝負も自分の負けであると認めた。そういうところは素す直なおであった。

　彼女は新たな家を探すからと出ていこうとしたが、エイクやフォーグス、それにシルヴァまでもがこぞって引き止めたことで、結局は教会つきのシルキーとして働くことになった。家事はシルヴァと分担である。力仕事でなければ、ほとんど二人に任せることができるようになった。

　ヘルミーネ自身は性格なのか、悪口を言う癖くせは直らず、また住人を追い出せなかったことに愚ぐ痴ちをこぼしてはいるものの、概おおむね仕事はこなしている。

　こなしている、のだが──。

「またやられましたね……」

「は、はい……」

　シルヴァの部屋である。

　さして広くはないものの、彼女の生活空間が、まるで強ごう盗とうに入られたかのように荒あらされていた。間ま違ちがいない。ヘルミーネの仕し業わざである。服や物が散乱し、ベッドなどひっくり返されていた。力ちから業わざである。

　散らかしたがりの悪あく癖へきは結局直らなかった。居候の身分であるためか本人もかなり我が慢まんしているようなのだが、もはや悪戯いたずらは妖よう精せいと切っても切れない関係らしい。時折、こうして部屋が荒らされることがあった。

　ターゲットになるのはエイク、あるいはシルヴァである。フォーグス神父の部屋や書庫に手をつけないのは、やはり追い出されることを危き惧ぐしているのだろうか。

「あ、あの小こ娘むすめ……毎回毎回わたくしの部屋を……ふ、うふふふ、もう許さないわぁ。こうなったら、見つけて縛しばりつけて裸はだかに剝むいて、あの身体からだあますところなく弄いじり倒たおしてわたくしの奴ど隷れいに……！」

「シ、シルヴァさんシルヴァさん。落ち着いてください」

「あ、あら？　わたくしったら……」

　どうやら本気で怒おこっているらしい。危あやうく淫いん魔まの本気になりかけていた。まあ、シルヴァの部屋がターゲットになるのはこれで三度目であるから、無理からぬことかもしれなかったが。

　というか同性でもありなのだろうか、淫魔というのは。

「ともかく片付けましょう。このままではいけませんし」

「え、エイク様にそんなことさせられませんわっ」

「ですが一人では……」

　大変でしょう、と言いかけたのだが、シルヴァの顔が赤く染まっているのに気付いた。

　さすがに女性の部屋なのだし、見られたくないものもあるだろう。配はい慮りよが足りなかったと今いま更さら気付く。とはいえ放ほうっておくのも問題だ。ここは意地でもヘルミーネを探し出して手伝わせるべきだろうか。どうせどこかに隠かくれているのだろうが。

「ん？　ここだけ、散らかされてない……？」

「あ、エイク様、それはっ」

　不自然に手をつけられていない部分が目に入る。簡素な木もく卓たくの上には、針や糸が置いてあった。そしていつか見た絹の手巾ハンカチである。刺し繡しゆうが施ほどこされているのだろうか。

「どうしてここだけ……」

「どうせヘルミーネさんが、わざとそのままにしたのですわ。そこに手をつけたら怒られると思ったのではありません？　まったく……まだ途と中ちゆうでしたのに……」

「シスター・シルヴァ？」

　よく見れば、シルヴァの耳が赤いままだった。

　どうしたのだろうと思う前に、シルヴァが手巾を手に取る。広げてみせると、隅すみのほうにやはりバラの刺し繡しゆうが施ほどこされていた。わずかに黒ずんでいるのは、おそらくエイクの血を拭ぬぐった跡あとだろう。洗っても血はなかなか落ちないものだ。

「その、もらっていただこうと思いましたの。刺繡が完成したら」

「ぼ、僕にですか？　頂けません、そんな高価なものっ」

「とんでもありませんわ。いくつか同じものを持っていますし」

　さらりと令れい嬢じよう発言である。絹の手巾ハンカチをいくつも持っているとすれば、あの淫いん魔ま状態の時の革かわの服など、どれほどの高級品なのだろうと思う。

「それに、この前、疑いを晴らしてくださったので……」

　ヘルミーネの一件でのことだろう。疑いは晴らしたものの、それ以前にシルヴァを疑っていたのも確かなので、なんとも言い難がたかった。

「いえ、やっぱり頂けませんよ。大したことはしていませんし。なんというか、ただ本当のことを突つきとめただけですから」

「でもお礼、したいのですわっ。お礼になるかわかりませんけれど……」

　絹の製品をもらって足りないと言えば、エイクに神しん罰ばつが下るだろう。そもそもぜいたく品なので聖職者には相応ふさわしくないかもしれないが、エイクは手巾が絹であることよりも、わざわざ刺繡を施してくれることのほうがありがたかった。

　そのままでは贈おくり物ものにならないと思ってやってくれたのだろうか。本当になんでもできるな、と思う。

「こ、これでご不満でしたらもっと過激なお礼でも……」

「か、過激？」

「修道女としてはとても言えないような……！」

　それはお礼ではなく、あるいは『聖職者失格にするぞ』という脅きよう迫はくではないのか。一度押し倒たおされたエイクとしては、弱みを握にぎられた気分である。いやもちろん、シルヴァにそんな意図がないのはわかっているのだが。

「……いえ、手巾のほうで大だい丈じよう夫ぶです。完成したら、是ぜ非ひもらえますか」

「は、はいっ」

　シルヴァが大きく頷うなずいた。満面の笑えみである。確かに、この手巾まで台無しにすれば、ヘルミーネは怒おこられるくらいでは済まないだろうと思えた。それこそ、聖職者が考えてはいけないような手段でもって報復されるかもしれない。だからこそ、部屋に悪戯いたずらしても、手巾には触さわらなかったのか。

　絹は高級品である。シルキーが絹をまとうのも、それに相応ふさわしい家と住人を見定めるからである。

　この絹の手巾の似合う聖職者になりたかったが、それはエイクには、まだ当分先のことのように思えた。













　　四人目．人間







　ジェシカ・ランブルにとって、その日は朝から忙いそがしかった。

　すべては、ジェント伯はく爵しやくの思いつきによって早まった守しゆ護ご竜りゆう祭の影えい響きようである。年に一度、街がもっとも盛り上がる祭りであり、今年は生ける伝説である守護竜自身が祭りに参加するということで、街は大いに賑にぎわっている。物もの見み遊ゆ山さんの客も多い。

　しかし、ジェシカを含ふくむジェント商店街の人間は、それどころではない。

　なにしろ、一年で最大の需じゆ要ようが守護竜祭の期間に集中するのだ。本来であれば一年かけて準備するというのに、ジェント伯の思いつきで前まえ倒だおしになった祭りの熱気は、既すでにジェントの街を包み込んでいる。街の景観保護だとかで、人の住まない古い建物はあらかた取り壊こわされた。次は、街の外からの客を迎むかえ、街を飾かざり付ける準備だろう。

　大通りに面するランブルのパン屋は、日に日に増える客の相手で忙いそがしかった。小こ腹ばらが空すいたから寄った観光客のほかに、いつもの常連客。ジェシカと義理の両親の三人で切り盛りするパン屋では、客の相手で目が回る。

　今朝も、ジェシカは早朝のうちから店番をしていた。馴な染じみの客から、ジェントは初めてだという観光客まで、ひっきりなしに訪おとずれる。大聖堂の鐘かねの鳴る時間に合わせてパンを焼き上げるために、焼き立てを求めて店に行列ができるのである。ジェシカと養母である女将おかみが、二人して客をさばくことになる。職しよく人にん肌はだの養父は裏の厨ちゆう房ぼうで、新たな生き地じをこねていた。接客は苦手な人である。

「はいはい、お代確かに。ありがとうございましたー」

「ジェシカちゃんさぁ、もうちょっと愛想良くしてよ」

「うっさいわねぇ。毎日毎日ライ麦パン一個だけ買ってくおっさんに振ふり撒まく愛想なんかないわよ！　後ろ詰つまってんだからとっとと行きなさい！」

　常連客に愛想ではなく悪態をついて手を振るも、自警団員である中年男は適当に笑って店頭から去っていく。常連ともなればこれくらいのやり取りが普ふ通つうである。というか女将さんは、常連客にはもっと威い勢せい良く声をあげている。

　はいお待ちどう、アンタ観光客？　大聖堂はもう見た？　だめじゃないかアレを見なきゃジェントになにしに来たのさ、いいから行ってごらんよ、ステンドグラスに守護竜様の昔話が描えがかれてるんだよ──矢や継つぎ早ばやの接客はさすがと思わせるものがある。

　そうして、そろそろパンが冷めてきた頃ころに客がいなくなっていく。次の大聖堂の鐘かねに合わせてパンを焼くので、その頃にまた行列ができるだろう。大通りに面した繁はん盛じようするパン屋は大変なのだ。守しゆ護ご竜りゆう祭の時期がいつもと違ちがうので、材料も融ゆう通ずうしなければならない。

「はぁー……やっと終わったぁ」

　ピークの時間帯は過ぎたと見ていいだろう。

　思わず息をつき、カウンターに身体からだを預けるジェシカだった。その様子だけ見るならば猫ねこかなにかのようにも見える。赤い髪かみのくせっ毛もますますそんな連想を加速させた。

　当然であるが、養父母のどちらにもまったく似ていない髪だった。

「ほらジェシカ、ぼうっとしてるんじゃないよ」

「し、してないわよ女将おかみさん」

「どーだか。またあの丘おかの上の教会のなまっちろいヤツのこと考えてたんじゃないのかい。いっつもそうじゃないか。フォーグス神父は立派な人だけど、後あと継つぎがあれじゃあちょっと心配になるねぇ。名前なんていったかね、確か……」

「ちょっと女将さん！　エイクは関係ないわよ！」

　養母だけでなく、常連客にもこの手のことでからかわれることが増えたとジェシカは思う。

　エイクとジェシカは、フォーグスの手によって育てられた孤こ児じである。二人に限らず、神父が拾ってきた孤児は皆みな兄弟のようなものだった。特にエイクとジェシカは年が近いせいもあって、馴な染じむのが早かった。どちらが年上かでよく揉もめたのだが、ジェシカは今でも、エイクを義弟だと思っている。

　ジェシカがパン屋に引き取られることにならなければ、今でも一いつ緒しよに教会に住んで神父の助けをしていたかもしれない。もっともエイクのように勉強するより、パンを作る素質のほうがジェシカにはあったようだが。

「大体この忙いそがしいのに、教会のことなんか考えてらんないし」

「そうかい？　そういえばアンタ、最近教会にパン持ってかないね」

「守護竜祭で忙しいのにそんな時間ないってば！」

「はいはい。まあ店番しつつちょっと休きゆう憩けいしといておくれよ。あたしゃ厨ちゆう房ぼうのほう行ってくるからね」

　見た目はまだまだ若いのに、妙みようにおばさんくさいところのある養母は、笑いながら店の裏へ向かう。ジェシカも生き地じに触さわるくらいはさせてもらえるが、まだまだ店のパンを作っているのは主人と女将の二人である。娘むすめではなく徒弟として見れば、ジェシカはまだまだ四年目の新しん米まいだ。

　いや、娘としても新米なのかもしれない。この店に来て四年になるが、未いまだに養父を『おやっさん』、養母は『女将さん』などと、どこか他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方しかできていない。お父さんお母さんと呼びかけられる日がくるかどうか、本人もわからなかった。

「まったく……」

　丘の上の教会。ジェシカの実家。

　以前は定期的にパンを持っていった。自分の焼いたパンをフォーグス神父やエイクにも食べてもらいたいからである。もちろん代金はもらうが格安だ。しかし女将おかみさんの言う通り、最近は教会に行っていない。

　理由は、最近流れる噂うわさである。

　丘おかの上の教会に、若い修道女が入った。何者なのか。フォーグス神父は現在、新しい孤こ児じを引き取っていないはずだし、ならばあの若い見習い神父の愛人ではないのか。

「…………ないない」

　頭を振ふってその噂を追い出そうとしても、なかなか上手うまくいかないジェシカだった。

　未いまだにジェシカはその修道女を見たことはない。相当な美人だという噂だが、その修道女が店に来た時は、たまたまジェシカはおらず、接客したのは養父であった。男二人の教会に突とつ如じよ住み込んだ美女であれば、下世話な好こう奇き心しんが原動力となって妙みような噂が立つのも当然だろう。

　フォーグス神父もエイクも聖職者である。女性を囲うなどということは考えられないのだが、それでも嫌いやな想像はあれこれ浮かんでしまって、教会に行きづらいジェシカなのだった。

　見た目通りのシスターならばいいのだが、シスターになりたければ修道院へ行けばいいのである。あの教会では正式な修道女になれないことは誰だれよりジェシカが知っている。パン屋に来るまでは修道服を着て丘の上の教会に住んでいたのだから。

　形だけの修道女。実際は愛人。

　ないだろうと思いつつ、疑念は晴れてくれない。

　店のカウンターで頰ほお杖づえをつきながら、ジェシカは考えを巡めぐらせた。繁はん忙ぼう期のわずかな休きゆう憩けい時間に、エイクのことで頭を悩なやませたくはなかったのだが。

　ジェシカがエイクに惚ほれていることは、女将さんを始めとして周知の秘密ではあるのだが、エイク当人はおそらくそれに気付いていない。万が一に気付いたとしても、妻帯禁止の聖職者には恋愛もできない。逆に言えば女を囲う甲か斐い性しようなどあるはずもない。

　一度、その辺りの事情を見極きわめなければならないと思うジェシカだったが、どうにも足が向かなかった。

「……らっしゃいませー」

　気けだるい気分になりつつも、扉とびらが開いたことで反射的に挨あい拶さつ。からんころんと備え付けのベルが鳴った。

「お邪じや魔ましますわ」

「はーい、なにがご入り用？　ライ麦？　燕えん麦ばく？　小麦のヤツはいまちょっと高いわよ。すぐ売れちゃうから。あとは珍めずらしいのだとトウモロコシ粉のパンが……」

　他ほかに客がいないからと、ジェシカにしては丁てい寧ねいな接客をするが、そこで今いま更さらながらにジェシカは気付く。

　ピークより少し遅おくれてやってきた客は、修道女だった。

　最初はジェント大聖堂のシスターかと思ったが、顔見知りの人間ではなかった。物もの珍めずらしそうに棚たなに並ぶパンを眺ながめている。頭ず巾きんから覗のぞく、輝かがやくような金きん髪ぱつが印象的であった。赤毛な上にくせっ毛のジェシカには羨うらやましかった。

　大聖堂の新人シスターか。しかしここ最近、大聖堂のほうに新人が入ったという話は聞かない。だとすれば、この女性は──。

「あ、あの、すみません」

「はいはい？」

「焼き立てのものは……」

「大体売れちゃってるわね。さっきまで行列できてたんだけど。毎日三回、大聖堂の鐘かねが鳴る時に合わせて焼いて、棚たなに出すのよ。知らなかった？」

「そうだったのですか、どうしましょう……」

　焼き立てのものが欲しいのであれば、タイミングを逃のがしてはならない。それを知らないのなら、まだ街に慣れていないのだろう。

　本当にシスターなのだろうか？　確かに丁てい寧ねいな物もの腰ごしはそれっぽいが、だとすればこのおっとりとした感じはなんだろう。町まち娘むすめにはない、とぼけた印象。気品ともとれるし、世間知らずともとれる。

「あのね。ウチのパンはちょっとくらい冷めても味は変わらないわよ。アンタどこの誰だれ？　焼き立てしか食べれないとかどっかのお嬢じよう様？　まさか白い小麦パンしか食べたことないだなんて言わないわよね？」

「そ、そんな……確かに実家では小麦のパンばかりでしたが……今では修道女です。フォーグス神父の教会でお世話になっていますわ」

「……やっぱそうか」

　たとえば、貴族の生まれながらも、次男や次女が修道院に入れられるケースはままある。

　大たい概がいはそのまま家に置いておくと問題になるので、厄やつ介かい払ばらいとして修道院に送り込むのである。当然、まともな信しん仰こう心しんなど持つはずもなく、戒かい律りつを破って好き放題をする聖職者となる例もある。この女もその類たぐいなのだろうか。

　世間知らずぶりと、気味の悪いくらい整った顔立ちがそれを示し唆さするように思えた。あとは胸だ。修道女の服でも隠かくせない胸の膨ふくらみは良いものばかり食べている証しよう拠こだろう。憎にくらしい。もげればいいのに。

「あたしはジェシカ。四年前までは教会のほうに住んでたわ。エイクは知ってるわよね？　アレと一いつ緒しよに、神父のとこで育ったの」

「はい、伺うかがっておりますわ。エイク様が時折話してくださいますので」

　修道女は微笑ほほえむが、ジェシカが眉まゆをひそめたのには気付いただろうか。

（様!?　エイク様って！　何様よ！）

　様付けで呼ばせているのか、こんな女に。エイクは一体なにを考えているのだろう。

　時折話す、というのも気に食わなかった。家族として育った間あいだ柄がらなのだから、もっと自分のことを話題にしてもよさそうなものだ。今度、姉として制裁が必要だろうと考える。

「なに、焼き立てパンが欲しいの？」

「フォーグス神父がどうしてもと。今、少し体調を崩くずされていまして」

「あー……いつもの風邪かぜかなぁ。あの人、病気になると途と端たんにわがままになるからなぁ」

　ジェシカは頭をかく。以前もフォーグス神父に逆らえるような人間はほとんどいなかったが、今でも同じということだろう。そもそも拾ってくれた恩人に逆らえというほうが無理だ。

　ただの世間知らずなら放ほうり出してもいいが、教会の使いとなれば無む下げにするわけにもいかない。素す性じようはともかく修道服を着ているのだから、多少は親切にするべきだろう。それくらいの信しん仰こう心しんはジェシカにもあった。

「えっとね、西街区のほうに、また別のパン屋があるわ。場所わかる？」

「西……ええっと……」

「大聖堂が街の中心でしょ？　で、ここが南側がわの大通り。大聖堂前の広場を中心に十字に通りが走ってるから、このまま大聖堂まで行ってから左の大きい道に行けばいいの」

　説明するも、シルヴァは困ったような笑えみを浮かべるだけだ。とろいというか。要領が悪いというか。本当にわかっているのだろうか。道や地図を覚える習慣がないのかもしれない。馬車ばかりで移動している貴族はその傾けい向こうが強い、気がする。偏へん見けんかもしれないが。

「そこはパンを焼く時間が違ちがうはずだから、今から行けば間に合うと思うけど」

「わ、わかりました……えっと、西通り、ですわね……」

　ジェシカの疑念は絶えない。

　こんな世間知らずな女が、なぜ教会に住んでいるのだろう。エイクが惚ほれたのか？　あるいはそれを利用して、修道女のほうが教会に居座っているのだろうか。ろくに学びもせず、神父の目を盗ぬすみ、そのだらしない身体からだを利用してエイクを──。

　なんの証しよう拠こもない疑念だった。いや、あの身体が証拠のような気がしないでもなかったが。

「ではそちらに伺うかがってみますわ。ありがとうございました……ええと、ジェシカさん？」

「はいはい。わかんなかったらその辺の人に聞いてみなさい。まあ迷うことなんてないと思うけど」

　再びからんとドアベルを鳴らし、修道女が出ていく。大通りはジェントを貫つらぬくわかりやすい道だからまず間違えたりはしないだろう。

（ていうか名乗らなかったわねあの女……こっちは名前言ったのに）

　礼れい儀ぎ知らずか、それともやはりとぼけたところのある女なのか。しかしそれにしては、妙みように演技が多い気もした。仕草の一つ一つに計算が見みえ隠かくれするというか、媚こびた喋しやべり方かたをするというか。

　ジェシカの勘かんが告げていた。

　あの女は変だ。少なくとも修道女になっていい類たぐいの人間ではない。

「女将おかみさん！」

　ジェシカは裏の厨ちゆう房ぼうに声をかける。それと同時に、店先に置いてある大型のバスケットを抱かかえて、売れ残ったパンを片かたっ端ぱしから中に放ほうっていった。このバスケットは、店の外で売り子をするためのものである。祭りが近いので店で待っているだけではもったいない。

「ちょっと外で売ってきていい!?　お客さん減ったから！」

「なんだい急に……まあいいけどね。次の鐘かねの時間までには帰ってくるんだよ！」

「ありがとう！」

　了りよう承しようを取り付けると同時に頭にスカーフを巻き、バスケットの上にはパンを汚よごさないように布を被かぶせる。赤毛をまとめる薄うす緑色のスカーフはジェシカのお気に入りであった。

　そのまま飛び出すようにパン屋を出る。女将さんの言う通り、ピーク時に戻もどってくればそれでいい。パンを売るなんてことはただの口実。大通りを歩く大勢の人の中から、大聖堂へと向かっていく濃のう紺こんのスカート姿を発見した。

（あの女……怪あやしい……）

　歩く姿も、何故なぜか腰こしや胸を必要以上に強調するような歩き方だった。姿勢はいいが、妙みように艶つやっぽい。すれ違ちがう人々の目線（特に男のもの）を一身に集めていた。

（エイク、騙だまされてるんじゃないでしょうね……あたしがあの女の正体、暴あばいてやるわ！）

　かくして。

　ジェントの南大通りから、ジェシカの尾び行こうが始まることになった。とぼけた修道女は後ろをつけられているなどと想像もせずに、きょろきょろと不慣れな街を見まわしている。ジェシカはパン売りもせずに、エイクのためにと仕事を放り出して追つい跡せきする。

　あの女は、絶対に良くない女だ。少なくとも教会にいるべきではない。

　明確な根こん拠きよを持つわけではないものの、恋する女の勘が、激しい警けい鐘しようを鳴らし続けていた。




　西通りに行けばいい、とジェシカは教えたはずである。

　大聖堂まで行けば広場がある。そこで左に行けばいい。いくら守しゆ護ご竜りゆう祭の影えい響きようで人が増え、街も飾かざり付つけのために景観がいささか変化しているといっても、ジェントで最も大きい通りを歩くだけなのだ。それなのに。

（なんでこんなとこに来てんのよあの女はぁ！）

　内心で叫さけぶジェシカであった。

　あるいは、あの修道女は左に曲がる、ということだけ覚えていたのかもしれない。そのため、大聖堂に至らぬうちに適当にそれっぽい通りを見つけて入り込んでしまった。そのままふらふらとやってきたのかもしれない。どうやらジェントの土地勘は本当にないようだった。

（人の話を聞かないタイプなのかしら……それとも本当にぼんやりしてて？）

　あるいは、大聖堂に近づくにつれて人が増えてきたため、空いている道を行こうとしたのかもしれないが──そうだとすれば失敗だろう。

　今、二人がいるのは、街の南西部。住宅地でもあり、新築の家やアパートが並ぶ比ひ較かく的新しい地区である。ここからなら南通りの商店街や、西通りの屋台、露ろ店てんなども近い。お金持ちとはいわずとも、生活が安定したそこそこ富ふ裕ゆうな層が居きよを構えるのだ。

　観光客はほとんどおらず、逆に散歩している老ろう紳しん士しや手をつなぐ親子が見えた。どことなく浮き足立ったように見えるのは守しゆ護ご竜りゆう祭が近いからだろうか。ジェシカの知るスラムから考えれば長閑のどかな光景だが、そんな中を歩くのは修道女である。

　まともな修道女であれば良かったのだが。

　ジェシカは既すでにあのシスターが、義姉の服を着込んだ毒どく婦ふと決めつけていた。

　住宅街の路地は、新築ばかりで意外と入り組んでいる。路地を曲がるまでを見定め、折れ曲がったらその位置まで追つい跡せき、また身体からだの半分を隠かくしたまま次の行き先を見定める、というやり方で尾び行こうしているジェシカだった。気が抜ぬけない。

　迷っているならまだいい。だが、あれだけきっちり教えたのにこのザマでは、方向音おん痴ちでは済まないだろう。なら何故なぜ、南西部の住宅地を訪おとずれたのだろうか。

　南西部は治安が落ち着いているが、だからこそ気を抜いた住人も多い。腕うでの良いスリや詐さ欺ぎ師しにとっては、金を得るに都合の良い場だと聞く。一時期流行した錬れん金きん術じゆつを騙かたる詐欺は、さすがに今は沈ちん静せい化したようだが、他ほかの手口はいくらでもある。

　まさか良からぬことを企たくらんでいるのでは、とジェシカは想像を巡めぐらせた。

「おい」

「ひやぁッ!?」

　いきなり肩かたを叩たたかれ、びくりと背が跳はねるジェシカ。

「なにを、してる？」

「な、なんだアンタか脅おどかさないでよ。なんでこんなとこにいんのよ」

「それ、俺の、セリフ……」

　誰だれかと思えば、これまたジェシカの義弟、アントニオであった。いや、一応ジェシカやエイクと同世代であるため弟とは限らないのだが、昔から気弱で寡か黙もくな性格のアントニオは、仲間内で末弟扱あつかいされることが多かった。

　図ずう体たいばかりの弱虫が、まさか自警団員になるとは思わなかったジェシカだった。しかし背負う槍やりは紛まぎれもない本物である。知らぬ間に度胸がついたのだろう。

「パン売るのなら、ここ、よりも」

「ちょっと、静かにしなさい。気付かれちゃうでしょ」

「？」

　ジェシカはアントニオの頭を低く沈しずめる。修道女はきょろきょろと辺りを見回していた。迷っていると言われればそう見えるし、しかし詐さ欺ぎやスリのカモを探しているようにも見えてしまう。

「あれは、教会の……」

「知ってるの？」

「最近、手伝いで、入った人。エイクと一いつ緒しよに、神父の世話をなさってる。名前は確か、シルヴァンシアさん、だったか」

「そう。どういう人か知ってるの？」

　アントニオは首を横に振ふった。頻ひん繁ぱんに教会とジェント大聖堂を行き来するフォーグス神父。自警団の業務の傍かたわらで、神父の送そう迎げいをすることのあるアントニオだが、あの修道女のことは詳くわしくないようだった。

「……ちょっとしたトラブルがあった時も、淑しとやかな人だと、思った。あの人が、どうかしたのか？」

「どうかしたっていうか、ちょっと気になってね。トラブルって？」

「う、あ……いや、俺は、馬を貸した、だけだから……」

「はぁ？」

　口ごもるアントニオだった。元々無口な男なので、こうなってしまうと聞き出すのは至難の業わざである。

　角を曲がる修道女を、アントニオの巨きよ軀くを注視しながら追いかける。彼女の向かう方向は大通りに出るより、ますます袋ふくろ小路こうじに入ってしまう側がわだった。迷っているのかなんなのか、よくわからない。

「俺の、ことは、いい。それより、お前だ。なにしてる？」

「尾び行こうよ尾行。アンタ仕事は？」

「俺は、この辺りの、警備。ちょっと話、聞かせろ」

「なんでアンタに話なんかしなきゃなんないの」

　急に義兄弟から自警団員の顔に変わったアントニオの問いだが、もちろんジェシカが取り合うわけはなかった。おろおろするアントニオだが、昔からこういう男である。

　街かい道どうの中ちゆう途とにあるジェントでは、今も昔も往来が激しい。もちろん物流の要かなめになるのは商業の町として得なのだが、代わりに良からぬ者も入り込む。人身売買などがその一つである。それらを取り締しまる自警団は、よく素人しろうとの集まりと誤解されているが、ジェント伯はくからも信しん頼らいされている治安維い持じのプロである。流れの傭よう兵へいなども多いらしい。

　守しゆ護ご竜りゆう祭では、きっと警備でてんやわんやなのだろう。

「いいから黙だまってついてきなさいよ。あたしよりアイツに注意したほうがいいわよ」

「そうは、見えない」

「鈍にぶいからよ」

「聞いて、くる」

「あっ、ちょっと……」

　止める間もなかった。気弱なくせに行動力ばかりあるアントニオが、追つい跡せきをやめて修道女へと走る。あまり大声をあげてはジェシカがいることまでバレそうだったので、彼女は曲がり角から二人の様子を窺うかがうことしかできなかった。

　顔見知りというのは噓うそではないらしく、修道女のほうがアントニオに頭を下げて挨あい拶さつする。二、三なにか言葉を交かわしているようだったが、ここからでは正確な会話の内容を聞き取ることはできなかった。

　しかしやがて、アントニオが道の先を指で示してなにかぼそぼそと言い始めた。道案内をしているようにしか見えなかった。ということはやはり、修道女シルヴァンシアは道に迷っていただけなのだろうか？

　そうかもしれない。

　しかしアントニオは、善良で弱気なぶん、悪意を見抜ぬけず人に騙だまされやすいところがある、とジェシカは思っていた。これはエイクにも通ずる。なるほど、詐さ欺ぎ師しやスリの類たぐいではなかったかもしれないが、ジェシカの頭の中にある毒どく婦ふという言葉はなかなか抜けなかった。

　綺き麗れいな女には要注意。

　古こ今こん東とう西ざい、どこでも言われていることだ。決して気を抜いてはならない。あの女は断じて可か憐れんな一修道女などではない、とジェシカは思っている。

　やがて、道案内を終えたのか、修道女は何度もアントニオに頭を下げて、彼の指し示す道のほうへと歩いていった。慌あわてて飛び出したジェシカはまた追つい跡せきを開始しようとするが、アントニオの様子に足を止める。

　彼の様子がおかしかった。

「……アントニオ？」

「なん、だ」

「ちょ、ちょっとどうしたのよその顔！　真っ赤じゃない！」

　アントニオの顔が赤い。まるで全力疾しつ走そうしたかのような表情だった。目もどこか虚うつろである。

　まるで酔よっ払ぱらいのような状態にも見えるが、身体からだはどちらかといえば力が入っているようにも見えた。アントニオは目め頭がしらを押さえて、苦痛に耐たえているようにも見えた。

「香こう水すい、が……」

「香水？　修道女が香水なんてしないでしょ？」

「わから、ない。でも、話している時、甘い、匂においが……ちょっと、酔った」

「仕方ないわねー……えいっ」

　ジェシカは、バスケットの中からパンを一つ取り出すと、軽く飛び上がってアントニオの口にパンを押し込んだ。

　突とつ然ぜんの行こう為いにアントニオが驚おどろくが、すぐにもむもむと食べ始める。当然である。自警団員の携けい帯たい食などよりよほど美味うまいランブル特製パンである。しかも、香こう草そう入りだ。

「……苦、い」

「我が慢まんしなさい。神父に教わったハーブ入りパンよ。ちょっと食べれば気分良くなるはずだから！　じゃあね、警備しっかりやんなさいよ！」

　義兄弟に言うだけ言ってから、ジェシカは再び走り出す。

　なるほど、詐さ欺ぎ師しではないのかもしれない。しかし香水の匂においがするというのなら、やはり真っ当な修道女ではないのだろう。最近は庶しよ民みんの購こう入にゆうできる香水も増えたようだが、まだまだ浸しん透とうはしていない。ましてや聖職者であれば媚び態たいは必要あるまい。

　やっぱり変だ。

　金目当ての詐欺師ではないのなら、美び貌ぼうを利用した毒どく婦ふである可能性がますます高い。

（絶対！　化けの皮をはがしてやるんだから！）

　ジェシカは誓ちかう。土地勘かんを生かして再び修道女を発見してから、その背中を追いかけることに専心する。

　追つい跡せき行為に気をとられているために、ジェシカは気付かなかった。

　パン屋で、すぐ傍そばで顔を合わせて話したにも関かかわらず、ジェシカは香水の匂いなど感じていなかったことを。アントニオのように気分が悪くなることもない。特定の人間にだけ効果のある匂いだと、ジェシカが知るのはずっと後のことである。

　ジェシカの勘は、いささか方向はズレてはいるものの、その本質では間ま違ちがってはいないのだった。




　アントニオは、おそらく西の大通りへと至る道を教えたはずだろう。

　しかし、今シルヴァンシアが歩いているのは、南西の住宅街から西通りを越こえてやってきた、街の北西部であった。

（なんでこっちに来るのよぉぉ！）

　もう間違いない。あの修道女は方向音おん痴ちだ。それも絶望的な。

　きっちり教育しろエイク！　と、ジェシカはしばらく会っていない義兄弟に内心で毒づいた。

（さっき通ったじゃない西通り！　あそこを行けばいいのよ！　なんでわざわざ裏通りに入っちゃうの！）

　南通りはまだいいのだろう。街かい道どうから直通の通りは、ジェントでは一番大きい通りだ。商店街も看板や案内ばかりで、観光客にも優やさしい場所である。子供のおつかいでも簡単に目的のものを買える。

　一方、西通りも商店が並ぶが、半分は市場のようで露ろ店てんや屋台が主だ。もちろん店てん舗ぽもあるにはあるが、南通りのような看板ばかりではない。素人しろうとには難しいだろう。

（だからって……わざわざこっちに来るかなぁ）

　ジェントの北西部は、南西部のように治安が良くない。いわゆる歓かん楽らく街である。

　まだ昼間の時間帯、客引きも少なく、看板の明かりも地味で、やっているのかいないのかわからない店が多い。しかしよくよく耳を澄すませてみれば、その辺りの防音が適当な安い店から、女遊びに興じる人間の声が聞こえるだろう。安酒と美人が欲しければ北西区で探せば、まあ遊べないこともない。

　ジェントの夜の街であり、あまり治安が良いとは言い難がたい。スラムという言葉は使いたくなかったが。

　更さらに北側がわには娼しよう館かんが連なっている。しかも公娼であり、ジェント領主公こう認にんだという。まあ領主が娼館を管かん轄かつすることは、娼館を営業する上で発生するだろう犯罪やトラブルをある程度管理できるという非常に実利的な意味がある。治安が悪い分、自警団の活かつ躍やくの場でもあった。

　公的娼館についてフォーグス神父はあまり良い顔をしていないが、知人が娼婦となっているジェシカとしては、権力者にきちんと管理してもらうほうがありがたい。

　そんな風に考えながら、一見閑かん散さんとした裏路地を、ジェシカは尾び行こうしていった。きょろきょろと辺りを見回す修道女はやはり迷っているらしい。

　道を教えるべきだろうか、などと思わないでもない。

「ちょっとぉ」

「ひやうわぁッ!?」

　思わず大声をあげてしまってから、慌あわてて自分の口を塞ふさぐ。ついさっきも似たようなことがあったと思ったが気のせいだろうか。

「こんなところでどうしたのぉ？」

「な、なんだミュリ姉ねえか……」

　声をかけてきたのは妙みよう齢れいの女性だった。自分では目立たないようにしているつもりのジェシカだが、誰だれかを尾行するというのは想像以上に人目を引くらしい。ましてやそれが知人ともなれば。

　ミュリエルも、気になって声をかけてきたのだろう。

「あー……アパートこの辺なんだっけ？」

「そうよん。職場にも近いからね」

　義姉ミュリエル。エイクやジェシカが拾われてきた頃ころ、丁度今のジェシカと同じくらいの年ねん齢れいであり、皆みなのまとめ役だった女性だ。

　美人だが勝ち気。面めん倒どう見みがいいが面おも白しろいことも好きという困った人であり、ずっと教会で暮らしていくつもりだったようだが、ジェシカが教会を出る数ヶ月前、フォーグス神父と大おお喧げん嘩かをして出しゆつ奔ぽんしてしまった女性である。

　義兄弟たちが総そう出でで探してみれば、なんとジェントの公こう娼しようでも人気の娼婦となっていた。本人いわく、わざとらしい艶つやっぽい喋しやべり方かたが人気の秘密だとか。本当か噓うそかは知らないが、いずれにせよフォーグス神父からは二度と教会に足を踏ふみ入れるな、と出入りを禁じられている。

「で、アンタはなにしてるわけぇ？　傍はたから見てると怪あやしいよぉ？」

「そ、そんなに変？」

「まあ、どう見ても修道女さんの後ろを追いかける変人だからねぇ」

　頰ほおに手を当ててため息をつくミュリエルであった。自身も熱ねつ狂きよう的なファンによる被ひ害がいを度たび々たび被こうむっているらしく、その対策を自警団に依い頼らいすることもあるらしい彼女が言うと、妙みような説得力がある。

　娼婦とはいえ人気者は大変だなとジェシカは思う。ミュリエル本人は、どちらかといえば今の仕事すら楽しんでいるフシがあるが。昔からなにを考えているかわからない人なので、真意を推おし量ることは難しい。

「とにかくさぁ、早く南通りに戻もどりなさいなぁ。この辺りの悪ガキ共にパン盗ぬすまれないうちにねぇ」

「そんなに抜ぬけてないわよ。それよりミュリ姉ねえ、あれ、あれを見てよ」

「んんー？　あら、あの修道服……」

　ミュリエルは目を凝こらしつつも、ジェシカと共に修道女の後を追いかけた。すぐにわかるだろう。なにしろサイズが段だん違ちがいなのだ。

「どいつもこいつも胸ばっか……」

「聞こえてるわよぉジェシカ。大だい丈じよう夫ぶだってぇ、アンタもこれから成長するわよ」

「気休め要いらないわよ無む駄だ肉にく魔ま人じん」

「あの子、私の修道服着れたのねぇ」

　ミュリエルが多少驚おどろいたように、修道女の後ろ姿を見つめた。

　今、ミュリエルが身につけているのは前を広く開けて胸を強調する服である。勤務時間ではないだろうから、特に着き飾かざっているわけではなく、普ふ段だん着ぎなのだろう。胸むな元もとを開けているのは誘ゆう惑わくするためというより、単にサイズが合わず閉まらないからだ。

「あの子、もしかして噂うわさの教会の新人？」

　この辺りでも噂になっているのか、とジェシカは思った。

「なぁにあのエロジジイ。私のこと出入り禁止にしたくせに、今度はあんな若い子教会にぃ？」

「ミュリ姉が出てったのは自分からでしょ」

「だぁって、我が慢まんできなかったしぃ。聞いてよジェシカ、あのじーさん、『もう年なんだから剣けんの素す振ぶりはやめたら』って親切で言ったのにぃ！　『儂わしはまだ若いふざけるな』って怒おこり出してさぁ！」

「うるさいミュリ姉、気付かれちゃう！」

　口を開けばフォーグス神父のことばかり言うミュリエルである。出しゆつ奔ぽんしたとはいえ、義理とはいえ、父と娘むすめである。思うところもあるのだろう。

　ともあれ。

　ミュリエルは教会の孤こ児じの中でも、一番女性らしい体つきである。しかしあの修道女はそれに匹ひつ敵てきする身体からだ──主に胸──の持ち主だ。娼しよう婦ふであると言われたほうがしっくりくる。事実、あの修道女とすれ違ちがう男性は、かなりの割合で胸に目線を向けていた。

　さすがに神父はよこしまな考えを抱いだかないだろうが。

　エイクはどうだろう。年ねん齢れい的にもまだ若いしあんなのが隣となりにいたら。

「理性がもたないかもねぇ」

　くすくすと、ジェシカの心を見透すかすミュリエルだった。エイクをよく知っているのはミュリエルも同じである。

「ふむふむ、なるほどねぇ？　あんな子が教会にいたら、ジェシカとしては気が気じゃないわねぇ」

「そうね。ミュリ姉ねえみたいな変態痴ち女じよかも、あの女」

「確かに同じ匂においがするわぁ」

　否定をしないミュリエルであった。彼女と同じ匂いがするというのなら尚なお更さら危ない気がする。いや、ミュリエルが悪女というわけではないのだが。

「やっぱり、身体でエイクを……！」

「でもぉ、資産家の愛人になるのならともかくぅ、万年貧びん乏ぼうの教会に潜もぐり込んだところでなんか得するのかしらぁ？　お金目当てじゃないだろうしぃ、エイクだって勉強だけが取とり柄えの子だしぃ」

「わ、わからないわよ。なに企たくらんでるかなんて……」

「盗とられそうだから焦あせってるんでしょぉ？」

　いい加減うるさい義姉の背中を強めに叩たたいてみせた。すべて図ず星ぼしである。叩かれたミュリエルはさして痛そうでもなく、代わりに彼女の大きな胸が衝しよう撃げきでばるんと揺ゆれてしまい、なんだか無性に負けた気分になるジェシカだった。

「仕方ない。ちょっと遊んでくるかなぁ」

「はぁ？」

「だぁいじょうぶ。アンタのことは言わないからぁ」

　相変わらず人を小こ馬ば鹿かにしたような喋しやべり方かたと共に、ミュリエルはさっさと修道女の後を追う。持ち前の人ひと懐なつっこさというか、気安さでもって何事か話しかけている。今度は多少ではあるものの、距きよ離りの関係からなにを言っているか聞き取れた。

「はぁい、アナタ丘おかの上の教会の子ぉ？」

「あ、え、えっと……？」

「私はミュリエルよぉ。昔、教会でその服を着てたの。まあ色々あって出ていっちゃったんだけどぉ、あそこの神父は子供も拾ってるでしょ？　エイクは私の弟みたいなものかしらねぇ」

「は、はあ、エイク様のお義姉ねえさん、ですか。お名前は、伺うかがっていますわ……」

　修道女は明らかに戸と惑まどっている。まあ娼しよう婦ふのような姿の女が突とつ然ぜん、知人の義姉あねですなどと名乗ったところで警けい戒かいされるのが当然であろう。事実かどうか確かめる術すべはなく、むしろ財さい布ふに注意しながらやり過ごすべきだ。名前や経歴だっていくらでも調べられるし、なりすますことも容易だ。

　が。

「お義姉さん、わたくしになにか御ご用ようが？」

「なんでもないわぁ。ちょっと世間話。アナタお名前はぁ？」

「し、シルヴァンシアと申します。シルヴァで結構ですわ」

「じゃあシルヴァ。ちょっと聞きたかったりしない？　エイクの昔の話とかさぁ？」

　ぴく、とシルヴァが反応したように見えた。

　無論、ジェシカとてエイクの昔話くらいは知っている。問題はそれを語るのが、同じ立場のジェシカではなく、そんな二人の面めん倒どうを見続けてきたミュリエルであるということだ。絶対に面おも白しろおかしい脚きやく色しよくと共に語るに違ちがいなかった。

　そんなことをあの悪女に言えばどうなるか。

　どうしようもない過去の話をネタにエイクを脅おどしでもしたらどうするのだ、とジェシカは思った。

　止めたいと思うジェシカだったが、出ていけば尾び行こうしていたことがバレる。ミュリエルはこちらの反応すら楽しむかのように、シルヴァのベールに顔を近づけて、なにかをひそひそと話し始めた。

　ひそひそ話なのは、なにを語ってるのかこちらに聞かせないためだ、とジェシカは思う。エイクの話だけならまだしも、ジェシカの昔話まで脚色つきで語られてはたまらなかった。

　シルヴァはふんふんと興味深げに聞いていた。頰ほおが赤いようにも見えるが、さすがに遠いのでジェシカの勘かん違ちがいかもしれない。耳打ちするミュリエルは、実に楽しそうな横目でこちらをちらりと見てきた。

　からかっている目だ、とジェシカは頭を抱かかえた。

「んー、まあとりあえず、そんなところかなぁ？」

「きょ、興味深いですわ……」

　どういう意図かは知らないが、シルヴァのほうもエイクの過去については目を輝かがやかせているように思えた。

「ま、まだありませんこと？　そういうお話？」

「あるにはあるけれどぉ、私ばっかり言うのも不公平っていうかぁ、そっちの話も聞かせてくれない？」

「わたくしの……ですか？」

「どういう経緯で、教会に？　良いとこのお嬢じようさん？」

　ミュリエルの言葉の中に、わずかな敵意を感じないでもない。いや、それはあるいは、ジェシカがミュリエルの来歴を知っているから、そう思ってしまうだけか。

　彼女はフォーグス神父に拾われる前は、王都のスラム街で孤こ児じとして暮らしていた。ジェシカとて必ずしも安あん寧ねいな子供時代を送ってはいないが、ミュリエルは飛び抜ぬけている。身寄りを失い、スラムで暮らしていたが奴ど隷れい商人に捕とらえられ、売り飛ばされそうになったところをフォーグス神父に助けられたという、脅きよう威いの子供時代であった。

　神父に恩を感じていて、だからこそ喧けん嘩かしてしまった以上尚なお更さらに、顔を合わせづらいということもあるのかもしれないとジェシカは思っている。

　だから金持ちには不快な気分になるのかもしれない。身体からだを売らなければ生きていけない彼女にとって、なにもせずとも食事の得られる貴族は敵だろう。いつだって持たざる者は持つ者を憎にくむ。より正確には、そこにある不公平を。

　ミュリエルも大人である。表には出さないものの、思うところはあるかも、とジェシカは考えた。

「えっと……それは、色々と複雑なのですけれど」

「ふんふん？」

「わたくし、ずっと修道女になりたくて……けれど色々と事情があって修道院には行けなくて、だからエイク様のところに相談したのですわ。ならば、正式な修道女ではないけれど、丘おかの上の教会で働けばいいと仰おつしやってくださって、わたくし、それで感動してしまって……」

「まあ、エイクと神父なら言うわねぇ」

　色々な事情ってなんだ。それを知りたいのに、とジェシカは思う。

　良いとこの令嬢だとすれば、自分から修道女になりたいと言ったけれど止められた、ということだろうか？　いや、そんな感じではないし、親の認めが得られないのならば丘の上の教会でも働きにくいはずだ。あるいは犯罪に手を染めていたか。

　まさか、売春でもやっていたのだろうか。

　ミュリエルには悪いが、彼女と同じ匂においがするというならそういう方向の行こう為いかもしれないし、もしそれが地元に知れ渡わたっているとすれば近きん隣りんの修道院には行けまい。改心し修道女になりたくなったので、わざわざ遠くの教会までやってきた？

　なんだか、すべて違ちがう推すい論ろんの気がした。

（なにやってんだろ……あたし）

　素す性じようの知らない、得体も知れない修道女。警けい戒かいするのは当然のことだろう。

　しかしそれとは別に、まだ街に不慣れで、それでも親しい義姉の服に身を包むシルヴァを、あれこれと邪じや推すいすることは、あまり良い行いではないかもしれないと思ってしまった。ましてや発ほつ端たんはジェシカの利己的な嫉しつ妬と心だ。

　事情がある。

　それはなんとなくわかるし、その事情を知ってしまえば、この警けい戒かいも解けるかもしれない。

　だが事情など誰だれにでもある。人に知られたくないものならば尚なお更さら誰にでも。ミュリエルだって自分の過去をおいそれと話したりはしない。もしシルヴァの事情が深刻なものだった場合、迂う闊かつな好こう奇き心しんで聞いてしまったら、後こう悔かいするのは自分である。

　もちろん、だからといってあの女がなにも企たくらんでいない、ということにはならない。

　深刻な事情があればこそ、なりふり構わぬ手段に出る人間もいる。それもまたジェシカはよく知っていた。

　せめて。

　せめてあの、シルヴァンシアという修道女が悪人ではないと確信できるまで、ジェシカはこの利己的な尾び行こうを続けよう、と決意した。

　身内の危機かもしれない。だから神様、どうか許してくださいと、かつての習慣で心中で呟つぶやくジェシカだった。

　彼女がそんな煩はん悶もんをしているうちにも、この歓かん楽らく街がいに似合う体つきをした二人は何事か話している。ミュリエルは先ほどのアントニオと同様に、シルヴァに大通りへと至る道筋を教えているようだった。また迷うのだろうか。もういい加減ミュリエルが直接案内してほしいくらいだったが、それは気まぐれな義姉に期待しすぎとも思えた。

　やがてミュリエルが戻もどってくる。その顔はちょっと嬉うれしそうだった。

「あの子、悪い子じゃなさそうよぉ？」

「……まだわからないでしょ」

　不ふ貞て腐くされたようなジェシカの言葉に、ミュリエルはにこにこと笑うばかり。

　シルヴァを追いかけようとするジェシカだったが、すれ違ちがい様にミュリエルがバスケットの中に手を突つっ込んできた。いつの間にか固焼きパンが数個、彼女の手に渡わたっている。まるでスリのような動きである。

「ちょっとミュリ姉ねえ！　お代！」

「入れといたわよ。足りるから」

　パンを抱かかえて、どこか嬉しそうな顔を崩くずさずに去っていくミュリエルだった。翻ほん弄ろうされるのは今に始まったことではないが、バスケットの中でちゃりんと鳴る硬こう貨かは相場より少し色づいているように思えた。

　稼かせいでいるのだろう。

　飄ひよう々ひようとしているようで苦労人の義姉は、今、娼しよう婦ふとしての活かつ躍やくでそれなりにお金を持っているらしかった。

　あのパンだって、自分で食べるには量が多すぎる。治安の良いと言えないこの街区で暮らす悪ガキ共に配るのかもしれないと思った。境きよう遇ぐうが似ているから、面めん倒どうを見るのだろう。きっと慕したわれているに違ちがいない。

　ああいう人もいる。ジェシカにはよくわかっていた。

　シルヴァもまた、事情を抱かかえてなお優やさしいミュリエルのような人間であることを、ジェシカは少しだけ願い始めていた。




　ジェシカは親に棄すてられたらしい。

　物心つく前だったから、ほとんど覚えてはいない。彼女にとっての初めての親はフォーグス神父であり、産んだ親のことに関しては記き憶おくがない。この過去は、ジェシカが教会を出ていく日の前夜、神父が硬かたい面おも持もちで語ってくれたことだった。

　金がない両親は、わずかな代金のため、そして食いぶちを減らすためにジェシカを売り飛ばすつもりだったという。神父が引き取らなければ炭鉱で働かされていた可能性もあったそうだ。四、五歳の頃ころの話のようだが、もちろんジェシカにとっては自分の話には思えない。炭鉱は地じ獄ごくのような環かん境きようである、という知識しかない。

　しかし神父によって助けられた。もちろん教会でも労働はあったが、炭鉱で奴ど隷れいのように扱あつかわれるのとはその内容がまったく違う。義兄弟らと共に神に奉仕する術すべを学ぶのは、忙いそがしくはあったが苦痛ではなかった。今でこそ、それぞれ違う生活をしているが、ミュリエル、アントニオ、エイク、皆みなして家族同然の関係だった。

　今はもう、ジェシカが着ない修道服は、まだ教会に置いてあるのだろうか。

　きっと置いてあるのだろう。もし教会に誰だれかが来れば、それを身につけるかもしれない。古い生き地じはつぎはぎだらけで、決して上等な衣服とは言えないが、出しゆつ奔ぽんしたミュリエルの服をとっているのだって、まだ見ぬ誰かのために違いなかった。何人もの子供たちがそこで学び、そして教会を出ていった証あかしである。

　ジェシカは、教会を出る前に、エイクにそれとなく尋たずねてみたことがあった。

　どこかで働くつもりはないのかと。

　教会を出ていくつもりはないのかと。

　それはつまり、遠まわしなジェシカの告白であったが、果たしてエイクはそれに気付いていただろうか。

　聖職者を辞やめるのならば、エイクがジェシカと恋こい仲なかになっても、なにも悪いことはない。そんな思いを込めた問いだった。ただ、ジェシカにしてみれば、言葉通りの、ただの質問に思ってほしかったのだが。

　エイクはただ、少しだけ寂さびしそうに首を振ふるだけだった。それは彼が聖職者を目指す決意に変わりのないという意味だったし、同時にどれだけジェシカがエイクのことを考えても、妻帯を認められない聖職者とは添そい遂とげられないということだった。幼おさな馴な染じみで、義兄弟で、そんなエイクに対する恋こい心ごころは初めから意味がないのだと、ジェシカ自身よくわかっているのだ。

　でも、それでも心配になるのは。要いらないことまで気を配ってしまうのは。

　叶かなわぬ恋だからというよりも、一いつ緒しよに暮らしていた家族だからというほうが適切なのかもしれない。

　心配するのは当たり前だろう。

　だからこの恋心は、今はきっと関係ない。

　シルヴァンシアの後を追いかけながら、ジェシカはそう自分に言い聞かせていた。




　やっと、西の大通りに戻もどってくることができた。

　西の大通りは商店ばかり。屋台や露ろ店てんが並ぶ、ジェント最大の市場である。色とりどりの野菜から果物、でなければ加工品。珍めずらしいものでは異国の工芸品など、眺ながめるだけで楽しい場所であるが、それは逆に言うなら盗人ぬすつとにとっても物色がしやすいということになる。西通りがジェントで一番盗とう難なんが多いのもまた当然と言えた。

　一番目立つ通りに出るためにどれほどの時間がかかったことか。きっと今いま更さらシルヴァが目的のパン屋へ達したとしても、焼き立てパンのピークは過ぎていることだろう。というかジェシカにしてもそれは同じで、既すでに鐘かねは鳴り終えている。いい加減帰らなければ、女将おかみさんにどやされることは明白だった。

　かつての家族に心を配るあまり、今の家族をないがしろにしていいわけではない。

　パン屋の見習いとしては新米であり、同時にランブル夫ふう婦ふの娘むすめとしてもまだまだ半人前のジェシカ。『家族であること』をおろそかにしていると、自分は養女ですらなくなってしまうと、なによりジェシカ自身がよくわかっていたのだけれど。

　せめて見届けたいと、彼女は思っていた。

　シルヴァンシアは、西通りに出たとはいえ、まだパン屋に辿たどり着く気配はなかった。理由は単純で、彼女が世間慣れしていないこと以上に、彼女がジェントに慣れていないことが原因なのであった。

　たとえば、西通りの名物。盗人として名高い悪ガキギャング、テオとその仲間たち。

　北西部のスラム街に住む、ミュリエルの言う『悪ガキ共』であり、生きるために盗みを働くテオの一味は、屋台から食べ物をかすめ取ってはそれを糧かてとして生きている。捕つかまえようとしてもすばしっこい子供たちの集団は、時にはネズミのような扱あつかいをされる。店主からしてみれば迷めい惑わく以外の何ものでもないために、捕まれば手ひどい折せつ檻かんを受けることもある。

　シルヴァが出くわしたのは、テオの弟分、まだ八歳のルーカスが下手へたをうった場面だった。

　果実を売る屋台から葡ぶ萄どうを盗もうとしたルーカスだったが、警けい戒かいしていた店主にその手を摑つかまれてしまう。仲間たちはすぐに逃にげた。冷たいのではない。一いち網もう打だ尽じんにされてしまえば、全員が容よう赦しやのない──あるいは私刑リンチのような──罰ばつを受けることがわかっていたからだ。もし店主が隙すきを見せれば、テオらはルーカスを助け出そうとしたかもしれないが、そこにシルヴァが通りかかった。

　シルヴァは店主になにかしら告げると、おそらく葡ぶ萄どうの代金であろう銅貨を何枚か、店主に渡わたした。ジェシカの位置からははっきりとはわからなかったが、代金としては多いように見えた。決して裕ゆう福ふくではない教会から、買い物の資金としてもらったはずの銅貨でもって、シルヴァはルーカスをかばったのである。

　愚おろかな行こう為いと嗤わらうのは簡単だった。

　この場をかばったところで、テオやルーカスは盗ぬすみを働き続ける。なぜなら生きるためだからだ。仕事を得られない幼い孤こ児じが、ジェントのような商業都市で生き続けるためには、権力者の庇ひ護ごを受けるか、でなければ犯罪者になるしかない。ジェシカはたまたま前者だったが、だからといって後者となにか明確な違ちがいがあったわけではない。

　シルヴァにかばってもらっても、それをバカなヤツだと笑うのは、他ほかならぬルーカスである。ジェシカは、シルヴァの背中にかばわれているルーカスが、必死な目をしながら修道女の小こ銭ぜに入れに手を伸のばすのを見た。生きるために手段を選ばない悪ガキは、自分をかばってくれた聖職者にすらスリを働いた。

　咎とがめるのは簡単だ。なにも解決しないが。

　シルヴァが切々と店主を説得している間に、スリを終えたルーカスは、子供らしからぬあくどさでもってその場から退散した。逃にげてくるのはこちら、丁度、修道女を尾び行こうするジェシカのほう。

「待ちなさい」

　ジェシカが鋭するどい声で言うと、ルーカスのぎらぎらとした瞳ひとみがこちらを向いた。

「それ、返しなさいよ。恩人から盗むって、なに考えてるの」

　ルーカスはなにも答えない。そこに正義も悪もなく、ただ生きるための欲望があることは、ジェシカがよくわかっていた。けれどジェシカはルーカスの腕うでを摑つかんで離はなさない。生死を盾たてにすればなにもかも許されるわけではないと、フォーグス神父が言っていたことを思い出す。

「パンをあげるわ。わければ足りるでしょ。だからそのお金は返しなさい」

　単純な取引で考えるのならば、ルーカスが盗んだ貨か幣へいは、ジェシカがバスケットから取り出したパンよりも価値が高い。銅貨でパンを買えばそれで済む話である。損得で言えば、今はジェシカの手を振りほどいて逃げるのが最も得なのだ。

　しかし、ルーカスはそうしなかった。スラム街の子供特有の、どこか拗すねたような瞳でもって、銅貨を差し出してくる。罪悪感があったのか。それとも食べられない小銭よりも、すぐに胃い袋ぶくろに入るパンを選んだのか。

　ルーカスは銅貨をジェシカに渡し、代わりにとばかりにライ麦パンをジェシカの手から奪うばって、そのまま走り去って行った。逃にげた方向は北西街区。戦利品とばかりに、仲間たちへパンを持っていくことだろう。

　大都市なら少なからずあることだ。ジェントのような商業都市ならば尚なお更さらに。

　シルヴァは、まだ青果屋台の店主に頭を下げている。背後でかばっていたルーカスがいつの間にかいなくなっていたこと、ましてや金銭を盗ぬすまれたことなど、気付いてすらいないように見えた。店主も呆あきれ気味であった。

　お人ひと好よしなのだろうか。

　世間知らずなのだろうか。

　いずれにしても、西通りに入ってすぐのところで出会ったこの事件で、詐さ欺ぎかなにかを企たくらむ犯罪者という線は、ジェシカの中で完全に消え去ったと言っていい。

　また、それからしばらくして、パン屋を目指す修道女は、お婆ばあさんに声をかけられた。これまた、あまり良くない意味での有名人、チタ婆さんである。さすがに年であって足あし腰こしが弱いために、普ふ段だんは自警団などの若い男を捕つかまえては用事を言いつける迷めい惑わくな女性なのだが、身体からだは弱いくせに態度はでかいので迷惑この上ないと思われている。自分のハンデを盾たてに好き放題言うからタチが悪い。

　チタ婆さんはおそらく、修道女のことをお人好しと見抜ぬいたのだろう。先ほどのルーカスと同じで、付け入る隙すきがあると思われたのかもしれない。

　何事か話している。内容はジェシカには聞き取れなかったものの、おそらく今チタ婆さんが持っている荷物を家まで運べ、といったところだろう。修道女のほうは特に嫌いやそうな顔をしていなくて、はいはいと言うことを聞いているように思えた。修道女らしいといえばそうなのかもしれないが、世間知らずを通り越こして間が抜けている。

　チタ婆さんの言うことを下手に聞いてしまえば、そのうち何度も無理難題を押し付けられるのが目に見えているのに。

　あんな調子では後々苦労することになるだろう。

　しかしながら、初対面ということでお婆さんのほうも遠えん慮りよをしたのか、結局はお婆さんの荷物を彼女の住むアパートメントまで届けるだけだった。一人暮らしの老女では手間も多かろうが、だからといって癇かん癪しやくを起こして杖つえで人を叩たたくのはいただけない。しかしチタ婆さんはシルヴァのことを気に入ったのか、道中話をしていても癇癪を起こす様子はなかった。

　アパートに辿たどり着いた時、また二人が何かしら話をしている。チタ婆さんの手て振ぶりから察するに、道を教えているのだろうと思った。ここまでくれば、ジェシカの教えたパン屋は目の前である。チタ婆さんが人に親切になるなんてめったにないことなので、ジェシカは妙みような感動さえ覚えてしまった。

　ちょっと性格のひねくれた迷惑なお婆さんだが、それでも長生きしているだけあって、チタ婆さんの人を見る目は確かだ。あのお婆さんが気に入らないという理由で杖つえを上げたよそ者が、実は別の街で盗ぬすみを働いていた流れ者だったことがあった。

　シルヴァは、悪い人間ではない。

　その確信は、ジェシカの中で少しずつ勢力を増していた。しかし、ではどういう人物なのか。

　貴族のお嬢じよう様らしいが、それがどうして教会の修道女になっているのか。それもジェント大聖堂ではなく、郊こう外がいの小さな教会の。

　悪人ではなくとも、エイクや神父にとって害がないとは限らないが。

　チタ婆ばあさんに道を教えてもらったことで、シルヴァはまたパン屋へと歩き出す。歩くといってもそう遠くはない。この位置からならば大聖堂前の広場も近いし、迷うことはないだろうとは思うが──。

（ま、迷ったら教えてやるか）

　色々な人間に道を教わってここまで来たシルヴァである。

　最後くらいジェシカが教えてあげるのもありだろうと思えた。それに、先ほどルーカスから取り返した小こ銭ぜにがある。事実をそのまま言うか、それとも落ちてたと噓うそを言うか、どちらにせよシルヴァに返さなければならないのだから、ついでに道を教えたっていい。そう考えつつ、ジェシカはシルヴァの後を追う。

　追いかけながら、思う。

　自分が彼女に敵意を感じていたのは、あの女がつまり敵、恋こい敵がたきだと初めから感じていたからではないか。

　そんな風に思った、その時だった。

　シルヴァが、また立ち止まった。西通りに出て三回目である。

「修道女様、すみませんが」

　その男、よく通る声だったのが幸いして、ジェシカにも聞こえた。ジェシカはその辺りの路地に身を隠かくしつつ、会話を聞き取ろうと耳を澄すませた。

「ちょっとよろしいですか？」

　テオ一味のルーカスや、チタ婆さんではない。

　ジェントに住むジェシカにとっても知らない顔であった。シルヴァのほうは違い和わ感なく接しているが、ジェシカは思わず耳をそばだててしまう。観光客だろうか。身なりが良い男性であったが、祭りのために遠方からやってくる人間には金持ちが多い。そういう類たぐいだろうか。

　しかし、だとすれば街の南側がわに宿がある。露ろ店てんばかりの西通りになんの用事か。市場見物だろうか。

　商業都市として発展してきたジェントではあるが、その本質はまだまだ地方都市の域を出ていない。西通りなどは特にジェントの地域性に根差した街区であって、余所よそ者は目立つ。ジェシカも、無意識のうちに男を警けい戒かいし始めていた。

「小銭をお持ちではありませんか？」

「ええっと、小こ銭ぜに、ですか」

「はい。私、骨こつ董とう品ひんを商あきなっている者なのですが」

　骨董品か。そういえばジェントにそういう店はない。

　商業都市でなにか掘ほり出だし物がないかと、祭りに乗じて買いつけに来た男なのだろうか。それにしては身なりが良すぎる気もした。どちらにしても、ジェシカに骨董などわからなかったが。人によって価値の変動する最たる例だからだ。

「実は顧こ客きやくの一人が、アラカ十字銀貨を集めていらっしゃるのです。まとまった数なら高値で買い取ってくれるそうで。教会でも用いられる貨か幣へいですので、修道女様ならお持ちかなと。譲ゆずっていただけませんか？」

「ゆ、譲る？　いえ、それは……」

「ああ、失礼しました。そのお客様は、十五年前より昔に鋳ちゆう造ぞうされた銀貨をご所しよ望もうなのです。市場価値は今の銀貨と変わりませんが、まあコレクターの性さがといいますか。それぞれの年代別にアラカ十字銀貨を集めたいということでして。ですのでこちらの、新しい十字銀貨と交こう換かんしてはいただけないでしょうか？」

「はあ、なるほど、そういうことですの……」

　シルヴァは納なつ得とくした様子で、衣服の中の小銭を探さぐり始めた。ルーカスが盗ぬすんだ小銭はまだジェシカが持っているから、別のものだろう。そもそも彼女はパンを買うために出てきたはずで、銀貨など持っているか疑問だったが、やがて数枚を取り出した。

　彼女がルーカスに銅貨を盗まれたことに気付いているのかどうか、はなはだ怪あやしいものである。

「こちらの五枚ではダメですか？」

「はい、はい。なるほど、どれも古いものですね……ありがとうございます、修道女様。ではこちらと交こう換かんということで……」

　同じ種類の貨幣とはいえ、往来で貨幣の取引など迂う闊かつにもほどがある。しかしそれを差し引いても、まだまだ問題は他ほかにもあって、それにシルヴァが気付いている風ではなかったのだった。

　これは、商売人の間では有名な詐さ欺ぎの手法だ。

　しかし聖職者や観光客を狙ねらうぶんには、有効な方法であるとも聞く。祭りに乗じてやってきた身なりの良い男は、おそらく詐欺師であるのだろう。

　仕方ないな、と思った。

　きっと神父から預けられた金だろう。騙だまされるほうも間が抜ぬけているとは思うが、教会の金が奪うばわれるのを見過ごすわけにはいかない。そう自分に言い訳して、ジェシカは尾び行こうをやめることにした。

　とっちめてやる。場合によっては自警団に引き渡わたすべきかもしれない。思いっきり息を吸ってから、路上に飛び出して、声をあげる。

「そこのアンタ、ちょっと話が────」




「ちょっと話があるんですが」




　声と同時に。

　詐さ欺ぎ師しの男の腕うでを摑つかんだのは、黒い僧そう服ふくの男だった。出ていくタイミングを完全に奪うばわれて、ジェシカは呆ぼう然ぜんとした。

　黒い僧服には覚えがある。もう毎日会うわけではなくなってしまった彼は、最後に会ったときより少し背が伸のびた気がする。だからだろうか、外出用の僧服はよく似合っていた。

　エイクであった。

「な、なんですか貴方あなたは!?」

「神父です……まあまだ見習いですが。それより骨こつ董とう屋さん、アラカ十字銀貨による詐欺はこの辺りでは通用しませんよ。以前、ジェントで大々的にやられたことがありましてね、まあ自警団が摘てき発はつしたんですが、その時の記き憶おくはまだ新しいですから」

　誰だれでも知っていることなのである。エイクもなよなよしたインテリと思われがちだが、意外と世情に詳くわしかったりする。

「さ、詐欺……？」

「アラカ十字銀貨は、十五年前から発行している所領で銀が採さい掘くつできなくなりまして、含がん有ゆうする銀の量を一気に下げたんです。それも秘密裏に。意い匠しようの変へん更こうなども一いつ切さい行われなかったために、知らない人間には価値が同じに見えてしまいます。まあ情報は漏ろう洩えいしたので、結局は公然の秘密みたいなものですが」

　見た目は同じだが、発行年によって価値の変動する貨か幣へいなのである。知っていればなんの問題もないが、もちろん詐欺の標的になるのはシルヴァのような世間知らずだろう。ジェントの条例でも、年代の違ちがう銀貨は別のものとして扱あつかう決まりである。

　よくもまあ、こんな有名な手法で詐欺を行う気になったものだ。

　詐欺師にしてみれば、ちょっとした小こ遣づかい稼かせぎのつもりかもしれなかったが、ジェントは商人の街である。貨幣を使った詐欺など、厳しく対応するに決まっていた。

「相場だと確か……十五年より以前の十字銀貨なら銅貨十八枚ですが、それ以降だと銅貨八枚だったかと」

　大体、ジェシカが覚えている相場と同じくらいである。

　もちろん相場は日々変動するが、まったく同じデザインの硬こう貨かでここまで差があるといっそ迷めい惑わくと言ってもいい。ジェシカも、店でアラカ十字銀貨を受け取る時はその発行年に注意することにしている。

　商売人の店なら当然の常識も、シルヴァには馴な染じみのないものだった。

　スラムの悪ガキに金を盗ぬすまれ、意地悪い婆ばあさんに目をつけられた挙あげ句く、今度は詐さ欺ぎにまで遭あいそうになる。

　よく今まで生きてこられたな、とジェシカは思った。

「骨こつ董とう品として古い銀貨を集めている。常じよう套とう句くなのでしょうが、この街では通用しませんよ」

「くっ」

　詐欺師の男は温厚そうな態度を一転、焦あせった様子で逃にげていった。

「あ、あのエイク様、追いかけないと」

「逃げ足が速いですし、深追いしてもダメでしょうね。仲間がいたら返かえり討うちに遭うかもしれません。まあ顔は覚えましたし、自警団に報告するのが妥だ当とうでしょう」

　商店街の人混みに紛まぎれていくが、どうだろう。ここでの詐欺はもうできないのではないだろうか。ジェントの自警団は優ゆう秀しゆうだ。特に詐欺や密売など組織的犯罪に対策を持っているとも聞く。

　それよりも、ジェシカが驚おどろいたのは、予想外の義兄弟の登場だった。

「……ジェシカさん？」

「う」

　声をかけるタイミングを逸いつし、かといってその場も去れずどうしようかと考えていたところで、シルヴァに見つかってしまう。

「やっぱり！　ジェシカさん！」

「名前覚えてたのね……って覚えてるかそりゃ……」

　どうして嬉うれしそうなのだろう。

　それはもちろん、尾び行こうだなんてしているとは思っていないだろうが、だからといって親しくされる理由もないはずだった。こんな性格だから色々な人間に付け入る隙すきを与あたえるのだろう。

「もちろん覚えていますわ。わたくし、教えてもらった通り、ちゃんと西通りまで来れましたのよ」

　来られてないだろ！　という言葉を慌あわてて飲み込むジェシカ。

　散々迷って、アントニオやミュリエルに道を聞いて、それでもふらふらしてトラブルに巻き込まれそうになって、それでようやく来られたのだろう。しかしそれを告げては尾行していたことがバレるわけで、ジェシカは良かったわね、なんて他た人にん行ぎよう儀ぎに言うしかなかった。

「ジェシカ、どうしてここに？」

　実に数ヶ月ぶりに、エイクの声を聞いた。エイクはエイクで自分が義兄のつもりなので、どこか態度に偉えらそうなものを感じる。

「別に。そこのシスターが迷ってたら嫌いやだなって。どうも道よくわかってなかったみたいだし、それで追いかけてきただけよ」

「す、すみません、ご心配をおかけしてしまって……」

　シルヴァは頭を下げるが、ジェシカが心配していたのは修道女ではなくて、エイクや神父である。もう疑いは晴れたが。

　妙みような疑いが消えたとしても、ジェシカの中ではまだシルヴァに対する釈しやく然ぜんとしない感情が消えていない。それはやはり、好きな男と一つ屋根の下に別の女──それも妙に色っぽい──が住んでいることに対しての感情なのだろう。

「エイク様は、どうしてここまで？」

「買い物に、かなり時間がかかっているようだったので。神父はヘルミーネさんに任せて下りてきました。僕も久々の街ですし、懐なつかしい顔にも会えましたしね」

　ちらりと、エイクがこちらを見る。睨にらみ返してやった。断じて久しぶりに会えた照てれ隠かくしなどではない。

「エイク様にも、ご心配を……」

「いえ、結局何事もなかったのですから、問題ないですよ。あまり心配しすぎも良くない、とは思っているのですが」

「そいつは心配性なのよ、昔っからね」

　なんだか甘あま酸ずっぱい空気になりそうだったので、機先を制して口を挟はさんでやった。

　本当に、心配なだけ？　保護者目線でわざわざ街まで下りてきたのか？

　そこに特別な感情はないのか。シルヴァは美人だし、一いつ緒しよに暮らしていれば好意を抱いだかないほうがおかしいのではないか。いや、エイクは聖職者だから、そこは自制するのだろうか。

　今日何度目かわからない煩はん悶もんを、ジェシカは顔に出さないようにするので精せい一いつ杯ぱいであった。

　シルヴァはエイクが来てから、まるでご主人様に懐なつく犬のように嬉うれしそうだ。いや、顔にたたえているのは上品な笑えみだが、もし尻尾しつぽがあれば犬のように振ふっているだろうと思えた。女同士だからわかる感情の機き微びかもしれない。

「他ほかになにか、ありましたか？　シスター・シルヴァ」

「はい、エイク様。そのことなんですけれど……」

　シルヴァは嬉しそうに、道中であったことをエイクに語り始める。アントニオもミュリエルも、エイクにとっては懐かしい名前ばかりだろう。普ふ段だんは教会にこもっている彼だ、家族の動向が気になってもなかなか会いに行けないかもしれない。もっともそれはジェシカたちも同じであるのだが。

　今は家族でないことに、ジェシカは少しだけイライラする。

　そうなると、エイクとシルヴァは今同じ教会に住んでいるのだから、家族ということになるのだろうか。それは恋こい仲なかではないという意味である気もするし、それより更さらに親しいという意味である気もした。

「ちょっとアンタ。長話も良いんだけど、パン買いに行かなくていいの。すぐそこよ」

　ますますイラッとしてしまって、ジェシカはパン屋を指さしてみせる。自分のバスケットから売りつけるという手もあったのだが、なんだかそれは無意味に負けた気分になると思ってしまった。

　シルヴァはまあ、とかとぼけた声を出し、小走りにパン屋の屋台まで走っていく。初めて遣つかいに出す娘むすめを見るというのはこういう気分なのだろうか。

「久しぶりですね。ジェシカ。元気でしたか」

「元気よ」

「ミュリエル姉さんとかは」

「ミュリ姉ねえは自由だから。アントニオもちゃんと働いてる。まさかエイクが、修道女を囲ってるなんて思わなかったでしょうけれど」

「みんなして失礼な噂うわさを信じて……」

　頭痛がすると言わんばかりに、エイクは額を押さえてみせる。

「彼女は修道女志望ですが、本人にはどうにもならない事情のために修道院には行けないと判断しました。だから教会に置いています。理解してください。僕と同じ見習いですよ」

「わかってるわよ、そんなことは」

　どうしても、エイクを前にするとぶっきらぼうな言い方になってしまう。

　そのせいで、ジェシカに嫌きらわれていると、エイクが悩なやんでいた時期もあるらしい。後になってそのことを神父から聞いた時、頭を抱かかえたのはジェシカだった。今ではもう、互たがいの会話に齟そ齬ごなんてほとんどない。隠かくし事ごとがあるだけだ。

　元家族だったとしても、言えないことはある。ジェシカがエイクへの恋こい心ごころを言えずにいるように、エイクもまた、シルヴァについての事情を黙だまっている。お互たがいさまだ。

「言えないような事情なのね」

「はい。無む闇やみに人に言うことはできません。僕も懺ざん悔げ室の中で聞いたことですから」

　ならば、当人にとって深刻な事情なのだろう。

　ほんわかしているが、見習いとはいえ教会の懺悔室に相談したのならば。

「神父、風邪かぜひいたって？」

「ええ、まあ。けれど心配いりません。看病するより、外に出たがる神父を抑おさえるほうが大変ですね。剣けんの素す振ぶりをしないと身体からだがなまる、とか言って」

　元気な老人であった。いや、けれどそれでも老おいたのだ。ジェシカが子供の頃ころは、歴戦の傭よう兵へいといった風格があったのだから。エイクやジェシカが成長するにつれ、その覇は気きが厳しさに変わっていくばかりだった。

「今は、また人も増えまして。別に世話してくれる方もいますから」

「誰だれ？」

「メイド……みたいなもの、でしょうか。いえ、とても良い人なのですが」

「はあ？」

　また別の女を囲っているのだとしたら、一度説教に行かなくてはならないだろう。

「なんかよくわかんない。いいわ、あたし、今度教会に行くから。パン届けなきゃ」

「最近、まったく来てくれませんでしたね。忙いそがしかったんですか」

「そーよ。忙しいの。教会でダラダラしている誰だれかさんとは違ちがうの。忙しいから、そろそろパン屋に戻もどらなきゃ」

「……まさか、サボって来たのですか？」

「どうかしら。でも、家の手伝いをサボるお店の娘むすめなんて珍めずらしくないんじゃない？　あたし、そんな適当なこと、できなかったけれど」

　遠えん慮りよしていたのかもしれない。今日だって遠慮がなくなったわけではないが。

　初めてサボった看板娘に対して、おやっさんと女将おかみさんはどんな顔をしてみせるだろうか。怒おこられたらちゃんと事情を話して謝るか。喧けん嘩かはあんまりしたくない。義理とはいえ親子なのだし。

「もう行くわ。これ、あの子に渡わたしておいて」

「なんですかこれ……パンと、銅貨？」

「テオのとこの悪ガキが、修道女から盗ぬすんでったのよ。パンはおまけ」

　エイクが渡されたものを呆ぼう然ぜんと見つめる。実際にとぼけているシルヴァと違い、エイクはぼけっとしていても抜ぬけ目めのないところがある。そういうところがジェシカは好きでもあり、ちょっと苦手なところでもあった。

「……ジェシカ」

「な、なによ」

「まさか……シルヴァさんが心配で、ずっと見守っていた、とか？　それだと色々と腑ふに落ちる気がするのですが……」

「違うわ。そんなんじゃないから」

　心配だったのはシルヴァではなく、エイクだ。

　見守っていたのではない。尾び行こうしただけだ。

　義理の兄弟たちに会ったり、嫉しつ妬としたり心配したり、おまけに養女の身でありながら仕事をさぼったりと色々あったが、結局は尾行の一言に尽つきる。

「いーい!?　そんなんじゃないんだから！　わかってるでしょエイク、あたし性格ひねくれた女だし！」

「そんなこと、思ったことありませんよ」

「うっさい！　あの女に言っておきなさい。あたし負けないからって！　あと今度パン届けに行くからね！　ちゃんと待ってなさいよ！」

　言いたいだけ言って、ジェシカは走り出した。
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　多分エイクは呆ぼう然ぜんとしているだろうけど、それはまあいい。発言の意味を細かく尋たずねられても困るのである。これ以上追つい及きゆうされる前に、さっさと退散することにした。

　バスケットの中のパンは、もうすっかり冷めていることだろう。




　これが、ジェシカの忙いそがしかった一日の顚てん末まつである。

　この日を境に、パン屋の看かん板ばん娘むすめが、丘おかの上の教会に配達に行く回数が増えたという。

　言うことは厳しい看板娘であるが、何故なぜか教会にいる修道女やメイドとは気が合い、それなりに親しく話しているという。

　ただし、ジェシカに関しては教会出身ということもあり、エイクの愛人などという不ふ名めい誉よな噂うわさがたつことはなかった。

　そのことを本人がどう思っているかは、本人しかわからないことであったろうが。













　　五人目．ヴイーヴル







　守しゆ護ご竜りゆう祭が、いよいよ本格的に開かい催さいされた。

　泉から当の守護竜を招き、連日様々なイベントが催もよおされるのだという。エイクの住む丘おかの上の教会にも、祭りを知らせる空くう砲ほうが聞こえてきた。ジェント伯はく爵しやくが財ざいを投じて企画したということだが、もちろんそこは商業都市の領主である。祭りによる経済効果を期待していることはすぐに知れた。

　もちろん、街の人間にとってもチャンスである。

　誰だれも彼も商売人であるために、観光客の財さい布ふを開こうと狙ねらうのだ。それは大聖堂といえども例外ではなく、巨きよ大だいな聖堂建築とステンドグラスを武器に遠方からの巡じゆん礼れい者を受け入れる。祭りの期間、寄付金は目に見えて増えることだろう。守護竜も、基本的には大聖堂で姿を見せるらしい。

　だが、誰も彼も、必ずしも金が目当てというだけではない。結局は、祭りに乗じて騒さわぎたいのだろう。

　金を使うことで騒ぐか、金を稼かせぐことで騒ぐか。表裏一体の心理ではあるし、だからこそ需じゆ要ようと供給が一いつ致ちして祭りは更さらに盛り上がる。人が集まり騒ぐ場所であれば、そこで貨か幣へいが動くのは当然とも言えた。

　ただし。

　丘の上の教会には、あまり関係がないことである。

　郊こう外がいにある教会までは祭りの熱ねつ狂きようは届かず。たまにジェントを目指す観光客に道を尋たずねられることはあっても、エイクもフォーグス神父も、そしてシルヴァもヘルミーネも、祭りに参加することはほとんどなく、初日もいつもの勤めに励はげんでいた。

　仕事好きのヘルミーネは言うに及およばず、エイクもフォーグスも祭りだからといってなにかするという話もなかった。ただ一人、シルヴァは少しだけ興味があるようだったが、それも楽しみたいというよりは、単に人の催す祭りが珍めずらしいという様子で、どちらかというと好こう奇き心しんからのものと思われた。

　そんなわけで、守護竜祭の一日目は、丘の上の教会では粛しゆく々しゆくと過ぎていった。長い祭りの期間中でも、エイクたちのやることはさして変わらなかった。

　一日の勤めを終えた夕食の席も、いつも通りである、はずだったのだが。

「すみません神父、ちょっと聞きたいのですが」

「なんだね、エイク」

「どうして──ジェシカも一いつ緒しよに？」

　妖よう精せいであるヘルミーネは、食事の席に座らない。彼女には山羊やぎのミルクを入れた皿を毎晩所定の場所に置くことになっている。

　よって食しよく卓たくにつくのは三人であるのだが、今日は何食わぬ顔でそこに座るジェシカの姿があった。特に豪ごう勢せいでもない豆のスープを掬すくう彼女に、エイクは戸と惑まどった視線を向ける。夕刻にパンの配達に来たのはいいのだが、そのままであった。

「たまにはゆっくりしてこいって、女将おかみさんに言われちゃったわ。一日目からガンガン働いたせいもあるのかもだけど。そんなわけで実家に里帰りよ。フォーグス神父、今晩はお世話になります」

「うむ。ランブルご夫妻に迷めい惑わくはかけておらぬかな」

「はい神父」

　頷うなずくジェシカだが、エイクはこの間あいだ、ジェシカが仕事をさぼったことで養母と大おお喧げん嘩かしたことを知っていた。まあ繁はん忙ぼう期に仕事を投げ出せばそれも当然であろうが、どうやらその原因はシルヴァにあったようなので、エイクとしてはなにも言えない。

　当のシルヴァはそんなことなど知らず、ジェシカの隣となりでパンを小さくちぎって口に含ふくんでいた。

「街の様子はどうですか？　ジェシカ」

「もー、人、人、人よ。どこからそんなに集まってくるんだかわかんない。ほとんど守しゆ護ご竜りゆう様目当てでしょうけどね。生きているドラゴンなんてそうお目にかかれるものでもないし、気持ちはわかるけれど」

　というか、普ふ通つうなら、竜を見ることは死と災さい害がいを意味するのだが。

　もちろん、ジェントの守護竜アザンレニュイは暴れることなどないはずだが、そうなると途と端たんに珍ちん獣じゆうのような扱あつかいになってしまうのもどうだろうとエイクは思う。当の守護竜は、そんなころころ変わる人間の態度をどう思っているのだろうか。

「こっちに来たのは、人が多いから逃にげてきたってのも、あるのよね。あんまり人ばっかで嫌いやになる。まあ明日にはまた帰らなきゃいけないんだけど」

「ジェシカさんは、もう守護竜様はご覧になりましたの？」

　シルヴァが尋たずねると、それだけで赤毛の少女は少し眉まゆをひそめる。

　彼女のことが嫌きらいというより、むしろ苦手意識を持つからこその仕草だろうとエイクは考えていた。ミュリエルなどにも同じような態度を見せることがある。まあ活発なジェシカと、大人しいシルヴァでは性格も全然違ちがうから、ジェシカが苦手になるのもわかるような気がしたが。

「無理無理。とても無理。大聖堂の礼拝堂にいるらしいけど、人が多くて見れたもんじゃないわ。おまけに寄付って名目の見物料取るしね」

「うむ。しかし寄付はあくまで寄付。額が決められておるわけでもない。それより人が多すぎて、守しゆ護ご竜りゆうの威い光こうにあやかりたくてもそれができぬ者がいることが問題であろうな」

「あ、子供なんかは人混みすり抜ぬけて見に行けるそうですよ？　なんでも守護竜様が子供好きだとか」

「それ、肉が柔やわらかいから、とかではないですよね……」

　四人の食しよく卓たくが進んでいく。が、シルヴァだけ、どうにも会話のタイミングが摑つかめないようだった。それもそのはずで、家族同然のエイクたちと違ちがい、彼女は数ヶ月前に教会に来た身。馴な染じみある三人の会話に入れないのも当然だった。

「あとは、広場で闘とう技ぎ会も開かい催さいされているそうです。飛び入り参加もアリなんだって」

「去年の収しゆう穫かく祭でもやっていたな。アントニオは四位だったかね？」

「そうそう。なんでも守護竜様にあやかって、一番強い男を決める、とかいう触ふれ込こみでしたよ」

　守護竜祭なのだから当然といえば当然だが、なんでもかんでも頭に守護竜がくっつく。ただのパンでも、祭りで売る時は守護竜パンとなるのだ。おまけにお祭り料金でやたらと高い。

　騒さわぐための金の動きだが、人の物欲が見みえ隠かくれしているのもどうだろうか。

「いずれにせよ人間の催もよおし物ものに、守護竜が来てくださるのはありがたいことだ」

　神の使いと言われている守護竜だが、本当のところはどうなのだろう。竜と言えば悪あく魔まの象しよう徴ちようである。

　とはいえ、当の悪魔がエイクの元へ相談に来たりしているので、案外、人間と人外の隔へだたりというのはそう大きくはないのかもしれない。それともそれはエイクが懺ざん悔げ室などを開いているからそう思うだけなのだろうか。

「失礼しますです」

　さして広くもない食堂に、また新たに一人が入ってきた。

　屋や敷しきを取り壊こわされ居場所をなくし、教会でせっせと労働を行っているヘルミーネであった。白いメイド服は、いつ見ても汚よごれ一つない。メイド服の汚れはシルキーとしての恥はじ、らしい。

「ヘルミーネさん」

「ええっと……」

　ヘルミーネがきょろきょろと視線を惑まどわせる。フォーグス神父とエイクを交こう互ごに見やる様子は、いつもの彼女らしくなかった。

「どうかしたのかね」

「あ、それが……お客様がいらっしゃっていますですが……」

「ではエイク、お迎むかえしなさい。この時分に客とは珍めずらしいが」

「た、ただのお客様ではありませんです」

　少し焦あせった様子のヘルミーネに、エイクが眉まゆをひそめる。

　無論、夜間の教会に訪おとずれる客人だっている。しかし、エイクはここ数ヶ月で、夜にやってきたものを思い出した。修道女になりたい淫いん魔ま。愛馬の豹ひよう変へんに頭を悩なやます首くびなし騎き士し。そして住むところを失なくしてしまった家つき妖よう精せい。

　立て続けに連想される彼女たち。なんだか嫌いやな予感がした。

「守しゆ護ご竜りゆうを名乗る方が、いらっしゃってますです」

　絶対、懺ざん悔げ室絡がらみだ。

　そう思ったエイクは、もはや最近持病と化した頭痛のために、我知らず額を押さえるのであった。




　守護竜。神の使い。ジェントの泉を守るもの。

　三百年前、ジェントの毒竜と戦った火か竜りゆう。

　そんな大層な肩かた書がきの割に、教会にやってきた守護竜アザンレニュイは、一応は人型と呼べる程度の外見を有していた。食しよく堂どうに気楽に入ってきた彼女は、用意された椅い子すに座る。背中の翼つばさが邪じや魔まそうであった。

「ぎゃおーん」

　挨あい拶さつなのかなんなのか。

　力のない声と共に片手を上げるアザンレニュイに、エイクは頭を下げた。

「ええっと……守護竜、アザンレニュイ様でよろしいでしょうか？」

「あれ、反応がうすい。にゃおーんのほうが良かった？」

「いえ、挨拶の話をしているわけではないのですが」

「うむう、これが噂うわさの芸人殺し……」

　どうしよう、と思う。彼女の言っていることが理解できないエイクだった。

　用いる言語はジェントで一いつ般ぱん的なものだが、何故なぜだろう、意思疎そ通つうができていない。これが竜、ドラゴンなのか。人の身では近づくことすら容易ではないと言われているが、それは会話においてもそうなのか。

「確かに妾わらわがアザンレニュイ。気軽にレニュイって呼んで」

「い、いえ、そんな無礼な……」

「にゅいにゅい、とか。れにゅちゃん、とかでもいいよ？」

　エイクは助けを求めるようにフォーグス神父を見る。誇ほこり高き守護竜が、随ずい分ぶんフランクというか、威い厳げんが見当たらない。神父も戸と惑まどっているのか、難しい顔で黙だまったままだった。

　外見も、エイクが思い描えがく竜の姿とだいぶ異なっている。そもそも、竜の部分より人の部分が多いようにも思えた。

　髪かみは青。まるでサファイアのように光り輝かがやく青せい髪はつはぼさぼさであり、触ふれたら刺ささりそうにも見える。身体からだの要所要所にも同色の鱗うろこが張り付いているが、彼女の皮ひ膚ふの一部というより、鱗で作られた服を着ているようにも見えた。

　一方、肌はだは色素が薄うすくて、人間の女性のようで火か竜りゆうに相応ふさわしくない。肩かたや首、顔や胸は人肌が剝むき出だしであり、扇せん情じよう的でもある。淫いん魔まとしてのシルヴァよりはマシだが、負けず劣おとらずの露ろ出しゆつ度であった。

　この姿でよく大聖堂を出入りできたなと思う。あるいは、誰だれも守護竜を咎とがめられなかったのか。

　顔はどこか気の抜ぬけた、やんわりとした表情をしている。頭部の角、首筋の鱗うろこなど、竜を示す箇か所しよが多いが、基本的には人のそれである。ただ、額に埋うめ込まれている白い宝石が一ひと際きわ目立っていた。竜の身体からだの一部なのだろうか。

　その他、背中の翼つばさ、腰こしから生える尾おが竜であることを示しているが、多少形状が違ちがうもののこれらはシルヴァも持っているもので、尚なお更さら、悪魔と竜の共通点を思い起こさせる。

「珍めずらしい？」

「そう、ですね……さすがに竜と会ったのは初めてですから」

「違う。このおっぱい」

「いやそっちは見てませんよ!?」

　確かに身体は見ていたが、どちらかといえば鱗や角つのに目がいく。人の部分が七割、竜の部分が三割といったところだろうか。

　守護竜──自じ称しようレニュイは、のんびりとした動作でヘルミーネ、ジェシカ、シルヴァを順番に見まわした。エイクはレニュイの真意が読み取れず呆ぼう然ぜんとしていると、ぽつりとレニュイが言った。

「妾わらわが一番？　大勝利」

「くっ……!?」

「げ、現在成長途と中ちゆう、将来有望でありますです！」

　勝ち誇ほこったようにふっ、と嗤わらうレニュイ。ついでにわざわざ自分の胸を持ち上げる仕草。嘲ちよう笑しようされ胸を押さえるジェシカとヘルミーネ。なんだかどうでもいいことで争っている気がしたのだが、女性陣じんの気が立っているため下手なことは言えなかった。

「こ、こっちにはこの女がいるわよ！　ほらシルヴァ、あんたなら勝てるでしょ！」

「わ、わたくしですかぁ!?」

　情けない悲鳴をあげつつ、シルヴァが背中を押され、レニュイと対たい峙じする。

　涙なみだ目めになったシルヴァと、ふんぞり返るレニュイが向かい合う。しばらくそうしていたが、エイクが見る限りではどちらもそれほど違わないと思われた。というか本題に入りたいのだが、どうも殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きがそれを許してくれない。

　いつの間にか審しん判ぱん役となったヘルミーネが、二人の胸むな元もとをじっくりと見比べる。

「……守護竜様のほう、かと」

「いえーい。ころんびぁー」

「う、うう……自信ありましたのに……っ！」
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　両腕うでを上げて勝利のポーズをとる聖なる火か竜りゆう。そして敗北しさめざめと泣き始める誘ゆう惑わくの悪あく魔ま。とんだ人外魔境であった。

「これがドラゴンの力なのですね……恐おそろしいですわ……！」

「あの、話を戻もどしてもいいですか」

　女性の戦いが終わったところで、頭痛のやまないエイクが口を挟はさむ。

　フォーグスも呆あきれているのか、困っているのか、とにかく難しい顔をしている。

　火竜アザンレニュイが来訪してから、場の空気が乱れに乱れている。この圧あつ倒とう的なマイペースぶりがドラゴンの力なのだとしたら、その傍はた迷めい惑わくさとスケールの小ささがどうにも守護竜という言葉に似合わない。

「本当に、守護竜アザンレニュイ様で？」

「守護竜かぁ。確かにそう呼ばれてるね。特別な力なんてなにもないけれど」

「ですが、毒竜を追い払はらった神の使いと伝わっていますが」

「うーん……」

　レニュイがぽりぽりと頭をかく。ジェント大聖堂には、火を吐はき、七枚の翼つばさを持つ偉い大だいな竜と記されていたが、こう見る限りでは鱗うろこや爪つめ、翼や尻尾しつぽなど竜らしい部分があるものの、見た目の印象では女性的な部分が強い。いや、体つきだけの話ではないが。

「そこのおじいさん、ここでは長い？　三百年前にここにいた聖職者のこと、知らない？」

「……申し訳ありませぬが、儂わしも長い旅の末にここに居きよを構えることにした流れの聖職者でありますゆえ。その時、この教会は守る者がおらず朽くちゆくばかりでありました。三百年前に住んでいた者のことは残念ながら」

「そうかぁ。案外、正しく伝わらないものかも。人の世の中というのは、誤ご魔ま化かしばかりなのか」

　レニュイが、どこか遠くを思う口調に変わる。意味不明な言動があるかと思えば、途と端たんに超ちよう越えつ者ぶる彼女の落差に、エイクも戸と惑まどうばかりだった。

「妾わらわは守しゆ護ご竜りゆうなんかじゃない。ここに住んでいた神父が仕立て上げただけ。傀かい儡らいせーけん」

「聖せい剣けん？　──いえ、仕立て上げたとは？」

「言葉通りだよ。妾はね、まだ若い宝石竜ヴイーヴルだった。住すみ処かを探してジェントの泉を見つけたんだけど、そこで例の毒竜に遭そう遇ぐうしちゃったんだ」

「縄なわ張ばり争い？」

　半竜の女性がこくりと頷うなずいた。なるほど、天からの使いなどではなかったわけだ。生物のすべてを凌りよう駕がするとすら謳うたわれる竜種であるが、その行動原理はやはり生物の枠わくから外れるものではないらしい。

「確かに縄張り争いであれば、天よりの使いとは言いすぎかもしれませんが……結果的には毒竜を打ち破ってくださったのですから、守護竜に仕立て上げたというのはおかしいような」

「打ち破った？　違ちがう。あの毒竜とは話し合いでお引ひっ越こししてもらった」

「は、話し合い？」

「そう。へーわ的解決。毒竜も、人間がやってきて鬱うつ陶とうしいからって、引っ越しを考えてたみたい。だからもっと山のほうの、人が寄りつかない沼ぬま地ちを教えてあげた。喜んで引っ越してくれた」

　伝承と、かなり齟そ齬ごがある。

　大聖堂のステンドグラスには、手足のないミミズのような毒竜が猛もう毒どくを吐はき、一方アザンレニュイは大地が焼け焦こげるような浄じよう化かの炎ほのおを吐いて争っている姿が描えがかれている。竜同士の意思疎そ通つうがどのようなものかはわからないが、話し合いというからには伝承のような毒息や火か焰えんはなかったのだろう。

「それで住み着いた。あの泉、良いところ」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　守護竜様には、ジェントの税金で毎年生いけ贄にえ出してるのよ！　羊とか牛とか、街の人が総そう出でで揃そろえてるんだから！　アレはどうなるの！　適当に引っ越してきたドラゴンにあげてるってだけ!?」

「毎年ごちそうさまです。美味おいしいです」

「手ェ合わせてないで説明しなさい！」

　ジェシカが取り乱すが、レニュイは泰たい然ぜん自じ若じやくとして彼女に向かって手を合わせる。そんなつもりもないだろうが、まさにこれからレニュイがジェシカを頂こうとしているようにも見えた。

「……仕立て上げられた、ということです。そこに人の手が加わったのでしょう」

「若い人、察しが良い。妾わらわは別にどうでも良かったのだけど、三百年前にここに住んでた聖職者が、『竜を追い払はらうのは神の威い光こうでなければならない』とか言い出した。そこに当時の領主も加わって、妾を神の使いということにした」

　今より教会が閉へい鎖さ的で、かつ権けん威い的であった時代だ。

　悪あしき毒どく竜りゆうを追い払ったのが竜であるならば、その竜は神の加護を得ていなければならないと考えたのだろう。一方、領主はジェントに作る新都市のシンボルが欲しかったと、そんなところではないだろうか。そうして権力者同士が結けつ託たくして、武功もなにもない竜を守護竜として崇あがめたのだ。

「毎年、ご飯くれるっていうから、おっけーした。人を襲おそわないって約束も、したし」

「事実、竜が住み着いているというだけで、他ほかの竜は近づかないでしょうし。そういう意味では街の守護をしてるのかもしれません」

　偉えらいだろう、と言いながら胸を張るレニュイ。ただでさえ目立つ胸をそのように見せつけられると、女性陣じんが殺気立つのでやめてほしかった。

「だから守護竜なんてでっち上げ。妾、ただのドラゴン。でも一応義理もあるし、ありがたがってくれるなら偶像あいどるになってあげてもいいかなと思った。この姿も変へん化げで、本当はもっと怖こわい格好にもなれるけれど……見る？」

「いえ是ぜ非ひそのままで」

　冷ひや汗あせを浮かべながら、エイクは即そく答とうする。この狭せまい食堂で、ステンドグラスに描えがかれたような巨きよ大だいな竜の姿になられても困る。ただでさえ六人もいて大変なのだ。

「でも、あんまり働いて。ちょっと、疲つかれちゃって。飛んできた」

「まあ、激務だったのですわね……」

「そりゃアンタ、守護竜祭よ？　ひっぱりだこでしょうよ」

　あちらもこちらも守護竜守護竜では、当のレニュイも大変だろう。

　伝承のような偉い大だいさはないものの、彼女なりに人間に対して思うところはあるようだ。毎年の供く物もつにはやはり感謝しているのだろうか。家か畜ちくで満足してもらえるならこちらとしてもありがたい。

「特にアレがダメだった」

「アレ？」

「闘とう技ぎ会。色んな男の人の、汗あせの匂におい。妾、上客扱あつかいで最前列だったし」

「汗がダメなのですか？」

「というか、男の人が苦手。全体的に」

「は、はあ」

　エイクも一応男なのだが。

　レニュイはぼんやりとした仕草で、テーブルの上の固焼きパンをかじり始めた。軍勢すら薙なぎ倒たおす竜りゆう族ぞくが、男性が嫌きらいとはどういうことだろう。

「ここ、相談所みたいなこと、やってるんでしょ？」

「ええ、まあ。担当は僕ですが」

　え、そうなの？　とジェシカが呟つぶやいた。そういえば彼女は、エイクの懺ざん悔げ室のことも、シルヴァやヘルミーネの正体も知らないままである。まあヘルミーネは知られても問題なかろうが、シルヴァが実は淫いん魔まなどという噂うわさが広がると面めん倒どうなことになりかねない。ジェシカを信しん頼らいしていないわけではないが、わざわざ言うこともない、というのがフォーグス神父の考えだった。

「じゃあさ、男嫌い、治したいんだけど。妾わらわの場合、ぼこでれとか洒落しやれにならないし」

「レニュイ様……ちょっと仰おつしやってる意味が」

「男の人、苦手だから、治らないとパニックになって焦しよう土どが一つできるかも？　ってこと」

　笑えない冗じよう談だんであった。というか、冗談であることを切に願いたかった。

　女性の姿をとる竜であっても、やはり火か竜りゆうであることは間ま違ちがいないようで、そこを履はき違ちがえると教会が消しよう滅めつしかねない。

「ええと、僕やフォーグス神父も？」

「ん。ちょっと、きんちょー。話すくらいならへーき。でもおっきい人とか、筋肉質な人はちょっと……ご遠えん慮りよしたい」

　あまり苦手という風には見えないのだが、時折見せる理解できない言動といい、全体的につかみどころがない女性と思えた。もしかしたら感情表現が苦手なのかもしれない。元が竜であるなら尚なお更さらだろう。

「せめて、祭りの期間中は、がっかりさせたくない。三百年も前の約束だけど、街の人はちゃんと忘れずに、妾に供く物もつをくれる。妾も応こたえたい。男の人いっぱいとかでダウンしちゃったら、きっと皆みな残念がるはず」

　言葉は少しつたないが、けれど真しん摯しな訴うつたえのように思えた。

　縄なわ張ばりの譲じよう渡とだけで守護竜と崇あがめられたことに、彼女なりの感謝をしている。祭りに参加してくれるのも、アザンレニュイが義ぎ理り堅がたい以上に優やさしいからだろう。男が苦手だということならば、祭りの熱ねつ狂きようはそれだけで苦痛かもしれなかった。

「どう？」

「お引き受けします。しますが」

　ちら、とフォーグス神父を見る。視線に気付き、神父が小さく頷うなずいた。

「任せる。自由にやりなさい」

「はい、わかりました。とりあえずレニュイ様、祭りには参加しましょう。昼間はジェントでのイベントをこなしつつ、夜には教会で男嫌いを治す。この方法でどうでしょうか？」

「にゅいにゅいで良いのに……」

　こだわるアザンレニュイだった。しかしエイクは無視する。偉い大だいな守しゆ護ご竜りゆうということで敬っていたり、言動に一々従っていたら面めん倒どうくさいことになると、エイクもそろそろ理解してきた。三割程度は聞き流すべきだと判断する。

「僕は文ぶん献けんで竜について調べてみます。とりあえず今晩は、シスター・シルヴァの部屋に泊とまっていただいて」

「屋根でも寝ねれるよ？」

「仮にもお客様で守護竜です。そんなことはさせられません」

「どこに行ってもびっぷ扱あつかい……」

　特別扱いされたくないのだろうか。しかし言葉とは裏腹に、ちょっと嬉うれしそうなレニュイである。こちらへどうぞと促うながすシルヴァに続いて、彼女は素す直なおに部屋を出ていった。翼つばさや尻尾しつぽがあるとはいえ、体格は普ふ通つうの人間である。二人で寝るにはいささか狭せまい部屋だが、仕方あるまいとエイクは思った。

「あんた、面倒なことしてんのねぇ？」

　ジェシカが呆あきれたように呟つぶやいた。

「相談のことですか？　ええまあ──神父の指示で」

「あんまり無茶はしないでよ？　大方、シルヴァを修道女にしたのもその辺りが理由なんだろうけど……できることは手伝うからさ。お姉さんに任せなさい」

「何度も言いますが、僕のほうが年上ですよ」

「弟のくせに生意気よ！」

　エイクは苦笑しつつも、ジェシカの申し出に内心でありがたいと思った。以前、ジェントの西通りで久々に再会してから、パンを持ってきてくれたりと、なにかと世話を焼いてくれるようになったジェシカである。忙いそがしくはないのだろうか。

　まあ、無茶するなと言っても、既すでに色々な相談事を引き受けているので、それも無理な相談というものなのだが。それがわかっているのか、ヘルミーネが口元を押さえて俯うつむいていた。どうも底そこ意い地じの悪い妖よう精せいは、笑いをこらえているらしい。

　青い鱗うろこの守護竜。

　しかしその実、男性が苦手。

　なんとかしたいというのは真しん摯しな訴うつたえであったろうし、そうであるならばこちらもできる限り手を尽つくしたい。

「ちょっと書庫にこもります」

「無茶はするなよ、エイク」

「はい神父。ジェシカ、ゆっくりしていってください。ヘルミーネさんはちょっと手伝ってもらえますか」

　わかりましたです、と手伝い妖よう精せいが応じるのは、ほとんど条件反射のようなものだろう。意地悪く毒舌のメイドは、最近教会に慣れたのか、その有能ぶりに拍はく車しやがかかっている。

「何事もなければ良いんですが……」

　ため息をつきながらそう言うと、ヘルミーネはくししとまた笑うのだった。




　宝石竜ヴイーヴル。

　少ない資料を、しかしヘルミーネとひっくり返して探したところ、いくつかの記述を発見することができた。地方によって呼び名に差があり、ウィーヴル、ギーヴルなどと呼ばれることもあるらしい。前まえ脚あしが翼つばさとなっている飛翼竜ワイバーンの系けい譜ふであるらしい。ジェント地方でも、ワイバーンの出現する昔話などは多い。

　資料によって記述に差異があるものの、概おおむね共通しているのは、額にダイヤモンド、ルビーなどの宝石が埋うめ込まれていること。そして雌めす、女性しかいないらしい、ということだった。竜りゆうではなく精せい霊れいと書いている文ぶん献けんもあったが、それは彼女の変身能力に由来するのかもしれない。

　竜種の中では大人しいほうらしく、積極的に人を襲おそった逸いつ話わはない。どちらかというと、雌しかいない点が最大の特とく徴ちようとして扱あつかわれていた。

　ステンドグラスのようなドラゴンの姿で現れることもあれば、やはりアザンレニュイのような半人半竜の姿をとることもあるようだ。この辺りは記述があやふやなのだが、レニュイの言げんを信じるなら、どちらの姿にもなれるということなのだろう。

　個体数は比ひ較かく的多く、神話に語られるような──それこそ聖典にある七つ首の竜のごとき──強大な力は持たないようだ。竜の中で比べるならば、さほど力を持たず、泉の傍そばや古い塔とう、地下洞どう窟くつなどで細々と暮らしているらしい。あくまで竜同士の比較で、それも神や悪あく魔まになぞらえる竜と比較するのは、色々と問題があるかもしれないが。

　一部だが、確かにヴイーヴルは男性嫌ぎらいと記されている部分もあった。特に男性の裸ら体たいが苦手で、男性は進んで襲おそわないのだという。解決法らしきものは書かれていなかった。

　何故なぜ苦手なのか。一説によればヴイーヴルは恥はずかしがり屋であるかららしい。レニュイにそんな様子は見られなかったが、もしやあれで結構あがり性だったりするのだろうか。つかみどころがない竜だったからそれもあるかもしれない。

「というか、全体的にドラゴンに関しての情報が足りない……」

「大だい丈じよう夫ぶでありますです？」

　机にかじりついて書しよ籍せきを広げていると、後ろから声をかけられた。心配そうなヘルミーネである。カップに入っているのはミルクだろうか。

「あまり根こんを詰つめると良くありませんです。結局、昨夜ゆうべも寝ねていませんです？」

　言われて、もう朝なのかとエイクは思った。結局、書庫にこもって一晩を過ごしてしまったらしい。集中していたとはいえ、レニュイを放ほうっておいたことになる。

「ええまあ。でも徹てつ夜やなんてよくあることで……レニュイ様は？」

「パンの匂においの赤あか毛げ娘むすめと、ナンバーツーの巨きよ乳にゆう女が送っていきましたです。夜にはお帰りになるそうで。期待していると仰おつしやってましたです」

「期待……ですか」

　祭りの開かい催さい期間は一週間ほど。既すでに二日目だ。最終日までになんとかなるのだろうか。

　闘とう技ぎ会さえ我が慢まんすれば、あとのメインの出し物はパレードくらいである。男嫌ぎらいをそこまで気にする必要もないかとも思うのだが、レニュイにとっては祭りだけではなく、今後人間と付き合っていくことを考こう慮りよした上での相談なのだろう。

　徹夜で書庫を探したが、めぼしい情報は見当たらなかった。

　ニワトリが鳴く時分になって、ジェシカとレニュイは街に戻もどったが、エイクは書しよ籍せきと戦い続けていたのだ。ヘルミーネも手伝ってくれたものの、彼女は他ほかにも食事の準備や掃そう除じなど、やらなければならないことが多い。ずっとは付き合わせられない。

「もちろん、お応こたえしたいんですが……」

「いっそ、修道女に任せてみるのはいかがでありますです？」

「シルヴァさんに？」

「男性の扱あつかいならお手のもの。淫いん乱らんド変態の誘ゆう惑わく悪あく魔まに手ほどきされれば、男性への苦手意識も……」

「むしろ悪化しませんかそれ」

　ちっ、とヘルミーネが舌打ちした。ちゃんと考えてくれているのだろうか。どうもヘルミーネは、なにかにつけて騒そう動どうや事件を期待するような悪あく癖へきがある。部屋を散らかすのと同様、とにかくひっかき回すのが好きな性格なのかもしれない。

　しかし。

　シルヴァに任せてみるというのは、一つのアイデアだろうとは思われた。少なくともエイクから慣れさせるよりも、シルヴァから男性のことを聞けばいい。淫いん魔まである彼女の常識を──まあ、あまり過激でない部分から──学んでいけば、レニュイの苦手意識も少しは取り外されるかもしれない。

　アザンレニュイが男性を苦手なのは、単に照れているから。

　そのあがり性を克こく服ふくすれば、少しは解決するかもしれなかった。

「やりすぎないように注意する必要は、あるかもしれませんが……まあ、アリといえばアリか……？」

「あの巨きよ乳にゆうでサキュバスの仕草を身につけたら最高でありますですね？」

「まるでそれが目的のように言わないでくれませんか！　仮にも神の家なので」

「淫魔を修道女シスターにしている時点で……」

　確かにそうだが、改めて指し摘てきされるとなんだか悲しくなってきた。自分はしっかりと神の道を歩んでいるのだろうか。わからなくなってくる。

「いいではありませんです？　従順な修道女シスター。きりりとした女騎き士し。偉えらそうな義理の姉。選より取どり見取りかと思われますが。この上、とぼけた雌めす竜りゆうが一人増えたところで、神父ハーレムの価値は揺ゆらぎもしないでありますです？」

「後こう宮きゆうを作れるような権力者ではありませんよ、僕は。大体、ヘルミーネさん、さらりと自分を外しましたね。立場的にそう違ちがわないのに」

「これは失敬。私をご所しよ望もうでありますです？　しかし私、お人ひと好よしですが空回りの多いような見習い神父はちょっと御ご免めん被こうむりたいというか」

「すみません、疲つかれているのでまた今度に……」

　ヘルミーネの戯たわ言ごとに付き合える状態ではない。にやにやとした笑えみを浮かべるヘルミーネは本当に楽しそうで、悪戯いたずら好きの本領発揮と思われた。

　なぜか最近、教会に女性ばかり集まっているのは事実だが、だからこそ聖職者として妙みような感情は抱いだけない。一線はきちんと引いておきたいエイクだった。

「とりあえず今晩、レニュイ様に打だ診しんしてみます。それまでもうちょっと調べ物を……」

「いけませんです。ちょっと寝ねないと」

「ですが……」

「根こんを詰つめたって良いことなどありませんです。私はそうでもありませんですが、神父や修道女に心配かけますですよ？　あの修道女、きっと鬱うつ陶とうしいほどに気に病やみますです」

　そう言われてしまうと、エイクには辛つらかった。人手が増えてきたために、エイクが調べ物をする余よ裕ゆうもあるわけだが──。

　集中すると周りが目に入らない性格なのだ。子供の頃ころジェシカにも指し摘てきされたことだった。

「……すみません。少し、仮か眠みんをとりますね」

「ベッドは掃そう除じしておきましたです」

　気の利きくメイドで本当に助かる、と思った。

　いずれどこかで竜についてきちんと調べなければなるまいが、ジェントに図書館はない。ヴイーヴルの性格については少しわかり始めてきたが、そういえばあの宝石はなんなのだろうとエイクは思い出す。具体的な記述を持つ文ぶん献けんはどこにもなかった。

　部屋に戻もどりつつも、エイクの頭の中は、やはり宝石竜のことでいっぱいなのであった。




　眠ねむりは深かったらしい。

　しかし重い意識の中でまず思ったのは、今日は潜もぐり込んでいないな、ということ。安い毛布のがさがさした感かん触しよくだけだ。淫いん魔まが潜ひそんでいる時は、そこに温かく柔やわらかい別の感触が混ざるのですぐにわかる。

「お、起きた？　こけ？」

「いけませんわレニュイ様。体勢を崩くずしては」

　しかしシルヴァの声が聞こえた。また潜もぐり込こんでいるわけではなさそうだが、だとすればなんなのだろう。エイクが顔を上げると、ベッドの傍そばにいたのは、シルヴァとアザンレニュイ。まあそこまではいい。きっと起こしに来てくれたのだろう。

　問題は。

　シルヴァの衣服が淫いん魔まとしてのそれであったことと、二人してベッドの傍で前ぜん傾けい姿勢を保っていることだった。

「そう、男性はこの体勢が好きと聞きましたわ。もっと前かがみに」

「うー……胸が重い」

「仕方ありませんわ。肩かたがこるのは女性の宿命ですもの」

　ジェシカやヘルミーネが聞けば怒いかり狂くるいそうなセリフだと思った。

　修道女にあるまじき体勢は胸を強調するもので、両手で膝ひざを摑つかんで谷間を見せつけている。しかも、そんなことを隣となりの守しゆ護ご竜りゆうも一いつ緒しよにやっているからタチが悪い。なにをやっているんですかと言いたかったのに、寝ね起おきの常で頭が上手うまく回らなかった。

「お、おはよう、ございます」

「めざめろ、その魂たましい？」
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　相変わらずアザンレニュイの言っていることはよくわからない。

　とりあえず今問いただすべきはシルヴァだろう。何故なぜ、修道服でなくてサキュバスの服装なのか。いつもの脱ぬぎ癖ぐせが出たのだろうか。

「よくお眠ねむりになられてましたね。夢に忍しのび込もうかと思ってしまいましたわ」

「シスター・シルヴァ……その服は……」

「あっ。気付いてくださいましたエイク様？　これ、実家に戻もどって取ってきた新しい仕立てのものですのよ」

「いえ、それはわかりませんでしたが……貴女あなたは家出中のはずなのに、度たび々たび、実家に戻っていますね……」

　そういえばジェシカや義姉ミュリエルも、ジェントで新しい服を買った時によく見せびらかしていた。教会が裕ゆう福ふくでないため、新しい服を買うこと自体が稀まれだったということもあるが、やはり見せたいものなのかもしれない。とはいえエイクには、わずかな革かわの生き地じだけの服など目の毒でしかないが。

「二人揃そろってなにをしているんでしょうか……」

「？」

　問いただしても、レニュイのほうが首を傾かしげるばかり。それはこちらの仕草だと言いたくなってしまった。

「ヘルミーネさんに聞きましたわ。エイク様が、お色気を欲しがっているとか。お疲つかれなのですわね」

「は!?　いや、ちょっと待ってください」

「幸いレニュイ様も乗り気ですし、わたくしの得意分野ですから、修道女としてできる範はん囲いで頑がん張ばらせていただきますわ」

　既すでに相当ギリギリの気がするエイクだった。そもそも肌はだをさらす時点で修道女として不適格である。もちろんそれはレニュイも同様だが、こちらは服というより鱗うろこだし、そもそも服なんてまとっていないし、などと考える時点でエイクの頭はかなり混乱していた。

「とりあえず、なにか誤解があるような」

「嬉うれしくない？」

　レニュイがストレートに聞いてくる。いくら嬉しくともそれを口にしてしまったら僕も聖職者として失格なんですよ、などという本音はそれこそ口にはできないわけで。

「エイクも溜たまっているって、メイドが」

「具体的になにが、とは聞けないでしょうね……」

「エイク様もお疲れなのですわ。こんなことで癒いやしになるのでしたらいくらでも。わたくし、エイク様にはご迷めい惑わくかけてばかりですから、心ばかりでもお礼を」

　邪じや気きのないシルヴァの笑えみこそが、エイクにとっての最大の苦難であった。迷惑なら今まさにかけられているのだが、もちろんシルヴァに嫌いやがらせのつもりなどないだろうから憎にくむべきはヘルミーネである。

　悪戯いたずら好きにしても限度がある。聖職者をからかう方法としてはあまりに非道だった。

「シスター・シルヴァ。ヘルミーネさんは面おも白しろがっているだけです。適当に妙みようなことを言ったのでしょう」

　頭を押さえながらエイクは丁てい寧ねいに言う。二人の強調された胸むな元もとはなるべく見ないように心がけた。

「僕は、シルヴァさんからレニュイ様に、男性を怖こわがらない方法を伝えてもらえればな、と」

「ああ、そうだったのですか。わたくしったら」

　顔を真っ赤にして恥はじた後、にこりとした笑え顔がおでシルヴァはレニュイに向き直った。

「それでしたら話が早いですわレニュイ様。男性というのはとても美味おいしいものでして、生きるのに必要な糧かてと思えば苦手意識もなくなりますわ」

「美味しい……糧……じゅる」

「そう。男性がいなくてはわたくしたちも生きていけませんもの」

「そうだよね。やっぱり大きいほうが……食べがいが……」

「それは意味が違ちがいます！　色々と！」

　というか、その理り屈くつだと、エイクもシルヴァからそういう目で見られていたのだろうか。淫いん魔まとしての考え方はなかなか抜ぬけないらしい。そしてレニュイに至っては、人食禁止を自らに課してるとはいえ、結局は肉食の超ちよう越えつ生物だ。食物として認にん識しきされたら間ま違ちがいなく死ぬ。

「い、嫌いやですわエイク様。ほんの冗じよう談だんですのよ？」

「そうそう、ドラゴン風じょーく」

　シルヴァは絶対に噓うそだろう。アザンレニュイは表情からなにを考えているかはさっぱりだ。

「でも、エイク様。一人で気を張ってもいいことなんてありませんわ。わたくしでよければ、いつでも頼たよってくだされば」

「妾わらわも、シルヴァに頼りたい。さっき仲良くなったし」

「あふ!?　く、くすぐったいですわレニュイ様ぁ」

　アザンレニュイが、シルヴァに抱だきつき始める。いつの間に交流したのだろうか。演技かとも思うようなシルヴァの艶つやっぽい声だが、多分彼女の素すである。

　一方レニュイのほうは、シルヴァのなにがそんなに気に入ったのか、腰こしから生える太い尻尾しつぽをびたびたと振ふっていた。竜りゆうというより犬である。表情が乏とぼしい分、他ほかの箇か所しよで感情を表現するのかもしれなかった。

「やーらかい。妾、鱗うろこのあるとこは結構かたいし。うらやましい」

「わ、わたくしも翼つばさや尻尾、今は小さめにしていて……鱗、なくせませんの？」

「ドラゴンって、あんまり器用じゃないから。これが限界。妾はヴイーヴルだから女性型になれるけど、完全に擬ぎ態たいするには幻げん術じゆつしかないかな」

「つまりそれ、魔ま術じゆつ的な誤ご魔ま化かしではなくて、物理的な形態変化メタモルフオーゼですのね……」

　くっついたまま世間話をする二人である。

　ともあれ、意外というかなんというか、淫いん魔まと宝ほう石せき竜りゆうの相性はそう悪いものではないようだった。男性が苦手なアザンレニュイも、女性には抵てい抗こうがないらしい。

「できれば、宝石も隠かくしたいんだけど」

「何故なぜですの？　綺き麗れいでいいじゃありませんこと」

「取られたくなくて……」

　レニュイが、恐おそれるように額を両手で覆おおう。

　その額にあるダイヤモンドは、取り外しができるものなのか。ダイヤは貴重だが、はたして竜にとっても、宝石は人間社会のそれと同様の市場価値があるものなのか。それとも、単に身体からだの一部だから奪うばわれたくないのだろうか。

「エイクはもう、えっちぃポーズは十分？」

「最初からそんなこと必要ありません。お気持ちだけ、ありがたく」

「疲つかれてるみたいだし頑がん張ばろうかなと」

「いえむしろ余計に疲れるといいますか……」

　既すでにここに至るまでの過程でかなり疲れてしまったのだが。

「……シスター・シルヴァ。なんだかレニュイ様と相性が良いようですし、男性のこと、レニュイ様に教えてあげてくださいませんか？　少しは効果があるかもしれません」

「わ、わたくしが？」

「ええ。もちろん修道女として許される範はん囲いで」

「う。が、頑張りますわ」

　是ぜ非ひとも頑張ってほしいものである。目を離はなすと男性服の素す早ばやい脱ぬがし方かたなんてものを教えかねないので、エイクも気をつけていなければならないと思うが。

「わーい、シルヴァ。おせーておせーて」

「そ、そうですわね。でもその前に着き替がえませんと」

「私も着替える？」

「それはやめたほうが……」

　角や爪つめ、鱗うろこのために修道服がボロボロになりそうである。自ら女性に触ふれることはできないエイクだったが、感かん触しよくを確かめるまでもなく、まるで鉱石のような光こう沢たくをもつ鱗は硬かたそうで、ざらざらに見えた。

　ほとんど人間とはいえ、隠しきれない竜の部分は、必要以上に攻こう撃げき的だ。

　何度見ても神秘の存在である。淫いん魔まのほうがよほど卑ひ近きんに思えた。

　しかし尻尾しつぽをびたびたさせながらシルヴァに付き従う様子を見る限り、シルヴァに頼たのむことはあながち間ま違ちがった判断でもないのかな、と思う。

　男性への苦手意識が改善されぬまでも、シルヴァの助けがあるだけで、祭りの参加はかなり楽になるのではないか。そんなことを、エイクはただ願うのだった。




　それから、祭りの最終日まで、日付は進む。

　守しゆ護ご竜りゆうの付き人という名目でジェントの街へと向かったシルヴァは、そこでアザンレニュイの手伝いを続けていた。修道女の姿で、天からの使いの補佐をしているので、誰だれも異論を挟はさまなかったらしい。もちろん、『シルヴァはいーの』の一言で強権を発動するレニュイがいたことも理由の一つだろう。

　実際、諸もろ々もろのイベントはレニュイにとって、シルヴァがいるだけで苦にならなかったらしい。

　ジェシカやヘルミーネもたまに付き添そいつつ、時にはエイクも見物がてら二人の様子を気き遣づかい、トラブルがないか見守っていた。しかし、レニュイがたまに奇き行こうを見せても、彼女が守護竜だからと文句も出ず、いやむしろ火を吐はいた時には浄じよう化かの炎ほのおだと皆みなでありがたがる始末である。

　そんなこんなで守護竜祭は、盛せい況きようのうちに終しゆう了りようしたと言っていい。

　一方、シルヴァ主導となったレニュイの苦手克こく服ふくだったが、こちらは芳かんばしい成果を上げることはなかった。というか、改めて考えてみれば、シルヴァとて男性経験があるわけではないのだった。二人の相性はいいが、それとはまた別の問題として、二人ともに明らかに実じつ践せん経験が足りないのである。

　修道女に経験があってもいけないので、エイクはまた頭を抱かかえることになる。

　結局、何度か話をした結果、どうにかエイクやフォーグス神父とは緊きん張ちようせずに話せるようにもなったが、それは男性を克服したというよりも、単にエイクたちに慣れてしまっただけ、と言うこともできるだろう。

　進展は見られなかったが、レニュイは丁てい寧ねいに礼を言ってくれた。祭りの間、楽しかったとも。

　最終日も滞とどこおりなく終了し、守護竜祭は終わりを告げる。ジェントの住人は翌日からの片付けもあるが、アザンレニュイは巣すのある泉に帰るのだという。シルヴァは引き止めたが、レニュイにとってはやはり自分の巣が居い心地ごこち良いらしい。明日の朝に出しゆつ立たつするそうだ。

（いえ、もう今日というべきでしょうかね……）

　日付は変わりそうだが、エイクはなかなか寝ねつけなかった。レニュイの相談の対応に、彼女が祭りで参加することの補佐など、やるべきことは多くあった。のんびり守護竜祭を見物というわけにもいかなかったが、ミュリエルやアントニオ他ほか、ジェントにいる義兄弟たちとも話をすることができた。価値ある祭りだったと思う。

　表立ったことはしていないが、疲つかれているのは確かだ。

　それなのに、自室で硬かたいベッドに身を横たえても、なかなか眠ねむることができない。

　何故なぜだろう。明日、朝一で泉に帰るレニュイを見送らなければならない。教会の勤めもいつも通りにしなければならないし、可能ならジェントで祭りの片付けもしなければならない。眠ねむれない、などと言っている場合ではないのだが。

（なんだろう、これは……）

　だが、目が冴さえる。何故だろう、いつもより、森が静かな気がする。フクロウの鳴く声はいつも通りに聞こえるが、その声が、すこしだけ警けい戒かいを発しているような。

　懺ざん悔げ室を始めてから、一度だけ、似たようなことがあった。肌はだが嫌いやな予感に、ぴりぴりと粟あわ立だつ。ただ懺悔室で告解者を待つだけなのに、落ち着かず、その場にいられないような不安な感覚。

　結局、その晩懺悔室を訪おとずれたのは、はるばる海から川を遡さかのぼってやってきたシーサーペントだった。確かに教会からそう遠くない場所で大きな川が流れているものの、まだ尾おが川に浸つかっている状態で教会にいるエイクと会話ができたのだから、その巨きよ大だいさはエイクの知る限り次元が違ちがった。

　相談内容はその巨体に比して大したことではなく、丸吞のみした獲え物ものが毒どく棘とげを持つ生物であったために、喉のどがはれて苦しんでいただけだった。エイクが大口を開けたサーペントの口に入り、問題の棘を取り除くことで解決した。内容自体はともかく、巨きよ大だいウミヘビが人語を話せないことと、その巨体のためにかなり異様な相談者であったことは間違いない。

　あの時も、深夜。

　妙みような静せい寂じやくのために、落ち着けなかったことを覚えている。今考えると、強大な存在の行動に小さな生物が巻き込まれないようにと息を潜ひそめていたのか。鳥や虫はおろか、肉にく食しよく獣じゆう、でなければエイクの担当する妖よう精せいや精せい霊れいといったものたちまでもが。

　だから、気味の悪い空気を、肌はだが感じるまでになるのか。

「──失礼しますです」

　耳元で突とつ然ぜん囁ささやかれた。

「っ!?」

「お静かに。声をあげてはいけませんです」

　ヘルミーネだ。

　白い服の妖精が、いつの間にか枕まくら元もとに腰こしを下ろしていた。存在感がない。妖精というよりも幽ゆう霊れいに思える。エイクの頭側がわから、唇くちびるに指を立てつつ覗のぞき込んでいた。

「い、いつの間に……」

「家つき妖精ですから、どの部屋にも人知れず出入りできますです。そんなことより半人前神父、ちょっと妙みようなのですが……」

「は？」

「例の脳みそ足りなさそうな守しゆ護ご竜りゆうの様子が、変でありますです」

　アザンレニュイに対してもまったく容よう赦しやのないヘルミーネであった。

「変、とは？」

「今、あの淫いん猥わい夜よ這ばいシスターの部屋にいますです……さっきからなにかもぞもぞやっていて……あ、いえ、部屋を出たようで……これは、修道女も、一いつ緒しよ？」

　シルヴァとレニュイは同じ部屋で寝ねているはずだった。それはいい。

　まるで今その光景を見ているかのようなヘルミーネの言葉だが、それよりもどうしてこんな深夜に、レニュイが起きているのかが気になる。ヘルミーネは、エイクではわからないなにかを知覚しながら、言葉を続けた。

「次は……礼拝堂？　これは、シスターが一緒に動いているのではなく、あの全身ウロコ娘むすめに運ばれている？」

「運ぶ？　礼拝堂は今確か、ジェシカが寝ているはずですが……わかるのですか」

「今はこの家のシルキーですので、教会でわからないことなどなにもありませんです。それよりそこの性的未み熟じゆく神父、これはもしや、拉ら致ちなのでは……ああ、今、あの脳内桃もも色いろパン屋も連れ去られたかと」

　桃色？　と思ったがそんなことより優先するべきことがある。拉致とはなんだ。何故なぜ、レニュイが二人を連れ去る必要があるのか。

「おかしいとは思っていましたです」

　ヘルミーネが静かに言った。

「その経緯に紆う余よ曲きよく折せつがあったとはいえ、男が苦手なら遠ざければ良いだけのこと。克こく服ふくするためにはそれなりの年月が必要だと、あのドラゴンもわかっていたに決まっていますです。なのにもう帰ってしまうと？　相談も解決していないのに」

「それは……」

「なにか企たくらんでいたのは間ま違ちがいなさそうであります。教会を出る前に追わねば」

「わかりました。ヘルミーネさん、神父をお願いします。僕はレニュイさんのところに」

　ヘルミーネがこくりと頷うなずいた。表情の乏とぼしい妖よう精せいで、しかも最初はエイクたちを追い出しにかかった彼女であったが、しばらく教会で暮らすうちに、彼女なりの愛着がわいてきたのだろうか。こうしてわざわざ、変事を教えに来てくれるというのは。

「食われてはいけませんですよ」

「大だい丈じよう夫ぶです、ちょっと話をするだけですから」

　レニュイの目的はわからないが、夜のうちに立ち去るのならば、挨あい拶さつをしておかなければならない。

　それだけだ。別になにかするわけじゃない。レニュイを問い詰つめるだなんてとんでもない。

　そう思っているのに、エイクの肌はだはびりびりとした不快さを感じていた。眠ねむれない感覚。ずっと肌にある、その感覚。

　それが妙みように痛くて、止まらなかった。




「レニュイ様！」

　教会を出るレニュイに、どうにか追いついた。

「あえ？」

「レニュイ様、どうしてこんな夜よ更ふけ……に……」

　振ふり返るアザンレニュイに、エイクは言葉を失なくす。声が嗄かれる。

　竜りゆうだった。

　そこにあったのは、背中から巨きよ大だいな翼つばさを広げ、尻尾しつぽも更さらにその全長を伸のばしていた、レニュイの姿だった。

「うーん、不覚。気付かれてた？」

　そしてそれ以上に、エイクの言葉を失わせたのは、彼女の右腕うでである。

　一部を鱗うろこに覆おおわれつつも人のそれであったシルエットは、今や完全に失われている。肩かたから伸びるのは巨人もかくやと思われるそれで、月光に照らされて青い金属光こう沢たくを伴ともなう鱗と、人など叩たたき潰つぶせそうな五指。そしてそこから伸びる巨大な鉤かぎ爪づめ。

　未いまだ人型を保つレニュイの本体に対し、腕だけが巨大でアンバランスだ。

　歩く災さい害がいであるドラゴンの腕なのだろう。しかしその凶きよう悪あくさとは裏腹に、実に丁てい寧ねいな手つきで、レニュイはなにかを持っていた。巨大な五指で挟はさむように摑つかんでいる、それは。

「シルヴァさん……ジェシカ」

「楽しかったよエイク。一週間ありがと。また機会があれば会えると嬉うれしいな」

「ちょ、ちょっと待ってください！　どうしてその二人を……！」

「うーん。やっぱり気になっちゃうかぁ」

　今にも背中の翼でもって飛び立ってしまいそうなレニュイを、エイクは慌あわてて引き止める。

　見たところ、シルヴァもジェシカも、ただ眠ねむっているだけだ。竜の腕に摑まれてはいるものの、外傷は見当たらない。しかし、巨大な腕に摑まれてなお眠るなどということもありえないわけで、妥だ当とうに考えるならば、せいぜい気絶させられているというところか。

　レニュイは、左手の指を額にあてて、うーんとか唸うなりながら、

「これは……お土産みやげ？」

「土産!?　巣すで食べるとでも!?」

「食べるよ？　──別の意味で」

「は、はあ!?」

　なんだか話がズレてきた。というか、別の意味で食べるなどと、淫いん魔ま状態のシルヴァが言い出しそうなことだと思った。

「ごめんね、エイク。妾わらわはちょっと噓うそをついてた」

「は、はあ。それはなんとなくわかりますが」

「まずね、男性が苦手っていうのが、噓うそ」

　そこからかよ、とエイクは思う。ちょっとどころではなく、エイクが彼女と接する上での大前提が、既すでに偽いつわりだったことになる。

「や、まあ、得意でもないかも。けど男が嫌きらいっていうか──女の子が大好きっていうか」

「は!?」

「だからこの二人、お土産みやげ。巣すに持ち帰って妾わらわの恋人にしてあげる。妾ハーレム作る」

　エイクの頭のなかに、玉座でふんぞり返るアザンレニュイと、彼女を取り囲む美女という光景が浮かんだ。女性に接した経験が少ないので、そのハーレムの構成はシルヴァやジェシカ、ヘルミーネやイザーナといった身近な女性たちになってしまったが。なんというか、非常に──。

「くだらない……」

　ハーレムなど、ヘルミーネの発想ではあるまいし、と思った。

「いっとうりょうだん……エイク、ひどいよ」

「いや、なにか、壮そう絶ぜつな野望があるものと覚かく悟ごしていましたから」

「野望だよ！　妾ハーレム、すっごい野望だよ？　想像してみて、泉の傍そば、狭せまい洞どう窟くつの中、むせ返る匂におい……女の子たちから出てくる色んな液体の匂いが混ざり合って、そこにサキュバスもいるから更さらに更に匂いが濃こくなって……」

　レニュイの目が遠くを見つめるそれになる。身体からだは鱗うろこに覆おおわれ、竜りゆう人じん、あるいは魔ま人じんとも言うべき恐おそろしい姿なのに、目だけは夢見る少女のそれだった。

「そう、みんなで身体中の色んなところこすり合わせて、ぬるぬるで、くちゅくちゅってなって……ぺろぺろして、むにゅうってして……あっ！　はあはあ、あふぅ……！」

「神しん罰ばつ、くだりませんかね」

　頰ほおを上気させ、息の荒あらい守護竜。俗ぞく世せの欲望にまみれまくった彼女は、なるべくならエイクも見たくなかった。エイクの中で、偉い大だいな守護竜アザンレニュイは、ちょっと変だが優やさしいドラゴンに格下げとなり、そして今ではただの変態となった。大おお幅はばなランクダウンである。

　もう呼び捨てでいいな、とエイクは冷めた目でアザンレニュイを見つめた。

「まさか……最初からウチの教会に来たのも、それが目当てですか」

「そう。可愛かわいい修道女が入ったって聞いて、見に来たの。そしたら本当に美人、というか好み。タイプ。泉を住すみ処かにしてから三百年、しばらく女の子と遊んでなかったから、そろそろここらでハーレム作ろうかなって、思いつき。ごめんね、噓ついて」

「祭りに疲つかれた、などというのもやはり出まかせですか」

「妾、この世界で神の次に強い生物、どらごんだよ？　まあ神話時代の御ご先祖様の力には遠く及およばないけど、それでも、人間のお祭りですたみな切れだなんて」

　初めから計画通り。

　しかしその計画は、アザンレニュイの気まぐれと欲望の発はつ露ろでしかない。思いついた時に思いついたように行動する。とてつもない自由主義だが、しかしそういうことが竜りゆうの行動原理なのだろう。

「だから二人とも、頂ちよう戴だい？」

「いいえ、いけません」

「ケチ」

「ジェシカはともかく、シスター・シルヴァは修しゆ行ぎよう中の身です。通じてしまえば修道女の資格を失います。彼女は清らかなままでないと、彼女の夢も失われます」

　ともかく扱あつかいされたジェシカが怒おこりそうだなとエイクは思ったが、まあそれはいい。

「妾わらわ、女なのに？」

「申し訳ありませんが、基本的に教義では同性愛も禁じていまして」

　つまりどちらにせよダメなのである。

「大体、そうでなくても誘ゆう拐かいです。返していただきますよ、レニュイ」

「様がとれた……まあいいけど。それ本音？」

「は？」

　質問の意味がわからなかった。

「そんな理由で妾の邪じや魔まをして、後こう悔かいしない？　うん、そう、神に仕える身としては立派。すごいと思うよ」

「言っている意味がわからないのですが……」

「妾のやっていること、悪いことだって言うなら」

　翼つばさが広がる。

　レニュイの背の翼が、圧あつ倒とう的な広がりを見せた。これもまた彼女の右腕うでと同様、その本来の大きさなのだろう。どういう理り屈くつかわからないが小さく見せていた翼だったが、今はステンドグラスで見た火か竜りゆうのものとなり、月明かりでその翼よく膜まくを透すかせた。

「いいよ、もしこの二人、妾から奪うばったら、諦あきらめてあげる。でも責任感とか、夢とか、そのくらいじゃあ、無理だってこと──さ、力ずくで、ごぉー」

「む、無茶を言う……！」

　翼がばさりと、夜気を打った。

　それだけだ。飛ばぬ竜人の、ささやかな羽ばたき。

「ぐ、くっ……!?」

　だがそれだけのことで、圧倒的な風が生じる。暴風に似た襲しゆう撃げきに、エイクは顔を覆おおった。

　目を開けていられない。

　たかが羽ばたきだけで、エイクすら吹ふき飛びそうな強風が吹き荒あれる。

「よく耐たえた。次」

　吹ふき飛ばされず、踏ふみとどまったことを褒ほめたか。

　だが、既すでにレニュイは次の行動に移っている。右腕うでに二人の女性を抱かかえたまま、こちらに踏み込んできた。距きよ離りを詰つめるための、飛びかかるような動き。思わず身構えるエイクだが、内心ではどんな対応もとれずにいた。

　竜りゆうと力ずくで戦うなど。

　考えるまでもなく、死を意味する。そうでなくとも、生せい殺さつ与よ奪だつの権はすべて竜の側がわにある。

「どっかーん」

　さして力の入っていないレニュイの声。

　飛びかかりからの着地。彼女にとっては、近づきつつ軽く跳はねた、程度のつもりなのかもしれない。だが、意志持つ災さい害がいの行いは、すべて等しく人に害為なす結果をもたらす。

　地が、陥かん没ぼつする。

　彼女の着地点の大地が、放射状に割れたと同時、地面からの強きよう烈れつな突つき上げがエイクを襲おそった。

「なっ……!?」

　思わず倒たおれ込む。叩きつけるような一いち撃げきを、足元からもらった気分だ。

　地じ震しんなどほとんどないこの土地。足元の揺ゆれはエイクの知らない衝しよう撃げきだった。アザンレニュイはただ軽くジャンプするだけで、神の創つくった土地に亀き裂れつを走らせた。

「こんなっ……！」

「ダメだよ、寝ねててね」

　揺ゆれはほんの一いつ瞬しゆんだ。すぐに体勢を立て直そうとするが、次に来るのは再度の烈れつ風ぷう。

　世界が、回る。倒たおれた状態で踏ふん張ることなどできるはずもなく、風によってごろごろと地面を転がるエイク。何度も翼で空くうを撃うつレニュイ。

「がっ」

　その轟ごう風ふうは、エイクが転がりながら教会の壁へき面めんに激げき突とつすることでようやく収まった。

　全身をレンガ造りの壁かべに強く打ちつけ、自分のものと思えないような、鈍にぶい声が漏もれた。痛さはエイクの思考能力を容易たやすく奪うばう。

「ぐっ……」

「うん。大だい丈じよう夫ぶ。妾わらわもね、恩を仇あだで返すつもりなんかない。殺すなんてとんでもない。喧けん嘩かしないまま立ち去りたかったけど、こうなったらもう無理？」

「どの口が……！」

　シルヴァとジェシカを拉ら致ちしようとした時点で、穏おん便びんな解決は手て遅おくれだったと思われる。

　だが、圧あつ倒とう的だった。

　本来であれば瞬しゆん殺さつされるはずなのに、エイクがまだ生きているのは、レニュイが本気を出していないからに他ほかならない。いや、レニュイにしてみれば戦っている気すらないかもしれない。なにしろ彼女は翼つばさをはためかせ、ちょっと飛び跳はねただけである。

　義ぎ理り堅がたく、そして心優やさしいと感じたエイクの印象は、間ま違ちがっていないのかもしれない。それはエイクが死んでいないことからもわかる。ただ、だからといって自分の欲望や気まぐれを抑おさえつけないのも、また竜りゆうということか。

　動機は信じ難がたいほど性欲まみれであったが、しかしそれを止められるような力がない。

「竜はわがまま。ゆーが独尊。知らなかった？」

　その欲望まみれの生き方は、あるいはエイクのような聖職者と対極にあるものか。

「これに対たい抗こうするには、同じくらいわがままでないと」

「そんな……」

「頑がん張ばってよエイク。あ、武器、あったほうがいい？　まあ、たとえ武器があったとしても……」

　甲かん高だかい音が、響ひびく。

　アザンレニュイが、その左腕うでを掲かかげていた。無造作な動作だが、それは防ぼう御ぎよの行動でもある。その鱗うろこばかりの腕に食い込んでいたのは、鋼はがねの長ちよう剣けんだ。誰だれだ、と思ったが、剣の持ち主が闇やみの中でもわかる紅くれないの鎧よろいを着ているのを見て、すぐ理解した。

「ダメだけどね、こんな風に」

　イザーナだ。

　戦神の末まつ裔えいを名乗る、首くびなし騎き士しであった。

「イザーナさん！」

「何事だ。長旅で色々と収しゆう穫かくがあったから、土産みやげを持ってきてやったというのに、なにが起こっているんだエイク神父」

「まだ見習いです……まあ色々とありまして」

「ふん？」

　怪け訝げんな表情だったが、瞳ひとみは武人のそれであった。

「状じよう況きようはまったく読めんが……とりあえずは言えることくらいはあるぞ」

　イザーナが跳とび退すさる。その剣は、レニュイの輝かがやく鱗に負けじと輝いていた。どういう業わざ物ものかは不明だが、デュラハンの武器である。ただの剣とは違うのかもしれなかった。

「恩人を傷つけた貴き様さまは、悪だ！」

「せいぎのひーろー、気取り？　ていうか、どちら様？」

「デュラハンの一族、イザーナ・バズーだ。貴様こそ名を名乗れ！」

「めんどくさい」

　気き炎えんをあげるイザーナと対照的に、竜は興味なさそうに呟つぶやく。

　イザーナは死を告げる精せい霊れいのはずだが、今の彼女の様子を見ていると、英えい雄ゆう願望でもあったのだろうか、とエイクはのんきなことを考えた。今のうちにシルヴァとジェシカを助けたかったが、二人ともアザンレニュイの腕うでにがっちりと摑つかまれている。

　目を覚まさないのは、竜りゆうの術かなにかだろうか。いい加減起きてほしいのだが。

「イザーナさん、馬は……？　徒歩で来たのですか」

「ジレットは産休中だ！」

　飛びかかりつつ言うイザーナ。シュールな言葉だと思った。どうも思し慕ぼを叶かなえたジレットは、身ごもってしまったらしい。生まれてくる仔こ馬うまは首があるのかないのか。

　いや、そんなことはどうでもいい。

　イザーナは再度、剣けんを振ふり上げてレニュイに突とつ撃げきする。剣はあの鱗うろこに通用するのだろうか。

「でもなー」

　レニュイは気乗りしない感じだった。いや、いつもだるそうな態度だが、今の彼女は目に見えてやる気がない。

「男に名乗れって言われても……てんしょん上がらないっていうか」

「なに？」

「男、好きじゃない。女の子のほーが何倍もいいよ……せーてき対象なら」

「わ、私は女だあぁ────ッ！」

　剣けん筋すじに怒いかりを交え、イザーナが長剣を振り下ろした。

「効かないよ」

　だが、やはり左腕でもって、レニュイは剣を防ぐ。

　アザンレニュイの全身の鱗。その防ぼう御ぎよ性は破格なのだろう。竜の鱗といえば兵士のお守りにも用いられるものだ。たかが剣でどうにかなるとも思えないが。

「それは、どうかな」

　甲かん高だかい音。再び、イザーナの剣がレニュイの腕に食い込む。受け止められた、とエイクは思ったが。

　イザーナは、そこで止まらなかった。

　剣が更さらに奔はしる。じゃりん、という不思議な音と共に、止められたはずの彼女の剣が、横一文字に振り抜ぬかれた。同時に散るのは、月光に輝かがやく青い煌きらめきだ。金属光こう沢たくの欠片かけらがいくつか、わずかな明かりに照らされて光を反射する。

　地に落ちたのは、鱗だった。

「刃はを立てれば斬きれぬものはない。鱗は斬れないが、水平にタイミングを合わせて薙ないだのならば、削そぐくらいは訳もない。デュラハンの剣を舐なめるな」

「あう、痛い。ひどい」

　人をレンガ造りの壁かべに叩たたきつけた者のセリフではないとエイクは思う。アザンレニュイにしてみればほんの遊びだったのかもしれないが、鍛きたえていないエイクには十分な攻こう撃げきだった。痛みに歯を食いしばりながら、エイクはのろのろと立ち上がる。

　見れば、わずかではあるが、レニュイの左腕うでからは血が滲にじんでいた。鱗うろこを削そがれる感覚がどのようなものか、エイクにはわからないが、少なくともある程度のダメージはあったらしい。

　イザーナはこともなげに言ったが、生なま半はん可かな腕では不可能な剣けん技ぎだろう。

「さすがに竜りゆうと戦うのは経験がないが、このままいけばなんとかなりそうだな」

「イザーナさん、無理は」

「案ずるなよエイク神父。竜といえど、傷を与あたえられるならどうにか──」

　イザーナの意識が、エイクに向いた瞬しゆん間かんだった。

「……よそ見、してていいの？」

「っ!?」

　アザンレニュイが、イザーナに肉にく薄はくする。

　どういう原理か、ほとんど瞬間移動のような踏ふみ込みだった。暴風を生む竜りゆう翼よくと、地を割るほどの脚きやく力りよくを利用したのだろうが、もちろんエイクに、その人外の挙動を見切れるはずもなかった。

「その胸、ちぇっくする」

「は!?」

　言っていることはふざけているが、当然ながら動きは竜のそれだ。

　下から掬すくい上げるように、レニュイの左腕が閃ひらめく。鱗に覆おおわれた五指、鋭するどい爪つめが、なんの反応もできないイザーナの鎧よろいを削けずり取った。

「がっ……！」

「お……おお？」

　弾はじけた。

　少なくとも、エイクにはそう見えた。

　鎧が、まるで紙かなにかのように引き裂さかれた。その下でクッションの役目を果たしていたのだろう、厚手の衣服が一瞬で露ろ出しゆつする。五本の竜りゆう爪そうの前に、鎧は一いつ切さいその機能を果たすことはなかった。

　使いものにならなくなった鎧の欠片かけらが、からからと音を立てて地に落ちた。

「く……うっ！」

　衝しよう撃げきで呻うめくイザーナ。特に脆もろい首は衝撃に耐たえきれずに、頭部が空中に舞まう。頭部を失った身体からだは、どさりと倒れ込んでしまった。

　エイクは走る。

　これで何度目だろうと思いながら、どうにか空くうに舞まったイザーナの首をキャッチすることができた。

「ふ、不覚！」

「どういう原理なんですか、あれは……」

　鱗うろこを削そいで傷をつけた。それはいい。こちらの攻こう撃げきは多少だが通用するということだろう。

　しかし攻防が逆になった途と端たんに、イザーナの鎧よろいは一いつ瞬しゆんで引き裂さかれた。あの圧あつ倒とう的な破は壊かい力を耐たえきれる防具がはたして存在するのか。あの速度と力に対たい抗こうできなければ、こちらは勝てる道理がない。

「ごり押しで鎧を破壊された。単なる力ちから業わざだ！」

　そんな無茶な、とエイクは心しん中ちゆうで呻うめく。喋しやべる生なま首くびでなく、自分の頭を抱かかえたい気分だった。

　レニュイは、倒たおれ込んだ首なしの身体からだに近づいていく。なにをする気なのかと思ったが、彼女は剝むき出だしの胸部を見つめていた。心なしか顔が赤い。逃にげようとするイザーナの身体を押さえつける。

「くっ……放せ……！」

「男みたいと思ったけど、意外と、ある？」

「ん!?　んくぅ！」

　エイクの位置からではよく見えないが、どうもレニュイがイザーナの胸に触ふれているようだった。手元のイザーナがくすぐったそうな声をあげる。手にした生首の温度が上がった気がした。

　超ちよう越えつ生物との対たい峙じだというのに、どうも緊きん張ちよう感がない。

「すごい……こんなに。びっくり。これは妾わらわ、負けたかも。鎧で目立たなかったけど、すっごくないすばでーだったんだね。決めた。首なしさんもハーレムに加えてあげる。こんなに大きかったら色々できそう……はあはあ、あふぅ」

「へ、変態なのかこのドラゴンは！　どうなっているんだ！　あと誰だれが首なしさんだ！」

　ええ、変態ですとエイクは心中で同意する、しかも厄やつ介かいなことに、この変態竜りゆうを止める術すべがないのである。

「くびなんてかざりです、と偉えらい人が言ったとか言わないとか」

「ふ、ふざけ──あひゃあんッ!?」

「意外とくすぐったがりなんですか、イザーナさん」

「貴き様さまも冷静に聞くなぁ──────ッ！」
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　そうこうしているうちに、イザーナの身体も抱かかえ上げられ、レニュイの肥ひ大だい化した右腕うでに収まってしまう。もしこのまま連れ去られた場合、離れていても身体と感覚のつながっている生首があれこれ反応したりするのだろうか。性的悪戯いたずらをされる度たびに。

「色々な意味で不ふ埒らちですね」

「そう思うのなら助けてくれ……」

　もはやエイクの腕の中で、声の弱々しいイザーナの生首であった。まさか竜に戦いを挑いどみ、しかもこのような形で返かえり討うちに遭あうとは思わなかったのだろう。

「とりあえず、シルヴァさんとジェシカを起こしてください。僕はどうにか……」

「やる？　首なしさんでも叶かなわなかったのに」

　どうしたものか、とエイクは思う。

　イザーナの身体からだが、抱かかえられたまま、腕うでを伸のばしてシルヴァとジェシカの頰ほおをつねっていた。あれで起きてくれればいいが、かといって強きよう靭じんな竜りゆうの腕から逃のがれられるとは思えない。

　万が一、シルヴァたちを助けることができたとしても、それで問題は解決するのだろうか。二人を取り返せば諦あきらめると、そう言ったのは当のアザンレニュイである。どこまで信用できたものか。

　レニュイの鱗うろこは、イザーナほどの練達者の技術をもって、初めて傷をつけられるほど。

　そして彼女の腕は、肥ひ大だい化していなかった左腕であっても、イザーナの鎧よろいをあっさりと引き裂さくほど。

　武装もしていないエイクで勝てるはずはない。

「ただぶつかっても勝ち目は薄うすそうですが……」

「あ、諦めないでくれ！　このままだと私の処女があの女に奪うばわれてしまうじゃないか！　エイク神父、頭使うのは得意だろう!?」

「はい、もちろん諦めるつもりはありません」

　レニュイは小首を傾かしげてこちらを見つめる。なにかしらの答えをこちらが出すまで待ってくれているようだった。

　さりげにすごい情報を得たような気がするが、確かにアザンレニュイのハーレムなど阻そ止しするべきだ。シルヴァもジェシカもそれぞれの生活がある。レニュイの胃い袋ぶくろに収まるのと、彼女の後こう宮きゆうに貢こう献けんするのと、どちらも生活を失うという意味では大差ない。

「大だい丈じよう夫ぶ？　どうする？」

「…………レニュイ、顔が赤いですよ。どうかしましたか」

「女の子いっぱい。それも可愛かわいい子と、えっちぃ子と、胸がおっきい子。顔も赤くなる。しあわせいっぱいになっちゃう。あふぅ」

　恍こう惚こつとした表情のレニュイであった。一体いつから発情中なのだろうか。

　彼女の腰こしから伸のびる長い尻尾しつぽが、びたんびたんと水みず揚あげされた魚のように跳はねていた。興奮しているのかもしれない。

「ゆっくり考えて良いよ……こっちは」

「っ!?」

「まだ戦う人がいるみたいだから」

「は!?」

　影かげが、奔はしる。

　エイクの目にとらえられたのは、疾しつ風ぷうのようにレニュイに迫せまる、黒布の影だった。見慣れたそれが、今はまったく違ちがうもののように思えた。

　鈍にぶい音が響ひびく。

「あう……っ!?」

「半人前神父！　無事でありますです!?」

「ヘルミーネさん。ということは……あの影は」

　修道服が翻ひるがえる。そこにいたのは、レニュイの脳天に十じゆう字じ架かを叩たたきつけた、老神父であった。

　別人のように思えた。俊しゆん敏びんな動きで鈍どん器きを肩かたに担かつぎ、改めてレニュイと距きよ離りを取る。その動きは、厳格だが大らかな神父のそれではない。イザーナに匹ひつ敵てきする武人の挙動である。

　老ろう齢れいなど関係ないとばかりの立たち振ふる舞まいは、隙すきがない。

　元従軍神父であり、傭よう兵へいでもあったフォーグスは、おそらく礼拝堂に置いていた鋼こう鉄てつの十字架をハンマーのように使い、レニュイに不意の一いち撃げきを浴びせてみせた。

「う、うう……くらくらする……」

「斬ざん撃げきが効かぬなら打撃で気絶させればと思ったが……さすがにしぶといな」

　白しら髪がの目立つ義父は、その白い髭ひげを撫なでながら呻うめいた。その巨きよ大だいな十字架を地に突つき立てる。竜りゆう相手に『くらくら』させただけで十分な戦果と思われたが、フォーグスには不満なようだった。

　不意打ちとはいえ一撃を浴びせる神父の実力だが、武術を知らないエイクはその実力がどの程度のものか、測はかりかねた。イザーナと同様の達人、ということしかわからない。

「ひどいよぉ、おじいさん」

「それが神の意志というならばともかく、欲望まみれの竜りゆうの意志で人が拐かどわかされるなど、聖職者として看過できることではない。ましてや義理とはいえ娘むすめと、新人の修道女。それを通すと思うな、火か竜りゆうよ」

「むぅー、どうしよう、ちょー正論」

　エイクの手の中、イザーナの生なま首くびが小声で『私もいるのだが……』と呟つぶやいたのだが、誰だれもその声に応答しなかった。

　一方、エイクとしては混乱の極きわみである。傭よう兵へい時代があったということは知っていたが、まさか今、武器を取って竜に一いち撃げきを加えるなどとは思いもしなかった。

「神父、あの……」

「この十じゆう字じ架かは従軍していた頃ころの得え物ものだ。兵といえど神父であったからな。死に行く者たちに神の光が見えるようにと、馴な染じみだった鍛冶かじ屋に特注で作らせた」

「そ、そんなことを聞いているわけではありません！　神父、あまり無茶は」

「わかっている。この耄もう碌ろくした爺じじいに竜の相手をしろなどと、たとえ専用の装備があろうと厳しかろう」

　だから、と神父は言葉を続ける。突つき立てた十字架から引き抜ぬいたのは、長ちよう剣けんであった。ただの鈍どん器きにあらず、その十字架は、鞘さやに入った剣だったのである。特注とはそういうことか。十字架を模もした剣の刀身は、研といだばかりのように月光で輝かがやいていた。

　フォーグスは剣を逆手に持ち、エイクへと差し出した。

「お前に任せよう、エイク」

　はぁ!?　とイザーナやヘルミーネが、絶対無理だと言いたげに声をあげる。レニュイもくらくらする頭を押さえつつも、怪け訝げんな目をしていた。

「──はい、神父」

　しかし、エイクは努つとめて声を抑おさえた。生首をヘルミーネに手て渡わたす。

　自由になった手で、エイクは剣を取る。乱れない挙動。呼吸を整える。

　音を立てないまま、一度だけ風を切って刃やいばを振ふるい、エイクはその長剣を中段で構えた。

　隙すきのない、良い姿勢だった。




　目が覚めた時、シルヴァンシアの目の前には、首のない女性の身体からだがあった。

「────ッ!?」

　思わず声をあげそうになったが、しかしすぐ隣となりで化物でも見たような叫さけびが聞こえて、むしろ彼女は冷静になることができた。隣にいたのはジェシカで、口をぱくぱくと開閉させている。

　シルヴァも一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、よくよく見れば赤い鎧よろいはイザーナの身体である。さすがにもう見慣れた。いや、至近距きよ離りからは初めてだったが。

　よく見なければ、黒い靄もやに紛まぎれて、血まみれの切り口は見えたりしない。それを知っていたシルヴァは、なるべくイザーナの首を注視しないように心がけた。

　何故なぜか胸部の鎧よろいが壊こわされていて、厚手の服がシルヴァのそれより大きく膨ふくらんでいたような気もしたのだが、もうこれ以上敗北の味は知りたくないシルヴァは、見なかったことにした。勘かん違ちがい勘違い、と自分に言い聞かせる。

「ジェシカさん、ジェシカさん」

　ほぼ密着しているような状態だったが、唯ゆい一いつ、自由になる指先で彼女を小こ突づく。涙なみだ目めのジェシカであったが、自分もエイクの前で相当錯さく乱らんしていたので、彼女の気持ちはよくわかった。

　ジェシカは驚おどろいても脱ぬいだりしないらしい。当たり前か、とシルヴァは思った。それは淫いん魔まの悪あく癖へきで、ジェシカは普ふ通つうの人間なのだから。

「あ、あう……あう」

「大だい丈じよう夫ぶです。この頭のない人は味方ですわ」

「な、なにこれ、どうなってんの……！」

「レニュイ様に捕つかまってしまったみたいで」

　ぼんやりとではあるものの、ここに至る経緯は、朦もう朧ろうとした意識の中で夢のように感じ取っていた。竜りゆうの腕うでに無造作に摑つかまれているようだが、捕とらえた人間を苦しめない程度の力加減、それでも逃にげられないようにしっかりと両腕を封ふうじ込めている辺り、レニュイもかなり器用だ。

　ハーレムとか、変態とか、あとは妙みような擬ぎ音おんとかが聞こえたのは覚えている。アザンレニュイが同性愛者とは知らなかったが、つまり自分は囚とらわれの身である。

「あたし、寝ねてたはずじゃ」

「精気を吸い取る術だと思いますわ。ざっくり言ってしまえば、体力を奪うばわれるようなものです。眠ねむりも深くなりますわ。わたくしのようなサキュバスにとっては基本の術ですけれど、まさかレニュイ様も使えたなんて……」

「は？　サキュバス……？　アンタが？」

　しまった。ジェシカはシルヴァの素す性じようを知らなかったのだ。迂う闊かつだった。

　こんなことだからいつまでたっても立派な修道女になれないのだ、とシルヴァが猛もう省せいするうちに、ジェシカの目が段々と険けん吞のんなそれに変わる。

「ふぅーん？　へぇー、そぉ。なるほどねぇー。なんだか色々と得心がいったわ」

「ジェ、ジェシカさん、お顔が怖こわいですわ……」

　涙目になったりジト目になったりと、囚われの身でありながら表情豊かなジェシカ。しかしシルヴァにしてみれば、同じ場所にヴイーヴルやデュラハンがいるので、自分など無害な淫魔だろう、と思った。

　淫魔であるため、吸精の術にも耐たい性せいがあったシルヴァは、混こん沌とんとした意識の中でもどうにかレニュイやエイクたちの会話を聞き取ることができたが、ジェシカはそれすらできない。完全に夢の中であったということなのだろう。

「い、今は仲なか違たがいしている場合ではありませんわ。このままだとレニュイ様に連れ去られてしまうかと……」

「え……？　てゆーか、今どうなってるの？　これからどうなるの？」

「レニュイ様の巣すであれこれされるのだと思いますわ」

「あれこれって……なによ」

「とても修道女の口からは言えませんわ……淫いん魔まとしてならお教えできますけれど。お聞きになります？」

　ひく、とジェシカの表情がひきつった。

「こ、こらぁ────ッ！　さっさと助けろエイク──────ッ！」

　自らの危機をようやく悟さとったジェシカが、じたばたと暴れる。しかし竜りゆうの拘こう束そく力に、ジェシカが太刀たち打うちできるはずもなく、鱗うろこの腕うではびくともしなかった。むしろ一いつ緒しよに摑つかまれているシルヴァが窮きゆう屈くつだった。

　それでも、シルヴァは前を向く。丁度レニュイと対たい峙じしているエイクが正面に見える形となった。長ちよう剣けんを構えたエイクは微び動どうだにしない。距きよ離りを測り、精神を集中しているようだ。

「起きましたか、二人とも」

　長剣は揺ゆらがないままに、エイクはそう言った。彼の目線はレニュイにしか向いていない。

「ふぅん？　剣、使えたんだねエイク？」

「義父が、戦争大好きな従軍神父だったので」

　エイクが皮肉交じりにそう言うと、フォーグスがくつくつと笑えみをこぼした。

　当然ながら、シルヴァは夜よ伽とぎの術は知っていても、武術などさっぱりわからなかった。エイクの構えや姿勢がどれほどのものかは不明だが、レニュイが攻こう撃げきを加えないところを見ると、隙すきのない構えなのかもしれない。

「……ハッタリよ」

「え」

　ジェシカが、小さい声でそう言った。レニュイに聞こえないようにするためだろう。実際、女好きの守護竜がそれを聞き取った風はなかった。

「エイク、同年代でも身体からだが小さくて、剣術は頑がん張ばってたけど、はっきり言って下手よ」

「で、でも、あの構えは……」

「構えは基本でしょ。フォーグス神父が教えたのよ。構えだけでも形になるようにって、フォーグス神父が徹てつ底ていしたの。動けるわけないわ」

　幼おさな馴な染じみのジェシカが言うのならそれは正しいのだろう。

「あの、それは昔の話でしょう？　それから訓練を積んだのでは……」

「新参のアンタよりは見てるわよ。そんな話、聞いたことないし、エイクが剣けんに触さわってるとこも知らないわ。昔から今まで、ずっと幼おさな馴な染じみやってるんだから」

　ジェシカに新参と言われ、胸の奥がじくりと痛む。ジェシカのほうがエイクをよく知っている。その事実に込み上げた感情を、シルヴァは緊きん急きゆう時だからと気付かないフリをした。

「では……」

　ジェシカの言う通りだとすれば、状じよう況きようは改善していない。イザーナが返かえり討うちに遭あったことは、一いつ緒しよくたに摑つかまれている彼女の首から下を見ればすぐにわかる。イザーナでも勝てない相手に、エイクが勝てるとは思えないが。

「本当に、やる気？」

　レニュイが首を傾かしげた、ように思った。身動きとれないシルヴァは、向かいのエイクの姿はよく見えるのだが、逆に腕うでの持ち主であるレニュイの表情は見えづらい位置にいる。ただでさえ、巨きよ大だい化した腕がレニュイへの視線を妨さまたげる。

「そちらが退ひいてくれないなら、僕にも考えがあります」

「……どうしよう。妾わらわ、エイクとはあんまり戦いたくない。これでもお世話になったし」

「恩を感じてくれるのはありがたいので、ついでに三人を返してくれませんか」

「エイクが、こっちに来る？」

「──は？」

　熱い、とシルヴァは思った。

　火か竜りゆうの身体からだから、わずかに熱のようなものが発せられている気がした。火か焰えんを吐はくというドラゴンだから、だろうか。しかし守護竜祭の間に接していても、熱など感じたことはない。

　なにかおかしい、気がする。

「だって、シルヴァとジェシカが連れ去られるのが嫌いやなら、エイクがこっちに来ればいい。エイクは男だけど、妾、多分平気。妾のために色々調べてくれたみたいだし。エイクにとってはみんな女の子だから、ハーレムと変わらないし、みんな一いつ緒しよ。あんなことやこんなことも好きにできるし……あうっ、想像したら鼻血が……はふぅ」

「な、なにわけわかんないこと言ってんのよ！　エイクとそんなことできるわけないでしょ！」

　ジェシカが真っ赤になって否定する。しかしシルヴァは、以前にエイクの上に跨またがって似たような誘ゆう惑わくをした身であるため、レニュイのことを糾きゆう弾だんできなかった。サキュバスの得意分野でもあるわけだし。

「レニュイ、大だい丈じよう夫ぶですか」

「ぐしゅ……へーき。で、どうする？　妾的にはせっちゅーあんなんだけど」

「大変魅み力りよく的ですが、お断りします」

　剣の軸じくをずらさずに、エイクが告げた。

　魅み力りよく的なのかよ、とジェシカが声をあげるが、彼は無視である。少なくとも断った原因がシルヴァにあるわけではないようで、彼女はほっとできた。

「乱交も姦かん淫いんも、聖職者には許されませんから」

「そしたら、神様が助けてくれるの？」

「そんな風には考えていませんよ。ただ、シルヴァさんを立派な修道女にすると約束しましたから。僕が真っ先に誘ゆう惑わくに乗ってしまったら、示しがつかないでしょう？」

「エイク様……」

　なにかできることはないか、とシルヴァは頭を巡めぐらせる。エイクにばかり危険なことはさせられない。そうまで言ってくれた彼の助けになりたかった。

　だが、力で敵かなわない相手だ。身動きとれなければどうしようもない。

「それに、言いましたね、レニュイ。竜りゆうはわがままだと」

「うん？」

「そのわがままに勝つには同じくらいわがままでないといけない。レニュイ、そう言ったでしょう？」

「あーうん？　言った？　ような？」

　なぜうろ覚えなのだろう。朦もう朧ろうとしていたシルヴァも、その言葉は聞こえていたというのに。

「僕も結構わがままでして」

「せーしょくしゃのくせに？」

「いえ、聖職者だから、かもしれません。シルヴァさん、ジェシカ、それに僕や神父、みんなの夢とか、生活とか、感情とか。全部ひっくるめて、大事にしたいんですよ。それが僕のわがままです。強ごう欲よくは罪ですが、それが続くように祈いのりたいんです」

　見習い神父。

　まだまだ、立派な聖職者には程ほど遠とおいわがままぶりに、けれどシルヴァは考えた。エイクにだけ任せるわけにはいかない。自分にだってわがままがある。散々考えた末に、修道女になりたいなんてわがままを言ったのだ。

　それを叶かなえてくれたエイクを支えたい。それが、今のわがままなのだから。

「だから、いきます……っ！」

　エイクが、一歩を踏ふみ込んだ。

　だが、それはあまりに形になっていない。素人しろうとのシルヴァでもわかるほどの、力の入らない攻こう撃げきだった。重い剣けんに振ふり回されるように、遅おそい一歩を進む。

「え？」

　身構えていたレニュイにとっても意外だったのだろう。立派な構えとは裏腹の、弱い踏み込み。

　けれど、エイクは進んだ。

「う、お、おおおッ！」

　気合いはいいけど、とジェシカが呟つぶやく。声に比して、横に振ふる剣けんは狙ねらいが甘い。甘すぎるのだ。

　レニュイは、どう対応するべきかわからなかったのだろう。剣を一歩退ひいてかわした。それだけだった。反はん撃げきしてもいいものか、と思う。しかし、へろへろの剣を振り切った時、汗あせまみれのエイクが告げた。

「シルヴァさん！」

「は、はい！」

「キスしてください──レニュイと！」

「え、ぅええぇぇッ!?」

　シルヴァが頓とん狂きような声をあげるが、同様に声をあげたのは隣となりのジェシカも、そして白いメイド服と、彼女に抱かかえられている生なま首くびも、であった。黙もくしているのはフォーグス神父のみ。

　当然、レニュイも動どう揺ようしていた。

「キス……シルヴァと、ちゅっちゅ、していいの？」

「はい！　存分にどうぞ！」

「どうぞじゃありませんわぁ────ッ！」

　いきなりなにを言い出すのか。純潔たるべき修道女が接せつ吻ぷんなどと、あれ、でも性せい行こう為いじゃないから構わないのか、いやいやそんなはずはない。頭の中がぐるぐる回る経験の薄うすい淫いん魔まとは別に、明らかにレニュイの身体からだから発せられる熱が増えていた。

　シルヴァは、今いま更さら気付く。

　レニュイは発情しているのだ。それも、通常の状態ではない。おそらくシルヴァの体たい臭しゆうが、彼女に効果を及およぼしたのだ。基本的に男性に通用する匂においの媚び薬やく効果だが、別に淫魔の匂いは異性限定ではない。極きよく端たんな話、彼女を性的対象と見る人間であれば効果はある。

　祭りの最中、ずっとレニュイにそういう目で見られていたかと思うと、ぞっとするシルヴァである。健康な男性ならともかく、腹に一いち物もつ抱えた雌めす竜りゆうであるため、尚なお更さらに。

　そんな相手と淫魔がキスすれば、相手のほうはどうなるか。

「ちょ、ちょっと待ってほしいですわ！　エイク様、心の準備というものが……！」

「淫魔のくせに何言ってんのよ！」

　ジェシカの言葉は正論すぎて胸に痛い。今は修道女なのだと言いたかったが、ジェシカは聞いてくれそうにない。

　右腕での拘こう束そくが、少し緩ゆるんだ気がした。

「早くッ！　お願いします！　このままだと、僕の剣がシルヴァさんに当たるかもしれませんよ、レニュイ！」

　やはりふらふらの剣を操あやつりながら、エイクはそう言った。わざわざ慣れない剣を使っているのはそういう理由か。レニュイを急せかすのだ。逃にげられないために。今この場で決着をつけてしまうために。

「それ、ダメ……それは、ダメだよぉ。急がないと……はあはあ」

　誰だれ一人、シルヴァの声なんて聞いてくれない。

　レニュイは、エイクの狙ねらいが甘い剣けんから身を守るために、彼に背を向けた。彼女の巨きよ大だいな翼つばさによって、エイクの姿が隠かくれてしまう。それはシルヴァにとって幸か不幸か。

　腕うでが、レニュイの眼前に運ばれる。もう守しゆ護ご竜りゆうの顔は間近だった。近くで見ると、エキゾチックな美人だとは思う。けれどいくら美人でも、唇くちびるを奪うばわれるのはダメだ。色々とダメだ。修道女である以前に、一人の乙女おとめとしてダメなのである。

「はあ、はあ……！　あう、あふ、だめ、濡ぬれる……！」

　なにが濡れるのかわかってしまうのは、淫いん魔まとしては正しいが、修道女としてはきっと失格なのだろう。

　シルヴァは必死の思いで顔をそむけた。

「い、いけませんわエイク様！　これ、本ほん末まつ転てん倒とうだと思いますの！　わたくし、なんでもいたしますから、こういうのだけは……！」

「ちゅっちゅ、ちゅ……」

　エイクは応こたえてくれない。

　レニュイの背中を攻こう撃げきすることに神経を割さいているのだろう。そうであってほしい。シルヴァは涙なみだ目めになりながらも、キスを迫せまる竜族から必死で顔を逸そらした。抵てい抗こうをやめたら終わりだ、と思う。

　一いつ瞬しゆん、エイクがこちらを見た気が、した。

　助けてくれるかと思ったのだが、結局なにも言ってはくれなかった。声をあげて懇こん願がんしようとしたシルヴァだが、間に合わないことはシルヴァ本人がよくわかっていた。

「なんでもするって言うなら──」

　イライラした声は、すぐ傍そばから。

　頭をがっしりと摑つかまれる。意外と強い力だ。パンをこねるのにもそれなりに力が必要だと聞く。

　ゆるい拘こう束そくから腕だけを抜ぬき出して、レニュイのほうへと向ける。そこへ更さらに追い打ちをかけるように、別の腕も加わった。こちらは多分イザーナのそれである。パン屋の娘むすめと首くびなし騎き士し、二人の腕の力に逆らえるはずもなく、シルヴァは強引にレニュイのほうへと向かされた。

「さっさとキスぐらいしなさいよ！」

「ぐらいって、わたくし、これでも初めてで……ッ！」

「ん、ちゅ！　ちゅ……う!?」

　目の前に、アザンレニュイの唇が迫る。上気した頰ほお。発熱する身体からだはシルヴァでも感じられるほどに熱く、火傷やけどしそうになる。

　逃にげられない。もうだめだ。

　ああ、ここでわたくしのファーストキスも台無しになるのですわね────シルヴァは絶望的な思いで目を閉じた。こんな結果なら、レニュイの巣すに連れられるのも大して違ちがわないのではないか。

　まさか思い人から、別の相手とキスしろと言われるだなんて。

（エイク様、わたくしの懺ざん悔げに、一晩付き合ってもらいますわよ────ッ！）

　そんなことでしか、彼に意い趣しゆ返がえしができない、と思った。




　エイクは一息ついて、剣けんを下ろす。

　どうやら、シルヴァは上手うまくやってくれたらしい。彼女が修道女であることを考えれば残ざん酷こくなまでの手法であったかもしれないが、他ほかに方法は思いつかなかった。

　レニュイは、目を回して倒たおれ込んでいる。シルヴァの媚び薬やく効果が効きすぎたのだろう。彼女の周囲に陽かげ炎ろうが立っている。火の竜りゆうが発情した時、その体内から発せられる熱に、彼女自身が耐たえられなかったということだ。尾おや翼つばさ、右腕うでも人間状態の時の大きさに戻もどっている。

　シルヴァは顔を覆おおって泣きじゃくっているし、ジェシカは肩かたを叩たたいてそれを慰なぐさめている。こっちは、自分が下手なことを言うと更さらにシルヴァを傷つけそうだと思った。

　エイクは剣を捨てる。振ふったのは数年ぶりだ。アントニオと違い、自分は武術の才能がないに等しかった。結局馴な染じまないものだった。

　エイクは熱気を我が慢まんしながら、倒れたレニュイに近づく。

　彼女の額のダイヤモンドに触ふれ、それを一気に奪うばい取った。

　ぐちゅり、という音と共に、透とう明めいな体液らしきものにまみれた小さなダイヤモンドが、エイクの手にあった。

　東の空を見る。

　長い夜だったことを示すかのように、もう空の果てが白しらんでいた。













　　エピローグ







　夜が明け、まず考えたのは、気絶したアザンレニュイの処しよ遇ぐうであった。

　淫いん魔まの体たい臭しゆうで興奮していたところに、あれだけ顔を接近させたレニュイである。さすがにしばらく起きないだろうと考えたエイクだったが、それに反し、全員が朝食の準備をしている頃ころにむくりと起き出した。さすがにもう止める手立てがないかと思われたエイクだったが、彼女は直前までとうって変わって大人しい。

　レニュイは力ない様子で、

「宝石、返して……」

　と、涙なみだ目めになって訴うつたえた。

　エイクが、アザンレニュイの宝石を奪うばったのは、確かに彼女にとって大切なものだと聞いていたからだ。宝石を盾たてに交こう渉しようすれば少しは優位に立てるだろうというエイクの判断だったが、彼女にとって宝石は更さらに重要なものだったらしい。

　宝石はヴイーヴルの力の象しよう徴ちようであり、また様々な術の触しよく媒ばいでもある、という。

　種族にもよるが、宝石を奪われると力を失う、目が見えなくなるなどの症しよう状じようが発生し、最悪死んでしまうこともあるという。アザンレニュイに関しては運良く死ぬまでには至らなかったものの、本来の火か竜りゆうの姿に戻もどれなくなってしまうので、返してほしいということだった。

　その様子があまりに深刻だったので、エイクは返すことを提案したが、それを咎とがめたのはフォーグスである。

　返せばまたなにをしでかすかわからないというのが、その論ろん拠きよであった。確かに、今度こそ暴れ出したら止められるとは思えない。レニュイは返してくれるなら暴れたりしないと言い張ったが、神父は信用しなかった。もちろん、被ひ害がい者であるジェシカやイザーナも、宝石を返すことに反対であった。

　結果、宝石はエイクが預かることになる。レニュイは宝石から遠くは離はなれられないため、教会で暮らすこととなった。宝石を持つエイクに逆らえないレニュイは、事実上、エイクの言うことならなんでも聞かざるを得ないという。また住人が増えたが、シルヴァやヘルミーネと違ちがい、レニュイは遠えん慮りよなくこき使える、とフォーグスは言っていた。

　一応、実力行使で奪われないように注意する必要がある。エイクは今度宝石を加工して、首くび飾かざりにでも変え、肌はだ身み離さず持っていることにした。ただ、レニュイのほうも反省しているようだし、力ずくでの奪だつ取しゆはないだろう、というのがエイクの現状の認にん識しきであった。

　とりあえず飛行能力は残っているようだったので、レニュイにはその日、体力が回復次し第だい、おろそかになっていた教会屋根の補修を頼たのむことになった。宝石を奪うばわれ弱体化したとはいえ、レニュイには簡単な仕事であるようで、早さつ速そく屋根の上で眠ねむり始めた。

　一方、フォーグスとヘルミーネは、朝食を終えるとジェントに行くことになった。

　フォーグス神父はアザンレニュイの件について、大聖堂の司祭やジェント伯はく爵しやくと話をしてくるという。守しゆ護ご竜りゆうがどうして泉から離はなれ、彼の教会にいるのか、適当な言い訳をすると言っていた。確かに、レニュイの性せい癖へきを説明するのは色々と問題があるだろうし、信しん頼らいの厚いフォーグス神父なら問題ないだろう。ヘルミーネは単なる付つき添そいだが、家事ができる彼女がいるなら心配いらない、とエイクは思う。

　イザーナは、一連の騒そう動どうが終わると、さっさと出しゆつ立たつしてしまった。よほどレニュイに身体からだを触さわられたことがトラウマらしい。いつか必ずリベンジすると言っていたが、レニュイが掌てのひらを広げただけで顔をひきつらせていたので、果たして復ふく讐しゆうはなるだろうか。

　そして。

　淫いん魔まのシルヴァンシアは、今朝のことがよほどショックだったのか、またもや自室に引きこもってしまったのだった。




「──まだ落ち込んでんの？」

　シルヴァの部屋に入ったジェシカは、毛布を頭から被かぶって別の生物のごとくなっている修道女に声をかけた。部屋は整理されているものの、脱ぬぎ散らかした修道服がその辺に落ちている。

　なにかあると脱ぎたくなるのがサキュバスの習性なのだと、ジェシカは朝聞いた。

「ジェシカさん……お店のほうは」

　毛布の生物が喋しやべる。

「今日は守護竜祭の片付けだからね。女将おかみさんもおやっさんも、朝からは動かないわよ。昼前くらいに戻もどれば十分。紅茶持ってきたわよ」

「わざわざ……すみませんわ」

　紅茶の入ったティーポットを、適当なテーブルに置く。毛布の生物はようやく金きん髪ぱつの頭だけ覗のぞかせてくれた。エイクによれば、以前にもこんなことがあったらしい。

　サキュバスのくせに修道女なのだから、それは大変だったろう。

「本当に角生えてんのね」

「騙だますつもりはなかったのですけれど……」

「いいわよ、もう。事情があるってのは察しがついてたし、まさか淫魔とは思わなかったけど」

　頭だけ出したシルヴァのそこには、羊に似た角がある。

　レニュイのまっすぐな角ではなく、大きく円を描えがく角だが、シルヴァにくっついているとそんなものすら可愛かわいく見える。美人は得だなとジェシカは思った。

　首くびなし騎き士しだの守しゆ護ご竜りゆうだのを見てしまったジェシカは、もう認にん識しきが麻ま痺ひしかけているのか、あまり驚おどろくことはできなかった。これだけドジでお人ひと好よしな女が悪あく魔まであるなら、むしろ安心というものだ。

「落ち込むことないわよ、あんなの」

　紅茶をカップに注ぎながら、ジェシカは言う。シルヴァは紅茶をもらうためか、ようやく毛布から出てきた。やはりサキュバスの衣い装しようである。

「ちゃんと寸すん止どめで止めてあげたじゃない。キスなんてしてないわよ」

「頭ではわかっているのですけれど……」

「大体、そんなに落ち込まれたら、無理やりやらせたあたしまで悪者みたいじゃないの」

「い、いえ、ジェシカさんは正しいことをしたと思いますわ」

　だったら落ち込むなと言いたいところだったが、ジェシカが逆の立場だったらどうか。やはり落ち込むような気がしたので、あまり人のことは言えなかった。

「細かいこと気にしてんじゃないわよ、淫いん魔まのくせに」

「申し訳ありませんわ……」

　一応出てきたくせに、ジェシカの淹いれた紅茶に手をつけないシルヴァ。

　どんだけ落ち込んでいるんだと思いつつ、ジェシカは自分のカップにも紅茶を注ぎ入れた。

　この淫魔は淫魔であるものの、やはりお人好しで繊せん細さいだ。きっと悪魔業が向いていないのだろう。なんで自分が恋こい敵がたきを励はげまさなければいけないのか、とジェシカは思いつつ、最初に感じた警けい戒かいは正しかったことを知る。

「あの……」

「なによ？」

「ジェシカさんが、最後までやらせなかったのは、その、やはり、わたくしのことに気を遣つかってくださって？」

　お互たがいの思いはもうわかっているのだろうな、とジェシカは思う。

　淫魔らしい誘ゆう惑わくには不向きであろうとも、多分シルヴァは、ジェシカの恋心の敵なのだ。

　だったらしゃきっとしてもらいたい、とジェシカは思う。

「これ、言わないでおこうかと思ったんだけど」

　敵に自分の手の内をさらすなど、とんでもないバカだなと思いつつ。

「あの女騎士は多分、やらせるつもりだったんじゃない？　でもあたしはぎりぎりのとこで手を離はなした。おかげでアンタはキスせずにすんだ。ここまではいい？」

「は、はい」

「それね、エイクの指示だったのよ」

「え……」

　当然だが、あの戦せん闘とう中、剣けんを振ふるうエイクはそんなことを言えなかった。彼は武術などどこまでいっても素人しろうとなのだ。ただ、一いつ瞬しゆんだけ視線を、ジェシカのほうに向けただけである。

「目、見るだけで、大体わかったわ。ああ、コイツ、シルヴァにキスさせたくないんだなってね。わかりやすいったら」

「あの、わたくしには、そんな風には見えなくて」

「とーぜんでしょ。こないだちょっとやってきたヤツにわかるかっての。あたしはずっとエイクと暮らしてたのよ？　子供時代、覚えている時からずっとエイクがいたわ。目を見りゃ大体のことはわかるわよ」

「そう、でしたか」

　わがままだ、とエイクは自分を評した。

　確かにそうだろう。自分でキスしろなどと言っておいて、本当はそれが嫌いやだったのだ、あの男は。それがシルヴァの指導役だからくる感情なのか、それとも別の理由、独どく占せん欲よくなのかはジェシカにはわからない。わかりたくもない。

　だが、お人ひと好よしで抜ぬけている聖職者のくせに、意外と強ごう情じようで強欲なところもある男なのだ。

　義父フォーグスに、兄けい弟てい姉し妹まいで一番似ているのはもしかしたらエイクかもしれない。そんな風に思うこともある。

「でもそれ、聞いてしまうと……なんだか別の意味で悲しくなってきましたわ」

「ふん、幼おさな馴な染じみなめないことね」

　散々苦しんだのだ。今度はそっちが嫉しつ妬とで悔くやしがる番だ、とジェシカは思う。いずれにしてもエイクは聖職者で、恋愛関係なんてなれるはずもない。

　この恋は、別の形で昇しよう華かするしかない。それはシルヴァも同じはずだった。

「ざまあみやがれ。落ち込んでるのがいけないのよ」

「ジェシカさん、酷ひどいですわ」

　でもちょっと元気出たでしょ？　と聞くと、シルヴァはこくりと頷うなずいた。エイクを好意的に思っていることはもう明白だった。多分、彼女が修道女であるうちは、そんなことを口に出したりしないだろうが。

「そのカッコでエイクの前に出ちゃダメよ。あれでも純情なんだから」

「そ、そんなことしませんっ。ちゃんと着き替がえますわっ」

　どうだろう。淫いん魔まのことだから信用はできないと思う。

　やっぱり、パンを届ける回数は増やしたほうが良さそうだ。監かん視しをしないと、エイクの身が危ない。こんなのが近くにいたら理性がいくらあっても足りないはずだ。

　レニュイも反省したかはともかくまだ教会にいるし、あの首なし騎き士しも随ずい分ぶん胸があったし。

　もしかして一番魅み力りよくがないのが自分か、と疑念すら抱いだいてしまうが、まだあの真っ白メイドがいるので大だい丈じよう夫ぶだ、と思い直す。

「まったく……」

　シルヴァが紅茶を飲み始めたのに合わせて、ジェシカも一ひと口くちすすった。

「甘いわね。なにこれ」

「え？　あの、ジェシカさんが入れたのでは……」

「あの真っ白メイドに任せたの。あたしはただ持ってきただけ。なんかマズかった？」

　うわあ、とシルヴァは言う。なんだその反応は、と言い返したくなったが、直後、自分の妙みような頰ほおの熱さに気付いた。紅茶を流し込んだ喉のどがかっと熱くなる。まるで安くて強い酒を飲んだような気分で、なにか言いたくとも漏もれるのは妙な吐と息いきだけだった。

　なんだこれは。

「まさか……」

　シルヴァがなにか言っているが、よく聞こえなかった。

　とにかく身体からだが熱いと思っているうちに、その熱さに飲まれて、世界がくるくると回り始める。

　なにが起きたのかわからないが、とにかくエイクが悪いのだろう、と思った。




「……で、これですか」

「申し訳ありませんわ。わたくしが気付ければよかったのですけれど」

　ジェシカが大変なことになった。

　シルヴァのそうした報に駆かけつけてみれば、確かにジェシカがおかしかった。というか、普ふ段だんありえない様子だと言っていい。なんだか意味のわからない声をあげながら、ジェシカが抱だきついてきたのだ。顔が赤い。

　なにがあったのか、ある程度察しはついたのだが。

「蜂はち蜜みつ酒しゆですね」

「はい……どうやら、ヘルミーネさんが紅茶に混ぜてしまったようですわ。そしてそのまま出かけていったと」

「相変わらずひっかき回して放置するのが好きですね……」

　エイクはベッドに座りつつ、犬のように甘えてくるジェシカの頭を撫なでている。どちらかというと発情しているというより、酒に酔よっているように見えた。レニュイのように倒たおれたりしないだけマシだろうか。

「ですからその、急いで着き替がえてから、エイク様をお呼びした次し第だいですわ」

「その服の下、サキュバスの衣服なんですね」

「わたくしも焦あせってしまって……」

　それでもちゃんと修道服を着てからエイクを呼びにきたあたり、シルヴァなりに成長というか、修道女らしい振ふる舞まいを身につけている、ということなのだろう。ちょっとズレている気がしないでもないが。

「とろいのよぉー、あんたはぁ」

「すみません、気にしないでください」

　腰こしに抱だきつきつつ、シルヴァに毒を吐はくジェシカ。エイクはジェシカの頭をぺしぺしと叩たたいて自重させようとするが、彼女はんー、とか言うだけで効果はなさそうだ。

　昔、彼女が風邪かぜをひいた時も似たような看病をしたな、とエイクは思う。昔を思い出せたなら、この些さ細さいなトラブルも意味があっただろうか。

「まあ、もう少ししたら寝ねるでしょう、昔からそうです」

「お二人は、仲がよろしいのですわね……」

「ええ、まあ、兄と妹ですから」

「いもうとひゃないわよぉぅー」

　ジェシカが抗こう議ぎの声をあげたが、エイクは取り合わなかった。昔からの論争は未いまだに決着がついていない。これが普ふ通つうの兄妹であればそんな論争も起きないだろうに。

「エイク様。あの……」

「はい」

「わたくし、色々ありましたけれど……まだ修道女、目指したいと思っていますわ」

「当然です。あれだけの立ち回りをして、竜りゆうまで相手にして、それなのに修道女辞やめますなんて言われたらたまりません」

　エイクの偽いつわらざる本音であった。

　なにしろ、竜に長ちよう剣けんを向けるだけで、汗あせだくになってしまったエイクである。超ちよう越えつ生物との対たい峙じは緊きん張ちよう感を伴ともなった。

　もう辞めますなどと言われてしまえば、今度はエイクが落ち込む番だっただろう。

「前は、平和だったんですけどねぇ」

「わたくしのせい、でしょうか？」

「いえ、レニュイの件も、シスター・シルヴァが原因ではあったでしょうが、責任はないでしょうし……それに、多分、懺ざん悔げ室なんでしょうね、一番の原因は」

　懺悔室の評判が、色々なところに響ひびくようになったからこそ、トラブルも舞まい込んできたのだろう。

　とはいえ、エイクも懺悔室をやめるつもりはない。ないのだけれど、誰だれか懺悔してもらいたいなと思った。本来の役目を果たせず、相談室のようになっているのは否いなめなかった。

「そうだ、シルヴァさんに渡わたすものがあったのですが」

「え？」

「これです」

　エイクが取り出したのは、いつかシルヴァにもらった、絹の手巾ハンカチであった。もっともそれはただ包んでいるだけで、中に入っているのはまた別のものだが。

　シルヴァに手渡す。彼女は目を丸くしていた。

「開けてみてください」

　言われるがまま、シルヴァは包みをほどいた。

　中から、青い輝かがやきが溢あふれ出す。主あるじの身体からだから剝はく離りしてもなお光を失わない。

「……鱗うろこ？」

「外で拾ったものです。お詫わびになるかわかりませんが」

　そこらで拾ったものを贈おくり物ものにするのは、さすがに図ずう々ずうしいかと思った。ましてやエイクは、シルヴァに接せつ吻ぷんまで強要した身である。こんなもので許してもらえるなどとは思っていなかった。

　が、せめてお詫びはしたい。

「一応、落ちている鱗をすべて集め、一番いいものを選びました。竜りゆうの皮が武器の素材に使われるのも、よくわかる気がします。綺き麗れいですよね」

「え、ええ……それに、その、軽いし薄うすいし……」

「喜んでいただけましたか」

　シルヴァは答えない。ただ魅み入いられたように、青く輝く鱗を見つめていた。

　アザンレニュイが言うには、『お守りになるかも？』とのことだった。装そう飾しよく品という意味以上に、エイクはその鱗が持つ神秘的な効果に期待している。信じられないような力を持つ竜の鱗だ。魔ま除よけになるだろう、と思った。

　悪魔に魔除けというのも、妙みような話ではあるものの。

「──許しませんわ」

　さらりと、澄すました顔でシルヴァが言う。

　エイクに抱だきついたままのジェシカが、普ふ段だんと違ちがう下品な声できゃははと笑うのが鬱うつ陶とうしかった。金こん輪りん際ざいジェシカに酒は飲ませまいと思う。

「ええ、ええ、許しませんわよ、エイク様。こんなもので許してもらえると思ったら大間違いですわ。わたくし、初めてが奪うばわれそうになりましたのよ」

「は、はい。わかっています」

「もちろん緊きん急きゆう事態だったのもわかっていますけれど、ちゃんと他ほかの方法も考えてくださいましたの？　女性の接吻でことを収めようだなんて、いけませんのよ。その場はよくても、あとあと大問題になるのですから」

「あの、シスター・シルヴァ……」

「なんですの？　エイク様、わたくし、普ふ段だんは大人しいからそうは思われないかもしれませんけれど、これでも怒おこっていますのよ？　こんな、そう、こんな、綺き麗れいで素す敵てきな鱗くらいで許してもらえるなんて思ったら」

「シルヴァさん、その、脱ぬぐのはそのくらいで」

　ふぇっ!?　と妙な声をあげて、修道服を脱いでいたシルヴァの動きが固まる。
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　説教口調だったのは大変結構だが、正直言って怒おこられている気がしなかった。なにしろあっさり修道服を脱ぬごうとするわ、剝むき出だしの背中でコウモリの翼つばさが嬉うれしそうにはためいているわで、感情の揺ゆれ動うごきが丸わかりだったのである。

「わたくし、また？」

「ええ、また、ですね。ほどほどにしてください」

「お、怒っているのはわたくしのほうですのよ！」

　すっかりサキュバスの身なりになってしまったシルヴァが顔を赤くするが、背中の翼はぴこぴこ動いている。レニュイの尻尾しつぽと同様、あれも感情の動きを知らせるものなのだろう。どう考えても怒っているようには見えなかった。

「えろー」

「クセですもの！　どうしようもないんですもの！」

　ジェシカに抗こう議ぎする淫いん魔まだったが、いまのジェシカになにか言っても無む駄だだろう。

　エイクとしては、鱗うろこを気に入ってもらえてよかった、というくらいである。しかしさすがに、今は素材そのまますぎる。今度暇ひまを見つけて、アクセサリーかなにかに加工をするのがいい、とエイクは考える。

「エイク様！　エイク様！　まったく！　許しません、許しませんわよ！」

「はぁ」

「今日の懺ざん悔げ室、わたくしにやらせていただきますわ！」

　ぷりぷりと怒おこりながら、シルヴァは修道服を着始める。脱ぬいだり着たりと忙いそがしい。正直、彼女のこの行動に慣れてきている自分が怖こわいエイクだった。

「ええっと、構いませんが……何故なぜ？」

「もちろん、決まっていますわ。エイク様に懺悔していただかないと」

　まだ顔が赤い。というか耳まで赤い。

　可愛かわいらしいな、と、エイクは極力思わないことにした。それより、年とし頃ごろの少女らしいと思うべきだろう。何百年と生きている淫いん魔まというより、まだ本当に修道女になり立ての少女だと思うべきなのだろう。

　ジェシカはエイクの膝ひざに頭を乗せて、すやすやと眠ねむりこけている。

「一晩お付き合いいたしますわ！　きちんと神様の前で、どうしてあんなことをしたのか、漏もらさず告白してくださいませ」

「一晩……ですか」

　くすくすくすと、悪魔のような笑えみのシルヴァンシアだった。大だい丈じよう夫ぶですわ、などと声をかけてくる。

「ベッドで一晩、淫魔のお相手するよりは、よっぽど楽だと思いますわよ」




　結局その日は、可愛らしく怒るシルヴァに付き合い、懺悔室に入ることになった。

　入ってみれば、結果としてはシルヴァの愚ぐ痴ちをひたすらエイクが聞く形になってしまったのだが。

　おまけに狭せまい密室で、なにを考えたのか、シルヴァはすぐ服を脱ごうとする。格こう子しで隔へだてられた向こうで、衣きぬ擦ずれの音などがすると本当に心臓に悪い。妙みような光景を想像してしまうエイクは、本当に聖職者失格だなと思う。

　それでも続けなくてはならない。エイクの夢でもあるし、シルヴァの夢でもある。誘ゆう惑わくに屈くつするわけにはいかないのだ。

　話を聞いてくれる人が貴重だから、様々なものたちが、エイクの懺悔室に来るのだろう。

　エイクの、やましい想像に対する懺悔も、誰だれかに聞いてほしかったが、それをしては本ほん末まつ転てん倒とうだった。

　懺悔室を頼たよるものたちが、少しでも減った時に、一人、神へと告白しよう。

　シルヴァの、怒ってるとは思えないような説教を聞きながら、一人そう思うエイクなのであった。










あとがき




　シリーズやってる最中に別シリーズ出すと絶対に言われるので先回りしておきますが、『デュアル・イレイザー』はちゃんと書いてますよ！　向こうが終わったとか投げっぱなしとかではないですよ！

　今までお会いした方はお久しぶりです。初めましての方は初めまして。

　折おり口ぐち良よし乃のです。




　この作品、読んでいただけるとわかるかと思いますが、趣しゆ味みに走りまくっております。

　動機からして不純というか、きっかけも相当アレでして、というのもリヴル・ブランシェ最終巻を書き終えました折口は、ふーやれやれと一息ついておりました。

「よし、これでしばらくはコスプレはいいや」[image: →]「それにしても色んな服を着せたなぁ」[image: →]「ん、そういえば……」[image: →]「修道服を着せるシーンがなかったじゃないかー！」という、（自分にとっては）非常に致ち命めい的なミスに気付いたという経緯です。リヴルのシスター服だなんてとても見たかったのですが。

　仕方がないのでシルヴァンシアさんに着ていただきました。ついでに昔の没ぼつ設定なんかもひっぱり出して一本の作品に仕上げたという経緯です。

　デュラハンやヴイーヴルなどはともかく、シルキーをメイドに仕立て上げているあたり、自分はメイド書かないと死んじゃう病なのかもしれません。

　本作の絵を、リヴルを担当してくださってたＫｅＧさんにお願いしたのも、そのような経緯によるところが大きいです。ＫｅＧケージさんに是ぜ非ひ！　と勝手ながら要望させていただきました。聞いてくださった編集さん、ＫｅＧさんにはお手数をおかけしました。




　本作で一番悩なやんだのは、世界観の位置づけです。

　メインのモンスター娘むすめ、サキュバスはキリスト教と密接なつながりがある存在です。逆に言えばキリスト教が存在しない地域においてはサキュバスもいません。ゆえに、エイクやフォーグスの信しん仰こうもキリスト教となってしまいます。

　では、本作の世界は、史実の中世ヨーロッパ？

　しかし、それにしてはあまりにドラゴンやデュラハンたちが幅はばを利きかせすぎています。ラブコメという体てい裁さい上仕方のないことですが、暗黒時代などとも言われる中世ヨーロッパにしてはノリも軽いですし、いささか時代錯さく誤ごの箇か所しよもあります。パン焼き簡単すぎ、とか言われるかもしれません。

　かように、リアルな中世ヨーロッパだと決めつけてしまうにはファンタジーすぎるのです。

　ゆえに、本作で、エイクらの宗教がどのようなものか等、世界観に関する説明はあえて省きました。

　よって本作の位置づけは次の通りです。

　キリスト教っぽいけれど、ちょっと違ちがう宗教。

　中世ヨーロッパっぽいけれど、ちょっと違う世界（厳密には中世と近世の間くらいをモデルにしていますが、あくまでモデルです）。

　ラブコメであるから細部は適当でいいなどと言うつもりはありません。しかし、あまり細かく規定してしまうといくつかの矛む盾じゆんがありますし、それらの整合性をとるために世界観を色濃こく設定することで、キャラクターへ向くべき焦しよう点てんがブレてしまうのは作者の本意ではありません。

　世界観が魅み力りよくのファンタジー作品も多々ありますが、本作は違うと思いますし。

　なにが言いたいかというと『角、尻尾しつぽの悪あく魔まっ娘こかわいい！』『鱗うろこあるドラゴン娘むすめかわいい！』『生なま首くびかわいい！』という読み方を、作者の立場からはおすすめしますよ、という程度の話でございます。え？　生首娘はかわいいだろ！　なにを言っているんだ！

　そんな感じで、今後もどんどんクリーチャー美少女を増やしていけたらいいなぁ。編集Ｋさんとの戦いになることは目に見えていますが。




　では、この本に関かかわってくださった方に感謝を。

　編集ＫさんとＭさん。いつもお世話になっております。いつも、ついつい特とく撮さつについて語りすぎてしまい申し訳ありません。この調子でＫさんを仮面ライダーファンに引き込んでやろう、などと考えてはいまセンヨ？

　そして絵師のＫｅＧケージさん。リヴルに引き続き本作を担当してくださり、本当に感激の限りであります。美少女もクリーチャーも描かける万能絵師さんにかかれば、本作のモンスター娘たちも更さらにグロ可愛かわいくなるはず……え、グロはいらない？

　そのほか、何気なくいつも格好のネタをくれる家族、細かいところまできっちり指し摘てきをくださった校こう閲えつさま、そして誰だれよりも読んでくださった皆様へ、最大限の感謝を。
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折おり口ぐち良よし乃の

モン娘好きな23歳。皆『下半身がくもの女性』と聞いて雲に乗った女の子を思い浮かべて「かわいい」と言うなか、一人だけスパイダー娘を思い浮かべていました。どっちも可愛いよね？
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イラスト／ＫｅＧ

愛媛県出身、現在埼玉で絶賛引きこもり中。絵を描くかゲームやってるかの日々なので、この手のコメントを書くのが一番大変だったりします。
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